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　──この化け物、みんなを返してよ！──




　大破した建物の中、子供達が石を投げつけていた。

　石の向かう先は一人の男──いや、全身を体毛に覆おおわれた、体長五メートルほどの獣けもの。瓦が礫れきの山と化した床ゆかで立ち尽くしている。

　獣の脇わきには、沈ちん黙もくしきっている一台の列車。至る所が破損しており、廃はい棄き寸前とも言える姿だ。とても先ほどまで走っていたとは思えない欠損ぶりである。

　事実、それはつい数分前まで走っていた。しかし、その車輪の下に、線路は無い。

　その場に広がっている、映画のワンシーンのような風景。あるいはこの眺ながめを見た者は、それが現実のものだとは思わないだろう。施し設せつを破は壊かいし、人を跳はねて停止する列車──大掛かりなシーンに過ぎないと捉えるかもしれない。

　だが、これは実際に起きたことだ。

　嘆なげくべき光景が、間違いなく目の前に広がっている。

　脱だつ線せんしたその列車は、線路無き道を突き進み、ここまでやってきた。建物から真っ直ぐ後ろに伸びる、この街のメインストリートを赤く染め上げながら。

　車輪の下には、目を覆いたくなるような光景が見える。




　──みんなを返して！──

　子供達は、ただ泣き叫んで獣に石を投げつけていた。

　ひたすらに、がむしゃらに。

　それが彼らにできる、ただひとつのことだった。




　黙だまり込こんで石をぶつけられる獣。

　ひたすらに、がむしゃらに。

　それがその獣にできる、ただひとつのことだった。




　遠くで、鳥たちがさえずる。

　まるで地上の惨さん劇げきなど素知らぬ様子で──実に無む邪じや気きに、朗ほがらかな歌声で。
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　常とこ夏なつの国、チェンライ王国ケラジヤン。昼休みのルアンピー・ジュニアハイスクール裏庭にあるベンチで、少女が固唾かたずを飲んで祈いのるように手を組んでいた。

　少女の名前はマナ。黒い髪に黒い服の、瞳ひとみの大きな少女である。

　マナの掌てのひらは汗あせで湿しめっていた。その掌の汗の理由は南国の昼の日差しのせいでも、熱帯の湿った気候のせいでもない。彼女の汗の理由は、その視線の先──隣となりに座る表情の乏とぼしい少年、クラスメイトのトウアである。今、彼が食べているのはマナの手作り弁当。野菜多めのミーゴレン焼きそばは、愛をたっぷり注ぎ込んだ渾こん身しんの一品だ。

　黙もく々もくと食事をするトウア。果たして今日のお弁当はどうなのだろう──実に気になる。

　そんなマナの視線を感じていない様子で、トウアは淡たん々たんと箸はしをすすめていた。何を考えているのか、何を感じているのか、その表情からは見て取れない。

　ぐっと唾つばを飲み、一度口をキツく結んだ後、マナは口を開いた。

「ト、トウアくん、どうかな……今日のお弁当……」

　マナの突然の声に反応したトウアは、口の中身を飲み込んだ後、小さく頷うなずきながら応こたえる。

「うん、おいしいよ」

　かすかではあるが、確かにトウアは笑顔を見せた。それを見たマナは「ホッ」と安あん堵どの息を漏もらし、顔をほころばせる。「よかった！」

「でも、どうしてマナはお弁当を作ってきてくれるのかな」

「そ、それはほら、この間助けに来てくれたお礼、とか……」

「そうなんだ」トウアは頷く。「でも、それってひと月くらい前だよね。お礼ってそんなに長くするものなのかな」

「い、いいんですッ。だって、お礼は気持ちの問題だから」

　お礼──半分はその通り。トウアにはいくらお礼をしてもその気持ちを表しきれない、マナはそう思っていた。

　ひと月前、不死の男にさらわれて、命を奪うばわれかけた。そこに駆かけつけて来てくれたのがトウアだ。彼の姿を見て、涙が出るほどうれしかった。その後のことは意識を失っていたので実のところは知れないけれど、トウアが救ってくれた、少なくともマナはそう思っている。

　その一件が関係あるのかは分からないけれど、それ以来トウアは少しだけ変わった。事件の後、自分が作ったお弁当でトウアは顔をくしゃくしゃにして涙を流し、ビックリするほど幸せそうな笑顔を見せ、美お味いしいと言ってくれた。

　涙を流したのはあの時だけ。だけど、今こうして自分の弁当を喜んで食べてくれるのが、何より嬉うれしい。それまで感情の欠片かけらも見せなかったトウアが徐じよ々じよに表情を取り戻しつつある──

　三年前の因果な事件で初めて会った時、彼が見せたような表情を。

「ト、トウアくん、そのミーゴレンね、とっても活きの良いエビをマジョリーナ夫人に分けてもらったんだよ。ど、どう？」

「とてもおいしいよ」トウアは頷うなずく。「エビは活きが良い状態で殺すとおいしくなるんだね」

「そ……そう……だね……」マナは一いつ瞬しゆん言葉を詰つまらせた。「……でも、そう言う時は『活きが良い状態で調理するとおいしい』って言った方が良いかも……」

　相変わらずズレた部分はあるけれど、それはこれから少しずつ取り返していければ良い。失われたトウアの心を、少しずつ。ほんのわずかでも、その助けになれれば──マナはそう考えている。




　思えばトウアには二度も命を助けられた。

　ひと月前の不死者の一件と、そして、三年前の列車の一件。

　三年前、マナは国境を越えて北に向かう列車の中で、初めてトウアに出会った。しかし、その列車は最初の到とう着ちやく駅えきの前で脱だつ線せん事故を起こし、その事故がきっかけでマナの母親とトウアの両親は命を落とした。マナ自身も列車から振り落とされそうになり、危うく命を失いかけたけれど、トウアが必死になって助けてくれた。

　脱線したその列車がどうやって止まり、どうやって自分が生き延びたのかは覚えていない。だけど、トウアが助けてくれたことだけは確かだった。お礼を言いたかったけれど、彼の連絡先は不明。探しても見付からない日々が続いた。

　次にトウアに会ったのはこのルアンピー・ジュニアハイスクールの教室だった。二年に上がった時、クラスメイトの中にトウアがいた。飛とび跳はねるほど嬉うれしかったが、彼はマナのことはおろか脱線事故のことさえ覚えていなかった。

　三年前の列車事故で、トウアは表情と感情と痛覚さえも失った。

　時折トウアが見せる表情や行動が、その時の事故を思い起こさせる。今はリハビリの時。まだまだ、あの列車事故で受けた傷は癒いえていない。過去の出来事にすることは難しそうだ。

「でも、マナのお弁当は毎回紅方ホンフアンでハートのマークが描いてあるね。おかずは色々替えるのに、これはどうしてダイヤとか丸とか四角とかにならないのかな」

「そ、それは……トウアくんが心を取り戻せますように……って思いを込めてます……」

　そうなんだ、と言いながら、トウアはハートマークが描かれている白米を口にした。

　ひと月前の不死者事件が落ち着いた後、たくさんの事をトウアと話した。

　トウアが心を失った三年前の忌いまわしき事故のことや、その事故のせいでマナが孤こ児じになったこと。今の自分がマジョリーナ邸ていの使用人の身分であること。

　そして、この身に流れている血は、魔ま女じよの血であること──それも、不完全な魔女の。

　魔女の身の上に生まれたにもかかわらず、自分は魔ま術じゆつの欠片かけらも使えない。それでも、トウアの心を奪うばおうと、必死に貯めたお小こ遣づかいで魔術材料を買って異性の心を奪うスープを作った。結局トウアに魔術を込めたそのスープを飲んで貰もらうことは出来なかった。だけど、代わりに心を込めて作ったお弁当をこうして食べて貰えるようになった。

　色んなことを伝えた──ただ一つ、自分のこの秘めたる想い以外は。

　自分を知って貰もらいたくていろいろな話をしたけれど、どうしても一番大切なことは話せなかった。それを話す勇気がなかった。

　お弁当を作る理由の半分はお礼。もう半分は……まだトウアに伝えられそうにない。

　それでも、トウアとの距離はかなり縮まったような気がする。雰ふん囲い気きは良いし、天気も良い。気分も良い。コンディションは抜ばつ群ぐん。絶好のデートのお誘さそい切り出し日よりだ。そう思ったマナは思い切ってトウアに話を振ってみようとスカートの裾すそをキュッと握にぎり締しめた。

　ハートランドのことを切り出せ。これだけ街の噂うわさになっているのだからトウアだって少しは気にしているはず。興きよう味み津しん々しんで聞き耳を立てるとは思わないけれど、少しくらい反応を示すに違いない。マナは拳こぶしに一層の力を入れ、心の中で気合いを入れた後、勢いよく口を開いた。

「そ、そういえばトウアくんッ、ハ、ハートランドって知ってるッ!?」

「知らないよ」

「そ、そんなッ！」

　まさかの切り返しに、マナは思わず勢いよくベンチから腰を上げる。恋愛術の本に書いてあった、『イエスの応こたえが返ってくる話から始めよう』に従ったつもりなのに。

「マナ、立ち上がったね。立ち上がったと言うのは──どういう気持ちなのかな」

「ど、どういう気持ちって──驚おどろいたんだよ」

「そうなんだ」トウアは無表情で頷うなずく。「驚くと立ち上がるんだね。でも、立ってるときに驚いたらどうするのかな」

　マナはため息をつきながらへたり込むようにベンチに腰を下ろした。

「なるほど、一度座ってから立つんだね」

「トウアくん、そんな変な人いないよ……」マナは一層首を落としてみせる。「──でも、これだけ街中騒さわいでいるのに知らないなんて……逆にすごいかも」

「僕のうちにはテレビもインターネットもないからね」

　先週オープンしたばかりの、チェンライ王国ケラジヤン初の本格的テーマパークであるハートランドは、毎年この時期に行われる王即そく位い記念パレードを上回るほどの注目を浴びている話題のスポットだ。開園からわずか一週間ほどであるにも関わらず、のべ入場者はすでに十万人超え。チェンライ王国の実に八人に一人は足を運んでいる計算になる。

　西国の神話や伝説をモチーフにした園内のアトラクションは、神話の箱はこ舟ぶねを模した巨きよ大だいな舟でのチェンライ川クルージングを筆頭に、太陽に近づくほどに空高く飛んだ人物にちなんだ空中遊泳アトラクション、音楽の神様をテーマにした三次元音楽館スタジオと、是ぜ非ひとも足を運んでみたいものが沢たく山さんある。テーマパークの中央には空高く聳そびえる塔とうのモニュメント、そしてその隣となりには空中庭園をイメージした憩いこいの広場があり、お酒の神様の名前を冠かんした川沿いのレストランでは、恋人たちが夕日を眺ながめながらワイングラスを傾かたける。子供から大人まで楽しめるお伽とぎの国。外と切り離された、それ自体で完結した神話のワンダーランド。

「それで、そのハートランドがどうかしたのかな」

「う、うん……あのね」

　マナは唇くちびるを嚙かんだ。最初からつまずいてしまったけれど、もちろんハートランドの話を切り出したのにはわけがある──トウアと一いつ緒しよに行きたい、もしトウアが興味を示すようであれば、思い切って誘さそおう、そう考えての事だ。

　マナは汗あせで湿しめった拳こぶしを握にぎり締しめる。お金を貯めてパスポートを買ってトウアを誘うんだ──唇を嚙み、勇気を奮い立たせようとしているマナの前に、人ひと影かげが現れた。

「あらあらこんな昼間に校舎の隅すみでムラムラに盛り切っちゃってるわね使用人」

「……ベ、ベアトリお嬢じよう様さま、どうしてこんなところに……」

　人影の正体は金髪の碧へき眼がん少女、ベアトリ・マジョリーナだった。今、もっとも会いたくない人物である。ベアトリはムスリとした表情でマナに手鏡を渡した。マナがそれを顔の高さに掲かかげると、ベアトリはサラリとした髪を手で整える。

　鏡を持つ少女と、その鏡で身なりをチェックする少女──まさに主従関係を表す姿だった。もちろん、マナが従う側の立場である。

　事実、ベアトリはマナが使用人として世話になっているマジョリーナ宅の娘。年は一歳しか違わないが、魔ま術じゆつの実力は天と地ほども離れている。きらびやかなお嬢様であるベアトリの前では、見み窄すぼらしい魔ま女じよ服ふくを着ている自分は引き立て役すら務まらない。

「あんたね」ベアトリの碧眼は獲え物ものを見つけたチーターのように鋭するどく光っている。「三階の教室から丸見えなのよ。うちの飼い犬が何をしでかしてるのかと思って来てみたら、ハートランドの話題なんてあからさまに出しちゃってまあ恥ずかしい！　盛り付きまくりね」

「そ、そんなつもりじゃ……」

「じゃあどんなつもりよ。しかも女の子からアプローチしちゃうなんてまったく呆あきれるわ。あんたも魔女のはしくれなら男の子を魅み了りようしてパスポートを用意させるか──」ベアトリが指を鳴らすと、マナとトウアの手元にそれぞれ一枚のカードが現れた。「魔術で出してみなさいな」

　ベアトリが出したのはハートランドのパスポートを模したもののようだ。

　ハートランドでは、そこがあたかも独立した国のように感じられるように様々な演出がなされており、その一つが入場システムである。入場に必要なチケットは『入国パスポート』と呼ばれていて、ハートランドの門をくぐる時にはそれで夢の国への入国手続きをする。

　マナは手元のパスポートに目を落とす。ご丁てい寧ねいに名前の欄らんには東洋の妖よう怪かい『マナナンガル』、写真欄はマナの顔写真。ここぞとばかりに嫌いやがらせを挟はさんでくるのはいつもの事だが、トウアの前でそれをされたと思うとやるせない気分になる。

「あ、ちなみにそのパスポート、本物だから」

「えっ、ほ、本物なんですか……」

「本物も本物。それどころかどんなアトラクションでもゼーンブ乗れて、どこにでも入れる完全無欠のパスポートよ。欲しいなら四よつん這ばいになってわたしに乞こうてみなさい、犬のように」

　ベアトリなら本物を出すくらいわけなくやってのけるだろう。どうしようもなく欲しい。このパスポートでトウアと一いつ緒しよにハートランドに行けるなら……だけど、トウアの前で四つん這いになんてなれるわけは無い。

　ベアトリはトウアのパスポートを彼のジャケットの胸ポケットに強引に押し込んだ。

「ほーら、彼はもうパスポートを手に入れちゃったわ。あとはあんただけよ？」

　マナがパスポートを握にぎり締しめたままうつむいていると、

「ハイ時間切れ～」ベアトリが再び指を鳴らす。音と同時に、手元のパスポートが煙けむりになった。膝ひざをついて悲ひ哀あいの声を漏もらすマナに、ベアトリは残念だったわね、と高笑いをする。

「ま、彼のパスポートはそのまま残しておいたから、ハートランドに行きたくなったらいつでも言いに来なさいな。四つん這いになればくれてやるわ」

　それにしても、こんなところで魔ま術じゆつを使うなんて節操がない。誰だれかが見ている様子はないが、あまり派手に魔術を使うべきではないはずだ。学校に魔ま女じよ狩がり集団『ヤーコプ団』のメンバーがいないとも限らない。彼らに見つかった魔女は骨が焦こげるまで焼かれてしまうだろう。

　我が主の娘ながら、本当にひやひやさせられる。空気を読まないのも嫌いやがらせをするのも何い時つものことだが、さすがに魔術をひけらかされたら焦あせってしまう。

「ま、とにかくせいぜい頑がん張ばりなさいな。魅惑の魔術でも身につけてね」

　そう言って背中を向けるベアトリの姿を見て、取とり敢あえず一難去ったとマナはフウと一息をつき、胸を撫なで下おろす。どうにかやり過ごせた。

　と──

「マナは魔術が使えるよ」

　トウアが、言った。

　もう一人空気を読まない者がいたらしい──それも味方に。

「マナは魔術が使えるんだ。魔女だからね」

「ト、トウアくんッ……」

　まずい展開だ。間違いなく自分は魔術など使えた試しはない。それでベアトリを挑発しても勝ち目はないし、何より高位技術取得の魔女アクイジ・トリクスであるベアトリに対して魔女だと啖たん呵かをきるなんて。マナの心臓はバクバクと音をたてる。

「キャッハッハ！」ベアトリは口元を押さえて笑った。「この子が魔術!?　じゃあ見せてもらおうじゃない、ねえ使用人」

「そ、それは……」と口ごもると、『ニヤリ』とマナに視線を送るベアトリ。自分が魔術を使えないなんて百も承知なのに──マナはうつむいて唇くちびるを嚙かんだ。

「あー、やっぱり使えないんだ。せっかくあんたの魔術とやらを見せてもらえると思ったのに」

「いいよ」返答したのはまたしてもトウアだ。

「えっ!?」マナは思わず目を見開き、手を振ってトウアにストップのサインを送るが、そんなマナの様子など気にもせずにベアトリに向けて言う。

「魔ま術じゆつには準備が必要だから、今度見せてあげるよ」

　ベアトリはフフン、と鼻を鳴らし、獲え物ものを捕とらえたような目つきでトウアをにらむ。

「じゃあ、三日後。王即そく位い記念パレード当日、前菜としてうちで魔術を披ひ露ろうしてもらうわ。それまでせいぜい無駄な努力でもしなさいな。魔術が使えなかったら罰ばつゲームよ」

「ゲームか、どんなゲームかな」

「そうね、パレードの真っ最中に、キミは裸はだかで中環公園セントラルパークの時計塔に磔はりつけ」

　マナはトウアとベアトリの間に入り、二人を止めに入った。「ダ、ダメですッ……」

　が、二人ともマナに視線も向けずに話を進めた。

「マナが魔術を使えなかったら僕が中環公園で、全ぜん裸らで磔だね」

「しかも、逆さまで足満開に開いた状態で磔よ。あ、どんな魔術にするかはそっちで決めて良いわ。どうせ成功しないだろうから」

　トウアは分かったよ、と頷うなずいた。

「ト、トウアくん……そんな約束しちゃダメだよ……」

「おっと、もう取り消しはできないからね」

　トウアの手首に、黒い墨すみで書かれたような紋もんが浮かび上がってくる。ベアトリはマナに小声で言った。「契けい約やく成立[image: 黒ハート]」

「そ、そんな……」

「逃げても失敗しても全裸で中環公園の時計塔に逆さま磔の刑けい。パレード当日は公園での催もよおし物ものも多いから、丁度良い賑にぎやかしね」

　楽しみにしてるわよと言い残してベアトリは去っていった。ぐったりとベンチに座るマナ。トウアは至って落ち着いた様子である。

「トウアくん、わたし魔術なんて……」

「大だい丈じよう夫ぶ。あと三日もあるし、マナなら出来るよ」

　あと三日で魔術が使えるようになること──トウアが信用してくれているのは嬉うれしいけれど、今まで散々努力をしても使えなかった魔術が、そんな短期間で都合良く使えるようになるとは到とう底てい思えない。思いがけない試練に、マナはがっくりと肩を落とす。

　ハートランドのことは完全に頭から消え去っていた。




　　　　◆◆◆




「みなさんこんにちは！　『ノアの箱はこ舟ぶね・創世記の旅』にようこそ！　これから皆さんを素敵な神話の世界にご案内します。わたくし、案内役のアンリです」

　チェンライ川の西岸、ハートランドは平日の昼とは思えないほどの盛せい況きようぶりだ。アンリは『ノアの箱はこ舟ぶね』のデッキを見回し、乗客げストに笑顔を見せる。

　マーガレット・アンリ。額と左腕には聖句箱テフイリン、手には羊の角笛シヨフアー。太古の神話に登場する司祭のようなコスチュームに身を包んだ、この『ノアの箱舟・創世記の旅』の水先案内人。ノアの箱舟唯ゆい一いつの女性キャストである。

　百人以上のゲストを乗せて進む船が向かう先には、水量豊かなチェンライ川が横たわっている。そのさらに向こうには、黄金色に輝かがやくテカテ区シュリッツタウンの寺院。神秘的な建造物を借景として利用しているのも、ハートランドの演出のうちだ。象が二十頭は優に収まる甲かん板ぱんを持ったその巨きよ大だいな船は、ゆっくりとした速度でパーク内の港を出て、暗いトンネルを進む。

　アンリはウェーブのかかった長い髪を手で梳すき、再びゲストに笑顔を向けた。

「──大昔。地上に増えた人々が悪事を働いているのを天から見ていた神様は嘆き、そして思いました。『一度人間を滅ぼして世界を作り直してしまおう』。神様はこれから自分が洪水を起こそうとしているという事をひとりの人に教えました。それが、この大きな船の名前にもなっている──さて、誰だれだかわかりますか？」

　アンリが目の前の小さな子供たちに問いかけると、子供たちは元気一杯に「ノア！」と手を上げながら言う。アンリは笑顔を向けて「せいかーい！」とマイクを握にぎったまま手を叩たたいた。

「ノアは大きな船を造り、みんなに世界を滅ぼす洪水が訪れる事を教えました。でも、誰も信用しません。それどころか、近くに海もないのに船を造るノアをバカにしました。信じてくれたのは家族だけ。ノアは箱舟に自分の家族と地上のすべての動物のつがいを乗せました。つがいというのはお父さんとお母さんですね。船の中は動物たちで賑にぎやかになりました」

　トンネルが終わり、デッキに光が射し込む。船が進む水路の両りよう脇わきに、人工のジャングルが姿を現した。ライオン、パンダ、象、キリン、クマ、虎とら──数多あまたの動物たち。

　子供たちはデッキの手すりにしがみつき、「ライオンさんだ！」と動物たちに手を振った。ライオンはそれに応こたえるように「グララ……」と喉のどを鳴らす。

　トンネルを抜ぬけた先の人工ジャングル。ハートランドの人気アトラクション、『ノアの箱舟・創世記の旅』の一つ目の見所だ。

　長く続くジャングルを横目に、船は水路を進む。水路の先に見えるのはチェンライ川。

「そして、いよいよ洪水がやってきました。洪水は四十日四十夜続いて世界は水みず浸びたしになり、あらゆる生き物は水に流されてしまいます」

　ジャングルが終わりにさしかかったところから、今度は水路を挟はさむように真っ直ぐに伸びるアクリル板が姿を現した。アクリル板の向こう側では、エイや小型のサメや輝く小さな魚の群れが光を浴びながら優ゆう雅がに泳いでいた。船は水路両脇に設けられた水族館を進む。

「すごーい！」

　パノラマのスクリーンに映し出された魚たちの泳ぎに、またしても子供たちは目を輝かがやかせて窓の向こうに手を振った。

『ノアの箱はこ舟ぶね・創世記の旅』二つ目の見所、パノラマ水族館。

「そして洪こう水ずいが終わった後も、地上の水は百五十日もの間、勢いを失いません。ノアたちはずーっと船の中で水が引くのを待っていました──さあ、このパノラマ水族館、しばらくの間お楽しみください！」

　笑顔に溢あふれる船内。アンリは微笑ほほえみを絶やさず、デッキ隅すみの扉とびらを開けてキャストルームへと入る。ドアを閉めて魚眼レンズで外の様子を覗のぞき、ゲストが魚たちに夢中になっていることを確認したアンリは、その場で深呼吸をしてドアに背中を向けた。

　──アンリの顔には、もう笑顔はない。




　キャストルームには三体の石像が並べられている。十歳に満たないであろう子供たちの像だ。尻しり餅もちをついた姿勢の石、四よつん這ばいの姿勢の石、膝ひざをついた石──石はどれも力なく、虚うつろな表情をしている。

　一人、子供たちの石像に紛まぎれて生身の少年がいる。その手足は縄なわで縛しばり上げられていて、口元は厚手のハンカチで封ふうじられていた。憔しよう悴すいし切った様子で、抵てい抗こうの欠片かけらすら見せない。この船が出る直前に運び込まれた少年だ。

　ゴメンね──言葉が出かかった所で、アンリは口をつぐむ。自分にはそんな台詞せりふを言う資格はない。「こうするほかないんだよ──彼を取り戻すために」

　強く瞳ひとみを閉じ、開く。

　彼女の紫むらさきの瞳が一いつ瞬しゆんにして緑に変わり、その目から放たれた緑色の光が少年を襲おそう。

　刹せつ那な、その光を浴びた子供は──石になった。




　奥にある、アクリル板の床ゆかの小部屋に入って下を覗くと、箱舟のすぐ真下に小さな潜せん水すい艇ていが待ち構えているのが見える。丁度良い場所だ。アンリはアクリル板の部屋からキャストルームに戻り、通信機を手にした。

「こちらアンリ。これより四体の石をそちらに投下します」

　アンリの言葉に、古びたスピーカーが割れた音で短く応える。『了解』

　通信機脇わきの制せい御ぎよ盤ばん上に光るボタンを押下すると、ガラス扉の向こう側で音が鳴り、水が部屋を満たしていく。

　アンリは目を閉じて制御盤のボタンを押す。石は音も無く潜水艇へと向かう。

　潜水艇は四体の石を飲み込んだ跡あと、その屋根を閉じた。

『回収完了。任務はこれで終わりだ』

　その言葉とともに潜水艇はゆっくりと去っていった。

　品物の引き渡しはこれにて完了──アンリは小さくフウと息を漏もらし、操縦室へと向かった。後半の案内役は別のスタッフにバトンタッチをし、自分は舟の操縦士となる。

　今は笑顔を作る自信が無い。賑にぎわうデッキへと戻らないで済むのは、ある種の救いだった。

　操縦室に入ったアンリは、肺の空気を全すべて出すように深呼吸をして、手帳に丸を四つ記す。

「あと百八人」

　水の中を落ちていった石たちの事は、思い出さないようにした。




　　　　◆◆◆




「盛せい況きようだねぇハートランド。ねえリ・リ・メイ、わんさわんさと人が集まってるよ。こりゃビックリな集客力だ。この街が昼間っからこれだけ盛り上がっちゃうなんて珍めずらしいと思わないかい？　ま、ワッキワキに湧わいてるのは王即そく位い記念パレードのせいもあるけどさ」

　超高層ビジネスビルからショッピングビル、路地裏の焼き鳥屋台まで、多種多様な建造物がひしめくチェンライ王国ケラジヤンの中心街、中環区セントラルのリオタウン。百八階建てのエンパイアタワーの九十四階で、長髪の男が望遠鏡を覗のぞき込みながら笑っていた。望遠鏡の向き先は西南の方位。チェンライ川を挟はさんだ対岸にはハートランドの広大な敷しき地ちが広がっている。

　ニヤついた顔をしている男の名はジンノ・リョウイチ。チャラついた雰ふん囲い気きではあるが、こう見えても外食産業から不動産業、製造業、建設業、金融業に情報通信業と手広い業種を手がける、チェンライ王国きっての巨大複合企業コングロマリツト『ジンノグループ』のトップ。歳の頃ころは二十代にも四十代にも見える不思議な男だ。常とこ夏なつの国にあって、これだけいつも黒いスーツをかっちりと身に纏まとっている者はそう多くないだろう。

　対するリ・リ・メイは、青いチャイナドレスのスリットからはみ出す足を組んで、ジンノの後ろ姿をねめつけていた。忙いそがしい中で呼び出されるのも気に入らないが、面めん倒どうごとを押し付けられるのはさらに気に入らない。そう、どうせこの男は弱みにかこつけて無理難題、意味不明な用事を言い渡すために自分をこの高層マンションに呼んだのだ。

　リ・リ・メイは全身からピリピリとしたオーラを放つようにつとめるが、どうやらそんなオーラもジンノの前ではものの数に入らないらしい。まるきり馬の耳に念仏──というよりも釈しや迦かに説法と言うべきか。この男、そもそもこちらが眉まゆを吊つり上げているのを承知の上で、嫌いやがらせをするためにあれやこれやと依い頼らいをしてきているのだから。

「で、オーナーさん、用件は手短にお願いしたいんだけど。わたしこれからデートだから」

「僕と？　いやぁさすがにこれからＶＩＰがこの部屋にやってくるから、それが片付いてからにしてほしいな。うん、その後ならずっとつきあっちゃおう、朝まで──どころか三日後まで。なんなら飽あきるまで」

「早速飽きたわ」リ・リ・メイは言う。「わたしこれから『マーメイド』のお客とデートだから」

『マーメイド』はジンノが経営するキャバクラで、リ・リ・メイはそこのナンバーワンキャストだ。今日の同どう伴はんデートの相手は金回りの良い太ふと客きやく、機き嫌げんを損ねるわけにはいかない。もっとも、一番の太客は目の前にいるジンノなのだけれど。

「キミはいつでも僕に厳しいねえ。綺き麗れいなバラには棘とげがあるってやつかな。たぶん──」ジンノは遥はるか遠くに見えるハートランドを見やった。「──あの大だい繁はん盛じようのお伽とぎの国みたいにね」

「どういう事よ。まるであのテーマパークにどす黒いものがあるみたいな言い方だけど」

　ジンノは笑いながら肩をすくめた。「あのファンタジックワンダーランドにはちょいと思うところがあってね。あの遊園地を運営してる『株式会社ハートランドリゾーツ』のボスは、黒ペンキをバケツで飲んだみたいに腹の中まで真っ黒ってわけ」

「よく分からないけど」リ・リ・メイは言った。「要するにちょっとした因いん縁ねんがあるのね」

「まあそういうこと。キミと狼おおかみ男おとこジェリコの間にある因縁ほどじゃないけどさ」

「あの胸毛はみ出しムサ男の事はわたしの前では言わないでよ」

「そう言えば、風の噂によるとキミって今ジェリコ撲ぼく滅めつキャンペーン実施中らしいね。何でも国内の至るカジノや賭と博ばく場じように──」

「良いでしょ別に、あなたには関係ないし」リ・リ・メイはジンノをにらみつけた。

　狼男ジェリコ・ギャロップ、文字通りのひとでなし──そして、三年ぶりにこの街に戻って来た、かつてのリ・リ・メイの仲間。しかし、もうその関係は今や敵同士と言っても良い。

　三年前、自分は犯罪集団『チーム・カモーイ』のリーダーであるジェリコを裏切り、チェンライ銀行強ごう盗とう事件を失敗に導いた。結果、チームは事実上解散、得られた金は零ゼロ。ジェリコは裏切り者の自分を許すつもりはないだろうし、自分もまたジェリコを許すつもりはない。

　ひと月前、ジェリコがここチェンライ王国ケラジヤンに帰って来ていると知ったのは、目の前にいるジンノからの依頼がきっかけだった。その依頼とは、ジェリコを罠わなにはめること。ある意味、願ったりな依頼内容だったと言えるだろう。仕事の結果は──まあ、痛み分けと言ったところか。

　ジンノは「こいつは失礼」と笑いながら再び窓の外を見やり、誰だれに聞かせるともなくつぶやいた。「それにしてもプライコー、今度は一体何を企たくらんでいるのやら」

「プライコー？」リ・リ・メイは言う。「ひょっとしてあのテーマパークのボスってパパ・プライコーなの？」

「そうだよ。あれ、お知り合い？」

「ええ、ちょっとね」

「なるほどねえ。ま、キミならあの男と繫つながっててもさもありなん、腹の中真っ黒同士でさ[image: 黒ハート]」

「何言ってるの、わたしのおなかの中は白イルカ並みにピュアホワイトよ」

　パパ・プライコーとはちょっとした知り合い──あるいは、それも因縁と呼ぶべきか。三年前に『チーム・カモーイ』が起こした銀行強盗は、本を正せばプライコーから受けた話がきっかけだった。今でもわずかではあるが繫つながりがある。確かにあの男が絡からんでいるのであれば、ハートランドの裏側に何かが潜んでいてもおかしくはない。

　それにしても、黒幕がプライコーだとすれば、今、巷ちまたに流れているハートランドにまつわる奇き妙みような噂うわさも、単なる遊び半分の都市伝説から意味深なものに様変わりしてくる。

　パーク内に張はり巡めぐらされている地下には、いくつかの秘密の部屋がある──そんな噂だ。

　一つ、ある部屋にはハートランドの秘密が消えない血文字で壁かべ一面に記されている。

　一つ、別の部屋では、夜ごと怪しげなパーティが繰り広げられている。

　一つ、また別の部屋には、人を惑まどわす白い花畑が広がっている。

　一つ、そのまた別の部屋には、まるで生きているかのように精せい巧こうな石像が並べられている。

　──どれもこれも与よ太た話ばなしだが、パパ・プライコーが関係しているとなると話は別。

「しかしながら、あのランドの中にあるバッカス・レストランはなかなか良いワインとチーズを揃そろえているみたいだよ。ねえ、お酒の神様のレストランなんて楽しそうじゃない？　というわけでリ・リ・メイ、今度僕とそのレストランのテラスでチェンライ川を照らす夕日を観に行こうよ。デートデート[image: 黒ハート]」

　ジンノは胸元からハートランドのパスポートを二枚取り出してちらつかせた。

「それは残念。未来永えい劫ごう先約ありだから、わたし」

「あっ、またそうやってズバッと断っちゃうんだ、僕の心はヒクヒクと悲しんでるよ。予想通りの反応と言えばそれまでだけどね」ジンノはそう言ってパスポートをリ・リ・メイの髪に差し込む。「そいつはキミにあげるよ。写真も記名もまだだから、どこぞの馬の骨くんとのデートにでも使ってくれたまえ。土曜日で期限切れちゃうけど」

　リ・リ・メイは受け取ったパスポートを鞄かばんの中にしまった。

　機会があれば使うこととしよう──とはいえ、どうせ誰だれかがパスポートを握にぎり締しめて自分を誘さそいにくるだろうから、これが役に立つことはないのだろうけど。

　ジンノは「ああ、チーズの話をしていたらチーズが飲みたくなっちゃった」と言って、テーブルに並べられているパルメザンチーズを手に取り、それをジュースの様に一気に飲み干した。

「ぷはぁ[image: 黒ハート]　いやーしかしホントにバッカス・レストランは気になるね」

「そろそろ本題に入ってよ。まさかデートのお誘いのために呼んだわけじゃないでしょ？」

「さすがはリ・リ・メイ。僕の事をよくわかってらっしゃる。実はちょっとお願いがあってね。ある人のスキャンダルを手に入れたいんだよ。手伝ってくれるかい？」

「嫌いやよ」

「こいつは驚おどろきだ！　この僕のお願いを踏ふみつけにするなんて！　でも、良いのかな？」

　ジンノはニヤリと笑う。弱みを握られている身としては、強気に出ることが出来ない。ピクリ、と反応するリ・リ・メイを見て、「その調子その調子[image: 黒ハート]」と手を叩たたいて笑った。

「で、誰のスキャンダルが欲しいかって言うと、王立警察局の局長さん。要するにポリスのトップだね。この人のあられも無いあれこれを暴いてもらいたい、って話」

「警察局長？　ずいぶんと下世話な依い頼らいね。お役人のスキャンダルなんて」

「ま、そうだね。依頼人を聞いたらもっと下世話だよ。なにしろこの話を持ってきたのは前の警察局長だし」

「何それ」リ・リ・メイは言う。「前警察局長が、失しつ脚きやくした腹いせでもしようっていうの？」

　ひと月ほど前、そのポストを追われた前任者が、現局長のスキャンダルを欲しているとなれば、局内政治に破れた者の逆さか恨うらみと考えるのが筋だろう。

「ま、お役人同士のいざこざなんて興味ないけど、でも前の局長さんには色々と懇こん意いにしてもらってたから。やっぱ持ちつ持たれつでしょ、世の中」

「それで、その現職局長さんはなにかスキャンダラスなことをやってるわけね」

「いや、そこはよくわかんらないんだな。何しろ肝かん心じん要かなめの依頼人、前局長が連絡付かなくなっちゃってね。家にも帰ってないみたい。だから僕が知ってるのは『局長のスキャンダルを押さえてくれ、詳しよう細さいは後日！　ヨロシク！』で全部。でもオーケーと言っちゃったからにはやらないと気が済まないんだよね、僕としては」

「肝心要のスキャンダルとやらがなんだか分からないなら、やりようがないじゃないの」

「いやだなぁ」ジンノはソファに座るリ・リ・メイの後ろに回り込み、彼女の目元に軽く触ふれた。「スキャンダルがないなら起こせば良いじゃない。キミのズッキュン悩のう殺さつ泣きぼくろでね[image: 黒ハート]」

　予想していた通りの展開だ。色仕掛けで局長を攻せめろという事らしい。リ・リ・メイはささやかな抵てい抗こうをするようにため息をついてみせたが、ジンノは意に介かいしていない模様。相変わらずの無理難題だが、こちらとしても弱みを握にぎられている以上、断るわけにもいかない。

「──ちゃんと例のものは返してくれるんでしょうね」

　もちろん、とジンノはニヤ付きながら一枚の紙をひらつかせる。某ぼうテレビ番組の権利証だ。

『もっと美少女人魚プリティメロウ』──美少女人魚シリーズの第二期作品。リ・リ・メイが以前主演をしていた子供向けテレビ番組であり、自身の黒歴史でもある。内容はよくある魔ま法ほう少女モノの人魚バージョンで、毎回水陸あちこちで起きるトラブルを片付けるために、人魚に変身して問題を解決する──そんな王道を行く特とく撮さつである。オープニングテーマを歌うのはリ・リ・メイ当人で、人魚への変身シーンはお色気サービス精神旺おう盛せいなものになっている。貝かい殻がらのコンパスをかざして貝殻ブラの人魚姿で踊おどる自分の姿を思い出すと耳が熱くなった。

　リアル人魚であることを利用して、やむにやまれず出演することになった黒歴史。『株式会社ハートランドリゾーツ』のボス、パパ・プライコーの腹の中がどれだけどす黒かろうと、自分にとってはこの黒歴史の方がよっぽどどす黒い。

　咳せき払ばらいをして平静さを装い、リ・リ・メイは言う。

「──スキャンダル大作戦、引き受けましょう」

　結構結構。感無量だね、と笑うジンノの声を背に部屋を立ち去ろうとする──

　と、ちょうど部屋のチャイムが鳴った。

「おっと、お客さんと待ち合わせをしてたんだ。さっき言ってたＶＩＰさん。ねえリ・リ・メイ、キミもちょっといてもらえるかな。さっきのスキャンダルの話とは全然別件なんだけど、ひょっとしたらキミにも手伝ってもらうかもしれないから」

　リ・リ・メイは肩を落とした。まだ面めん倒どうごとはついて回るらしい。




「雪を降らせろ？」

　部屋にやって来たのは、チェンライ国王の側近だった。それなりの重職のはずだが、そんな相手を前にしてもジンノの態度は相変わらずだ。ニヤけ顔をしながら足を組んで頰ほお杖づえを付いている様は、入社試験を受けにきた若者を値ね踏ぶみしているかのようである。

　だが、この側近男の持って来た依い頼らいを聴けば、斜しやに構えて半笑いを浮かべるのも当然だろう。

「この南国で雪をご所望とは、またびっくりファンタジックな依頼もあったもんだね」

　ジンノの言葉に、側近はコクリと小さく頷うなずき、話を始めた。

「──ご存知の通り三日後はチェンライ王即そく位い三十周年記念日。パレード実行委員は諸もろ々もろの手続きや道路整備を進めており、パレードの楽団と踊り子団は鋭えい意い練習中。準備は着実に進められているわけですが、準備を進めているのは実行側だけでなく、今まさに街中が王即位記念パレードの準備に勤いそしんでおります。飾り付けや屋台の準備──このお祭り騒さわぎがもたらす経済効果もなかなかのものですから、国民も張り切っているわけです」

「でしょうね、そりゃ。ここからでも祭り前夜にウッキウキの街が見えるしね」ジンノは窓の外を見る。「まるっきり『盆ぼんと正月が一いつ緒しよに来たよう』って感じだよ」

「実際のところ、パレード前日は鎮魂祭ワン・サツチーンです」側近は言った。「文字通り盆とパレードがスクラムを組んでやってくる──まさかお忘れじゃないでしょう？」

　ああそうだった、とジンノは笑う。

　毎年、王即位記念日前日には、年に一度地上に戻ってくる死者の魂たましいを弔とむらうための鎮魂祭が行われ、そして翌日の王即位記念日には引き続き街中で盛大なパーティが行われる。王即位記念日を鎮魂祭の翌日としているのは、記念日をより盛大に盛り上げるための施せ策さくだ。盛大に死者を弔い、盛大に王の即位記念日を祝う。

「今年は王の即位三十周年で節ふし目めの年になります。ここぞとばかりにさらに盛り上げようと考えているのですが、それにはちょっとしたわけがありまして。先週、コロナ区の開発地区にハートランドがオープンしたのはご存知ですよね？」

　もちろん、とジンノは頷いた。

「今回のパレード、王は白象に乗って街中を回ることになっていまして、お供の象は二百頭にものぼります。象はこの国では神聖な動物。とりわけ白象は希少性が高いのですが、隣りん国ごくの大統領からチェンライ国王宛あてに白象が貸し出されましてね。それに乗って街を闊かつ歩ぽするわけです」

「ふーん、で、その白象パレードがハートランドとどういう関係があるっていうわけ？」

「このパレードのコースに、ハートランドの園内が組み込まれているわけです。園内──ハートランドの言葉で言えば国内という事になるんでしょうが、そこをくるりと一周する。ハートランドにしても悪くない宣伝効果が得られる。広告費と称しようして『株式会社ハートランドリゾーツ』から結構な額のお金も入ってきまして」

「なるほどね。その金でさらに祭を盛り上げよう、と。しかし臨時収入をパーッと使っちゃうってのがいかにもチェンライ王宮らしいというかなんというか」ジンノはソファから立った。「で、パレードを盛り上げてくれ、ってのはわかったんだけど、なんで雪なの？」

「このチェンライ王国ケラジヤンで未いまだかつてあり得なかったことを国民に披ひ露ろうしたいとの王のご要望があり、ならば雪を降らせましょうかと言ったところ、これがお気に召めしたようでしてね。さて、できますか？　ジンノグループのネットワークと技術を利用して」

「まあ、このチェンライ王国きってのファンタジスタ、ジンノ・リョウイチに不可能はないよ。ギャラリーがこぞって口をハート型にしちゃうくらいにドラマチックでロマンチックで完かん璧ぺきチックな雪を降らせてみせましょう！　ちなみに結構お金かかるけど、良いよね？」

　ジンノが値段を言うと側近は大きく頷うなずいた。「構いません。報ほう酬しゆう額がくと必要経費の他に、見事成功したら上乗せを約束しましょう」

　側近はすかさず電でん卓たくを取り出し、ジンノに数字を見せる。

「へえ、気前が良いじゃない。ならこっちももう少しサービスしちゃう。パレードの楽団の音が街中至る所で響ひびいちゃうようにしてあげるよ。お祭りの最中、どんちゃんにぎわうようにね。ちょいと音楽に関わってる知り合いがいるから彼に頼たのめばバッチリ街を盛り上げてくれちゃうに違いない、うん。そうだそうだ、そうしよう。リズムとミュージックとソウルとグルーヴとレコードとスピーカーは俺おれに任せろって感じの人だから──まあ人じゃないけど」

「ん？」

「ああ、いやいやなんでもないなんでもない。四六時中ターンテーブルの前で興奮しちゃってるひとでなしって話ですよ。ともあれ、大船に乗った気でいてもらっちゃってちょうだいな」

「そいつは愉ゆ快かいですね。ぜひとも頼みます」

　ジンノは自信満々にその胸を叩たたいている。

「全部ばっちりキめちゃいましょう、ウルトラＣ級の神業を！」




　　　　◆◆◆




「ハローＣＱ、ハローＣＱ、こちらカサンドラ。だれか聞こえますかー。こちらチャオ・カサンドラ。だれか聞こえますか──」

　大通り沿いのマンションの一室、十歳に満たないほどの少女がハンディ無線機のマイクに向かっていた。髪は栗くり毛げでボブカット。マリンボーダーのシャツに淡あわいブルーのスカート、首元にはピンクの三角タイ。水兵を思わせる恰かつ好こうの少女──名前はチャオ。

　外は晴天、電波飛ばし日和びよりだ。こんな天気の良い日は無線愛好家ハムも外に出て誰だれかと交信をしているか、でなければ自室の無線室でマイクにかじりついているだろう──チャオは思う。

　無線機のディスプレイが示しているのは４９８．６ＭＨｚ。人が集まるメインチャンネルからはかけ離れているけれど、前に無線で知り合った人とよく通信をしていた周波数だ。電波を受信しているなら、誰かは声をかけてくれるはず。もっとも、ずっと電池が切れていたこの無線機がちゃんと動くのかどうかが一番の問題なのだけれど。

　誰か応こたえてくれるのか、かけてくれるとしたら誰だろう──チャオが期待に胸を膨ふくらませながら、ぐっと唇くちびるを嚙かみ締しめて緊きん張ちようの面持ちで無線機のスピーカーに視線を向けていると──

『こんにちはボンジヨルノ、カサンドラ。こちらレチギュア・グッドマン。聞こえてる、どうぞ』

　やった！　チャオはガッツポーズをとった。三ヶ月ぶりの通信に心が躍おどる。昔の知り合いではないけれど、こんな周波数で人と繫つながるなんて、と逆に嬉うれしくなった。

　通信相手は自分のコールサインを口にした。間違いなく自分に話しかけている証あかしを耳にして、電波に乗せる声も浮き足立つ。マイクから聞こえる声の爽さわやかさが、喜びに拍はく車しやをかけた。

「ハロー！　レチギュアさん、そっちはどこですか──！」

『こっちは──そうだな、言うなれば酔よっぱらいとダンサーとカーニバルの街だ。道みち端ばたでご機き嫌げんな笑い声を上げてる人たちが沢たく山さんいる場所。さて、どこだかわかるか』

「今は街ぜーんぶがそんな感じだとわたし思うんだ」チャオはしたり声で言った。「もう何日かしたら王様のなんとかパレードなんだよ。象さんがハートランドの曲に合わせて踊おどるんだって」

『よく知ってるな。確かに今の時期、この街だけじゃなくてどこもかしこも賑にぎわってる。でも、この街は普ふ段だんからそんな調子だ。俺おれがいるのはノチェ・ブエナという街だ。そっちはどこだ？』

　この街に移り住んでまだ一週間なので、ここがどこか詳くわしいことは知らない。

　窓の外に、この辺りのランドマークである、巨大な赤い電波塔が見える。

「目の前に真っ赤な塔があるよ。トゲトゲのアンテナが付いてる、すっごい大きいやつ」

『じゃあ近いな。こっちもモレッティ区の電波塔辺りだ。電波はビンビンに入っている』

「そうなんだ！　じゃあ今度遊びに来てよ。友達も知り合いもいないし、引っ越して来たばっかりでまだ学校にも行ってないからつまんないんだよ、わたし」

『そいつは嬉しい話だ。ヤングレディからのお誘さそいとあっては行かない手はない』

「でも今日はダメなんだ。これからダディとハートランドに行くんだよ。良いでしょ！」

『素晴らしいブラボー』通信相手のレチギュアは感心したような声で言う。『何とも幸福で満ち足りている。親子で遊園地──実に素す敵てきな響ひびきだ』

「わたしの今のダディはね、とってもやさしいんだよ。ホントのダディじゃないけど、新しいダディになってくれたんだ」

『ダディは好きか？』

「うん、大好きだよ」チャオはマイクに向かって大きく頷うなずいた。

　今まで父親や母親と呼ぶべき人たちは何人もいたけれど、みんな自分の元を去っていった。誰だれからも見捨てられ、捨てられ、置き去りにされて来た。だけど、今度の父は自分を捨てておいてはいかない──そう信じたい。

　本当の父と母はずっと前に死んでしまった。両親の死後、父の知人に引き取られたけれど、その人もどこかへ姿を消し、その知人の妹に当たる人に預けられ、でもその妹も夫を置いてどこかへ行ってしまい──そんな風にして色々な人の元を転げ回るように渡り歩いて来た。どこの誰だれの子供かわからない自分を快く受け入れてくれるような人はいなかった。誰もが厄やつ介かい者ものを押し付けるように自分を誰かに任せ、姿を消した。

　転げるチャオを受け止めたのが今の父だった。露ろ骨こつに疎うとんじられていた家に帰りたくなくて、いつも公園で夜遅くまで過ごしていた自分に、手を差し伸べてくれたのだった。『行くところが無ければうちに来なさい』と。

　こうして無線機が使えるのも、電池を分け与えてくれた父のお陰かげだ。

　その上、ハートランドにも連れて行ってもらえるなんて。

　チャオは二枚のパスポートを眺ながめる。一枚は自分のもの。自分の名前と似に顔がお絵えはもう描いた。父が帰って来たらもう一枚に父の名前と似顔絵を描いてあげよう。ハートランドのパスポートは、名前を記入して、写真かイラストを入れておくことになっているのだ。名前さえ書いてあれば入国できるけれど、似顔絵が入っている方がパスポートらしいに違いない。

『それにしてもヤングレディ、免めん許きよはちゃんと持ってるのか？』

「めんきょ？」

『無線の免許っていうのは、電波流して良いですよ、と偉い人からオーケーをもらう事だな。それがないと無線は使ってはダメだ。もし見つかったらポリスに逮たい捕ほされる』

「そうなんだ。知らなかった。今度めんきょ取るよ。『たいほ』されたくないからね」

　時計を見ると、時刻は昼の一時になろうとしていた。もう少しで父が仕事から帰ってくると思うと、待ち遠しさに拍はく車しやがかかる。

　ガチャリ、と玄げん関かんの開く音がした。

「あ、ダディが帰ってきた！　これからハートランド行ってくるよ。レチギュアさん、またね」

『了解オウ・カピート。じゃあまた今度会おう。すぐに遊びにいく、ヤングレディ』

「うん、絶対来てね」チャオは無線を切ろうとする──

　と、その時、チャオの瞳ひとみが七色に輝かがやき、彼女の視界が一色に染まった。

「……!!」

　一いつ瞬しゆんにして、まっさらな単色の世界が、目の前に広がる。

　それは、チャオの能力が働き出したサインだ。

　チャオの能力──未来予知。

　赤、橙だいだい、黄、緑、青、藍あい、紫むらさき。

　そのうちのどれかが視界を埋うめ尽つくす時、チャオはその色の中に、否いや応おう無しに未来を見る。

　今、目の前に広がるのは赤の世界。

　血色に染まり上がる視界を前に、チャオの動きは止まる。

　──太いショットガンを肩にかけてにじり寄ってくる男──

　──脅おびえて壁かべ際ぎわに追いやられる自分の姿──

　──チャオの頭に突きつけられる銃じゆう──

「ひ……！」

　チャオはその鮮あざやかな赤色の未来に小さく悲鳴を上げ、玄げん関かんの前から後ずさる。

　不ふ吉きつな未来が、赤色の中に見えた──七色の中で的中率が一番高い、『一レのツ赤ド』の世界に。

　目の前のドアがガチャリと音を立てて、ゆっくりと開いていく。

　ドアを開けて入って来たのは、一人の男だった。未来の映像が映した通りの男──太い銃を肩に担いで、丈たけの長い深緑色の警察服に身を包んでいる。首に巻いたスカーフは不吉なほどに真っ赤で、目ま深ぶかに被かぶった帽ぼう子しの下には、鋭するどい目があった。
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　赤スカーフの男はドアを閉め、無言で部屋へと足を踏ふみ入れて来た。

　えも言われぬ恐きよう怖ふがチャオを襲おそう。

　赤スカーフは懐から小型無線機を取り出し、それに向かって言う。爽さわやかな声が響ひびいた。

「こんにちはボンジヨルノ。早速遊びに来た、ヤングレディ」

　首にかけていたチャオの小型無線が、目の前の男と同じ爽さわやかな声を飛ばしてくる。

　チャオは一歩後ずさった。「お、おじさん……さ、さっきの……」

　その声と口調、そして手元にある無線機。つい先ほどまで話をしていた相手だ。

「正解コラツジエリ。さっきは楽しい雑談ラグチユーだったな。お言葉に甘あまえて遊びに来たが──まさか迷めい惑わくじゃないだろう」首元のスカーフを指で持ち上げて、チャオの三角タイに視線を送った。「お揃そろいだ」

　赤スカーフは無線機を仕舞い、代わりに警察服の内ポケットから何かを取り出す。

　一冊の手帳──警察手帳のようだ。

　赤スカーフは手帳をポケットに戻す。「──とはいえ、無む免めん許きよで無線を使っていたから捕つかまえに来たってわけじゃない。心配しなくて良い。いや、状じよう況きようはもう少しシビアかもしれない」

　赤スカーフはチャオの腹を蹴けり飛とばす。

　吹き飛ばされたチャオは窓際の壁にぶつかり、呻うめいた。

「立て。泣き叫んだらもう一発だ」にじり寄ってくる赤スカーフ。

　なぜいきなり蹴られるのか、全くわけが分からない。全身の痛みをこらえながら、チャオは立ち上がった。今すぐにでも泣き出したいが、怖こわくて泣き叫ぶことさえ出来ない。

　しゃがみ込んでチャオの顔を覗のぞき見みる赤スカーフの顔に、得体の知れない恐きよう怖ふを感じる。

　外から聞こえる車のクラクションに反応して、赤スカーフは窓の方へと視線を送る。向かいのビルの屋上には、パレード用のバルーンが浮いていた。

「パレードが楽しみだ。大盛り上がりだろう。愉ゆ快かいな場にいるとそれだけで気分が軽くなり、心が躍おどる。金払いも気前も良くなるし、おおらかな気持ちになる、そう思わないか」

　言うと、赤スカーフは手に構えた銃じゆうを窓の外に向けた。ショットガンのような長身の形だが、銃じゆう弾だんを発射する筒つつは一つではない。円形に筒が並べられた、七本の筒を持つ銃。

　銃じゆう身しん左に付いているレバーを後ろに引くと、銃がギリギリと軋きしむ音をたてる。カチリ、とロックがかかる音がする。赤スカーフは窓の外のバルーンに照準を合わせた。

「こいつの名前は『ペッカート』。意味は分かるか」

　チャオは恐おそる恐おそる、首を横に小さく振る。

「長なが靴ぐつみたいな形の国の言葉で『罪』という意味だ。七つの大罪。言葉くらい聞いたことがあるだろう。人間を罪に導く欲求だな。こいつには七つの筒がある。傲ごう慢まん、嫉しつ妬と、憤ふん怒ぬ、怠たい惰だ、強欲、暴食、色欲。罪にはそれぞれお仕置きが必要というわけだ。正義の裁きを与える警察官にうってつけの銃──いや、火薬は使っていないから、スリングショットと言うべきか」

　銃の握りの部分にあるスイッチを押すと、ダン、と激しい音が鳴り、銃じゆう口こうからもの凄すごい勢いで弾だん丸がんが放たれ、外のバルーンを破は裂れつさせた。

　立て続けに撃うった三発の弾丸はそのすべてがバルーンに命中し、着ちやく弾だんしたバルーンはことごとく破裂していく。

「良い音だ。まるでキミの門出を祝う花火のような音だ」赤スカーフはチャオを見下ろす。

「キミのダディはキミを売った。意味は分かるな？」

　チャオは震ふるえながら再び首を横に振る。売ったとはどういうことなのか、頭に混乱が渦うず巻まく中、そんなことはお構い無しにと赤スカーフはゆっくりと歩み寄って来て、チャオを壁かべ際きわに追いつめていき、『ペッカート』を部屋の花か瓶びんに向けて撃うった。花瓶は音を立てて砕くだける。

「物わかりの悪い子供は好きじゃない。もう一度聞く。キミのダディはキミを売った。意味は分かるな？」

　赤スカーフが与えてくる威い圧あつ感かんにチャオは圧あつ倒とうされた。

　今度横に振ったら殺されそうな気さえして、わけも分からず首を縦に振る。

「それでいい」赤スカーフは満足そうな顔を見せる。「キミは売られて捨てられた。せっかくダディが出来たと喜んでいるところ残念だが、海の向こうの別の国でキミを欲しがってるオジサンがいる。幸せな門出にはならない。毎日毎日ボロボロになるまで働かされてご奉ほう仕しをさせられて最後はその辺のゴミ捨て場に捨てられて──だが、死ぬまでの間、雨風をしのぐ屋根があるところで寝ね泊とまりできるし、とりあえず餌えさももらえる。悪く思うな。俺おれは仕事でキミを連れに来ただけだ。ああ、大だい丈じよう夫ぶ、明日の今頃は石にされて、船の底から落とされて、気づいたら海の向こうだ。石になっている間のことは一切覚えていないから、恐きよう怖ふを感じることもない」

　赤スカーフは再びチャオの顔を覗のぞき込こむようにかがみ、彼女の顎あごを持ち上げた。

「キミの新しいダディはキミを売るためにダディになった。大体、公園のベンチで寂さみしく一人で座っている少女に『行くところが無いなら家に来い』なんて普ふ通つうは言わない。普通は、警察かダディとマミィのところに送り届けてあげるものだ。キミは悪いオジサンに捕つかまった。優しい言葉で語りかけてくる人間は信用してはならない。良い勉強になったな。もっとも、その勉強が活かされることはもう二度と無いかもしれない」

　赤スカーフは哀あわれむような視線を向けて笑う。「さて、ヤングレディ。ダディがキミを裏切ったと言う証しよう拠こを示してあげよう。俺はどうして４９８．６ＭＨｚの周波数でキミと繫つながることが出来たのか──メインチャンネルからかけ離れたサブチャンネルで、ばったり出くわすなど、ほとんどない。だが、俺が誰だれかから聞けば話は別だ」

　無線機の電池が欲しいとお願いした時、この秘密のチャンネルのことを父に話していた。

「そスうイ、つまりそういうことだ。キミの新しいダディが俺に教えてくれた」

　父が自分を裏切るなんて──信じたくない。

　だけど、今までも沢たく山さんの人に裏切られて来た。あの父がそうしないなんて言い切れない。

　言い切れるのは、この男に捕まったら終わりということ。逃げなければ、恐ろしい未来が待っている。いや、逃げなければ未来が無い。

　赤スカーフはじりじりとチャオに詰め寄ってくる。まるでじらして楽しんでいるかのようだ。にやついたその目元が、どうしようもなく恐怖を与えてくる。

　逃げ出せ──チャオは窓際に向かった。

　少しずつなぶるように近づいてくる赤スカーフ。

　震える手で、無線機のアンテナを目一杯伸ばす。

　お願いだから、何か救われる未来が見えるように──祈いのるような思いで。

　チャオの視界が一色に染まる。

　七色の未来のうちで的中率最低の色──『七の紫パープル』。

　──大通りを走り抜ける、真っ白な車──

　──その車に乗る、一人の毛むくじゃらの男──

　イメージの中の車は、それほどの速度は出していない。

　決して確実ではない紫むらさきの未来。だが、それでもこの未来を信じるしかない。この希望に賭かけるほか無い。その後部座席に着地することが出来さえすれば──

　遥はるか下に見える大通りに目を落とし、チャオは唇くちびるを嚙かんだ。

　視界の隅すみ、電波塔の赤が不吉にその姿をさらしている。




　　　　◆◆◆




　真っ赤な電波塔の前で、小男が甲かん高だかい悲鳴を上げていた。

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　その車を持って行かれたら……!!」

　いかにも金持ちの坊ぼん々ぼんといった若造である。その小男の声が向けられている先は、白いオープンカーの運転席に乗る、あご髭ひげともみあげが繫つながっている毛深い男──白い帽ぼう子しにピンクのライダージャケットといういでたちの、狼おおかみを思わせる大男だ。

　大男は泣き気味の声をあげる小男の声には欠片かけらも耳を貸さず、車の座席の手て触ざわりを確かめて、滅めつ法ぽうご満まん悦えつの表情を浮かべている。

「いいか」狼は言う。「俺おれの好きなものは金と宝石だ。宝石は売れば金になる。金はすでにそのままで金だ。そしてこの車は金になる上に移動も出来る。だから俺がもらう。文句あんのか？」

「む、無茶苦茶だ！」

「ああうるさいねえ──あらよっと！」

　大男の掛け声と同時に、その腕は獣じゆう化かを果たす。三倍ほどに膨ふくれ上あがったその腕は全体が毛に覆おおわれ、その爪つめは鋭するどく長く伸びていた。

「ひ……ば、化け物だ!!」

「おうよ俺は化け物よ！　つべこべ抜ぬかしてっと狩かるぞコラぁ!!」

　大男の怒ど号ごうを受けた小男は腰を抜かした姿勢のまま路地裏へと逃げ去っていった。

「ヘッ、おめえに白いオープンカーなんざ百年早えってもんだ」

　大男はそう呟つぶやいて満足そうな表情を見せ、車を走らせる。




　珍めずらしいことに昼一時のステラ大通りは賑にぎわっていた。夜ごと酒しゆ池ち肉にく林りんの宴うたげが理由も無しに開かれるこのノチェ・ブエナの街で人を見かけると言えば夜中と相場が決まっているものだが、王即そく位い記念パレードが近付くに連れて昼も夜も騒がしくなる。

　そんな祭の浮かれ具合など我関せず、と昨日の晩から賭と博ばく場じように入いり浸びたって足掛け十五時間、手に入れた金はわずかばかり。その惨さん憺たんたる結果に腹が立った大男が、賭博場の前に停まっていた車を目にした──売れば金になりそうな豪ごう勢せいな車を。

　自分で言うのもなんだが、なかなかのひとでなしである。しかし、賭博で稼かせげないなら盗みで稼ぐ。それ以外の金かね儲もうけの方法など、この男は知らない。

　太陽が目にしみる。夜通しサイコロとカードを睨にらみつけていたので、目が乾かわき切っていた。

　狼おおかみ男おとこ、ジェリコ・ギャロップ。満月の夜に化ける身だけあって、太陽の日差しは苦手だ。

　電柱を伝うように括くくり付けられている国旗が太陽の逆光を浴びている。三日後は王即位記念日。祭の準備は着々と進行中。チェンライ王国ケラジヤンのメインストリートであるここステラ大通りは、三日後にはたいそうな盛り上がりを見せることだろう。

　街の浮かれ具合とは裏腹に、ジェリコは不ふ機き嫌げんな様子で辺りの賑やかさに視線を向けた。気分が悪いのは、日の光を浴び過ぎて弱っているせいか、それともギャンブルで負け続けた苛いら立だちのせいか。ともかく、早く帰って睡すい眠みんを取ることとしよう。

　車を走らせていると、右手に目の覚めるような赤の電波塔が見える。実に毒々しい、ショッキングな赤。少しは眠ねむ気け覚ましになりそうだ、そんなことを考えていると、視界上に何かが飛び込んで来た──

　と同時に、それはジェリコの目の前に降り掛かってくる。

「んな!?」ジェリコは叫びつつ、それを受け止めた。

　巨きよ大だいな鉛なまり玉だまを体に受けたような衝しよう撃げき。ジェリコは空から落ちて来たものを見み詰つめる。

　それは、一人の少女だった。マリンボーダーのシャツに淡あわいブルーのスカート。首元にはピンク色の三角タイ。水兵を思わせる恰かつ好こうだ。栗くり色いろのボブカットに包まれたその顔は恐きよう怖ふに脅おびえていて、唇くちびるがフルフルと震えている。まるで鬼おににでも襲おそわれたかのような、そんな顔だった。

「な、なんだぁ？」

　空から少女が降ってくる──突とつ然ぜんの出来事にジェリコは間抜けな声を出す。

　少女はジェリコにしがみついて叫んだ。

「おじさんたすけて！」

　栗くり毛げ少女の顔は真しん剣けんそのものだ。何かから逃げて来ているらしい。そうでなくては窓から飛び降りようとは思わないだろう。

　──ガキかよ──

　ジェリコは栗毛少女の脅える表情から目を逸そらし、舌打ちをしながらブレーキを踏ふみ──

「きゃあっ！」

　あっさりと少女を車外に放ほうり投なげた。




　ジェリコは自分のマンションに辿たどり着つくなりタイトなブリーフ一枚になり、ベッドに身を放り出した。目を閉じて眠ねむりに入ろうとする。すぐ眠れそうだが、窓から射す光がまぶしい。ジェリコは舌打ちをしてカーテンを閉じようと体を起こした。

　と、そこには──

　一人の少女が立っていた。

　さっき空から降って来た、ボブカットの栗くり毛げ少女だ。その歳に不ふ釣つり合あいなほどに整ったその顔をうつむかせている。少女の瞳ひとみは不安と恐きよう怖ふに染まっていた。恐おそらく、ジェリコから投げ捨てられた後、車に必死に飛び乗ったのだろう。

「──ああん!?　なんだぁお前」

　ジェリコは少女を見詰めた。淡あわいブルーのスカートが汚れている。腕に怪け我がをしているようだが、少女が傷を気にしている雰ふん囲い気きはない。

　少女はジェリコの問いにうつむいたまま応こたえた。

「……チャオ」

「チャオだぁ？　莫ば迦か野や郎ろう、名前なんざ聞いちゃいねえっての」

　ジェリコは少女の不安げな瞳から目を逸そらし、少女を肩に担ぎ上げて玄げん関かんへと向かった。

「ま、まってよ！　おいださないで！　つかまっちゃうよ！」

　担ぎ上げられた少女は手足をばたつかせたが、ジェリコは一向に構う様子はない。

「おいガキ、俺おれの好きなもんを教えてやる。金と宝石だ。嫌きらいなもんは甘あまいもんとガキだ。そしてお前はガキだ。つまり俺はお前が嫌いだ！　以上！」

「まってってば！　ハートランドのパスポートあげるから！」

「いるか莫ば迦か」

　玄関のドアを開け、少女を外へ放り投げる。閉じたドアの向こうから強いノックが響ひびく。

「なんでもするからひとりにしないで！　いくところがないんだよ！」

「うるせえぞ、行くところがないならポリスんとこにでも駆かけ込こみゃあ良いだろ」

「やだよ、お巡まわりさんのとこなんていけない！　つかまっちゃう！　お願い、ダディもマミィもいないんだよ!?　『メイド』でも『あいじん』でもなんでもやるからひとりにしないでよ！」

　少女はなおもドアを叩たたき続けた。「お願いだよ！　開けてよ！」

　ジェリコは舌打ちをして、キッチンからブランデーを引っ張り出し、グラスに注いで一気に飲み干す。『ダン』とテーブルを叩いて「うるせえ！」と凄すごむと、少女は声を上げて泣き出した。

「あーくそ！　早く消えやがれ！」

　ジェリコがグラスをシンクに放り投げると、シンクからガラスの割れる音が響く。テーブルに追いてあったブランデーの瓶びんを手にし、それを一気に飲み切って、その空き瓶をまたもシンクに放ほうり込んだ。瓶の割れる音が少女の泣き声に混じる。




　やがてドアを叩たたく音も、少女の泣き声も聞こえなくなった。どこかへ行ったらしい。ドアを開けて確認する気にはなれなかった。

　ジェリコはベッドにどかりと寝ね転ころがり、「ああくそ！」と声を荒あらげた。床ゆかには少女が置いていったハートランドのパスポートが二枚散らばっている。誰だれかと行く予定だったのだろう。

「──ガキは嫌きらいだっつってんだろ」ベッドの上で、ジェリコは呟つぶやいた。

　窓の外には、嫌いやがらせのような青い空が広がっている。顔に照りつける太陽の光を遮断するため、手を伸ばしてジャケットを取り、自分の顔に被かぶせた。

　あれだけ眠ねむかったはずなのに、まるで眠れそうにない。

　この空の青さのせいだ、とジェリコは思い、目を閉じた。




　　　　◆◆◆




　目の覚めるような青空の元、学校を終えたトウアはマナと一いつ緒しよに生活臭溢あふれる下町ハルビンタウンへと向かった。マナ曰いわく、パレード当日にベアトリに魔ま術じゆつを披ひ露ろうし、見事成功させるためには、魔術道具が必要らしい。

　店の名前は琨コン崙ロン堂どう。東西各地の魔術道具が置いてある、マナの行きつけの店だとか。雑多な店内には所ところ狭せましと瓶や缶かんや乾かん物ぶつが積み上げられていて、素人しろうと目めにはそれがどんな魔術に使えるのか分からない。それなりの魔術を使うためにはそれなりの道具を揃そろえなくてはならず、良く効く、あるいは長く効く材料は相応の値がするのだとか。

　トウアは目の前にあった二十万ユノもする蛇へびの瓶詰めを手に、呟いた。

「魔術を使うにもお金が必要なんだ。世せ知ち辛がらい世の中ってやつだね」

「呪じゆ文もんだけで良いのもあるけど、大体道具が必要なんだよ……しかも道具を揃えれば必ず成功するわけじゃないし。でも、どれもやっぱりわたしの手持ちのお金じゃ買えそうもないかも」

「なるほど」トウアは頷うなずいて瓶を棚たなに戻した。「もう用は済んだかな。外に出たいんだ」

「あっ、ご、ごめんトウアくん……魔術ショップって魔ま女じよ以外は気分が悪くなるようにお香が焚たいてあって、長くいられないんだよ。わたしすっかり忘れてた」

「なるほど、これが『気分が悪い』ってやつなんだ」トウアは頷いた。初めて味わう気分だった。「『嫌な感じ』ってやつだね」

　嫌な感じというものがどんなものか何となく分かって、トウアは少しだけ笑顔になる。

　三年前の列車事故で、自分は記き憶おくと心を失い、感情がそげ落ち、痛みを感じない肉体となった。少なくとも祖父のタントラからはそう聞かされている。しかし、ひと月前から、何な故ぜか少しずつ感情と呼ばれるものが自分の中に生まれるようになり、それを発見する度にトウアは少しだけ喜びを感じる──例たとえそれがどんな感情であれ。

　こうやって少しずつ、三年前の事故の傷きず跡あとを埋めていくことになるのだろう。これから長い年月をかけて。トウアはそんなことを思った。




　店を出たトウアは自分のマンションまで戻り、サイドカー付きの二輪車モートアーサイにマナを乗せた。

　マナの家に向かう途と中ちゆう、中環公園セントラルパークの前で一人の女性に出くわした。段ボールを目の前に悪態をついている。泣きぼくろが印象的な、赤い髪の、色気のある女だ。身体からだにしっかりとフィットした青いチャイナドレス、その深いスリットからは太ももが覗のぞいていた。艶あでやかな大人の女性ルックスとは裏腹に、段ボールを乗せた台車をけり付けるその様子は猟りよう奇き的てきだ。

「もう、なんでこんなタイミングで台車が壊こわれるのよ！」

　どうしたのかな、とトウアが近づいて声をかけると、女性がこちらを向いて「あら」と反応を示す。だが、その視線の向き先はトウアではなくマナだった。

　赤毛女はトウアをちらりと見た後、マナに歩み寄ってニヤリとした顔を近づける。

「へえ、どうやらラブラブ、チュッチュとうまくやってるみたいね。やるじゃない」

「い、いえ……」マナは背中でもかゆがっているかのように身体をくねらせた。

「マナ、知り合いさんなのかな」

「え、うん。前にお世話になった占うらない師しさん──この人すごいんだよ。マジョリーナ様のお屋や敷しきに悪あく魔まのレリーフの扉とびらがあるってことを言い当てちゃったんだから。唱えていたおまじないの言葉は変だったけど……でもすごい当たるんだよ」

「じゃあマナの恩人だね。お姉さん、段ボールを蹴けり飛とばしていたけど、『気分が悪い』のかな」

　段ボールからは、ＤＶＤや書しよ籍せきが覗いている。『美少女人魚』の文字が見えた。

　女は怒いかりを思い出したように肩の髪を払い、険しい顔になった。

「胸くそが悪いのよ。ちょっとこの荷物を家に持ち帰らなきゃならなんだけど、台車は壊れるわ、三輪タクシートウクトウクは捕つかまらないわでもう散々ってわけ」

「ならお姉さんの家まで運ぶよ」

「そいつは願ったりね。少年くん、よろしく頼たのむわよ」

「ところでこの段ボールには何が入っているのかな」

「それはね」女は真しん剣けんなまなざしでトウアを睨にらみつけた。「開けてはならないパンドラの箱よ」




　いささか重量オーバー気味であったが、トウアのモートァーサイはどうにか目的地である女のマンションまで辿たどり着いた。辺りには高級そうな洋服屋や上品そうな料理屋が並んでいて、通りは大人びたファッションに身を包む、どこか浮かれた様子の人々で溢あふれている。上品なこの街でも、パレード前夜はいつもとは違った盛り上がりを見せるようだ。

「ありがとう坊ぼうや。ここで十分よ。助かったわ」

　別に良いよとトウアは言った。人が困っているのであれば、手を貸すのは当然だろう。マナの恩人であればなおさらだ。

　それにしても、とトウアは思う。目の前にいるこの女性、ずいぶんと目鼻立ちが整っている。これを人は美人と呼ぶのだろう。特別な感情があったわけではないが、女性を美人だと感じることができるようになったのは、素直に喜ばしい。そのまま思ったことを口にしてみた。

「お姉さんはとても美人さんだね」

「そ、そんな……!!」すかさず呟つぶやいたのはマナだ。らしからぬ機き敏びんな動きでトウアの方を向き、涙目を向けている。赤毛女はトウアの鼻をつまんで人差し指を向けてきた。

「こら坊や。ガールフレンドが隣となりにいるのに他の女を褒ほめるなんてルール違反よ」

「そうなのかな。美人だから美人だといったんだけど」

「ダーメ[image: 黒ハート]　たとえ思ってもいっちゃいけないことがあるのよ。こんなにとってもかわいい女の子を連れてるんだから、他の女を褒めてる暇ひまがあったら彼女を目一杯褒めてあげなさい」

　マナは両手をばたつかせているが、彼女の口からは何の台詞せりふも出てこない。

　赤毛女はそんなマナをちらりと見やった後、鞄かばんから二枚の紙を取り出してトウアに渡した。

「それでデートにでも行きなさい。ちゃんと彼女のご機き嫌げんをとるのよ」

「これは──」紙に目をやる。ハートランドのパスポートのようだ。「貰もらっても良いのかな」

「良いのよ、荷物をここまで運んでくれたお礼。じゃあね、しっかりやるのよ」

　それだけ言い残すと赤毛女は台車を引きずりながらマンションへと入っていった。

「ト、トウアくん。そ、それって──」

　マナが目を輝かがやかせて紙を眺ながめている。花が咲き出しそうな顔をしているところを見ると、どうやらこれが欲しいらしい。トウアは一枚をマナに渡した。

「マナ、行くかな」

「えっ、さ、誘さそってくれるの……？」

　トウアは頷うなずいてマナにパスポートを渡す。

「あ、ありがとう！」と言ったマナは、手にしたパスポートに目を落とすと落らく胆たんしたような顔を見せた。「……でもこれ、明後日あさつてには期限が切れちゃうパスポートみたい……」

「そうなんだ、明日は学校だから明後日に行けば良いかな」

「ト、トウアくん……ベアトリお嬢じよう様さまとの約束忘れちゃったの？　ほら、三日後までに魔ま術じゆつを使えるようにならないと……」

「でも、このパスポートの期限は土曜日までだから、それを逃すともう使えないんだよね」

「……そうなんだけど……でも、トウアくん、わたし魔術を練習したいよ。だって、そうしないとトウアくんが……」

「ハートランドが神秘的なお伽とぎの国なら、魔術を使えるようになるヒントが手に入るかも知れないよね。それとも、家で練習した方がどうにかなりそうなのかな」

「……それを言われると、全然見込みはないんだけど……」

「じゃあ、土曜日はハートランドで魔ま術じゆつを練習してみようか」

　トウアが言うと、マナはしばらく頭を抱かかえて悩んだ挙あげ句く、小さく応こたえた。

「……わ、わかったよトウアくん……」




　　　　◆◆◆




「アンリ、時間だ。『最後の晩ばん餐さん』まで来い。パパ・プライコーがお待ちだぞ」

　ハートランドが閉園した後の午後十時半。『ノアの箱はこ舟ぶね・創世記の旅』のキャスト、アンリが仕事を終えて着替えをしていると、彼女の無線にハートランド基ベ地ー局スから連絡が入った。

　パパ・プライコー、ハートランドの事業統とう括かつをしている会社『株式会社ハートランドリゾーツ』の取とり締しまり役やく社長である。この男の指示の元、アンリは彼の部下が街から仕入れて来た子供たちを石にしている──ハートランドオープンの二年も前から、ずっと。

　アンリが自分の瞳ひとみの力に気づいたのは六歳の頃ころだった。飼っていた子犬が自分のお気に入りのぬいぐるみをぼろぼろに嚙かんでしまったことに怒おこった。怒いかりとともに、自分の瞳から緑の光が放たれ、目の前の子犬が石になった。何が起きたのか理解できなかったけれど、石になった子犬を見て大泣きした。自分が子犬を石にしたということだけは理解した。

　初めて涙で石を元に戻したのもその時だった。石になった子犬に泣きながらすがると、子犬は元に戻った。あまりに呆あつ気けなく元に戻ったので、全部気のせいかとも思ったけれど、やがて自分の瞳には生物を石にする力があり、自分の涙にはその石化を解く力があることを理解する。

　その頃から、鏡を見ることが出来なくなった。

　そして、自分が人ならぬ身──メドゥーサであることを知った。




　アンリはクローゼットから取り出したドレスを身に纏まとい、鏡の無い洗面台前で髪を整える。

　鏡を見ると自分の瞳が放つ毒が回る。自らの体を石にすることこそないけれど、強きよう烈れつな電気が駆かけ巡めぐるような、どうしようもない痛みが瞳から体中に広がる。それを中和するかのように、この瞳は涙を流す。だから、この部屋の洗面台には鏡がない。それどころか、ここハートランドの一帯には、一部の例外を除いて、鏡は存在しない。

『お前が鏡を見るたびに叫び声を上げてうずくまるのを見ていられない』と、そんなもっともらしい理由でプライコーは鏡を取り払ったと言うが、実際はアンリが鏡を見て悲鳴を上げる様を人に見られ、不ふ審しんがられたくないというのが本音だろう。そして何より、プライコーへの献けん上じよう品ひんであるこの涙を無む為いに流させないようにするためだ。

　この身から流れ出す涙は、一いつ滴てき残らずプライコーに人質に取られている。

　ドレスを着終えたアンリは、鞄かばんの中から青いガラスの瓶びんを取り出す。中に入っているのは、アンリの涙。昨日、このハートランドでただ一枚の鏡を見み詰つめ続けて搾しぼり出ださせられた涙だ。

　石化を解く涙をプライコーに差し出すために、一晩かけて瓶一杯になるまで溜ためた。

　アンリは瓶を抱かかえてキャストルームを後にして、ハートランド地下にある役員会議室へ向かった。部屋の名は『最後の晩ばん餐さん』──遥はるか昔、西の国の預言者が十二人の使徒を集め、『この中に一人、裏切り者がいる』と言い放った場面をモチーフにした、悪あく趣しゆ味みなゴシック調の部屋。フロアの正面奥おくには巨きよ大だいなパイプオルガンがあり、天てん井じようは高く吹き抜けになっている。

　夜ごと怪あやしげなパーティが繰くり広ひろげられている、そんな風に外の世界で噂うわさされている場所だ。




『最後の晩餐』の扉とびらをノックして中に入ると、豪ごう勢せいなＵ字テーブルが目に飛び込んで来る。中央に座っているプライコーが手を叩たたいて合図をした。

「良く来たなアンリ。さあみなさんお待ちかねだぞ」

　丸い顔に、邪じや気きのない瞳ひとみ。年の頃ころは五十ほど。ハートランドのキャストからはパパ・プライコーの呼び名で親しまれていて、その風ふう貌ぼうはサーカス団の団長と言ったところだろうか。シルクハットに鞭むち、蝶ちようネクタイが似合いそうな、どこか滑こつ稽けいな容姿の男。はち切れそうなスリーピースのスーツを身に纏まとっている。

　テーブルに着いているのはプライコーを除いて総勢十二名。全員、このハートランドの役員だ。ハートランド開園よりずっと前から、この『最後の晩餐』では週に一度の定例会議が行われている。会議の後、大たい抵ていそのまま食事会に流れ込む。

　テーブルに並んでいる料理とワインの様子からすると、食事会は始まったばかりの様子だ。

「さて諸君」プライコーが手を叩いて声を張り上げる。「しばしご清聴たまわりましょう。類たぐい稀まれなる瞳ひとみを持つ美女、聖なる涙を流すメドゥーサ、マーガレット・アンリのご登場だ」

　ぱらぱらと拍はく手しゆが鳴る。アンリはテーブルの面々に向かってお辞じ儀ぎをする。

　聖なる涙どころか、嗚お咽えつ混じりに搾り出した忌いまわしき涙だ。プライコーは伊だ達てや酔すい狂きようで自分の涙を搾り取っているわけではない。石にした子供たちを元に戻すために、この体から絞り取っている。川の底に放り投げられた石の子供たちは海の向こうに密輸をされて、メドゥーサの涙で石化を解かれ、そして──その後のことは考えないことにしていた。

「涙は持って来たかね」

　アンリは青あお瓶びんを胸の高さに掲かかげ、テーブルの面々に見せた。よろしい、とプライコーは笑う。

「お伽とぎの国も建国よりめでたく一週間。美女を囲み、ワインで乾かん杯ぱいをしよう」

　異議無し、と役員が声を揃そろえる。

　これは、共犯者たちの儀ぎ式しきだ。プライコーはこの儀式の中心にアンリを添そえることで、暗あんに言っている──『お前はもう逃げることは出来ない、こちら側の人間だ』と。念を押されずとも、そのつもりだった。『最後の晩餐』で裏切り者に見立てられる謂いわれはない。

　プライコーがグラスを掲かかげると、役員たちも合わせてグラスを手にした。

「──我はここに集つどいたるすべての人に厳おごそかに誓ちかわん。我は心より主を助け、我が手に託たくされたる皆の幸せのために身を捧げんことを──」

　プライコーが『ハートランドの誓い』を述べると、役員たちが復唱する。

　唇くちびるを嚙かみ締しめ、アンリもそれに続いて誓いを口にした。

「ハートランドの繁はん栄えいに、乾かん杯ぱい」

　再び談笑が始まる中、プライコーはアンリに笑いかけた。

「心配をするな。誓いの通りに任務を全まつとうすればあの男に会わせてやる」




　　　　＊




　ホテルの部屋に帰ったアンリは、勢い良くベッドに倒れ込んだ。

　開け放たれた窓の外にはハートランドの光が見える。ハートランド内のこのホテルは、テーマパーク地下と直接繫つながっているので、ホテルの外に出ることなくキャストとして出勤することができる構造になっている。

　オープンから当分の間はキャストも役員も有事の時に備えてこのホテルから出勤をするようにプライコーから指示されているが、アンリは『当分の間』ではなく『これからずっと』ここから出勤することになる。このホテルが建つ前から彼女が縛しばられていた、この地から。

　ハートランドとこのホテル以外の場所に行くことはプライコーに禁止されている。携けい帯たい電話も持っていないし、部屋にテレビもない。完全に鳥とり籠かごの中の鳥だ。もうずっと街に出ていない。

　アンリはベッドの上を転げるように反対側へと体を向けた。視線の先には一枚の写真が飾かざられている。写っているのは、笑顔のアンリとロウ。彼は呆あきれるくらいに爽さわやかな顔をしている。最初に二人で旅行に行った時の写真だ。

　初めてロウとデートに行ったのはどこだっただろう。確か、映画だった。外国の映画で、内容は『事件に出くわした配管工がその事件に立ち向かい、解決をする』というもの。アンリは二時間半のほとんどずっとあくびをしていた。

　映画館を出た後に入った喫きつ茶さ店てんで、やたらとその映画を良く言うので、ロウに、

「どうしてそんなにあの映画がお気に入りなわけ？」と聞いてみると、

「主人公の配管工は、正義の心に溢あふれている。そこが良い」と返って来た。

「でも、別に配管工さんが正義に立ち向かう必要はないよね。配管工であることが話に絡からんで来たわけでもないし、土管も出てこなかったし」

「そこが良いんだよ。配管工でも、レストランのウエイターでも、探たん偵ていでも、水上タクシーの運転手でも、警察でも、駅の売店の売り子でも悪に立ち上がって良い。無む鉄てつ砲ぽうでも滑こつ稽けいでも分不相応でも自分の信じた正義を貫つらぬく、それがこの映画の良い所だ」

　そして、それがそのままロウの良い所でもある。




　ロウは、普ふ段だんから喧けん嘩かの仲裁に入って怪け我がをしたり、泥どろ棒ぼうを追いかけて怪我をしたりしていた。その度にアンリが傷の手当をした。『看護士の自分がついていなければ』と、放っておけない気にさせた。実際、放っておけなかった。

　両足と右腕と肋ろつ骨こつを折って、自分が勤めている病院に運び込まれて来たロウの第一印象は、爽さわやかな二枚目。背が高く、サッパリとした印象を与える、落ち着きのある渋しぶい声をしていた。でも、だからといってどうと思うところもなかった。骨を折った理由は、『よそ見をしていて橋から落ちたから』だと彼から聞いた。間抜けな話だと思った。

　ロウを見み舞まいに来るものはいなかったが、不思議なことに、彼の所の花か瓶びんにはいつも瑞みず々みずしい一輪の花が添そえられていた。

　ある時、それとなくロウに聞いてみたら、「天使がプレゼントしてくれるんだよ」と笑った。

　事実、そうだった。天使がプレゼントをしていたのだ。向かいの棟とうの少女が、窓からロウのベッドに向けて、毎日花を一輪投げていた。彼の言葉通り、天使のように可愛かわいらしい少女が。

　花とは言え、棟の向こうからものを投げるのは感心しない。

　アンリは忠告をしに少女の元へと足を運んだ。

　彼女も両足を折って入院していた。話によると、大型のトラックに轢ひかれそうになった彼女を、ロウが身を呈ていして助けたのだと言う。ロウの骨折はその時にしたものだとか。

「あのお兄さん、お見舞いの人がいなくて寂さみしそうだから、わたしがお見舞いをしてたの」少女は言う。「わたしのヒーローだからね」

　その後、『花はアンリが届ける代わりに、窓の外にものを投げない』と少女に約束をさせた。

　翌日、少女から受け取った花を持って、ロウの元へと向かい、

「はい、ヒーローさん。天使からの贈り物よ」花をロウに差し出して言うと、彼は少しだけ驚おどろいたような顔を見せ、その後はにかんでみせた。

「──そんな良いものじゃないだろ」

「でも、彼女を助けたんでしょ」

「あの子も足を骨折してる。それって助けたことにはならないだろう？」

　それでも、大型トラックに轢かれるより、ずっと軽けい症しようだ。アンリは笑った。

　そんな風にして、アンリはロウと頻ひん繁ぱんに口をかわす仲になった。

　そして、やがて口づけをかわす仲になった。




　アンリはもう一度ロウの写真に視線を送る。写真の中のアンリとロウは無む邪じや気きに笑っている。

　彼を取り戻すまでは、自分の中の時間は止まったままだ。それまでは、心を修しゆ羅らにすると決めていた。石化をもたらす瞳ひとみも、それを解く涙も、全部残さずプライコーにさし出そう。

　自分は、笑顔の仮面をつけた修しゆ羅らの人外だ。

　──誓ちかいの通りに任務を全まつとうすればあの男に会わせてやる──

　パパ・プライコーの言葉を信じ、アンリはそのまま眠りについた。




　　　　◆◆◆




　草木も人外も眠るはずの午前二時──チェンライ王国ケラジヤンの夜は、まだ騒さわがしい。

　チェンライ王国の中心街にある、国民の憩いこいの場、中環公園セントラルパーク──それを見下ろすように立っている高層ビル、エンパイアタワーの前で、ケイはジンノから渡されたワンボックスに詰め込まれている大量のスピーカーを前にため息をついた。

　ジンノからの依い頼らいは『街中にそのスピーカーを設置しろ』とのこと。パレードの音を街のあちこちに響ひびき渡らせて賑にぎやかしをしたいのだとか。『ＤＪをしているんだから音響機材には詳くわしいでしょ？　ねえケイくん、タッハッハ』などと笑っていたが、別に音おん響きよう機材の設置や短波放送の仕組みにそこまで詳しいわけでもない。第一、街にワイヤレススピーカーを設置するなど、どう考えても肉体がものを言う仕事だ。プレイのテクニックもレコードのチョイスも一切関係ない。だが、あまりジンノに邪じや険けんな態度を取ることも出来ない。

　普ふ段だんはクラブ『メトロ』のＤＪとして糊こ口こうをしのいでいるが、ケイの本分は死神。人の魂を狩ってナンボだ。その魂たましい狩がりの仕事を定期的に供給してくるのが、この無茶ぶりの張本人、ジンノ・リョウイチである。自分の他に何人の死神と契けい約やくをしているのか、それについては全く分からないが、ともあれ安定して仕事を与えてくる唯ゆい一いつの存在。世の中ギブアンドテイク──それは人外だろうと変わらない。

　人はいずれ死ぬし、その時には魂を狩る者が必要だ。だからこそ、然しかるべき筋から依頼を受け、然るべき相手の魂を狩る。辺りに溢あふれる魂を猟りよう奇き的てきに無差別に狩るのが自分の仕事ではない。故ゆえに、魂狩りの供給元が必要なのである。

「それにしても、なかなか重労働になりそうだぜ」

　死神の身分で過か酷こくな労働──これぞまさにデスマーチ。

　ケイはジンノが置いていったワンボックスの運転席に乗り、エンパイアタワーを後にした。




　　　　＊




　三十二個目のスピーカーを設置する頃ころには、辺りはすっかり朝日で白んでいた。

　ジンノから渡されたマップに記されている設置箇所は全部で四十八。北はビクトリア国際空港、東は国営第一象宿舎、南はケルシュ野外闘とう技ぎ場じよう、西はバナシェサッカースタジアムと、広域に渡って設置をする必要があるため、最初はどうなるかと思ったが、この調子でやればパレード前日にはすべて片づくだろう。川の西岸はまだ手をつけていないが、設置する数は少ない。

　チェンライ王国ケラジヤンのメインストリートであるステラ大通りでは、パレードの準備をする人で賑にぎわっていた。自分たちの店の前をライトや国旗で飾かざり付つけ、屋台に造花を付けたり、ペンキを塗ぬり直なおしたりしている。街はすっかり祭りモードだ。

　スピーカーの取り付け作業に勤しんでいると、大通りがやけに騒さわがしくなった。軽快なトランペットと太たい鼓この音が響ひびいてくる。曲目は最近オープンしたハートランドのテーマ曲。マーチングバンドの後ろには、縦に並んだ象の行進。パレードの練習をしているようだ。子供たちは象の周りではしゃぎ、手を振りながら象のあとを追いかけて走っている。象は子供たちに応こたえるように鼻をくるりと回す。

　象の行列は随ずい分ぶんと長い。二十頭は下らないだろう。同じ歩調で同じように鼻を動かし、同じところで立ち止まって愛想を振りまいている。その統制の取れた象の行進は天あつ晴ぱれというほかない。象はケイの目の前で鼻を振り、挨あい拶さつをする。大したものだな、とつぶやきながらケイはスピーカーを手にし、その動作チェックのためにアンプの電源を入れた。

　脇わき見みをしていたせいか、マイクとスピーカーの距離を近づけ過ぎたようだ。

　──ファー！──

　マイクとスピーカーがハウリング音をまき散らす。

　それと同時に、音に反応した象たちが前足を大きく上げていななき出した。敵が襲しゆう来らいしてきたかのような猛たけりぶりだ。象の群れの視線が音のする方、ワンボックスの車に向けられている。

　空高く叫び上げる象たち。

　──ＢａバｒａａａａａａラーＧＧＧＧグ！──

　ケイが動くよりも先に、象は車を蹴けり飛とばした。裏返しにされたワンボックスは大量の象に踏みつけにされ、あっという間にズタボロになる。

　大きく凹へこんだワンボックスを前に、ケイはハンチングを被かぶり直なおして呟つぶやいた。

「勘かん弁べんしてよ」




「道みち端ばたであんな音を出されたらそりゃ象だって驚おどろくさ。そもそも象ってのは音に敏びん感かんだからな。特にハウリング音みたいな金切り音はかなり嫌きらう。暴れ回ること必至だ」

　ケイは、笑いながら口を開いている男から視線を外さずにコーヒーを啜すすった。目の前にいるのはカフィーヤを頭に巻いた中年の象使い。さっきのリハーサルで象を操っていた男だ。

　ワンボックスをメタメタにされたケイは、ここイエファー区ピルスナー・ウルケルの一角にある象の住処すみか、国営第一象宿舎内の事務室に来ていた。チェンライ王国中心街の東の外れにある、空き地や工場が土地の寂さみしさを演出する街である。

　ケイは粘ねん性せいの高いコーヒーを飲み干し、帽ぼう子しを脱ぐ。「そいつは失礼した」

「ま、どちらかというと『こっちのほうこそ』って感じだけどな。何しろ車はズタボロ。いや、被ひ害がいがあれだけで済んで不幸中の幸い、か」象使いは苦笑いをして親指で窓の外をさす。ライトアップされたエントランスに、くたびれたワンボックスが見えた。

「車は修理を頼たのんでおいた。鎮魂祭ワン・サツチーンの夕方には直ってるから、その頃ころまた取りに来な」

　スピーカーは残りわずかだ。車が無くてもトウアのモートァーサイで事足りるだろう。

「しかし、あんたも運が良いな。もし車の中にいたらそれこそ大だい惨さん事じだったろ」

　死神の身である。さすがにそう簡単に死ぬわけにはいかない。そもそも、象に踏まれて死ぬ死神などブラックジョークにもほどがある。他の死神に鼻で笑われそうな話だ。

「一応、これでもあの世とは上う手まく折合いをつけているつもりでね」




　この象使い中年、話によると北の象使いの町から今回のパレードの為ために出で稼かせぎにやって来たらしい。今はパレード用の象調教のため、この象宿舎に寝ね泊とまりをしているとか。

「普ふ段だんは観光客を相手に象タクシーの運転手をしてるけど、こういうイベント事の時にはちょいちょいここに呼ばれるんだ。でも今回のミッションはなかなか気合いが入る話でよ。白象を乗り回すんだ、しかも王を乗せてさ。こいつは相当なもんだ。実のところちょっとビビってる」

　王を乗せての運転となれば身も引ひき締しまるだろう。何かあったら責任を取らされて国外追放か、下へ手たをすると処しよ刑けいさえあり得る。白象にしても同じだ。怪け我がでもさせたら一大事。そのくせ報ほう酬しゆうは少ないので、割に合わないらしい。

　象使いの顔は苦笑い混じりだったが、それにしては妙みように楽しそうだ。そのことを言うと、

「そりゃそうさ、白象に乗れる。象使いにしてみればあこがれだ。神聖なる白象、こいつは興奮するなって方が難しいな。そうだ、この宿舎にいるから、拝んで帰ると良い。まさに神聖って感じだ。後光ハローがさして見える。しかも今年はあの出来たてのテーマパークがパレードのコースに組み込まれてる。神話の国に、聖なる象。なかなかのマッチングだろ。象たちもハートランドのテーマ曲がお気に入りで、曲が流れ始めると踊おどり出すんだ。白象もね」

　中年象使いが子供のように目を輝かがやかせていると、ドアをノックする音が響ひびいた。

「開いてるよ──」象使いが声を飛ばすよりも早く、ドアが開く。

　転げるように入ってきたのは、浅黒い筋肉質の男。服装からすると彼も象使いのようだ。

　浅黒筋肉質の象使いは転げ入った部屋の床ゆかで四よつん這ばいになり、息を整えていた。

「ハァ……ハァ……」唾つばを飲み込んで言う。「た、た、大変です!!」

「確かに大変そうだな。で、一体何があったんだ？」

　浅黒筋肉は中年象使いの足にしがみつき、目を潤うるませて言葉を詰つまらせる。

「なあ落ち着いてくれ。何があったか全くわからないだろ」

　意識的に気を落ち着けようと『ゴクリ』と音を立てて唾を飲み、浅黒筋肉は言った。

「し、白象が……誘ゆう拐かいされちゃったんだよ!!」







[image: ２．少女が来る]







「しっかし不思議だなあ、一体どうやって白象なんて誘ゆう拐かいしちゃったんだろうね、運び出すのに目立っちゃってしょうがないっていうのに。ねえケイくん」

　象にワンボックスを踏ふみつけにされた明け方から六時間後の昼時、ケイはジンノに呼び出されてエンパイアタワーの九十四階へと足を運んでいた。

　今け朝さ、象宿舎から白象が誘拐された。方法も目的も謎なぞだ。金が欲しいなら身代金を要求して来ても良さそうなものだが、象宿舎で聞いた話では、『白象はいただいた』と記された紙があるだけだった。希少価値のある白象なら、象マニアたちは涎よだれを垂らして有り金を叩はたいてでも手に入れようとするだろう。もっとも、象マニアがいればの話だが。

「でもホント罰ばち当あたりだと思わないかい？　なんてったって白象だよ？　それも、そんじょそこらの象じゃない。隣りん国ごくの大統領から借りた、全身真っ白のピュアピュア白象なんだって」

　そんな貴重な白象が誘拐されたにも関わらず、街は一向に騒さわいでいない。混乱を招かないよう、報道規制がなされているのだろう。ケイにしても、昨日象宿舎に行っていなければ白象誘拐の話は一切知らなかったはずだ。

「さて、そんな象さん絡がらみで一つ僕に謝らなきゃならない事があるんじゃない？　ああ、キミが詫わびの証あかしに『ジンノさんの靴くつ先さきを舐なめます』と言い出しても大丈夫なように、ちゃーんと磨みがいておいたから全然平気[image: 黒ハート]　そして先っちょもとんがってるからとってもくわえやすいよね」

「あらぬ方向に気き遣づかいをするな。回りくどい話は抜きにして用件に入ってくれ」

「おや、話が早いね、でも感謝の気持ちと謝罪の気持ちは大切だよ。何しろあの車は僕の大切な思い出がびっしり詰つまったワンボックスだったからね。タイヤのチューブの中までパッツンパッツンに思い出詰まりまくってた。もうそのままの姿では返ってこないんだよね、あの僕のメモリアルマイカー。そう言えば、あれは僕が十八歳のピチピチだった頃ころだったっけ。ガールフレンドを乗せてドライブに言ったら、側そつ溝こうに前輪両方とも入れちゃってさ」

「側溝は道の脇わきにあるものだ。前輪を両方入れる場所には存在しない」

「いやー若気の至りだったなあ。抜け出せなくて大変だったよ。若かったから、決められたルートを走りたくなくて道無き道を進んだけど、ただ溝みぞにハマっただけ。ほら、若い頃って基本前のめりな感じでしょ？　車まで前のめりになっちゃってねえ、タッハッハ。そんな思いでいっぱいの車──ああ、悲しい悲しい。ヒク泣き必至だね」

　ジンノはにやりとしてみせた。言いたいことは分かっている。昨日象が破は壊かいした車はジンノの車だ。巨大複合企業コングロマリツトジンノグループの長であるジンノからすれば、ポンコツのワンボックスの一つや二つスクラップになろうとどうと言うことはないが、要するに面めん倒どうごとを押しつけるきっかけを作りたいわけだ。ケイは諦あきらめたようにハンチングを脱いでソファに勢い良く座った。

「分かった、車を壊こわして悪かった。良いから早く要求を言ってくれ」

　ジンノは結構、と満足げな顔を見せた。「明後日あさつてって王即そく位い記念パレードでしょ？　その準備のために、明日ちょっと取りに行って貰もらいたいものがあるんだよね。ピルスナー・ウルケルに」

　ケイはため息をついた。荷物を取りに行くこと自体は大した事ではない。だが、場所が良くない。ピルスナー・ウルケルと言えば、車をメタメタにした象の群れが住まう宿舎がある、寂さびれた街だ。また象と絡からむのかと思うとげんなりするが、断ることも出来ない。

「あ、でも別に昨日お願いしたお仕事をチャラにするつもりはないよ？　ちゃーんとしっかりスピーカーは括くくり付つけておいてよね。いくつかはまだ残ってるんでしょ？　ちゃんとハートランド園内にも付けてる？」

「まだだよ」ケイは投げやりに言った。モートァーサイもトウアに借りてある。準備は問題ない。「心配するな、仕事はきっちりこなすさ」

「結構結構。と言うわけで、お仕事を引き受けてもらおうと思うけど──」

　ジンノの言葉を遮さえぎり、ケイは諦あきらめて両手を小さく広げ、言葉を催さい促そくした。

「で、明日俺は近寄りたくもない象の街に行って、何を取ってくればいいんだ？」

「チェンライ王国ケラジヤンに雪を降らせるマシーンだよ」




　　　　◆◆◆




　王即位パレードまであと二日。街を歩く人々の足は軽やかになり、路上の彩いろどりは昨日よりも鮮あざやかさを増している。そんな街の様子を横目に、学校を終えたトウアはマナと一いつ緒しよに学区地域、ソル区キスケージャの王立中央図書館で魔導書グリモワール漁あさりをしていた。手持ちの書物以外にも、使えそうな魔道書がないかをチェックしたいとマナが言ったのだ。

　彼女は相変わらず落ち着かない様子だった。

「だって、早く魔ま術じゆつが使えるようにならないと、トウアくんが……」

　二日後のパレード当日、マナが魔術を使えなければ自分は中環公園セントラルパークの時計塔に裸はだかで磔はりつけになる。そんなペナルティがあるが、別に裸で時計塔につるされようが構わないとトウアは言った。

　マナは首を横に振る。

「わたしが良くないんだよ。トウアくんを恥ずかしい目に遭あわせたくない」

「別に僕は裸でつるされても恥ずかしくないよ。何とも思わない」

　もう、とマナは少しだけ頰ほおを膨ふくらませた。




　マナの話によると、図書館にある大半の魔術関係の書しよ籍せきは、魔術など使えない人間が書いたでっち上げの書物なので、オカルト趣しゆ味みを満たすもの以上ではないらしい。だが、そんな本の中に紛まぎれて時折本物の魔ま女じよが書いた書物も少量ながらあるとのこと。

　マナが『オカルト』のコーナーで魔導書を漁っている隣となりでトウアも本物の魔導書を探してみるが、トウアにはどれが本物の魔女が書いた本なのか、目を通しても分からなかった。

　ふと目に入った隣のコーナー『観光・レジャー』にある一冊の本を手に取る。

　タイトルは『ハートランド大全』。ハートランドに存在するアトラクションの説明と、そのアトラクションのモチーフに関する逸いつ話わが記されている本だ。トウアはパラパラと本をめくり、アトラクション『イカロスの翼つばさ』の元となったエピソードを読んだ。

「──マナ、このイカロスさんって人は忠告を無視して太陽に近付くくらい高く飛んじゃって、鑞ろうで固めた羽が溶とけて地面に落ちちゃったらしいよ。神話の中も世せ知ち辛がらいんだね」

「……トウアくん、真面目にやろうよ、罰ばつゲームがあるんだよ？」

　トウアはマナの視線を気にせず、次ページ左下の『アポロン音楽館スタジオ』のコラムを読んでみる。

　──アポロンに求愛をされたカサンドラは、自分の愛を受け入れれば予知能力を授けると言われて誘ゆう惑わくされる。カサンドラはアポロンの愛を受け入れるが、アポロンに捨てられる自分の運命を、手に入れた予知の力で知り、アポロンの元を去る──

「──このアポロンさんは『間抜けな人』ってやつだね」

　トウアはボソリと呟つぶやき、続きを読んだ。

　怒いかり狂くるったアポロンは、『何なん人ぴともカサンドラの予知能力を信じない』と呪のろいを加えた。これによりカサンドラはトロイア市の滅めつ亡ぼうを予知するも、誰だれにも信じられずに命を落としたとか。

「カサンドラさんも『とんだ災難』、ってやつなのかな」

「トウアくんってばッ……」

　アポロンのコラムはもう一つあった。音楽勝負を挑いどんで来たミダス王という人物を負かした末、彼の耳をロバの耳にしたらしい。ミダス王はロバの耳を秘密にしてたが、彼の床とこ屋やは秘密を知っていて、誰にも話せないその秘密を吐はき出だすために穴を掘ほった、と書かれている。

「──その穴の中で『王様の耳はロバの耳！』って大声で言ってたんだって。ねえマナ、アポロンさんって神様だよね。これは、ひとでなしってやつなんじゃないかな」

「トウアくん！　ちゃんとやろうよッ！」

　顔を赤くして声を荒あらげているマナの様子からすると、どうやら怒おこっているようだ。

　トウアは本を閉じた。




　魔導書グリモワールと一いつ緒しよに『ハートランド大全』を借りて、二人は図書館の外にある公園に本を持ち出し、そこで適当な魔ま術じゆつを探す事にした。

「マナ、どんな魔術が良いのかな」トウアはマナの膝ひざの上で開かれている目次に目を落とす。

「そうだね……できるだけ簡単で、お金がかからなくて……できれば素す敵てきなのが良いかも」

「『影を自在に動かす魔術ボン・トイ』なんて素敵なんじゃないかな。道具も要らないみたいだし」

「そ、それがトウアくんにとっての『素敵』なの……？」

「僕には『素敵』がどんなものかまだよく分からないからね」

「そうなんだ……トウアくん、素敵が分からないなら、華はながある魔術とか……」

「華か──じゃあこれなんてどうかな。『花を咲かせる魔術フロス』」

「あっ、それ良いね……でも……」ページの隅すみには六つの髑髏どくろマーク。「これ難しいみたい。生き物とか植物を扱あつかうのって難しいんだよ。わたしには無理かも……」

「じゃあこれなんてどうかな」

　トウアはページを指差す。そこには『石をダイヤにする魔術マニ・マニ』と記されていた。

「これなら術式も短いし、髑髏マークも一つだからそこまで難しくないみたいだし、何しろ石がダイヤになるみたいだしね」

「うーん……出来るかな……」マナはページを目次から詳しよう細さいに移した。

　他の髑髏マーク一つの魔ま術じゆつを確認してみたが、どれも道具が必要だったり術式が複雑だったりとするので、結局マナは『石をダイヤにする魔術マニ・マニ』を練習することに決めた。

　道みち端ばたに転がっていた石を前に、マナは両の掌てのひらを胸の前で合わせ、念を込め、

「──我は求め訴うつたえる……この身に力を授けたまえ──マニ・マニ！」

　勢い良く手を伸ばした。

　しかし何も起こらない。静せい寂じやくがあたりを包む。石は相変わらず石のままそこに存在していた。

「……マニ・マニ！」

　トウアは石を手に取ってみる。成功していればダイヤになるはずだが、やはり石のままだった。裏側を見てみたが、ダイヤに化けている部分は見当たらない。

「も、もう一度やるよ……マニ・マニッ！」

「──何も起きないね」

　マナは他の魔術のページを開き、唱えた。

「フロスッ！」

「ボン・トイッ！」

　だが、やはり何も起きなかった。




　それからしばらくマナは術を唱えてみていたが、石はぴくりとも反応しなかった。マナは背中をびっしょりにして両手を地面につく。

「はぁ、はぁ……そ、そんな……このままじゃトウアくんが……」

　言うと、肩を落としてしくしくと泣き始めた。

「ハートランドで何か摑つかめるかもしれないから、それからまた練習すれば良いんじゃないかな」

　トウアの言葉に、マナは首を横に振って、「お屋や敷しきに戻ってもう少し練習するよ」と言った。

　辺りはすっかり夕日に包まれている。もう閉館の時間だ。二人は諦あきらめて図書館を後にした。




　　　　＊




　マナを家に送り届けるため、一度マンションに戻ってモートァーサイを取りにいくことにした。人に貸していたが、もうそろそろ戻ってくるはずの時間だ。

　トウアとマナが一度トウアのマンションまで戻ると、ケイがいた。トウアのマンションの地下にあるクラブ『メトロ』でＤＪをしている青年である。本職は人の魂たましいを狩かる死神なのだが、それについてはマナにも秘密ということになっている。マナがケイに「ご無ぶ沙さ汰たしてます」とたどたどしい挨あい拶さつをすると、ケイは「元気そうで何よりだな」と笑った。

「ケイくん、モートァーサイはもう良いのかな」

　今日のところはな、とケイはトウアに鍵かぎを渡す。「これから二人でどこかに行くのか？」

「今図書館から帰って来たところだよ。マナを家に送るんだ」

「なんなら二人でどこかに遊びにいけば良い」

「明日、マナとハートランドに行くんだ」

「へえ、そいつはピースな話だ。なかなかの盛せい況きようだったぜ。楽しんで来い」

「もしかして、ケイさんはもう行ったことあるんですか？　ハートランド」

　マナが聞くと、ケイは手元の袋ふくろを持ち上げて言った。

「入り口までだけどな。明後日あさつてのパレードのための野や暮ぼ用ようだ」

　つい先ほど、ケイはハートランドの敷地内にスピーカーを設置するために足を運んだが、「パレード前日の閉園後に来い」と門前払いを食らったらしい。

　ケイは明日の夜用の作業許可証をひらつかせる。

「園内に妙みようなものを設置して外観を損なわせたくないんだとさ。と言うわけで明日また出直しだ。ま、そもそも本当にパレードがあるかどうかもわからないけどよ」

「どういうことですか？」マナが聞いた。

「誘ゆう拐かいされたんだよ、白象が。お前らも誘拐には気をつけろよ。流は行やってるみたいだからな」

　そうしてみるよ、と手を振ってケイと別れたトウアは、再びモートァーサイを走らせた。




「それにしても」サイドカーに座るマナがトウアに切り出した。「──象さんなんてどうやって誘拐したんだろうね。あんなに大きいのに誰だれにも気づかれずに」

「誘拐したんじゃなくて、誰かが食べちゃったんじゃないかな」

「そ、そんな罰ばち当あたりな事言わないで……」

「でも、世界では象は食用に使われることもあるらしいからね」トウアは言う。「この前本で読んだよ。結構美お味いしいらしいんだ」

「ひ、ひどいよ」

「でも、僕たちだって牛やニワトリやエビは食べるよね。それはひどくないのかな」

「それは……とにかく白象さんは神聖なんだよ。大切にしないとダメなんだよ」

「でも、食べたんじゃないとしたら、どうやって誘拐したんだろうね」

　マナが「うーん」とうなる横でトウアも考えてみたが、象を誘拐する方法は浮かばなかった。

　トウアはマナをホルステン区のアムステルにあるマジョリーナ邸てい宅たくに送り届けた。ホルステン区は高級住宅街で知られているが、その中でもアムステルは一番の治安と住みやすさとステータスを誇ほこっている。この街であれば、誘ゆう拐かいのような不ふ穏おんな事件は無いのかもしれない。

「じゃあ、また明日だね」

　屋敷の前にモートァーサイを停めてトウアが言うと、マナはモートァーサイを降りてトウアに向き直り、力ない笑顔を見せて手を振った。「魔ま術じゆつ、頑がん張ばるからね」

　明日、ハートランドに行けば何かヒントが手に入るだろうか──トウアは呟つぶやいた。

「神話の国──どんなひとでなしがいるのかな」




　　　　◆◆◆




「まったくとんだひとでなしだな」

　ルーレットのテーブルに座るジェリコに向かって、この賭と博ばく場じようの店主がそう言い放った。

　ジェリコは蔑さげすみの視線を向けてくる店主を睨にらみつけ、厳いかつい掌てのひらを差し出して「良いから早く金を貸せ」と繰くり返かえす。

「負けを取り返すために借金をするのは賢かしこいやり方じゃない」初老の店主は席のジェリコを見下ろしながら蔑んだ目で言う。「──あんた、返すあてはあるんだろうな」

　一時間で手持ちの金はすっかり無くなり、負けが込んで苛いら立だっていた。

　意地でも勝ち越して賭博場を出る、勝てなければ暴れてでも金を手に入れる、それがジェリコのポリシーだ。このままおめおめとテーブルを離れて店を後にするなどもってのほか。

　心配すんな、とジェリコは吐はき捨すてる。心配ない、勝てば全部チャラだ。

　だが、負けは込んだ。




　ジェリコの腕に手て枷かせがはめられたのは三回目の借金を申し出た直後だった。店主は金を渡す代わりにテーブル端の把とつ手てとジェリコの手首を鎖くさりで繫つないだ。借金は七十万ユノ──ちょっとした金額だ。

「チッ、何だよこの仕打ちは」

「潮しお時どきだ。それ以上金は貸せんな。その身体からだで払え。少しこき使わせて貰うぞ」

　店主は銃じゆうをジェリコの額に向ける。部屋の奥おくから厳つい連中が姿を現す。穏おだやかならぬ空気。

　仕方ない、確かに潮時だな──あまり派手に暴れ回れば、あっという間にこの街の賭博場でお尋たずね者になり、稼かせぎ場所がなくなってしまう。できる事なら避さけるべき事態だが、ここまで辿たどり着ついたらもう致いたし方かたない。重い腰を上げて立ち上がろうとすると──

　体が動かなかった。ジェリコの顔から一いつ瞬しゆんにして血の気が引く。

「どうした」店主の顔はわずかに笑っていた。「顔色が悪いぞ」

　ジェリコは手首の枷かせを見る。間違いない、この枷は──銀製だ。

　狼おおかみ男おとこの弱点、銀の毒が手首から体に伝わってくる。

「ぐっ……てめえ……」

　店主はしたり顔だ。一体どうやって自分の弱点を知ったのか──ジェリコは考えを巡めぐらせる。毒の回った体でもその答えは分かり切っていた。

　あの女が銀の弾たまの事を吹ふい聴ちようしたのだ──恐おそらくはこの街すべての賭と博ばく場じように。

　そして、この店主の構える銃じゆうの中にも同じく銀の弾丸が仕込まれているに違いない。

　そこまでして自分を仕留めたいのか──

　胸を撃うち抜ぬかれたら、終わりだ。

　こちらの疑念を察したのか、店主はほくそ笑えみながら口を開いた。

「──先月の終わりだったかな、えらく美人の赤毛女が店にやって来たよ。そいつがこの銃と手枷を置いていったのさ。『毛深くて金払いの悪いギャンブラーがやって来て金を借り出したら、この枷をかけろ。そうすれば大人しくなる』とな。眉まゆ唾つばものだったが──ハッ、ここまで効果覿てき面めんとは逆に胡う散さん臭くさい」

　もはや疑う余地もない。『チーム・カモーイ』の美人局つつもたせにして裏切り者、リ・リ・メイだ。彼女のせいで、三年前の強ごう盗とう事件は失敗に終わった。一ヶ月前、この街に久方ぶりに戻って来た時の初仕事でも邪じや魔まをされ、そして今、こんなところでも、あの女に足を引っ張られることになるなんて。

　ジェリコは歯ぎしりをする。だが、奥おく歯ばにも力が入らない。

　店内のギャラリーは薄ら笑いを浮かべてこちらの様子をうかがっている。この街では、ちょっとやそっとの出来事は、全部余興になる。

　──畜ちく生しよう、しくじったか……──

　これからどうなる？　言葉通りにこき使われるか、もっと酷ひどい状じよう況きようが待っているか──

　力なく拳こぶしを握にぎり締しめていると、後ろから声が響ひびいた。

「ダメッ！」

　声の主は一人の少女──昨日、ジェリコが部屋からつまみ出した、あのボブカットの栗くり毛げ色いろの髪をした少女だ。

　この無法者のパラダイス、ノチェ・ブエナの場末賭博場にひとりでやってくるとは大した根性──いや、それ以前に何でこんな場所に──

　栗毛少女は走ってジェリコの元までやって来て、手を広げてジェリコをかばうように立った。

「ダディをいじめないで！」

「だ……れがダディだ……コラ……」

　声を出すだけで体中が焼けるようだ。手首の肉が焦こげ付つき、骨がむき出しになっているような痛み。搾しぼり出だすようにジェリコは言うが、栗毛少女の叫びでかき消された。

「お願い、ダディを助けてあげて！」

　店主はジェリコに銃じゅう口こうを向けたまま、こともなく言う。

「お嬢じようちゃん、キミのダディは悪い人なんだ。お金を人からもの凄すごく沢たく山さん借りて、しかも返さないでお店を出て行こうとした。それがいけない事だと言うのはわかるだろう？」

　栗毛少女は首を横に振る。「必ずお金は返すから！　だからいじめないで！」

「ハッ、泣かせる話だな。こんな出来損ないの親父おやじを涙ながらにかばうなんて──そうだ、なんならその出来損ないのダディの代わりにキミを貰もらっても良い。こんな可愛かわいらしいお嬢ちゃんなら、もらい手は沢山あるだろう。一歩外の国に出ればそういうマニアはわんさといる。児童売買ブローカーも最近活発に子供をかき集めているらしいしな」

「が……が……」

　──勝手に話進めてんじゃねえ……──

　ジェリコの呻うめきは声にならなかった。テーブルに伏ふして震ふるえている。強きよう烈れつな吐はき気けと怖おぞ気け。

　少女はまたしても首を横に振った。

「……わたしのダディはわたしがいなきゃダメなの……」

「キミのダディは誰だれがいても単品でダメだろう。しかしキミが商品になるつもりがないというのなら、この男を鎖くさりで繫つないで永遠に皿洗いさせるしかないな」

　三たび少女は首を横に振り、言った。

「──わたしがゲームをやって勝つ。それなら良いよね」

　その口調は、実に落ち着いた、堂々としたものだった。

　店内に笑いが広がった。

「お嬢ちゃん、悪い冗じよう談だんだ！」

　店主が少女に向かって言うと、一人の酒さか瓶びんを握にぎり締しめた小太りの男が割って入った。

「こいつは大だい爆ばく笑しようじゃねえか！　俺おれがスポンサーになってやるよ。だけど、お前が負けたらお前は俺ンとこに来い。たっぷりかわいがってやる。さあ、どうする？」

「それで良いよ」

　もう一度、店内に大きな笑いが広がった。




「十万。それがキミの持ち金だ。金が無くなったらキミはそこの男のところに売り飛ばされ、ダディはズタボロになるまで働かされる。それで良いかな？」

　テーブルに座る少女は店主の言葉に頷うなずいてから、ジェリコに視線を向けた。「ダディ、大だい丈じよう夫ぶだよ。すごい作戦を考えたから、絶対勝てるとわたし思うんだ」

「おお、そいつは期待できそうだな！」

　店主は小ばかにしたように「ハッ」と吹き出す。笑うのも当然、こんな子供に考えられる作戦など、たかが知れている。

　少女が二万を黒の二十に一点張りすると、シューターがルーレットを回し始めた。

　店主はにやけた顔を少女に向けている。

「ほう、それのどこがすごい作戦なのかな」

「これからだよ。これから教えてあげる」

「なかなか気もを持たせる話だ！」

　次第にルーレットの速度が落ちていき、球が飛とび跳はねてスポットに収まる。

　少女が賭かけたのは、黒の二十。

　球が落ちたのは──赤の五だ。

「残念だったな、お嬢じようちゃん！」

　シューターは無む慈じ悲ひに少女のチップを回収する。

　少女は何事も無かったかのように笑い、首にかけた小型無線機の電源を入れてアンテナを伸ばす。無線機が微かすかにざらついた音を立てた。

　再びチップを置く。今度の少女の賭け額は先の倍、四万だ。

「こうやって──」少女は自信満々な顔をする。「──前にかけたよりもたくさん賭ければ、いつかはゼッタイにもうかるよね」

「ハッハ、なかなか賢かしこいお嬢ちゃんだ」

　──んなわきゃねえだろ……──

　だが、とジェリコは思う。

　以前、『チーム・カモーイ』の仲間とそんな話をしたことがある。配当が二倍のゲームなら、最初に十負けた次に二十を賭けて勝てば、失った金は十で、得る金は二十の二倍の四十。元金と損失を差し引けば十の勝ちになる。二回目の二十も負けたのであれば三回目には四十を賭け、勝てば八十の金を得る。この場合、今までの損失は一回目の十と二回目の二十、合計三十。元金が四十。差し引きはやはり十の儲もうけ。

　これは配当が二倍の時の話で、ルーレットの一目賭けなら三十六倍。儲け額はずっと大きい。

　何と言うベッティング方法だったか忘れたが、少女の作戦は論理的には正しい。

　だが、あくまでも論理的には、だ。当然そう上う手まくはいかない。

「頭の良いキミならわかるだろう？　その賭け方の弱点がね」

「が、が……」

　ジェリコは唸うなった。そんな賭け方で勝てるわけがない。武器も持たずに悪あく魔まの城に戦いに挑いどむようなものだ。

　ジェリコの呻うめきに少女が視線を送って来る。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。ゼッタイに勝てるよダディ」

　──だからダディじゃねえ……──そんな言葉を吐はく余よ裕ゆうもなかった。

　手持ちの金は十万。チップにして十枚。先に既すでに二枚を失っている。ここで四枚を賭けた。手元の残りは四枚。作戦を貫つらぬくためには、次のゲームで八枚のチップが必要になる。

　つまり、もうすでに後が無い。

　この作戦の弱点は、現実の資金は有限ということ。考えずとも分かることだ。

　しかし、八歳ほどの少女には分からない。

「賭かけ金きんは十万、それが尽きるまでに勝ちを引けるかな」

　少女は自信ありげな顔で回るルーレットを見み詰つめる。

　やがて、ルーレットが徐じよ々じよに勢いを失い、球がスポットに収まる。

「さて、キミが賭かけたのは赤の三だったな──」

　ルーレットの球が収まっていたのは──

　ディーラーが勝者の少女に視線を送る。「赤の三です」

　少女はジェリコに向けてニッヒッヒ、と不敵な笑い顔を見せた。

「ダディ、きっとわたしが助けてあげるよ。だってダディと娘はいつでも一いつ緒しよにいなきゃいけないんだからね」




　　　　＊




「やったよダディ!!」

　栗くり毛げ少女はルーレットのテーブルから立ち上がり、ジェリコに抱だき着ついた。

　最初の当たりから立て続けに三回の当たりを引き、そこから再び四回連続で負け、その後七回連続で勝った。ジェリコの失った額の倍を取り戻すまでの所用時間、およそ二十分。

　喜ぶべき見事な勝利だが、ジェリコは銀の毒のせいか相変わらずの青い顔である。

　これで文句はないよね、と少女はスポンサーである酒さか瓶びん男おとこに借りた金を返し、店主に残りを差し出す。

「ぜんぶあげるよおじさん。そのかわり、腕についてるこれの鍵かぎをちょうだい。わたしのダディってばすぐにどこか行っちゃうから、つないでないと心配なんだよ」

　店主はほう、と眉まゆをあげた。




　少女の要求は店としては願ったりだったのだろう。店主はあっさりと鍵を渡し、ジェリコと少女を枷かせで繫つないで、それから解放した。呆れるほど現金な、実に後あと腐くされない様子であった。

　相変わらずしびれはあるが、手て錠じようが半分になったせいで気分はいくらかマシになっている。

「ふぃー……」店を出た途と端たん、少女は泣き出しそうな顔で地面にへたり込んだ。「こ、怖こわかった……負けちゃうかと思ったよ……」

「……てめえ……あれだけ自信満々で……勝算があったんじゃねえのかよ……」

「だって……終わりの方で『七の紫パープル』ばっかり見えるんだもん……一番外れる色なんだよ……『でんぱ』の入りも悪かったし……」

『七の紫パープル』とは何のことか──一いつ瞬しゆんだけよぎった疑問は、すぐに消え去った。今はとにかく早く横になりたい。ジェリコは通りを走るトゥクトゥクを呼び止め、自宅の住所をかろうじて告げた。後部座席に転げるように乗り込み、体を放り出すように席に着くと、少女が何食わぬ顔でジェリコの脇わきに座り込んで来る。

「おい……」

「助けてあげたんだから、わたしをかくまってくれるよね」

「そんなことより……はやく……はやく鍵かぎを外しやがれ……」

「……ダメ」少女は言う。「外したらダディはわたしを置いていなくなっちゃう」

「……その呼び方は止めろ……」

「じゃあなんて呼べば良いの？」

「……そもそも呼ぶな……呼ばれる筋合いはねえ……」

　少女はジェリコの財布を尻しりポケットから取り出し、ＩＤを確認した。

「なになに……ジェリコ・ギャロップ三十二歳、わたしのたった四倍だ。ジェリコって呼ぶね」

「ばかやろう……気安く呼ぶんじゃねえ……」

「じゃあこれ外してあげない。世の中『ぎぶあんどていく』だと、わたし思うんだ」

　なんてこった、とジェリコは思う。こんな子供に助けられて、しかも脅きよう迫はくまでされるなんて。

　それだけじゃない。盗んできた銀の弾たまを握にぎり締しめたまま、ジェリコと手を繫つないでいた。毒気が掌からも伝わってくる。賭と博ばく場じようのハッタリと良い、自分よりよほど悪党だ。

　いっそ清すが々すがしいほどにやられた我が身を鑑かんがみて、ジェリコは愉ゆ快かいになった。汗あせだくの体と顔のまま、薄ら笑いを浮かべる。

「勝手にしろ……」

「ニッヒッヒ」少女は小さく頷うなずいて手て錠じようを外した──実に悪ガキな笑顔を見せて。

「わたし、チャオ・カサンドラ。よろしくねジェリコ」

　日の落ちた街の中、少女の笑いはチェシャ猫の笑いのように、ジェリコの頭に不ふ吉きつに残った。




　　　　◆◆◆




「マイヨール局長、このたびの不吉で不敵な象誘ゆう拐かい、現時点ではまだ公おおやけになっていないようですが、一体どのような対策をお考えでしょうか」

　ここは舗ほ装そうされた道路と重厚なビルが立ち並び、かっちりとしたスーツのサラリーマンが往来する、チェンライ行政の中心地、メハナ区バーバーバーの警察局前。

　タイトなグレーのパンツスーツに身を包んだリ・リ・メイは、車の後部座席に乗り込んだ直後の王立警察局長のトマス・マイヨールにマイクを向けていた。眼鏡めがねをかけたリ・リ・メイの顔はいかにも知的だが、洒落しやれたセルフレームがカジュアルさも同時に醸かもし出だしていた。

　相あい対たいするトマス・マイヨールは先月から王立警察局の局長の座についた男。ジンノがスキャンダルを起こして来いと命じたターゲットその人である。警察組織の頂点にまで上のぼり詰つめる男だけあって、その顔からはオーラと威い厳げんがにじみ出している。鋭するどいＶ字に薄くなっているその額が、一層のシャープさを演出していた。

　今回の標的であるマイヨールはインテリジェンス溢あふれる女が乱れる姿がお好み──そんな事前情報の通りというべきか、リ・リ・メイのほんのわずか開いた胸元に視線を送り、全身を舐なめるように見ていた。どうやらインテリセクシー作戦は効果覿てき面めん、この自分の姿にムラつきまくっている様子だ。チェンライ・タイムズ社の記者に化けた姿もなかなか天あつ晴ぱれ──リ・リ・メイは心の中で自じ画が自じ賛さんをしながら、凛りんとした表情で眼鏡めがねを上げてみせた。

「象の誘ゆう拐かい？　何のことだか分からない」マイヨール局長は後部座席の窓からリ・リ・メイに向けて言う。「おまけに新聞記者が単独でこんなところに押しかけてきて、無礼千万だ」

「無礼失礼は先刻承知です、ミスターマイヨール。わたしは個人的にあなたに興味があるんですの。そう、きわめて個人的に、ですが」

　リ・リ・メイはほろりとその中身が覗のぞけるかどうか、そんなきわどい隙すき間まを作るように乳を寄せて前まえ屈かがみになる。「礼を失する態度であることには変わりません。今すぐ追い返そうというのであれば、そういたします」

　マイヨール局長はリ・リ・メイに糸を引きそうな視線を向けながら「少しくらいは構ってやっても良いだろう」と演技じみた神しん妙みような面おも持もちで、おもむろに口を開いた。

「──とはいえ、知らぬものは知らぬ。象の誘拐など聞いたこともない。第一、どうやってあんな嵩かさ張ばるものを連れ去れるというのだ？」

「さあ、魔ま術じゆつかマジックか、はたまた神の奇き跡せきか──いずれにしても、第一象宿舎周辺は随ずい分ぶんと警備が厳重になっているようですね。何でも誘拐されたのは白象。これが国王に知れたら大事。関係者は責任を取らされてそのポストを追われてしまうかも」

「なら関係者に聞いてみろ。今回の白象の護衛は副局長が統とう括かつ責任者だ」

「マイヨール局長と仲のお悪い、あの副局長さんですね」

　マイヨールの顔が一いつ瞬しゆんにして険しくなる。

「フン、どこまで知っている」

「さあ、どこまででしょう。ただ、いずれにしてもわたしはちょっと他の記者とは違う記事を書きたいと思ってるだけです。他意はありません。悪あしからず」

　リ・リ・メイは言って局長に顔を近づける。前屈みになったその胸元を寄せ、谷間を強調すると、局長の視線が胸元に集中した。もみしだかれているような強く温い視線だ。

「悪く思わんでくれ。さっきも言ったが言えぬものは言えぬ。無い袖そでは振れんぞ」

「ベッドの中以外では？」

「ハッハッハ！　わたしの知る大たい抵ていの新聞記者は権力におもねらない連中ばかりだが、キミは事情が違いそうだな」

「あら、わたし権力を持っている人って大好物なんですの」

「おまけにユーモアもある。きっと良い記者になれる」

「あなたがわたしを敏エ腕イ記ブ者ルにしてくれると信じてますわ」

「ベッドの上でか？」

「寝ね床どこの世迷い言を聞かせていただけるのであれば」

「なにが知りたい？」

「そうね、レディの秘密に見合う何か」

「なるほど、そいつは高くつきそうだな」

「志は高くというのがうちの家訓なんです」

「良い家訓だ。そうだな。志は高いほうがよい。高い場所からしか見られない風景もある」

「含がん蓄ちくのある言葉ですね。力ある人間の言葉です」

「嫌きらいかね」

「まさか。大好物です。空に届く志と月まで届く権けん威い主義ですから」

「結構」マイヨールは満足そうに睨にらみを利かせる。「──しかし、そんな連中を沢たく山さん見て来た。腹黒い思おも惑わくがある連中をな」

「あら、わたしのお腹なかは白イルカのようなスノーホワイトと定評がありますの[image: 黒ハート]」

　どうだかな、とマイヨールは鼻で笑う。

「──なら、ご確認をいただけますかしら。潔白はこの身をもって晴らさせてもらいます」

「どうやってだね」

　リ・リ・メイはフフと笑い、スーツの前ボタンを外して手を頭の後ろで組み、背筋を伸ばす。

「ブラウスの下をご確認いただければ、わたしがどれだけ白いのかは一いち目もく瞭りよう然ぜん、でしょう？」

「ほう、なかなか気きっ風ぷの良い記者もいたものだ」

　眉まゆを上げたマイヨールは車の窓から手を伸ばし、リ・リ・メイのブラウスのボタンをゆっくりと一つずつ外していく。すべてのボタンを外し終えた後、ブラウスをハラリとめくり──

　その中にある肌色をじっくりと捏こねるように見み詰つめ、「フム」と笑いを浮かべた。

「──黒いどころか真っ白だな。おまけにすべてを包み隠さず晒さらすところも気に入った」

「お気に召めしましたかしら」

「実に悪くない」

　お褒ほめに預かり光栄です、と言いながら、リ・リ・メイはブラウスのボタンを閉じた。

「あら局長、お戯たわむれでネクタイが曲がっていらっしゃいますわ」言いながらマイヨールのネクタイを直し、顔を近づける。「──ところで、明日の夜は月が綺き麗れいらしいですよ。例えば展望台から見る夜空はさぞすてきでしょう。ボヘミアタウン辺りで待ち合わせをして……」

[image: ]

「確かに悪くない。実に悪くない。独ひとり言ごとだがな」

「そうですね。ではわたしは明日六時にボヘミアタウンのカフェ『チャーイ』で月明かりを浴びていることにしましょう……独り言ですけどね」

　マイヨールはわずかに笑い、「楽しい夜になりそうだ」とつぶやいて車を走らせた。

「確かに」リ・リ・メイはフフと笑う。「明日は死者を弔とむらう鎮魂祭ワン・サツチーン。楽しい夜になりそうですね」




　　　　◆◆◆




　今日もハートランドのゲストの中に彼が混じっているのではないかとあり得ない妄もう想そうを抱いだきながら、アンリは『ノアの箱はこ舟ぶね・創世記の旅』のキャストを勤めていた。もちろん、ロウが現れる可能性は零ゼロだ。すべてが終わるまで、彼がこんなところに現れることは無い。

　それでも、背が高くて髪の短い男性を見ると、顔を確認してしまう。




　ロウが自分の前から姿を消したのは二年前。プライコーがアンリの元へとやって来て、ロウが多額の借金をプライコーにしていることを伝えた。

　借金自体はあかの他人のもので、ロウはそれを肩代わりしたらしい。困っている人間を放っておけない、正義感の強い彼らしい行動だが、それでも信じられなかった。

　レコーダーに収められた彼の声は言う。「アンリ、僕のことは忘れろ」

　プライコーは笑った。「莫ば迦かな彼氏を持つと大変だな」

　住所や家族構成、職業や出身校──プライコーはアンリのことを調べ尽くしていた。

　そして、見る者を石にするこの瞳ひとみのことも、この瞳が流す涙がその石化を解くことも。

　借金の話はプライコーのでっち上げかもしれない。ただ、ロウがプライコーに何かを握にぎられていることだけは確実だった。この身に備わる忌いまわしき力のことを、プライコーはつぶさに知っていた。だから、彼はプライコーに捕とらわれていると確信せざるを得なかった。

　この瞳の力のことは、誰だれにも話していない──ただ一人、ロウ以外には。

　いや、話したと言うと少し違う。ロウはその身をもってアンリの石化の力を知った。

　アンリがロウを石にしたのだ。




　ロウが姿を消す半年ほど前だったと思う。街のとあるビルで火災が発生した。ビルの中には一人の赤ん坊が取り残されていて、その母親はエントランスで悲鳴を上げて泣いていた。

　渋滞のせいで消防車もまだ到とう着ちやくしない中、その現場に出くわしたロウは、近くの食堂に入り込み、そこにいた清せい掃そう中ちゆうの店員の足元にあるバケツの水を頭から被かぶって、一いつ緒しよにいたアンリに鞄かばんを預けてそのまま火災ビルの中へと飛び込んでいった。彼を止める間もなかった。無む鉄てつ砲ぽうにもほどがある行為だ。

　赤ん坊を見つけ出したけれど火の手が回り過ぎて戻れない、とロウは窓から手を振り、現場にあった紐ひもとテープで赤ん坊を下の階へと脱だつ出しゆつさせた。赤ん坊は無事救出。

　だが、ロウは黒い煙けむりを吐はき出だすビルの中に一人取り残されたまま。消防車はまだ来る気配はなかった。ロウが炎ほのおか煙で命を落とすのは時間の問題だった。

　アンリは近くのビルへと走り、屋上へと向かった。そこから彼の名を叫んだ。

　黒こく煙えんの中、窓から顔を出すロウの姿が見えた。かなりの煙を吸い込んでいる様子だ。窓にしがみついて下を向いている。

　一刻も早く彼を助けないと。しかし、それをすれば──人外の身と知られたら、もう一緒にいることは出来なくなるだろう。彼は、忌まわしき力を持つ自分の元を去っていくに違いない。一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよがアンリの中で生まれた。もう二度と今までと同じように二人の関係を続けていくことは出来なくなる。

　だけど、彼を助けるにはそうするしかない。彼を助けることが出来るのであれば、自分が何者か知られることなど、些さ細さいなことだ。躊躇ためらいを振り払い、アンリは叫ぶ。

「ロウ！　わたしの目を見て！」

　アンリの声に、ロウが顔を上げた。アンリは緑色の光をロウに向けて放った。




　消防車が到着し、ビルの炎が鎮ちん火かしたのはそれから四時間も後だった。

　焼けこげたビルの七階に、石になったロウがいた。その姿を見て力が抜けた。封ふう鎖さされているビルの一階を無理矢理駆かけ抜ぬけて、彼の所へと向かい、石になった彼に泣きながら抱だきついた。ロウの体は一いつ瞬しゆんで生身に戻った。

　石化が溶とけたロウは、泣きじゃくるアンリの頭を撫なで、開口一番言った。

「キミは本当に泣き虫だな」

　今でこそ鏡の前でしか涙を流さないけれど、昔のアンリは泣き虫だったのだ。

　火事の一件でロウは肩に金属プレートを入れる手術をした。アンリも看護士として立ち会った手術だ。

　ごたごたが一段落した後も、ロウの態度は変わらなかった。そんな彼に、アンリ耐たえきれずに自らの忌いまわしき瞳ひとみの力のことを話し、詰め寄った。どうして何も言わないのか、と。

「どんな力を持っていても、アンリはアンリだろう」

　何事も無いかのようにロウは言う。

「それに、忌まわしき瞳なんかじゃない。その瞳の力が、僕の命を救ってくれた」

　やっぱり僕にはキミが必要なんだな、とロウは言った。他の女性では、自分の無む鉄てつ砲ぽうさと莫ば迦かさに付いてくることなど出来ないし、キミみたいに僕を救うことも出来ない、と。

　彼は、人の身ならぬこの人外を受け入れた。誰だれかとこの秘密を共有するのは初めてだった。バカみたいに優しく受け入れてくれた。それがどうしようもなく嬉うれしかった。

　人外と知って恋人のままでいようとしたり、無鉄砲に人助けをして怪け我がをしたり、それどころか命を危険に晒さらしたり──やっぱりこの人はバカなんだろう、そんな風に思って、笑った。

　確かにプライコーの言う通り、バカな彼氏を持つと大変だ。

　だけど、ロウはとても素す敵てきなバカだ。

　プライコーは自分の石化の力が目当てでロウに近付いたのかもしれない。

　どんな理由で彼が捕われていようが、自分がやるべきことは同じだった。この瞳を使って子供を石にし、石化を解くための涙を搾しぼり溜ためる──それが自分に与えられた任務だった。

　アンリは看護士としての職を捨て、プライコーの忠犬となった。




「おおアンリ、よく来たな。さあ早く入れ」

　ハートランドが閉館した後、アンリは地下通路奥おくにある役員会議室『最後の晩ばん餐さん』に向かった。この広大な敷しき地ちの地下には、キャストが通るための道が張り巡らされている。ここで働くキャストは基本的にこの地下道で移動をし、地上をうろつく事はあまりない。キャストはいついかなる時でも、ゲストに夢のひと時を与えるべくアクションをする。昼食も、休きゆう憩けいも、トイレも、怒ど鳴なり声も。仕事の裏側は徹てつ底てい的てきに表に現さない。ここはその裏側だ。

　部屋の中には、アンリに向かって手招きをしているパパ・プライコーがいる。彼を中心にＵ字のテーブルに顔を揃そろえる役員の面々。

　一体何の用だろうか──頭の中を考えが巡めぐる中、プライコーが唐とう突とつに切り出した。

「アンリ、今まで何人の子供を石にして来た？」

「七十二人です」

「業が深い。それだけの者が哀あわれな目に遭あったわけだ。お前の手によって」

　自分が石にした子供たちの顔は全部覚えている。ハートランド開園より前、ここが単なる平地の開発地区だった頃ころから存在するこの地下の迷宮で、アンリはどこかから連れてこられた子供たちを石にし続けている。

「──残りはまだ百人以上だな。気の遠くなる話だと思わんか」

　何が言いたいのかプライコーの意図を摑つかみかねていると、

「お前もわたしの下で長いこと良く働いている。ボーナスをやろう。仕事を引き受ければ残りの石の数を二つほど減らしてやっても良い」

「何をやれというんですか」

　そう身構えるな、とプライコーは笑う。「作業自体は大したものではない。引き受けるか？」

「内容を教えてください」

「分かっていないな。わたしは引き受けるのか、と聞いているんだ」

　一体何をやらせようと言うのか。アンリが黙だまっていると、

「できないというなら、仕方ないな。かの前警察局長と同じショーをしてみよう」

「異議無し」役員たちが声を揃そろえた。

　パパ・プライコーは手を叩たたいた。天てん井じようから紐ひもで縛しばられた子供の石が降りてくる。

「さて諸君」パパ・プライコーは役員連中に向けて演技じみた声を出す。「これからお見せするのは、石にされた少年の縄なわ抜ぬけショー。少年を縛る縄が切れる前に彼は自らの石化を解き、見事地面との衝しよう突とつを回かい避ひできるのか」

　石となった子供。あの高さから地面に落下したら、ひとたまりもないだろう。砕くだけた石はもう二度と元に戻らない。

　プライコーは前警察局長もそうやって片付けた。石にした後に、高所から落下をさせ、砕いて川に放り込んだ。誰だれにも知られない方法で、一人の人間をこの世から消し去った。

「アンリ、石が落ちたら涙で石化を解いてやれ。砕けた石を人間に戻したらどうなるかな」

　プライコーは笑いながら壁かべ際ぎわに歩み、石に繫つながる縄にナイフを当てる。

「待ってください」アンリは言った。「やらないとは言っていません。引き受けます。ロープに添そえたナイフを放してください」

「最初からそうすれば良いのだ。手間を取らせおって」プライコーは手を止める。「アンリ、謀む反ほんは許さん。それはしっかり覚えておけ」

「はい」アンリはプライコーに鋭するどい視線を送った。

　プライコーはアンリの反はん抗こう的てきな視線を受けて、ピクリ、と眉まゆを上げる。

「──そう言えば三年ほど前、同じような視線を向けて来た警察官がいたな。確か彼は……列車事故で命を落としたんだったか。知っているだろう？　ブラーマの街の人間を巻き込んだ惨さん劇げきだ。ハッ、まったく可哀かわい想そうなものだ──アンリ、お前も列車に乗るときは気をつけろ」

「逆らうつもりはありません」

　当たり前だ、とプライコーは言う。「──『ハートランドの誓ちかい』を述べろ」

　アンリは胸に手を当て、血ち塗ぬられた誓いを述べる。

「──我はここに集つどいたるすべての人に厳おごそかに誓わん。我は心より主を助け、我が手に託たくされたる皆の幸せのために身を捧ささげんことを──」

　子供を石にすることも、石を川に落とすことも厭いとわないアンリだが、この誓いを口にすることだけは耐たえられない。『看護士の誓い』をもじった、この誓いの言葉だけは。

「よろしい」プライコーは手を叩たたき、アンリに指示を出した。

「明日、あるものを交番に運んでもらおう」




　　　　◆◆◆




『──わたしだ、マイヨールだ……明日、そちらの交番に例のものが届くそうだ……受け取っておけ……そうだ、ミスタープライコーからのプレゼントだ……たのんだぞ、レチギュア』

『了解しましたオウ・カピート、マイヨール局長』




　エンパイアタワー九十四階、黒いガウンを羽は織おったジンノが盗とう聴ちよう器きの前でニヤつきながら髪を拭ふいていた。マイクの声主は警察局長のマイヨール。今日、リ・リ・メイがネクタイピンに仕込んでおいた盗聴器は、どうやら上う手まく働いているようだ。

「さすがはリ・リ・メイだ。早速あの連中の首根っこを捕とらえたみたいだね。天あつ晴ぱれ天晴れ」

「フン、所しよ詮せん男はチンチンなのよね。っていうかこの人、六十歳でしょう？　もうちょっとパワーダウンしても良いものなのに、ずっとわたしの谷間に視線をぶっさして鼻の下を伸ばしまくってたわ。ブラウス剝むいた後にはそれこそ揉もみしだくような眼まな差ざしだったし」

「ともあれ何となくいかがわしい感じがするね。『例のもの』とか言っちゃってもう怪あやしさ満まん載さい。しかも送り主はかの腹黒プライコー。いや、こりゃ参るね。どう思う？」

「さあどうでしょう、でも少なくとも、あの男が間抜けだってことは確かみたい」

　異議無し！　とジンノは笑った。

「さて、仕込みは万ばん端たん。明日の鎮魂祭ワン・サツチーン、一体何が起こるやら[image: 黒ハート]」







[image: ３．トライシクル]







　鎮魂祭ワン・サツチーンとパレード前日の熱気で沸わき立たつ中、トウアとマナはハートランドへと来ていた。

　ゲートをくぐったその先にあったのは、西国の神話と伝説をモチーフとしたテーマパーク。

　パレードで浮かれるチェンライ王国ケラジヤンの街と同じように、バルーンや音楽が辺りを賑にぎやかしている。目の前に広がるアトラクションは巨きよ大だいで、どれも華はなやかな動きと輝かがやきを見せていた。とりわけ目立っているのが、園内中央に聳そびえ立たつ巨きよ塔とう、『天と地の基礎となる建物エ・テメン・アン・キ』だ。圧あつ倒とう的てきな高さと迫はく力りよくで、神の世界を演出している。

　そんな晴れ晴れしい辺りの様子とは裏腹に、隣となりのマナは目の下にクマを作っている。どうやら昨日一晩中魔ま術じゆつの練習をしていたらしいが、まだ成功はしていないようだ。

　トウアはハートランドの地図を広げた。

「ねえマナ、この『ケルト神話エリア』に行ってみようか」

　昨日図書館から借りた『ハートランド大全』には、ケルト神話には魔ま法ほう使つかいや妖よう精せいが多く登場すると記されていた。なら、そこに行けば魔術成功に繫つながる何かが手に入るかもしれない。

「……頑がん張ばるよ……それで、『ケルト神話エリア』ってどんなものがあるの？」

　このエリアには『聖せい杯はい』を手に入れるクイズアトラクションと、『聖剣エクスカリバー』を探し求めるジェットコースターアトラクション、それから『大魔法使いマーリン』が魔術を見せるショーがある、と『ハートランド大全』には記されていた。

「このマーリンさんの魔術ショーに行けば、何かが分かるかもしれないね」

「うん、そうだね……トウアくん、ありがとう」

　そこでようやくマナの顔に少しだけ笑顔が戻った。




『マーリンの不思議な魔法館』は端たん的てきに言うとマジックショーだった。シャボン玉に閉じ込めた人を浮かせたり、炎ほのおで剣を溶とかしてそれを別の形に作り直したり、ゲスト全員に渡した空の盃さかずきに紅茶を一いつ瞬しゆんにして注いだりと、ショーとしての見所はあるにはあったらしいが、

「やっぱりあれは魔術じゃなくて手品だったよ……」

　と、マナは肩を落としていた。魔術を使えないマナでも手品との区別はつくようだ。

『マーリンの不思議な魔法館』を出た後、『ケルト神話エリア』のいくつかのアトラクションに参加したが、やはり得るものはなかったとマナは呟つぶやいた。

「別に無理をする必要はないんじゃないかな」

　ベンチに座ったマナは、うつむいたまま首を横に振った。トウアはマナの隣に座る。

「トウアくんが磔はりつけになるのを黙だまって見ていられないよ。魔術を成功させないと……って思うと、落ち着かないの。ゴメンね……せっかくハートランドまで連れて来てくれたのに……」

　気にする必要は無いんじゃないかな、とトウアは言う。「そう言えば、昨日借りた本に書いてあったよ。ハートランドには現実を思い出させないために、ある二つのものが無いんだって」

　ハートランドに存在しない二つのもの。そのうちの一つは、『合成の金属』。

　出来るだけ神話の世界に近くなるように、アトラクションは石や木や鉄、銅といった素材で作られている。外観だけでなく、出来るだけ稼か働どう部ぶもそうしているらしい。

「見た目が機械っぽくならないように、色々工夫してるみたいだよ」トウアはパーク中央に聳そびえ立つ石造りの塔、『天と地の基礎となる建物エ・テメン・アン・キ』を指した。「あれ、アンテナなんだって」

「……聞いたことあるよ。でもトウアくん、それがどうかしたの？」

「『合成の金属』が無いなら、逆に『石』が沢たく山さんある、違うかな。だからきっと、探せば魔ま術じゆつが効きそうな石もあるかもしれないよね」

「そうだね、探してみよう」

『ケルト神話エリア』を彷徨さまよっていると、徐じよ々じよに人ひと気けがない隅すみの方へと来てしまった。

　と、何かを見つけたらしいマナが遠くの茂しげみを指さした。

「トウアくん、あそこ……」

　マナの指差す方向には、一いつ軒けんの石造りの小屋があった。ずっと昔からそこに存在していたかのような、古びた石の小屋だ。

「……なんとなく不思議な感じがする──気のせいかも知れないけど、そんな感じがするの。ねえトウアくん、そんな感じしない？」

　トウアには何も分からなかった。確かに他のアトラクションと比べると圧あつ倒とう的てきに作り物めいた部分がないが、見る限りではただの石造りの小屋だ。だが、この小屋がマナの言う通りに他と違い、何か神秘的な力を持っているのであれば、ここで魔術を使ってみたら違う結果が得られるかもしれない。

「じゃあ、この石いし壁かべに魔術をかけてみたらどうなるのかな」

「う、うん……でも、大だい丈じよう夫ぶかな……もし万が一、上う手まくいっちゃったら……」

「上手くいったら戻せば良いんじゃないかな。まずはダイヤにする方が先、だよね」

　トウアは小屋のドアをノックした。

　返事はない。ドアを開けてみると、部屋の中はガランとしていた。誰だれもいない。

　木製の机と電話があるだけの、小さな部屋だ。外観に負けず劣おとらず古びた室内である。

　部屋中央の床ゆかにはハッチのようなものがあった。ハッチ横にはカードリーダーがあるので、ロックがかかっているのだろう。

「──ハートランドの地下には、従業員用の通路が張はり巡めぐらされているって聞いたことあるよ。荷物を運んだりする時はその通路を使うんだって」マナが言う。

「どうして外を通らないのかな」

「お伽とぎの国っぽくないものを運ぶんだよ。ゴミとか機材とか」

「お伽の国も大変だね」

「そうだトウアくん……ハートランドの変な噂うわさ、知ってる？」

　マナによると、ハートランドの地下にはいくつかの秘密の部屋があると噂されているらしい。

『最後の晩ばん餐さん』では夜ごと酒しゆ池ち肉にく林りんのパーティが繰くり広ひろげられ、『モルペウスの寝室』は迷い込んだ者を惑まどわし、『開かずの間』には血の文字で壁かべ一面にハートランドの秘密が書かれていて、『石像の間』には、人をそのまま石にしたような石像が並べられている──

「──不ふ吉きつな噂うわさ、ってやつだね」

「……多分、地下には入っちゃいけない、って話なんだと思うよ」

　人をそのまま石にしたような──マナの言葉に、トウアは思い出す。

　確か、『ハートランド大全』には、人を石にする人外のエピソードが載のっていた。

　鏡の中にいる自分の姿を見て石になり、退治された化け物──その名はメドゥーサ。

「ねえマナ、石化できる人がいるなら、ダイヤ化できる人がいてもおかしくはないよね」

「うん、そうだね」とマナは腕をまくり、石壁に向いた。

「じゃあ、魔術の練習を始めるよ、トウアくん」




「マニ・マニ！」

　マナは小屋の中で石壁に向かって『石をダイヤにする魔術マニ・マニ』を何度となく繰り返しているが、一向に壁は変化を見せない。東の壁がダメなら西の壁、それもダメなら南、そして北と試してみるが、どこも相変わらずの石だった。天てん井じようや床ゆかを試してみても、同じ具合だ。

　マナが練習しているその後ろ姿を見ながら、トウアは思う。地下に秘密の『石像の間』があるとすれば、そこにある石像の方が神秘的なのではないか。その石の方が、マナの魔術も効きやすいに違いない──

　トウアは、ハートランドに入国した時に使用したパスポートをハッチ脇わきのカードリーダーにかざした。だが、「ブブ」と小さい音を立てるだけで、ハッチは閉じたままだ。

　試しに、と昨日ベアトリが魔術で出して、無理矢理トウアの胸ポケットに押し込んで来たパスポートを取り出した。彼女は『どこにでも入ることが出来るパスポート』だと言っていたので、これなら開くのかもしれない。

　パスポートをカードリーダーにかざすと、『ピッ』と小さい音がなり、ハッチが開いた。

「マナ、地下には秘密の『石像の間』があるんだよね。ちょっと地下で石を借りてくるよ」

「マニ・マニ！」

　マナはトウアの声に気づいた様子もなく、必死に壁に向かって魔術を唱えている。

　トウアはマナの返事を待たず、ハッチを開け放ったまま、階段を降りていった。




　地下への階段を降り切った所には、薄暗く湿しめった地下通路があった。

　緩ゆるやかな弧こを描くように左右に伸びているため、ずっと向こうまでは見渡せないが、それでも延々と続いているだろうと想像させるだけは長く伸びている。

　煉れん瓦がで埋うめつくされた壁に、ほんのりと輝かがやくライト。人目につかない場所のはずだが、ずいぶんと重厚な作りだ。地上のアトラクションよりもずっと本物の臭においがする。

　途中、横道に逸それる通路があり、階段も見受けられた。

『石像の間』はこの下だろうか──トウアは横道に入り、そこにあった階段を下っていく。

　階段を下りてしばらく進むと、大きな扉とびらがあった。

　扉に記されている文字は、『モルペウスの寝室』。

　一体、中に何があるのか。やはり扉にはセキュリティロックがかかっている。先ほどハッチを開ける時に使ったベアトリのパスポートをかざすと、いとも簡単に扉が開いた。

　トウアは扉を開け、中に入る。

　部屋の中に広がっていたのは、真っ白な花の咲き乱れる花畑だった。




　　　　◆◆◆




　石小屋の中で魔ま術じゆつを練習していると、マナは後ろでブザーが鳴っていることに気づいた。部屋の中央床ゆかにあるハッチが開け放たれているせいだろう。部屋の中にトウアの姿は無い。

　マナはトウアを探しに地下への階段を下る。

　そこにあったのは、弧こを描くように曲がりながら左右に伸びている通路。マナは声を張り上げてトウアの名を呼ぶ。どちらを見てもトウアの姿は無い。「トウアくーん。返事して！」

　薄暗い地下の湿しめった空気が、妙みように不安をかき立てる。マナの声は小さくなる。

　トウアを見失ってからそれほどの時間は経っていないはずだが、どちらの方向にも姿が見えない。となれば、横道に逸れたのだろうか。マナは一番近い場所にある通路へと進んだ。

　通路を曲がった先には階段がある。階段の奥おくは一層暗い。吸い込まれるような闇やみだ。

「トウアくーん……」大きな声を出そうとしたが、辺りを包む不ふ穏おんな空気に、マナの声はさらに小さくなる。恐きよう怖ふを感じながらも、マナは奥へと足を踏み入れた。奥へ進むにつれて通路が狭くなっていく。光も徐々に弱くなっているため、不気味さが際立つ。ひんやりとした空気だ。肌はだ寒さむくさえある。壁かべのレンガに触ふれると、その冷たさが掌てのひらに伝わった。

　この暗い通路にずっといたら重い空気に潰つぶされて圧死してしまいそうだ。助けを求めるように歩いて行くと、奥の方に光が見える。

　通路の脇わきに鉄格子の付いた扉があった。マナは扉とびらの前に立ち、鉄格子から中を覗のぞき込こむ。

　部屋の中にあったのは、石だった。まるで子供をそのまま石にしたような、完かん璧ぺきな石だった。生きたような石──ハートランドの『石像の間』の噂うわさそのままだ。

　扉のノブを引いてみるが、開かない。ノブを押しても開く気配はない。

　なぜこんな所に石像があるのか──そしてこの石像は一体何なのか──マナは考えてみる。

　ふと、トウアが言っていた話を思い出した。その瞳ひとみを見たものを石にしてしまう人外──

　鏡を見せられ討とう伐ばつされた化け物、メドゥーサ。

「まさか、この石像の子供たちって……」

　途と端たん、トウアの事が心配になった。もう一度部屋の中を覗のぞき込こんでみるが、鉄格子越しだと部屋の中はハッキリとは見えない。マナの背筋はゾクリと音を立てた。

「だから……ハートランドには、あれがないの……？」

　現実を忘れさせるため、このハートランドに存在しないもの。

　一つは、神話の時代に存在しなかったであろう、『合成金属』。

　もう一つは、現実を映し出す──メドゥーサが忌いみ嫌きらう、『鏡』。




　　　　◆◆◆




『ノアの箱はこ舟ぶね・創世記の旅』のキャストとしての仕事を午前で切り上げて、鞄かばんを手に地下通路を歩いていると、アンリの無線が鳴った。

『こちらハートランド基ベ地ー局ス。新しい品物を仕入れた。今からキャストルームに向かえ』

「こちらアンリ……了解しました」

　アンリは無線を切る。またどこかの誰だれかを石にする必要があるらしい。

　このチェンライ王国ケラジヤンにいる孤こ児じや、親に売られた子供をかき集めては、アンリが石にする。

　子供を仕入れてくるのは、ある一人の警官だ。この悪行のバックには警察がいる──だからアンリは警察に飛び込むことが出来なかった。飛び込んだが最後、プライコーに筒つつ抜ぬけになる。




　アンリ専用のキャストルームの中に入ると、床ゆかに伏ふしている一人の少年がいた。うっすらと目を開けている、赤毛の、短めの白いジャケットを着た十歳ほどの少年。大人しそうな顔──まるで頭を麻ま痺ひさせる薬でも打たれたかのように、意識が朦もう朧ろうとした面おも持もち。彼に限らず、運び込まれる子供たちは、決まってそんな顔をしていた。子供を運んでくる赤スカーフを巻いたあの警官の仕業なのか、それともキャストが何かをしているのか。

　アンリは少年の元へと歩み寄り、少年の手を取る。

　このハートランドは悪あく魔まの棲すむ城だ。そして、この自分も一匹の悪魔に他ならない。

　だが、ロウを取り戻すまでは、躊躇ためらうつもりはなかった。

　目を見開いて緑色の光を放つと、一いつ瞬しゆんにして子供は石になる。血のように赤かった髪も、灰色に染まり上がる。

　ロウが自分の悪行を知ったらどういうだろうか。怒おこり出すに決まっている。たとえそれが彼を助けるためだとしても。だけど、止めるわけにはいかないし、止めるつもりもなかった。

　再びロウに会うまで、この顔に付けた修しゆ羅らの仮面が剝はがれることはないだろう。




　石にした子供をカートに乗せ、『石像の間』に向かう。だが、もう石を置く場所はなさそうだ。船に直接運び入れておくこととしよう。アンリは無線を手に取る。

「こちらアンリ、作業は完了。『石像の間』は一杯なので、箱はこ舟ぶねに格納しておきます」

『了解。終わったら予定通りパパ・プライコーからの指示に従え。キャスト用出口にトゥクトゥクをチャーターしてある』

　つい先ほど『最後の晩ばん餐さん』でプライコーから受け取った鞄かばんに視線を送る。プライコーの丸顔が頭の中に浮かび上がった。

　──あるものを交番に運んでもらおう──

　一体この鞄の中に何が入っているというのか。何にしても、穏おだやかなものではないはずだ。きっと罪を重ねることにしかならない。鞄を渡す相手、交番で待っているのは頻ひん繁ぱんにハートランドに訪れる赤スカーフの警官──だとすれば、アンリを使いに出すようなリスクを負うのではなく、プライコー自らの手で彼に渡せば良い。それをしないのは、アンリが逃げられないことを知らしめるためだ。これは、裏切りを許さないという意思表示、踏ふみ絵えの儀ぎ式しきなのだ。

　望む所だ。アンリはカートを箱舟へと走らせる。




　　　　◆◆◆




　──こちらアンリ、作業は完了──

『石像の間』の脇わきにある細い通路で体をかがめていたマナは、耳に入って来たその女の言葉に唇くちびるを震ふるわせた。『作業は完了』とは、一体何をしたというのだろうか。『石像の間』に何かを運び入れようとした口ぶりだ。嫌いやな予感がする。トウアの身に何かあったのか──

　ウェーブのかかった長い髪の女が運転するカートの荷台には、丈たけの短いジャケットを着た少年の石像が見みえ隠かくれしている。それは──トウアが着ていたものと同じデザインの服だ。

「……!!」

　あの石はトウアだ。マナは悲鳴を上げそうになるが、声が出ない。

　先に通り過ぎていった女性に駆かけつけようとしたが、恐きよう怖ふのせいで一向に足が動かない。近付けば石にされるのだろう。それでもマナは力と勇気を振ふり絞しぼって駆け出した。這はいつくばるような姿勢になりながらも、カートへと走っていった。

　が、角を曲がる女の後を追ってみると、そこには誰だれもいない。ただ入り組んだ通路が広がっているだけだった。

　待ってください──！　マナは言う──いや、言おうとした。やはり恐怖で声が出ない。四つに分ぶん岐きしているそのスクランブルのうちの一つに入り込み、奥おくへと進む。

　ものの一分も進まないうちに、再びスクランブルが現れた。マナは後ろを振り返る。

　自分は今どこからやって来たのか、どこへ行けば良いのか。先の女性がどちらに向かったかなんて、永遠にわからないような気がした。トウアだけでなく、帰り方さえ分からない。

　焦あせりの中、マナはその場で立たち尽つくした。




　　　　◆◆◆




「ハートの四にダイヤのエース、これがクローバーの七……」

　銀の毒にうなされた翌日の、ジェリコのマンション。体調は大分良くなったが、どうにも頭の痛い事態は残っていた。賭と博ばく場じようの一件で部屋に転がり込んできたボブカットの栗くり毛げ少女、チャオのことだ。チャオはテーブルに並べられている裏返しのカードを言い当てている。

　ジェリコは棚たなから未開封のカードを取り出してそれを開け、入念にシャッフルした。

「今、俺おれの手の上にあるディックの一番上を言ってみろ」

「ハートの五」

　ジェリコはめくってみる。そこに現れたのは、チャオが言った通りの数字とマーク。

　チャオは無線機のアンテナを伸ばして瞳ひとみを七色に輝かがやかせ、言葉を続ける。

「その下はハートのジャックで、次がダイヤのクイーン、そのまた下が……」

「わかったわかった、もういい」ジェリコは両手を上げた。「お前は確かに予知能力者だ」

　次の瞬しゆん間かんに何が起きるか事前に知ることが出来る力。賭博師の自分にとってこの上なく都合の良い能力だ。先の様子から、イカサマには思えなかった。

「あれ、信じてくれるんだ。絶対信じてくれないと思ったのに」

「ヘッ、そりゃこちとら人外だからな。珍ちん妙みようなやつには慣れてるさ」とジェリコは一人呟つぶやいた。

　チャオの話では、未来が見える時には、目の前が一色で染まり、その色ごとに当たる確率が違うらしい。それぞれ『一レのツ赤ド』『二の橙オレンジ』『三の黄イエロー』『四の緑グリーン』『五ブのル青ー』『六の藍インデイゴ』『七の紫パープル』と呼んでいて、一から番号が降りていくほど的中率が下がるのだと言う。

　虹にじ色いろの未来を見る少女、というわけだ。

「でもね、『一の赤』が出るときは大たい抵てい悪いことがある時だけだね。だからもう赤は不ふ吉きつな色って感じなんだ」

『一の赤』でも的中率は百パーセントではない上に、無線やラジオと言った電波を受信する機材が手元に無いと未来は見えないのだとか。

「未来の電波を受信する──ふざけた話だぜ」

「でも、ともあれこれなら役に立つよね。昨日みたいにピンチの時に助けてあげる」

「助けられてねえ、お前がしゃしゃり出てきただけだ。あんなのはしょっちゅうよ」

「あ、強がりするのってよくないとわたし思うんだ。それにしても」チャオは部屋をぐるりと見回す。「──なーんにもない部屋だよね。指輪とかすごいし、お金お金言ってるから、もっと『ぜいたく』してると思ったのに、ボロボロのマンションで部屋も一つしかないし。あれだね、『しっそ』だね。みえっぱりっていうのも、わたし良くないと思うんだ」

「一人で住んでんだ。一部屋で十分だろ。質素で結構」

「でもこれからは二部屋必要だよ」

　いちいちうるさい子供だ。つまみ出してやろうか──しかし、『好きにしろ』といった手前、このまま放り出すわけにもいかない。

　ジェリコはチャオを見やる。泥どろだらけの顔だ。彼女がマンションから飛び降りてきたのが一昨日なので、まる二晩風ふ呂ろに入っていないはずだ。

　チッ、とジェリコは舌打ちをし、ジェリコは咳せき払ばらいをして立ち上がった。

「──俺おれのところにいたいってんなら、お前の能力でちっとばかし稼かがせてもらうぜ。賭と博ばく場じよう巡めぐりだ。だけど余計なことをしたらハッたおすぞ。ま、何の因果か俺のところに来ちまったのが運の尽きだ。たっぷりこき使ってやるから覚かく悟ごしとけ」

　チャオは真顔でコクリと頷うなずいた。「で、なにをすればいいの」

「とりあえずそのくせえ体をどうにかしろ」ジェリコは立ち上がった。「まずは風呂だ」

　チャオは笑顔になった。その顔は、実に子供らしく輝かがやいていた。




　中環区セントラルのカジノ『シャングリ・ラ』。昼間からぎらついたネオンを光らせているその店内には、昼間からギャンブルに興じる老若男女の姿が見える。

　ブラックジャックのテーブルに着くと、チャオがジェリコの右みぎ膝ひざ上によじ上って座った。ジェリコは舌打ちをして足の上のチャオを振り払う。

「いった～！　もう、なにすんのさ」

「邪じや魔まくせえぞ。ひっつくな、そこに立ってろ」

「やだよ、疲れるじゃん」とチャオは再びジェリコの足にのぼり、今度は振りほどかれまいとがっちりとジェリコの体にしがみついた。なんでこの俺様がガキに懐なつかれているのだ──ジェリコはため息を漏もらしつつ、しかしそれ以上振り払う事はせずにゲームに参加した。

　場にチップを出したのは四人。こちらのカードはハートの五にダイヤの十、合計十五だ。

「さて、次に俺ンとこにくるのはなんだぁ？」

　ジェリコが聞こえよがしに言うと、チャオは無線機の電源を入れてアンテナを伸ばし、瞳ひとみを七色に光らせてジェリコの腿ももに指で書いた。『六』

　よろしい。次に六が来るなら手持ちのカードと合わせれば合計二十一。ジェリコはすかさずヒットをする。シャッフルマシーンから吐はき出だされたカードが手元に運ばれる。

　裏に記されている数字は、ダイヤの六。

「ビンゴォー!!」

　ジェリコとチャオの声が重なる。左手を突き上げたポーズが狙ねらったように同じだった。

「な……おい、真ま似ねすんじゃねえ！」

　歓かん喜きのアクションまで予知をされていたらしい。

　チャオはいたずらっぽく笑った。「ニッヒッヒ」




　　　　＊




「カッハッハ！　大だい分ぶ巻き上げてやったな！」

　ジェリコとチャオがカジノを出る頃ころには昼を少し回っていた。

　莫ば迦か勝ちと言うわけでもないが、それなりに喜ばしい結果である。初うい陣じんにしてはなかなかの成果を手にしたので、気分が悪いわけは無い。チャオも満足そうな笑顔でジェリコのジャケットの裾すそを握にぎり締しめている。

「ブラックジャック、おもしろかったね、ねえジェリコ」

「へっ、俺おれの手にかかりゃざっとこんなもんよ」

「あ、ずるい。わたしだってがんばったんだよ。っていうかわたしががんばったね。ジェリコ一人だったらぜーんぶお金すっちゃってたよ？　『しっそ』な生活に逆戻りだよ」

　カッハッハと笑いながら歩いて行くジェリコの足を何度も拳こぶしで叩たたくチャオ。

　ジェリコが足を止めると、チャオはその足にぶつかって倒れた。

「いて、なんで急に止まるのさ」

「よし」ジェリコは後ろを振り返る。「飯だ」

　チャオは尻しり餅もちをついたまま声を上げた。「わたし、アイス食べたい！」




　二人は近場のトロピカルなオープンレストランに入った。ジェリコはナマズの姿焼きとトムヤムクンとビールを注文し、チャオはナスのスパゲティとコーラとデザートにココナッツミルクのアイスを注文した。

「でもさ、やっぱりコンビでイカサマする時にはもうちょっと『いんてりじぇんす』な方法でやりとりするべきだとわたし思うんだ」チャオが言う。「やっぱバレちゃまずいからね」

　賭と博ばく現場に足を踏み込んで金を稼かせいで自信を付けたせいか、チャオの態度は一丁前だった。指で足に文字を書くのが気に入らないらしい。

「たとえば『もーるすしんごう』みたいなのが良いよね。なんかスパイっぽいし」

「んなもん俺が使えるわきゃねえだろ。っつうかお前そんなもんまで使えんのかよ」

　チャオは得意げに頷うなずく。「本当のダディが教えてくれたんだよ」

　本当のダディ──そう言えば、この少女がどうして自分の元へと来たのか、ジェリコは知らない。父親と母親はどうしているのだろうか。

「お前、なんで行くとこが無くなったんだ？」

「だって、前のダディがわたしのこと売っちゃったんだもん。一昨日おとといの朝、お巡まわりさんが来て、『お前のダディはお前を売っちゃったんだぞ』って。で、ジェリコの車に飛び乗ったってワケ」

「とんだ面めん倒どうが降って来やがったもんだな」ジェリコはビールを飲み干して言った。「しかし、その親父おやじとやらもずいぶんな大おお莫ば迦かじゃねえか。お前を売り飛ばすよりギャンブルで稼かせがせた方がずっと金になっただろうによ」

「っていうかね、ふつうだれも信じてなんてくれないよ？　『すごい手品だね』って笑うだけでおしまい」

　チャオは自分の生い立ちのことを話し始めた。両親の死後、幾いく人にんもの大人に拾われては見捨てられ、渡り歩いてきたらしい。まだ八年しか生きていないのに、なかなかに過か酷こくな人生だ。

「そう、だからジェリコは『じゃくしゃ』に優しくしないといけないと、わたし思うんだ」

「ハッタリかましの悪ガキが弱者なんざよく言うぜ。一人でも十分生きてけるだろ」

「やだよ、だって一人じゃハートランドもいけないし──あ、そうだジェリコ、一緒にハートランド行こうよ！　楽しいよ、きっと！　明日なんて特に凄すごいよ？　だって象さんがハートランドまでパレードするし。ハートランドのテーマ曲に合わせて踊おどっちゃうんだって」

　チャオは鼻歌でハートランドのテーマを歌う。

「はぁ!?　何で俺おれがお前と遊園地に行かなきゃなんねえんだよ」

「ど、怒ど鳴なった……!!」チャオは目を赤らめて鼻を啜すすりだした。

「莫迦野や郎ろう、泣くんじゃねえ!!」ジェリコがダン、とテーブルを叩たたくと、ビクリ、と一いつ瞬しゆん目を見開いて、それからチャオは烈れつ火かのごとく泣き始める。

　舌打ちをして声を上げるジェリコ。「おい、ウエイター！　ここのスイーツ全部もってこい、今すぐにだ。すぐ持ってこねえとぶっ殺すぞ！　お前を！」

　呼び止められたウエイターは「は、はい！」と逃げるようにかけていき、すぐに戻ってくる。

　テーブルに並べられた色とりどりのスイーツたち。

「お、おいくそガキ。さっきはちっとばかしでかい声を出しちまったが──その、なんだ、甘いもんでも食って……」目を泳がせながらジェリコがチラリ、とチャオを見やる。肩を揺ゆらしていたチャオが顔を上げると──

「ニッヒッヒ」

　そこには、悪ガキ笑いが浮かんでいた。

「チッ、噓うそ泣なきなんてキめやがって」

　両手に余るスイーツを目の前に、チャオは幸せそうにスイーツを食べている。

「ん、だって世の中『じゃくにくきょうしょく』ってやつだと思うんだ。ジェリコだってその指輪とかネックレスとかは『じゃくしゃ』から取り上げちゃったんでしょ？　ねえ、ちょっと見せてよ」チャオはジェリコの宝石をスプーンで指してきた。

「なんだとぉ？　お前、俺に指図しようってのかよ、あン？」

「けち！」チャオはスプーンを握にぎり締しめたまま、足をばたつかせて騒さわいだ。「けちけちけち！」

「あーうるせえ!!　見せりゃいいんだろうがよ！」

　ジェリコは舌打ちをして十本の指にはめていた大量の指輪と首に付けていたいくつものネックレスをチャオに渡した。チャオはそれを受け取ると、ニッヒッヒ、と笑い声を上げた。

「ねえ、これなんていうの？」

「ルビーだ」

「へえ、きれいだけど好みじゃないな。『あだると』って感じだよ。この青いのもきれいだけどやっぱりわたし好みじゃないね。これは──ちょっとギンギラし過ぎてるし。あっ、これは？」

　チャオが巨きよ大だいなダイヤのネックレスを傾かたむけると、オーバルブリリアントカットのダイヤが光を反射させた。それに合わせるように、チャオは目を輝かがやかせる。

「ねえ！」チャオは言う。「これきれい、ちょうだい！」

「ちょうだいだぁ？」ジェリコは眉まゆを上げた。「そいつは俺おれのお宝だ。やるわきゃねえだろ」

「良いじゃん、こんだけたくさんあるんだから」

「莫ば迦か、ガキにはまだ早えっつうんだよ」

「じゃあこれはわたしがおヨメに行く時にダディから『かんどうてき』にもらうことにするよ」

「やらねえっつってんだろ、ってか勝手にダディにしてんじゃねえ！　おいウエイター！　このガキの前に並んでるスイーツを全部片付けろ！　今すぐだ！」

　ウエイターは「ハヒッ！」と声を裏返らせて皿を片付け始めた。

「あっ、まだ食べてるのに！」

「いいかクソガキ、ダディは娘をしつけなきゃならねえ。まず、俺の言う事は全部聞け。それから騒さわぐな。最後に俺をダディって呼ぶな。俺はお前のダディじゃねえ」

「なにそれ！　ジェリコがダディじゃないなら言うことは聞けないよ。そういうのって『ろんりはたん』っていうんだよ」

「とにかく、ダディって呼ぶんじゃねえ」

「じゃあ相棒バデイ」

「相棒バデイだぁ？　なにが悲しくてガキとチームなんざ組まなきゃなんねえんだよ！」

「でも今日はコンビでお仕事したよね。それって絶対相棒バデイだとわたし思うんだ」

　何度目か分からない舌打ちをして、ジェリコは言った。「……ああそうだな。確かに今日、俺たちはコンビを組んで仕事をした。見事なコンビだった。そして今、仲なか違たがいの末にチーム解散だ。今までありがとう、俺たちは別々の未来を歩む──元気でな、俺の相棒マイ・バデイ」

　がたり、と席を立つジェリコ。

「ま、待ってよ！」合わせるようにチャオは慌あわてて席を立った。さっきまでの挑ちよう発はつ的てきな態度とはうってかわって、涙目になっている。

「良い子にするから！　だからひとりにしないで！　もう誰だれかに捨てられちゃうのはイヤだよ！」

　チャオはジェリコの裾すそにしがみついて唇くちびるを振るわせている。

　痛々しいほどに真っ直ぐな瞳ひとみで必死に懇こん願がんを繰くり返かえしていた。

「チッ、ウエイター！　この店のスイーツもう一回全部もってこい、今すぐにだ！」




　　　　◆◆◆




　ハートランドの地下、マナは入り組んだ道のスクランブルで立たち尽つくしていた。石になったトウアを追いかけて来たは良いものの、見失ってしまった。

　とにかくこんなところで立ち止まっていても仕方がない、前に進もう。勇気を振ふり絞しぼって、すくみ上がる足を前に押し進める。

　しかし、この薄暗い地下の不ふ吉きつな空気は何だろう。まるでずっと昔からここでただならぬ事が行われていたかのような、壁かべや床ゆかにまで邪じや気きがしみ込んでいるような気さえしてくる場所だ。

　注意深く、足音を立てないようにゆっくりと歩く。まさか夢のようなアトラクションを有する土地の下に、こんな陰いん気きな場所が控ひかえているなんて。

「トウアくん……」

　一体どこにいるのだろうか。石になった彼を戻すためには何をどうすれば良いのか。頭の中がぐちゃぐちゃと混乱して来て泣きそうになった。

　しばらく歩いたところで、またスクランブルの分ぶん岐き路ろに出くわした。さっき来た道とは違うようだ。良い方向に進んでいるのか、それともより悪い方向に進んでいるのか、何もわからない。そのことがマナの気持ちを不安にさせる。

　スクランブルから伸びる一本の道の先に、わずかに光る場所が見えた。

　部屋のようだ。不吉な予感がする。だが、逆になにかあるかもしれない。マナはその部屋が放つ光の方へと向かった。

　部屋は古びた鉄製の扉とびらで閉ざされていた。扉にある小さな覗のぞき窓まどから部屋の中を見てみると、壁一面に記された文字が目に入った。赤い血で記されたような文字だ。

　ハートランドの噂うわさの一つに、地下の部屋に赤い血文字で秘密が記されている、というものがあったはずだ。

　一体何が書かれているのだろうか──マナは目を凝こらして壁の文字を読んだ。

　そこに記されているものを読んで、マナは言葉を失った。







　　　列車脱だつ線せん計画、ノートン氏含む百名死亡




　──××年××月××日十二時三十分ごろ、ブラーマ駅手前の踏ふみ切きりで、特急列車チェンライ・エクスプレスが脱線をした。列車はブラーマのメインストリートを突き進み、死者百名、行方不明者五十名、負傷者は二百名を越す事態だった。

　この脱だつ線せん事故は計画的な犯行であり、目的はこの列車に乗るチェンライ王国ケラジヤン警察所属コンラッド・ノートン氏の殺害であることが判明している。脱線計画の主犯である実業家、パパ・プライコーは、事故を装ってのノートン氏殺害を謀はかった。

　列車は予定通り脱線したが横転を免まぬがれブラーマのメインストリートへと進入。これにより被ひ害がいは街に波及し、大だい惨さん事じを招く結果となった。

　なお、この偽ぎ装そう事故により、ノートン氏は死亡。

　プライコーの所行に関する証しよう拠この全すべては『ミダスの墓』に眠ねむっている。

　追つい伸しん：『ミダスの墓』を開き、そこに閉じ込められているものたちを救出してほしい。


文責　Ａｋｉｒａアキラ　Ｂｅｒｎｓｔｅｉｎバーンスタイン






「これは……」

　これは、何だろうか。何な故ぜこんな所に新聞の記事を切り出したかのような書き込みがあるのだろうか。しかも、記されているのが三年前の列車事故のことだなんて。

　ここに書かれていることは本当のことなのだろうか。自分たちが出くわしたあの事故は偶ぐう発はつ的てきなものではなく、故意に起こされた事件だった──突とつ然ぜんそう言われても、すぐに信じることなんて出来そうにない。自分たちの運命をねじ曲げたあの出来事が、誰だれかの仕業だったなんて。

　しかも、たった一人のために、あれだけの被害を出したなんて。

　胸騒ぎがして、落ち着いていられない。今、自分が何故ここにいるのか──マナは、それさえも思い出せないくらいに動どう揺ようしているのが、自分でもよくわかった。

　一体誰がこんなものを書いたのだろう、そして、何のために。

「トウアくんに伝えないと」

　しかし、トウアは石になってしまっている。魔ま術じゆつも満足に使えない自分に、一体何が出来るのか──何も出来ないけれど、それでもトウアを助けないと。

　壁かべの赤文字を睨にらむ。これが本当だとしたらと思うと、震ふるえが襲おそって来た。

　マナから母親を奪うばい、彼女を天てん涯がい孤こ独どくにした事件──そして、トウアの両親を奪い、心と感情をはぎ取った事件。あの列車の脱線をきっかけに、一人身になり、誰からも疎うとまれ、笑われ、蔑さげすまれて来た。トウアも、心と感情を抜き取られ、虐しいたげられて来た。

　ここに来てようやくトウアの心に回復の兆しが生まれたというのに。

　因いん縁ねんの二文字が、マナの頭に浮かんだ。きっと、自分たちはどうしようもなくあの列車事故に縛しばられている。ここに記されているのは本当のことなのか、それとも偽いつわりなのか。この真実を突き止めないことには、自分たちはあの事件の呪じゆ縛ばくから逃れられない──

　パパ・プライコー、三年前に自分たちの運命を変えたかもしれない男。だとしたら、ここでまた、この男に運命をもてあそばれるわけにはいかない。

　このことを世間に知らせて、決着をつけなくては。そして──

「──絶対にトウアくんを助けなきゃ」

　マナは唇くちびるを嚙かみ、意を新たに歩き出そうとした──が。

　突とつ如じよ、扉とびらの覗のぞき窓が「カシャン」と音を立てて閉じ、かと思うと──

　足を、摑つかまれた。

　扉の下の小さな隙すき間まから出て来ている手が、マナの足首をがっちりと握にぎり締しめている。

「ひっ!!」マナは思わず声をあげ、腰を抜かした。

「──見たね……」

『開かずの間』から伸びている腕の先、扉の向こう側から声が届いて来たのは、驚おどろくほど低い声だった。




　　　　◆◆◆




　飾かざり気けの無いシャツとブルージーンズに着替え、パパ・プライコーから渡された鞄かばんを手に、アンリはハートランドを後にした。運び先はピルスナー・ウルケルの交番。鞄の中に何が入っているのかは分からない。開ける気も無かった。

　大通りに面したキャスト用出口の前で待っているトゥクトゥクに乗り、目的地へと向かう。車体に付いているナンバープレートは『ＣｈｉａＲＥｘチエレツクス』。運転手は長い髪のにやけた男。ダッシュボードに貼はり付つけてある運転手ネームプレートには東の国の名前らしきものが記されていた。さっきからチラチラと後ろを見てきている。

　今にも話しかけてきそうな雰ふん囲い気きだ。話しかけられたくない──と思った矢先、まるで嫌いやがらせのように運転手は口を開いた。

「いやーお嬢じようさん、ハートランドのキャストさん？　まさか着ぐるみの中の人じゃないよね？　やっぱりオフステージでもずっと笑顔ってわけじゃないんだ。ほらハートランドで働いてる人たちって基本ジューシースマイル百パーセントでしょ？　かわいい子猫のはらわた見ちゃった気分だよ。ゴメンゴメン言い過ぎだね。でも衝しよう撃げき的てきだなぁそのへこみ顔。だってズタボロのボロ雑ぞう巾きんにされちゃったみたいな感じに見えるよ？　一体何があったんだい？　タッハッハ」

　やたらと良くしゃべる運転手だ。「──別に何もないわ」アンリは窓の外を見る。煌きらびやかなハートランドの風景は視界から消えていた。「ただ、久しぶりに外の世界に出てちょっとどうして良いか分からないだけ」

「おや、まるで自由がない奴ど隷れいみたいな言い方だねぇ。そういうのってすごい良くないよ。うん、良くない良くない。病は気から、噓うそから出た真まこと、なんてね。そういえば明日の王即そく位い記念パレードでは象がハートランドを練り歩くんだよね。いやー楽しみだねえ。でも、肝かん心じん要かなめの白象が誘ゆう拐かいされたとか。白象がいないとなると画が竜りよう点てん睛せいを欠くだね」

　パレードをやらないのであればハートランドに連絡が入っても良いものだが、未いまだにそんな連絡は来ていない。パレードとのタイアップのせいで、明日のパスポート前売りは通常の倍は売れている。ここに来てパレードがないとなれば大おお騒さわぎだろう。しかし──

「この国の人たちにとって象は特別かもしれないけど」アンリは言う。「生あい憎にく、わたし子供の頃ころは西の国に住んでたから、そこまで象に思い入れが無いのよね」




　久しぶりに見るチェンライ王国ケラジヤンの街は新しん鮮せんだった。二年近く来ないうちに、街は様変わりしていた。昔あったビルやショップが無くなり、新しい店てん舗ぽが入っている。

「へえ、こんな所に『ビリオン・カラット』が出来たんだ」

『ビリオン・カラット』はジュエリーや時計などの貴金属を取とり扱あつかっている有名ブランドで、アンリのお気に入りでもあった。だが、プライコーの元で働くようになってからというもの、アクセサリーは一切身につけていない。興味がなくなったわけではない。着き飾かざる自由をプライコーに奪うばわれているからだ。

「そう言えば、リオタウンの『ビリオン・カラット』ってまだ残ってる？　運転手さん」

「ああ、ありますとも。でもそれがどうかしたんですか？」

「出来れば避さけて通ってもらえると嬉うれしいんだけど」とアンリは応こたえた。

「え？　でもリオタウンの『ビリオン・カラット』ってステラ大通りの交差点にありますからねぇ。ちょっと遠回りしちゃいますよ？」

「それでも良いから避けて通ってもらえる？」

　何だか分かりませんが、分かりましたよ、と運転手は言った。




　二年前、最後にロウと会ったのは、リオタウンの『ビリオン・カラット』だった。

　ロウとの付き合いが長くなるに連れ、看護士学校の卒業式で述べた『看護士たちの誓ちかい』をもじり、何度となく冗じよう談だん混じりに愛を誓ってみるようになった。

「我はここに集つどいたる人の前に厳おごそかに誓わん。我は心より彼を助け、我が手に託たくされたる彼の幸せのために身を捧ささげんことを──」

　応えを催さい促そくするように笑いながら見み詰つめると、ロウはのらりくらりと話を逸そらした。

「……アンリ、誓いというのはもっとこう、厳かにするべきだ」

「だから『厳かに誓わん』と言ってるでしょう？」

「確かに言ってる、だけど全然厳かじゃない。今の五十倍くらい厳かじゃないと、厳かな誓いとして認められない。ところで今日、宇宙飛行士がベックス・ピークの公会堂で天体観測会を開くらしいけど、行かないか？　今の時期だと天の川が綺き麗れいだろうな。東の国だと、今日は『オリヒメ』と『ヒコボシ』という恋人が年に一度だけ会える奇き跡せき的てきな一日らしいんだ。なかなかロマンチックな話だろ。と言うわけでさあ行こう。早くしないと夜になる。ああ、夜じゃないと星は見られないな」

　そんなこんなで一向に愛の誓ちかいを返してこないロウに痺しびれを切らしたアンリは、「ピアスを買いにいくから、付き合って」とロウをショッピングに誘さそった。

　その頃ころ、ロウは「仕事が忙いそがしい」と何度もアンリの誘いを何度か断っていた。何日も家を空けることもままあった。本当に仕事が忙しかったのか、それともアンリから心が離れつつあったのか──それを確認するために、アンリはいよいよロウの首根っこを摑つかみ、かなり強引に外へと連れ出した。その時向かった先がリオタウンの『ビリオン・カラット』だった。

　店に入ったアンリは、ピアスそっちのけで指輪のショーケースに小走りに向かった。

　目に飛び込んで来たのは、アメジストが付いた、プラチナのリングだった。エンゲージリングはダイヤが多いけれど、アメジストが良いと思った。誕生石だし、その薄い紫むらさきが気に入った。

「ねえロウ、この指輪、素す敵てきじゃない？」

　ショップの店員にショーケースから指輪を出してもらい、左手の薬指にはめてロウに向かって笑ってみせた。当てつけがましいとは思ったけれど、敢あえて言った。徹てつ頭とう徹てつ尾びのらくらする彼には、強きよう烈れつな杭くいを打ち込んでおかないとすぐにフワリと逃げてしまう。

「婚約指輪をもらうとしたら、これが良いな[image: 黒ハート]」

「──アンリ、ピアスは良いのか？」

「ピアスは後でも見れるでしょ？」

「でも、今でも見れるだろ？」

「今はこれが見たいの。ねえ、プラチナだったら丈じよう夫ぶだし、火事でもとろけちゃわないから、ちょっとくらいロウの無茶に付き合っても平気だよね。ほら、前にあったよね、燃えてるビルに飛び込んだこと──でもアメジストは溶とけちゃうかな？」

　アンリ、とロウはため息混じりに言った。「──ピアスを見に来たんだろ？」

「……ねえ、どうしてそんな顔するの？　すっごい嫌いやそうなんだけど」

「別に嫌そうな顔なんてしてない。キミこそそんな顔をしないでくれよ。少し落ち着け」

　いなすような言い種にカチンと来て、外聞もなく店の中でロウに叫んだ。

「そんなにわたしと結けつ婚こんするのが嫌なら、『仕事が忙しい』とか『疲れてる』とかじゃなくてハッキリそう言ってよ！　わたしだっていつまでものんびり待ってたくない！」

「アンリ、そうじゃない」突とつ然ぜん声を上げるアンリにロウはうろたえた様子を見せた。「キミのことは大切に思ってる」

「全然思ってない！」

　アメジストの指輪を外して、店を出た。彼は追いかけてこなかった。電話もかかってこなかったし、アンリの部屋にも来なかった。ベッドの上でブランケットを被かぶってずっと待っていたけれど、いくら待っても連絡は来なかった。アンリに嫌いや気けがさしたのか、それとも元から一いつ緒しよになるつもりなどなかったのか──このまま終わりにしたくないと思ったけれど、自分から謝ることがどうしても出来なかった。彼が指輪を持って会いに来て、愛を誓ちかってくれることを、心の片かた隅すみで期待した。反面、もう彼と会うことは無いのだろうか、と不安を感じていた。

　その翌日、プライコーがアンリの元へとやって来た──ロウの借金話を伝えに。




　　　　◆◆◆




　レストランを出たジェリコとチャオは、この国の商業施し設せつ集合地、中環区セントラルのリオタウンへと向かっていた。

　さっきからチャオはずっと裾すそにしがみついて離れない。また置いていかれると思っているのだろう。不安げな視線を地面に向けて、口を閉ざしたままだ。絶対に裾を離さない──そんな意思表示を感じさせる摑つかみ方をしている。

　舌打ちをするジェリコ。「ああもう、わかったわかった！　お前を置いては行かねえよ！」

　ジェリコの声は随ずい分ぶん投げやりだったが、それでもチャオの目は輝かがやきを取り戻した。

「ほんとにほんと？」

「ほんとにほんとだ。置いて行かねえし、俺おれの部屋にいても良い。お前は俺のストラップだ。黙だまって引っ付いてろ。ただし、わがまま言ったら飯めし抜ぬきだ！　いいな！」

　チャオは「うん！」と元気一杯に言ってジェリコの指を握にぎった。

「チッ」ジェリコは握られた指を振りほどくべきか一いつ瞬しゆん躊躇ためらったが、そのままにしておいた。




　先のブラックジャックの儲もうけのせいで、懐ふところの具合は大だい分ぶ暖かい。しばらく贅ぜい沢たく三ざん昧まいができるほどには稼かせいだ。ジェリコはチャオへの報ほう酬しゆうの意味も兼かねて、何かを買ってやると言ったら、チャオは無線機が欲しいと言い出した。

「もう持ってンじゃねえか。携帯にしとけ」ジェリコはチャオの首元の無線機に視線を送る。

「ちょうし悪いんだよね、これ。やっぱ『よちのうりょく』のために新しいのが必要だよ。それに、『ケータイ』より無線のほうが面白いよ。知らない人ともつながるし」

　ジェリコは「しぶい趣しゆ味みしてやがる」と呆あきれながらも、結局は無線機を買うこととした。

　何軒かの電気屋を回ったが、小さい店では無線機を取とり扱あつかっていない。たまにあったとしても、デザインが気に入らない、重過ぎる、とチャオはあれこれ文句を連ねていた。

　五軒目の店でようやく気に入ったものが見つかった。

「これが良い！」チャオはスカイブルーの小型の無線機を手にする。「これなら持ち歩くのもカンタンだし、長持ちもしそうだし。ねえ、かわいくない？」

「機械にかわいいもくそもあるか」

「くそとか言っちゃいけないね。それはダメだよ。とにかくこれ買おう」

　会計を済ませると、チャオは買ったばかりの無線機をジェリコに手渡した。

「なんで俺おれに渡すンだ？」

「これでようやく二人で雑談ラグチユーできるね」




『こちらカサンドラ、チャオ・カサンドラです。聞こえますかー』

　早速使ってみようと言うことで、繁はん華か街がいをさらに西に進んだところにある電波塔の近くまで足を運び、テストを始めた。電波塔下の広場には、昼下がりの日光浴を楽しむ家族連れや大きな犬を連れて散歩をしている老人がいて、のどかな雰ふん囲い気きを演出している。

　ジェリコは芝しば生ふの上に寝ね転ころび、少し離れたところで手を振っているチャオに、無線機のマイクで応こたえる。「聞こえてるぞ」

『やった。じゃあもっと離れてみる』そう言ってチャオは遠くへと走って行った。

　スピーカーはガリガリと音を立てた。遠くでチャオが手を振っている。

「聞こえねえぞ」

　チャオはしばらく手を振ってジェリコにサインを送っていたが、やがて諦あきらめて帰ってきた。

「おかしいな、ここなら『でんぱ』は拾えるはずなんだけどな」

「おい、この数字が間違ってんじゃねえのか？」ジェリコは無線機のディスプレイに表示されている『４３０』の数値を指した。

「あ、そこは変えちゃダメだよ」

　無線で通信をする場合、大たい抵ていはメインチャンネルと呼ばれる、人が集まる周波数で通信をし、相手が見付かったら、少し周波数を上下させたサブチャンネルで再び落ち合うものらしい。どのチャンネルを使うにせよ、お互いの周波数を合わせておく必要があるとチャオは言う。

「というわけだから、そのつまみはさわっちゃダメ。知り合いならさいしょからサブチャンネル使ったりするけどね。前に知り合った人と４９８．６でよく話をしてたし。でも、ものごとには『じゅんじょ』っていうのがあるとわたし思うんだ」

「チッ、無線仲間がいんなら、俺じゃなくてそいつと話をすりゃ良いじゃねえか」

「ダメだよ。この前そこに合わせて『ハロー』ってやってたんだけど、おっかないお巡まわりさんが出て来たんだもん。わたしをつれ去ろうとしちゃったんだよ？　怖こわくて合わせられないね。だから前のお友達ともバイバイってワケ。というわけでジェリコしかいないんだな……あ、そうだ、ジェリコ、これでサインを送ってよ」

　チャオは首に巻いていたピンク色の三角タイを外してジェリコに渡した。

「わたしが手を振ったら、『聞こえますか？』って合図で、聞こえたら無線機のマイクで声を返して来て。聞こえなかったらそのタイをバサバサってまわすの」

「無線に三角タイでの手旗信号なんて、まるっきり水兵気取りだなおい」

　チャオは得意げに笑い、「とにかく、さっきの憶おぼえておいてよ。聞こえなかったらタイをまわすんだよ！」と言って再び遠くへと走っていった。

　──ったく、あの子供の本当の父親がきっちりあのガキを育ててりゃこんなことには──

　いや、そんなことを言っても始まらない。ジェリコは仰あお向むけに空を見ながら、さっきのチャオの笑顔を思い出した。いつもの悪戯いたずら混じりの顔とはまた違う、本当に楽しそうな顔。

　腐くされた自分が、子供にあんな輝かがやいた笑顔を向けられる資格は無い。昔を思い出して、苛立ちが頭を襲おそって来た。何に対する苛いら立だちか──たぶん自分自身の愚おろかさだろう。

　頭を振っていると、チャオが手を振る姿が目に入った。聞こえているかのサインだ。無線機から音は聞こえていない。ジェリコはピンク色の三角タイをまわして応こたえる。

　こんなろくでなしと話をするより、無線の仲間と話せば良い──ひょっとしたら今もチャオに呼びかけをしているかもしれない、そんなことをぼんやりと思いながら、ジェリコはさっきチャオが言っていたチャンネル、『４９８．６』につまみを合わせた。

　──ガガ──

　無線機が、ざらついた音を発した。

『──こちらアンリです。聞こえていたら応答願います』




　　　　◆◆◆




『ビリオン・カラット』を迂う回かいしたせいで、トゥクトゥクは渋じゆう滞たいに巻き込まれた。

　さっきから少しも進む気配がない大通りの先を眺ながめ、アンリはため息をつく。もう十五分は動きがない。事故があったらしい。運転手がへらへらとした顔を後ろに向けて来た。

「いやー参った参った。こりゃ本格的に渋滞にハマってるね。もう引き返すことも出来ないし、にっちもさっちもって感じだよ。お客さん、どうします？　通りを南に行けばステラ大通りに出るから、そっちの方が空いてるかも──ま、『ビリオン・カラット』の前は通っちゃうけど」

「そうだね、もうここで降りるよ。あんまりモタモタしてると不ふ審しんがられるし。そうだ運転手さん、お金貸してもらえる？　わたし一ユノも持ってないから」

「おや、そいつは失礼。ならお貸ししましょう。あ、僕とデートに行くって言うなら返す必要ないけど、どうします？　なんちゃって、タッハッハ」

「お返しするわ」

「あらら。じゃあまたの機会ってことで」ジンノはダッシュボードから何枚かの札を出してアンリに渡した。「お金を返す気があるなら、うちのタクシー会社『チェンライ交通』のジンノ・リョウイチまで返してもらえれば良いよ」

「ごめんなさい。東の国の人の名前って覚えられないの」

　それなら、と運転手はアンリに名めい刺しを渡した。

「そうそう、僕とデートする気になったら、いつでもそこに連絡頂ちよう戴だいな」

　ありがとう、と言ってアンリはトゥクトゥクを降りた。




　手元の鞄かばんを引き渡す約束の時間が迫せまっているので、ステラ大通りにさしかかる前、人気の無い路地裏に入り、ハートランド用の無線機を取り出した。小型の無線機だが、ここからは辛かろうじて電波塔も見える。通信は可能だろう。

　アンリは辺りに人気が無いことを確認した後、無線機に向かってコールした。

　通信相手は、憔しよう悴すいし切った子供たちを連れてくる、あの赤スカーフの警官だ。何かあれば彼に連絡を取れとプライコーから言われている。

　アンリは無線のつまみを、指定されたチャンネル『４９８．６ＭＨｚ』に合わせる。

「──レチギュア・グッドマン本部長、こちらアンリです。聞こえていたら応答願います」

　しばらくの後、手元の無線機が『ガガ』と音を立てて、スピーカーから声が届いてきた。悪事を働いているとは思えないような、爽さわやかな声だ。

『──ハローレディ。こちらレチギュア・グッドマン。聞こえてる、どうぞ』

「乗っていたトゥクトゥクが渋じゆう滞たいに巻き込まれました。到とう着ちやくが遅れます。十分か十五分──」

『了解オウ・カピート。ピルスナー・ウルケルの交番に来たら、一階にいる警官に鞄を渡せ。黄緑色の腕輪が目印だ。事情を把は握あくしているから、気き兼がねをするな。ああ、中身はくれぐれも丁重に扱え。何しろ貴重品だからな』

「──わかりました。すぐに交番に向かいます」




　　　　◆◆◆




　──わかりました。すぐに交番に向かいます──

　電波塔近くの公園、ジェリコは無線機のスピーカーから出てきている会話に耳を傾かたむける。

「ちょっとジェリコ！　どうしてタイをぐるぐるってやってくれないのさ！」さっきまで遠くで無線機を振り回していたチャオが文句を言いながら勢い良く背中に乗ってきた。

　チャオはスピーカーから流れる音に気付く。「あれ、誰だれかの会話が流れてるの？」

　ジェリコはふつふつと笑みをこぼした。ピルスナー・ウルケルの交番で、何かの引き渡しが行われるらしい。一体誰が、何を引き渡そうというのか。

　だが、それが何であれ、一つだけ確実に言えることがある。鞄の中身は貴重品──つまり、金になるものだ。

　ジェリコは降って湧わいた金かね儲もうけの機会に、声を出して笑った。

「カッハッハ！　こいつは面白え！」

「どうしたの？」

「おいガキ、覚えておけ。俺おれが好きなもんは金と宝石だ」ジェリコはチャオを見やった。「ちょいとガッツリ金かね稼かせぎに行くぞ」




　　　　◆◆◆




「──見たね……」

　ハートランドの地下、『開かずの間』の前で、マナは足首を摑つかまれた。扉とびらの下にある隙すき間まから出て来た手が、マナの動きを封ふうじている。身動きが取れないのは足を捉とらえるその手のせいか、それとも恐きよう怖ふで腰がぬけたせいか──

「心配しなくていい」扉の向こうから低い声が響ひびく。「怪あやしい者じゃない」

「あッ……あッ……」マナの体からは完全に血の気が引いていた。

「そんなに警けい戒かいしないでくれ。わかった、まずはキミの不安を解こう。僕はアキラ・バーンスタイン。年は二十七で双子座のＡ型、月曜日生まれ。職業は新聞記者。名めい刺しは……おっと、生あい憎にく切らしてるみたいだ。とにかく全然怪しくない」

「は、離してッ……」

　こいつは失礼、とアキラと名乗る男は笑いながらマナの足首を離し、「カシャリ」と覗のぞき窓まどを上げて顔を見せた。「さて、これで僕が怪しくないことが分かったと思う。少し深呼吸をしよう」

　マナは尻しり餅もちをついたまま深く息を吸い、呼吸を整えた。驚おどろきと恐怖でまだ胸が鳴っている。

「僕が言えた義理じゃないが──キミはこんな所で何をしてるんだい」

「ト、トウアくんが──と、友達がこの地下に入っちゃって、それで──」

「それで──石にされた？」

「ど、どうしてそれを……」

「助けたいかい？　その友達を」

「助けられるんですか!?」

　ああ、とアキラは小さく言った。「キミの友達を助けに行こう──その前に、扉を開けてくれないか。外からしか開かないんだ」

　地下室に閉じ込められた、アキラと名乗る得体の知れない男。このまま扉を開けて良いのだろうかと一いつ瞬しゆん思ったが、どこか心を落ち着かせるその声からは、悪人の色は見受けられない。むしろ、悪意を持っているのはこの地下の方である気がした。マナはノブに手をかける──

　が、扉は開かない。見ると、ダイヤルロックがかかっていた。

「鍵かぎか──あまり長くここにいると危険だ。一度ここを去って、誰だれかを呼んできてくれないか」

「じ、じゃあ警察を──」

「ダメだ」アキラは言う。「警察はダメだ。キミが信しん頼らいできる大人を呼んできて貰もらいたい。鍵を壊こわせる道具と一いつ緒しよにね。頼たのむよ、キミだけが頼たよりだ」

　そう言うアキラの言葉は妙みように神しん妙みようだ。鬼き気き迫せまるものを感じて、マナは頷うなずいた。それに、マナとしても彼だけが頼りだった。トウアを助ける鍵かぎは、彼が握にぎっている。

「地上に出るためには、この部屋から真っ直ぐ伸びる道を二回右に曲がればいい。そこに地上に向かう階段がある。急いでくれ」

　マナは扉とびらを離れて走り出した。この男を信じて良いのか──そんなことさえ考えずに。




　　　　◆◆◆




　──『モルペウスの寝室』──

　ハートランドの地下でトウアが見たのは、体育館ほどの広さの花畑だった。白い花が一面に咲き乱れている。こんな日の光が差さないところで育つ植物などあるのか──それも、これだけ見事な青々とした葉をつけて。何の花だろうか、とトウアはその花を一つ摘つまみ上あげてみる。

　真っ白な花だ。それが素す敵てきな花なのかどうかはわからなかったが、ひょっとしたらマナにあげたら喜ぶかも知れない。トウアはその花をいくつか摘み、それを手に部屋を出た。

　地下の長い廊ろう下かは湿しめっていて、ほのかに涼すずしい。辺りをしばらくうろついてみたが、結局マナの魔ま術じゆつの練習に使うための石は見付からなかったので、トウアは来た道を戻ることにした。

　階段を上り、地上へと首を出してみると、そこにはマナの姿は無かった。

　ハッチを開け放したままだったので、地下に入っていったかもしれないが、それにしてはマナの声も人の気配も感じなかった。トウアはハッチを閉じ、園内でマナを探すことにした。




　地上に出た後、トウアはしばらく歩き回ってマナを探してみたが一向に見付からない。それならと迷子案内所に足を運んでみることにした。迷子案内所の男性キャストはマナの特とく徴ちようをトウアに聞くと、無線を使って他のキャストと連絡を取り、捜そう索さくの依い頼らいを出した。

「しばらく待っていれば情報が入るかもしれないよ、そこで少し待っていてくれるかい」

　二分ほどで連絡が入った。「ねえキミ、マナちゃんはもう帰ったみたいだよ」

　情報を送って来たのはハートランドのエントランスにいる係で、捜索依頼を受けた後、入出国の状じよう況きようを確認してみたら、『出国』と記されていた、とのこと。

　ハートランドではエントランスのゲートをくぐる際、パスポートのＩＤと、パスポートに記されている名前、写真もしくはイラストを保存していて、入出国者の管理をしているらしい。閉園の時間でもまだ出て行っていない人がいないかチェックするためだとか。

「この娘だよね？」と迷子案内所のキャストが指すモニタには、マナのパスポートにトウアが描いた彼女の似に顔がお絵えが映っていた。昨日、お互いのパスポートに似顔絵を描きあったのだ。

　トウアが頷うなずくと、キャストはウームと唸うなった。

「一人で出国か──ひょっとしてガールフレンドを怒おこらせでもしたのかい？」

「怒らせたのかな。よくわからないんだ」

「よくわからない？　そりゃそうだろうね、女心はよくわからないものだよ。大たい抵ていまるっきりわからない。僕もよく怒おこられるけど、なんで突とつ然ぜん怒り出したのか見当もつかなかったりする、長年一いつ緒しよにいてもね。でも、理由がどうあれ、恋人同士でハートランドに来て一人だけ先に帰るなんて、ちょっと一大事だよ。何をやったかわからないけど、ちゃんと彼女に謝らないと。それからご機き嫌げん取りを忘れないように」

　なぜマナがご機嫌を損ねているのか、その訳はわからなかったが、彼女が機嫌を取り戻すのは良いことだろう。トウアは手元の花に目をやった。これで彼女の機嫌を取り戻せるだろうか。

「とりあえず、やってみるよ」と言って出国の手続きをし、トウアはハートランドを後にした。

　きっとマナはもう既すでに帰ってしまっているのだろう。トウアはモートァーサイにまたがり、彼女の住むマジョリーナ邸ていへと向かった。




　　　　◆◆◆




　大人の歓かん楽らく街がい、ミソス区ボヘミアタウン。ロマンチックな夕日に染まる時刻。

　リ・リ・メイが自宅近くのオープンカフェ『チャーイ』で待っていると、一台の黒くろ塗ぬりセダンがやって来た。ナンバープレートは『ＣｈｉａＲＥｘチエレツクス』、警察局長マイヨールを乗せた車だ。

　車はリ・リ・メイの脇わきに止まり、運転手が降りて来た。ジンノである。長い髪を揺ゆらしながら薄ら笑いを浮かべて近付いてくる様を見て、リ・リ・メイは思わず苦い顔をする。

「えーとリ・リ・メイ様でいらっしゃいますか？　さあどうぞこちらへ。マイヨール局長がスケベ顔でお待ちかねです、ささ早く早くぅ」

　白々しく言い放ってリ・リ・メイの手を引き、後部座席に迎むかえ入いれた。シートにはマイヨール局長が腕を組んでどっしりと構えている。

「ご機嫌うるわしゅう、局長」

　うむ、座れと目で合図を飛ばしてくる局長。適当な距離を開けて席に着く。近付きすぎず、離れすぎず。絶ぜつ妙みようなポジションだ。少しずつ切きり崩くずしていく事としよう。

「さて出発しましょうか。いやしかしマイヨール局長もこんな麗うるわしいビューティースイーツとデートとは隅すみに置けない！　羨うらやましい限りですなぁ、いやホント。一体全体どういう必殺技を繰くり出だしたこんな美女をこませるんでしょうねえ。やっぱ権力チックなアレですかね、それともお金チックなアレ？　それともなにか黒歴史をガツッて握にぎっちゃってるとか？　いやーインテリジェンスな雰ふん囲い気きの女性ですから、黒歴史なんて無いでしょうけどね、なんちゃって」

「ベックス・ピークへ向かえ」

　マイヨールはべらべらと喋しやべるジンノの言葉をうちやり、低い声で行き先を告げた後、ちらりとこちらを覗のぞき込んで来た。開いた胸元に熱を帯びた視線が刺さる。

　今日のドレスは上品さを前面に押し出したもので、露ろ出しゆつは少ない。皮に包まれた果実を剝むいて御ご馳ち走そうにありつくのがお好きなマイヨール向けの衣装だ。

「実に良い。白象についてたっぷりと話が出来そうだ」

　それはどうも、とリ・リ・メイは笑顔を返し、眼鏡めがねの右フロントを上げた。

　セダンはベックス・ピークへと向かう。

　マイヨール警察局長を貶おとしめるためのスキャンダル作戦、開始。




　　　　◆◆◆




　チェンライ中心街の東の郊こう外がい、イエファー区の片かた隅すみにある空き地で、ケイは腕を組んでため息をついていた。

　先日、象によって壊こわされた車の一件と引ひき換かえにケイがジンノから引き受けた仕事は、『雪を降らせるマシーン』を取りに行くというもの。指定された現場に辿たどり着ついてみると、そこにあったのは五台の車である。巨大なタンクが設置されていて、タンクからはホースが伸びている。中型トラックサイズの、白い消防車といったところだ。車体には『雪製造車スノウ・カー』の文字。

　空き地で待っていた黒服が顔色一つ変えずに「こんにちは」と口を開いた。もっとも、この黒服はトウアの祖父にして錬れん金きん術じゆつ師しであるタントラ博士が作った木で偶く人形。表情も感情もない。

　タントラ博士が木偶人形を作っては方々に売りさばいているという話は聞いていたが、その顧こ客きやくリストにはジンノもいるようであった。

　そもそもこうしてタントラの作った黒服を用意しているなら、車の運うん搬ぱんは彼らに任せておけば良いものだが、ジンノ曰いわく「博士の黒服くんたちって、安いヤツだとなにげにすぐカタコトになって昔の漫画のロボみたいに壊れちゃうでしょ？　だからキミに付き添いをお願いしたいんだよね。大した仕事じゃないんだけど、途と中ちゆうで問題が起きたらオオゴトだから。じゃあよろしく」とケイに付き添いを依い頼らいしたわけだ。

「さあ行きましょう」と黒服は運転席のドアを開けて中に乗り込んだ。

　ともあれこの車を中環区セントラルまで運べば仕事は終わり。ケイは大人しく助手席に乗り込んだ。

　五台の車が走り出す。




　雪製造車はステラ大通りを西へと向かう。さすがに街の外れだけあって、日が落ちかかった時刻の割には通りの車が少ない。黒服は真っ直ぐ前を見て車を走らせていた。

　黒服の話によると、明日の王即そく位いパレード当日、中環公園セントラルパーク周辺のビル屋上からこの車たちを使って雪を降らせるらしい。常とこ夏なつの国、チェンライ王国ケラジヤンでは当然のごとく雪が降らない。そんな中、街の中心から雪を降らせてパレードを演出する──らしいのだが。

「こんな車でこの常夏の王国に雪を降らせることが出来るのか？　しかもたった五台で」

「ジンノさんは『僕なら出来るよタッハッハ』と言っていました」

「言うだろうな、あいつなら」ケイはシートにもたれた。「でも無理だろ、どう考えても」

　本来であればもう少し大きなタンクを用意したかったらしいが、クレーン車で支えられるギリギリの重量がこの車だとか。それでも四トントラック程度の、それなりの重量はあるはずだ。

「じゃあ今、タンクは空ってわけか」

「さっき水を入れておきました」

「クレーンが倒れるんじゃないのか？　屋上から雪を降らせる前に雪製造車スノウ・カーが降るだろ」

「そうですネ」

　ケイは再びため息をついた。ジンノの茶番に付き合わされるのはゴメンだが、そんな茶番で惨さん事じを招くわけにもいかない。第一、あの男からまた文句を言われかねない。

「──一度Ｕターンしろ。中身の水はさっき見かけた小川に流しておく」

「出来まセン」

「なんだ、お前がポンコツだから出来ないのか？」

「ポンコツなのはこの車デス。この車のブレーキは利きまセン」

　車は通りを往来する車両の間を縫ぬうようにして、徐じよ々じよにスピードを上げていた。黒服は首をカクカクと横に振り始める。黒服の足元を見ると、見事にブレーキが引き抜かれていた。

　ブレーキが利かないどころか存在すらしていないらしい。

「お前も車もポンコツだ」ケイは帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶる。「──勘弁してよ」

　ポケットで鳴なり響ひびく携けい帯たいの音など気にもしなかった。
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　辺りがオレンジ色に染まる夕刻のチェンライ王国ケラジヤン。パレードを翌日に控ひかえた街は一層の盛り上がりをみせていた。ストリートには屋台が建ち並び、売り子の声が大通りから裏路地まで一面に飛び交う。日が沈しずんで涼すずしくなった街に、わらわらと人が集まりつつある。

　そんな盛り上がりを見せる、中環区セントラルはハルビンタウン。ハートランドを飛び出したマナは助けを求めてケイのいるクラブ『メトロ』の扉とびらを開け、スタッフに声をかける。

「ケ、ケイさんはいますかッ！」

「ケイさん？　オーナーのジンノさんの用事があるとかでどっかに行っちゃいましたよ」

「どうにか呼んでくださいッ！　一大事なんです！　連絡は付きませんかッ！」

　マナは両手をばたつかせる。スタッフはポケットから携けい帯たいを取り出し、ケイに連絡を取った。

「──出ないな。また後でかけてみるよ」

「後じゃダメなんです……!!　トウアくんがハートランドで石になっちゃってるんです!!」

　マナは涙目になる。放ほうっておいたらトウアがどうなるか分からない。石にされた人間が生き続けていられるのかさえ分からない。

『メトロ』のスタッフは「トウアが石？」と首を傾かしげた。

　これ以上ここにいても仕方ない。マナはお礼を言ってスタッフルームを飛び出した。

　ケイが捕つかまらない今、これから行く当てとなれば、もう頼たよれるのはマナの主、ジョルジオ・マジョリーナしかいない。




　　　　＊




　ハルビンタウンからしばらく離れた、小高い丘おかの上にあるホルステン区アムステルタウン。マジョリーナ宅に辿たどり着つく頃ころには、マナは走り疲れてへとへとになっていた。

「はぁ……はぁ……」

　気分が悪くなるほどに走った。邸てい宅たくの前で膝ひざをついて呼吸を整えていると、声をかけられた。

「ちょっとあんた、何そんなところで絶望のポーズを取ってるのよ」

　マジョリーナの娘、ベアトリである。冷ややかな青い瞳ひとみで見下ろしている。

「はぁ、はぁ……お、お嬢じよう様さま……だ、旦だん那な様はいらっしゃいますか……」

「は？　やれやれ使用人ごときがうちのパパにどんなご用件かしら」

「ト、トウアくんが石になっちゃったんです……」

「石？　何それ意味わかんないんだけど。大体魔ま術じゆつでも使わない限り人が石になるなんてあり得ないし」

「あ、あり得なくてもあり得るんです。ハートランドの地下で……人を石にしちゃう人外がいて……地下に捕まってる人もいてッ……！」

「キャッハッハ、あんた必死ね。そんな安い噓うそでわたしをからかおうなんてこれはトンデモな使用人だこと。毎度毎度しでかしてくれるわ。そして大笑いしちゃう」

　ベアトリは口元を両手で隠かくしながら、もう一度キャッハッハと声を出して笑う。

「──あ、そうだ。じゃあこうしよっか。ハートランドの地下に人外がいなかったらあんたも磔はりつけね。逆さまにしたらスカートの中身丸見え。ねえいいアイデアじゃない？」

　う、とマナは一いつ瞬しゆん怯ひるむが、この一大事で逆さ磔くらいどうということは無い。大体、ハートランドの地下に確かに人外がいるのだから。

「そ、それで良いです。それで良いですから……旦だん那な様を！」

「あのね、あんたのくだらない噓うそ八はつ百ぴやくにつきあうほどうちのパパは暇ひまじゃないの。だからわらしが行って確認してあげるわ。あんた、案内しなさいよ」

　ベアトリは運転手を呼びつけてマナを車に放ほうり込んだ。

「そ、そんな！　大人の人じゃないと……！」

「何言ってるの。わたしも十分大人の魅み力りよく満まん載さいよ」

　ベアトリが車に乗り込むと運転手はドアを閉めた。

「ま、待ってください！　停めてください!!」

「いちいちうるさいわね。さ、早く車を出しちゃって」

　ベアトリの声を合図に、車は問答無用に走り出した。

　携けい帯たいを出し、リダイヤルを押すベアトリ。「あ、ママ？　わたしちょっとハートランドに行ってくるから。ん、違うよ。うちの使用人と一いつ緒しよ。うん、わかった。じゃあね」

　ベアトリは電話を切ると、指を鳴らした。その手にハートランドのパスポートが現れる。

「さて使用人、今日は思いっきり楽しもうじゃないの、ねえ？」

　プラチナの輝かがやきを持つパスポートをひらつかせて、ベアトリが笑った。




　　　　◆◆◆




　西日が照りつけるステラ大通り、ブレーキが引き抜かれた雪製造車スノウ・カーの速度は落ちない。

　満タンに積んだ水を捨てるため川に向かうつもりだったが、もはやそれどころの話ではない。

　車は道なりに進む。今は通りが空いているから良いが、これで混雑をしていたら大事故に繫つながるだろう。真っ直ぐ進めば中心地に辿たどり着つく。甚じん大だいな被ひ害がいを起こすのは時間の問題。

　人ひと気けが出てくる前にどこか安全に車を停止させられる場所はないか見回すが、それらしき場所は近くには見当たらない。ケイは舌打ちをする。

　黒服は平然とした顔で運転している。さすがは木で偶く人形といったところか。

「おい、車を脇わき道みちに寄せて──」ケイが言いかけたところで──

　右手の運輸会社倉庫から一台の車が飛び出してきて、雪製造車の前に入って来た。

　一匹の灰色象を乗せている。昨日の白象誘ゆう拐かいに引き続き、またしても象の誘拐か、それともこれ以上象を誘ゆう拐かいされないようにと護送をしているのか。

　しかし、誘拐だろうが護送だろうが、今はそんなことはどうでも良い。

「ちっ、邪じや魔まくせえ！　おい、どけ！　こっちはブレーキが壊こわれてるんだ！　追つい突とつされるぞ！」

　助手席からクラクションを鳴らす。だが、灰色象を乗せたトラックは反応を示さない。

「おい、早くどけ！」

　もう一度クラクションを鳴らす。やはり前の車は動きを見せなかった。ケイは助手席を立ち、座席の後ろからトラックの屋根に登って、ホースを手にした。

「ちっとは人の話を聞け！」

　ホースの手元にあるボタンで、タンクの中身を前にいるトラックへとぶちまけた。ホースから勢いよく水が噴ふき出だす。

　ケイが車目がけて水を吹き付けても、トラックの軌き道どうは変わらない。が、ケイが向けたホースの先にいる灰色象は、ホースからの水を受けて──

　象の肌はだは、見事に真っ白に様変わりしていった。

　目の前のトラックに乗っているのは、純白の象──王の白象だった。

「なんだありゃ……」

「白象ですネ」

「見りゃわかる。何でわざわざ色を塗ぬって護送してるんだ、って話だ」

　先日、白象は誘拐された。あれだけ白い象はこのチェンライ王国ケラジヤンに一頭だけ──隣りん国ごくから借りている象だろう。だとすれば、誘拐された白象が見付かったということか。

　それとも、今まさに誘拐されている最中なのか。

　しかし、白象を灰色に塗ってカモフラージュしていたとなれば──

「──今、まさに誘拐中なんだろうな」

　折しも、右手に国営第一象宿舎が見えた。象を乗せたトラックはそのスピードを上げる。

「宿舎に目もくれずにもの凄すごい速さで通り過ぎマシタネ」

「『見ないで』ってワケか」

　白象をマークするように走る雪製造車スノウ・カーは、その速度を徐じよ々じよに上げていた。




　　　　◆◆◆




　ハートランドへの再入国を済ませたマナとベアトリ。

「はぁ、はぁ……ち、ちょっとあんた、なんで、そんなに、走るのよッ！」

　ベアトリが後ろから声を飛ばしてきた。走っているせいで声が切れ切れである。

「はぁ、はぁ、だ、だってトウアくんが……！」

　石にされたトウアの安否が確認できない限り、落ち着きを取り戻すことなど出来はしない。

　二人は『ケルト神話エリア』を越えた先にある石造りの小屋へと向かう。床ゆかの中央のハッチは閉まっていた。パスポートをカードリーダーにかざしてもエラー音が鳴るだけだ。

「さ、さっきは開いてたのに……!!」

「はぁ、はぁ、ど、どきなさい」

　走り過ぎてフラフラになったベアトリが、マナを睨にらみつけ、パスポートをリーダーにかざすと、電子音が鳴り、ハッチが開いた。

「やった！」

　マナは転げ落ちるように地下への階段を下り、男がいた部屋へと向かう。複雑な道を前に、マナは必死にさっき通った通路を思い出す。

「たっ、確か、こっちです！」

　暫しばらく走ると、遠くに扉とびらが見えた。アキラが閉じ込められていた部屋の扉だ。「あ、あった！」

「だ、だから、一体何があるのよ」

　マナは扉の前で膝ひざに手をついて呼吸を整え、顔を上げた。

「はぁ、はぁ……ああもう！　走ったから髪が乱れちゃったじゃない」

　手鏡を取り出して顔を映し出したベアトリは、自分の髪を見て吠ほえ、マナに鏡を渡した。マナはそれを顔の位置に構える。

「お、お嬢じよう様さま、こんなことしてる場合じゃ……！」マナは足をパタつかせて抗こう議ぎする。

「はぁ、はぁ、こんなこと……？　うるさいわね。まったく、そもそもなんでわたしがこんなに走らなきゃイケナイのよ。っていうかじっとしてなさいってば。鏡揺ゆれるじゃない」

　扉の鉄格子の向こうに、アキラの姿が見える。彼はマナに気づいて、扉の前までやってきた。

「やあ、戻って来てくれたんだ。ありがとう」

「──どうしてこんなところに人がいるのよ。何かやらかしたの？」

「随ずい分ぶん辛から口くちな子を連れてきてくれたみたいだね」アキラは笑う。「僕は何もやってない──といえば噓うそになるかな。けど、どちらかと言えば何かをやっているのはここ、ハートランドの方だ」

「へえ、まるで何か秘密があるみたいな言い方ね」

「その通り。お願いだ、僕をここから出してほしい」

　ベアトリはアキラと向き合った。「じゃあ、もし仮にそこからあなたを出したら、それを教えてくれるってワケ？」

「それは出来ない。君たちに被ひ害がいが及およぶ」

「君たちに被害が及ぶ？　情けない！　『俺おれが守る』くらい言えないの？」

「なるほど、その言い分は耳が痛い」アキラは苦笑いを見せた。「じゃあそうしよう」

「なんか頼たよりないけど──まあ良いわ」

　ベアトリが唇くちびるに人差し指を当てて、

　──扉よ開けアペリイレ──

　小さな声で呪じゆ文もんを唱えると、ダイヤルロックが右に左にカリカリと音を立てて回る。ノブがゆっくりと下に降り、扉とびらが重々しい音を立てて開いた。

　部屋から出てきたのは、髭ひげと髪の伸びきった長身の男。

　ベアトリの姿を見た髭男は、目を丸くして独り言のように呟つぶやいた。
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「──驚おどろいたな。こんなに子供──若いレディだったとは」

「もっとアダルトな魅み力りよくを感じた？」

「間違いなくね」

　ベアトリはフンと勝かち誇ほこったように笑う。

「ゆっくり自己紹介をしたいところだけれど、長居をすることは出来ない。扉が開けば本部に連絡が届く。すぐにここを離れよう」




　マナとベアトリはアキラの後に続いてハートランドの地下を進む。さっきから不気味な雰ふん囲い気きが辺りを包んでいるが、そんなことより気になるのはトウアのことだ。マナはアキラの背中に向けて言う。「あ、あのッ……どうやったらトウアくんが元に戻るんですか！」

　マナの声に反応したのはベアトリだった。「あんたまだそんなこと言ってるの？」

「だ、だってトウアくんが石になっちゃったんです……!!」マナは涙声で応こたえる。

　アキラが振り返り、ベアトリに言った。「──どうやら信じてないみたいだね」

「当たり前でしょうに。だって人が石よ？　あり得ないし。魔ま術じゆつならいざ知らず──」

「変わった子だな。魔術は信じてるのに、人を石にする者は信じられない」

「それは──」ベアトリは口ごもった。「とにかく、信じられない」

「でも真実だ。この地下にはそれが出来る者が存在しているよ」彼は振り返る。「危険だが少し寄り道をしよう。キミたちにもこのハートランドの裏側を知って貰もらう必要があるだろう。ここから逃げ出すためにも、石になった少年を元に戻すためにも、もちろん真実を知るためにもね」

　アキラは改まった様子で二人を向き直った。「そっちの金髪の彼女には自己紹介が遅れたけれど、僕の名はアキラ・バーンスタイン。チェンライタイムズ社の敏エ腕イ記ブ者ルだ」

「敏エ腕イ記ブ者ル！」ベアトリは声を裏返らせる。「女の子に助けられちゃう敏エ腕イ記ブ者ルだなんて、敏腕が聞いて呆あきれまくりよ。まったく、自分で名乗らないでよね。お姫ひめ様さまに助けられちゃう王子様がキザな台詞せりふを吐はいてきたら、ティッシュ突き抜けるくらい強く吹くんですけど」

「なるほど、その言い分は耳が痛い。だけど」アキラは両手を広げて笑った。

「女の子に助けられちゃうくらいなんだから、自分で名乗りでもしないと誰だれも言ってくれない」




　　　　＊




　ハートランドの裏側を教えてあげよう、とアキラが向かった先には、大きな扉とびらがあった。

「参ったな、昔はこんな扉は存在しなかったはずだけど」

　アキラに案内された先に立ちはだかっていたのは、閉じられたドアだった。目的地はドアの向こうらしいが、ドアには電子ロックがかかっていて開かない。

　ベアトリがドアの脇わきに見えるカードリーダーの前に立ってカードをかざすと、ドアはゆっくりと開いた。

「へえ」アキラは驚おどろいてみせる。「ひょっとしてそのカードはただのカードじゃないのかな？」

　ベアトリは仕方なくと言った様子で応こたえた。「──魔術で出したパスポートよ」

「なるほど、だから魔術は信じるというわけか」

「何よ、妙にすんなり信じるわね。まさかあんたも人外の仲間なんじゃないの？」

　かも知れないな、とアキラは笑った。

　ドアの向こう側をしばらく歩いた先にあったのは、巨きよ大だいな吹き抜けのフロアだった。通路脇から眼下に見えるのは、真っ白な花畑。その奥おくには小型溶よう鉱こう炉ろのような形の機材が構えている。

「ここは……」

「地下迷宮のお花畑さ。ハートランドの人間は『モルペウスの寝室』なんて呼んでいる場所で、栽さい培ばいしているのは──ケシの実だ。ケシは知ってるかな」

　マナは首をよこに振る。

「ケシ。ケシ科ケシ属の一年草の植物で、日当たりと水みず捌はけがいい高山地域で栽培される。ここで栽さい培ばいされているのは少ない光源でも育つように品種改良された、ソムニフェルム亜あ種しゆだ」

「ソムニフェルム……」ベアトリが反応する。「確かにそれが本当であれば、大おお事ごとね」

「おや、ベアトリは分かったみたいだね。このお花畑の意味が」

「何なんですか……」

　二人の会話について行けないマナが言うと、ベアトリは神しん妙みような顔をマナに向けた。

「──ソムニフェルム。阿片アヘンゲシ。要するに麻薬の材料ってわけ」

　その通り、とアキラは花畑を背に髭ひげをこすってみせた。

「ここは夢の国の裏うら舞ぶ台たい、というわけさ」




　　　　◆◆◆




「ピルスナー・ウルケルの交番……ここだな」

　チェンライ中心街の東とう端たんに存在する、うらぶれた街の一角に立ち、ジェリコは腰に手を当てた。さっき無線で盗み聞きした話によると、アンリという女がこの交番に何かを運んでくる。

　それが一体何なのか──仮に金目のものであれば、そのまま失敬してしまえば良い。大したものでないとしても、力尽くで売りつけてやればいい。それを軍資金にチャオとひと儲もうけをするとしよう。

「ねえジェリコ、何をするの」

「まあ見てろ」

　ジェリコは交番の中に入り、事務机に座っている警官の前に立った。警官は顔を上げ、ジェリコを見る。柄がらの悪い顔立ちをした男だ。黄緑色の腕章を付けている。

「おい、何だお前は」警官が言う。

「そうだな、俺はウルフマン・Ｊってもんだ」ジェリコは偽ぎ名めいを名乗った。「この交番にもうしばらくしたら女が来るだろ？」

　言うと、警官の目が鋭するどくなり、すかさず警棒を握にぎり締しめようとする。が、それよりも早く、ジェリコは彼の顔面を押さえて椅い子すから引っ張り上げ、腹を二、三発殴なぐりつける。ジェリコの拳こぶしを食らった警官はぐったりと体を弛し緩かんさせていた。気を失っているようだ。

　警官を床ゆかに放り投げてパンパンと手を叩たたき、満足そうな顔をするジェリコ。ぽかんと口を開けているチャオをよそに、警官の洋服を脱がし、それを着始めた。決して小サイズではない警官服のはずだが、ジェリコが着るとどうにもタイトなシルエットになった。腕に付けた黄緑色の腕章もはち切れんばかりに突っ張っている。

「らんぼうだなぁジェリコ」

「良いんだよこれくらいでよ。そんなことよりお楽しみはこれからだな」ジェリコは笑って椅子に腰を下ろした。「おいくそガキ、この机の下に頭突っ込んでろや」




　暫しばらく待っていると、予定通りに一人の女が入って来た。ウェーブのかかった、目に力のある女だ。大きな鞄かばんを両手に抱かかえている。

「──レチギュア本部長からは話を聞いている？」女は辺りを見回しながら言う。

　この女が貴重品とやらの運び屋、アンリで間違いなさそうだ。

「良く来たな」ジェリコは椅い子すを勧すすめた。「座れや、アンリ。レチギュアからは話を聞いてるさ」

　アンリは首を横に振り、鞄をジェリコに手渡す。「遠えん慮りよするわ。別に長居をする用事でもないし、帰りが遅いと不ふ審しんがる人間もいるからね。それに、外の世界にもあまり慣れてないの」

　鞄を手放したアンリは逃げるようにその場を去っていった。

　アンリが去るのを確認すると、チャオがテーブルの下から顔を出した。

「──すごい早さで行っちゃったね」

「へっ、一体何を運んできやがったんだか」

　ジェリコは言いながら女の持って来た鞄を開ける。

「こいつは──」中に入っていたものを見て、すぐに鞄を閉めた。「あの女、けったいなもんを持って来やがったぜ──おい、ガキ、ちょっと耳を貸せ。お前にも手伝わせてやる」

「まったく、わたしの力がないとジェリコはなんにも出来ないのに、すなおじゃないなぁ」文句を言うような口ぶりながらも、チャオは得意げな顔をジェリコに向ける。「で、何をやるの？」

　ジェリコは作戦を話した。鞄の中身が中身だけに、何かが起きるかもしれない。チャオの力を利用しない手は無いだろう。

　作戦を聞き終えたチャオは「なるほど」と頷うなずいた。「それはわたしにしか出来ないね。チョーじゅうようミッションだよ」

　ジェリコが期待してるぞ、というと、チャオはうれしそうにはにかんだ。

「分かったらとっととビルの裏側に行ってろ」

　うん、とチャオは大きく頷いて交番を出る。出掛けにチャオはもう一度交番の中を覗のぞき込こむ。

「ところでジェリコ、さっきの女の人がもってきた鞄の中には何が入ってたの？」

「ケシ坊ぼう主ずの成れの果て──ヘロインだ」




　　　　◆◆◆




「奇跡だミラコーロ」

　ピルスナー・ウルケルの交番の二階からビルの下を眺ながめていたレチギュアが笑う。

　一昨日おととい、三階の窓から逃げ出してしまったせいで捉とらえ損そこねた少女だ。捕つかまえてプライコーに差し出すとしよう。レチギュアは七口の銃じゆう『ペッカート』を手にする。

　事件帳簿を記している部下に「少し野や暮ぼ用ようが出来た。席を外す」と言うと、部下は「了解しました」と応こたえた。レチギュアは部屋を出て非常口から下へと降りる。

「大人しく俺おれを待っていてくれ、ヤングレディ。今から狩かってあげよう」

　非常階段の床ゆかを軽快に鳴らしながら、レチギュアはビルの裏側へと向かう。




　　　　◆◆◆




　ジェリコがアンリから受け取った麻ま薬やく入りの鞄かばんを手に交番の二階へと上がってみると、そこには警察官が一人いた。

「おい、てめえがレチギュアか」

「一体何の用だ？」警察官はジェリコの声に帳ちよう簿ぼから顔を上げ、怪け訝げんな目つきで睨にらみつけた。「レチギュア本部長なら席を外している。アポイントはあるのか」

「ねえよそんなもん」ジェリコは笑いながら銃じゆうを手にし、部屋の中央にあるソファに腰を下ろす。「アンリからのプレゼントだっつえば分かるだろ、あン？」

　アンリ、の言葉を聞いた途と端たん、警察官の顔色が変わった。「話を聞こう。言ってみろ」

「てめえで話になんのか？　何しろ俺はお前らを脅おどしに来てんだぜ」

　ぴくり、と警察官が反応する。「──どういうことだ？」

「どうもこうもあるか。俺はこの鞄の中身でお前らを脅きよう迫はくして、金をガッツリせしめようとしてる、ってわけだ。実にシンプル、単純明快だろ？」

　警察官が冷ひや汗あせ混じりの顔を向け、体をジェリコの方に向ける。と、その時、ジェリコの耳にくくり着いているイヤホンから『ガガ』と電波が入る音が聞こえ、チャオの声が届く。

『ジェリコ、『四の緑グリーン』！　その人机の下のブザーを鳴らそうとしてるよ！』

　それを聞いたジェリコは、すかさず警察官に銃を向けた。「へい、机の上に手を出せ。ブザーを鳴らしたら銃が鳴るぜ」

　クッ、と小さく呻うめき、警察官は両手をテーブルの上に乗せた。

「……何を疑っているのかは分からないが、大人しくしよう。だから銃を下ろせ」

　警察官が立ち上がり、ジェリコの元へと歩いて行こうとする──

　再びイヤホンから『ガガ』と音が鳴った。

『ジェリコ、『三の黄イエロー』！　今度は床のブザー鳴らそうとしてる！』

　チャオの声を聞いて、すかさずジェリコは声を上げる。

「足を止めろ！　手を挙げて頭の後ろで組め！」

　警察官は言われた通りに両手を上げ、頭の後ろで組んだ。

「そうだ、それでいい」

　この交番の裏にチャオを構えさせたのは、この部屋で起きる不ふ吉きつな未来を見させるため。役に立つかどうか分からなかったが、どうやら上う手まく機能しているようだ。

　警察官は青い顔でジェリコを睨にらみつけている。「……目的は何だ？」

「金だ。このヘロインをそっくりそのまま買って貰もらおうか。市場マーケツトでの末まつ端たん価格はおいくらだ？」

「ざっと見積もって八百万ユノか……」

「なるほどな」ジェリコは笑う。「ならその五倍。三千万ユノで買い取れ」

『──ジェリコ』チャオの声がする。『八百万の五倍は、四千万だとわたし思うんだ』

「くっ」呻うめいたのはジェリコだった。「──なら、それでいい」

「……おい、何を呟つぶやいている……？」

「なんでもねえ、こっちの話だ。つべこべ言わずに五千万ユノ用意すれば良いんだよ！」

「が、額が増えているぞ……」

「うるせえ！」

『──ジェリコ』チャオの声がする。

「ああ!?　今度は何だ！」

『──『二の橙オレンジ』……誰だれかこっちに近付いて来てる……わたしの近く。すぐそこ……』

「チッ、おい、声を出さねえで大人しくしてろ」

　ジェリコは銃じゆうを構えながら窓の外を見る。チャオの姿が見えない。

　一体、彼女に何が──鞄かばんを手にドアを開けようとすると、それより先にドアが開いた。

　ドアの向こうに立っていたのは、チャオの口元を押さえて捕とらえている警官。赤いスカーフを巻いて警察服を羽織った、妙みように小こ洒落じやれた男だ。この男がレチギュアだろう。

　チャオを現場から遠ざけたのが徒あだになったか。

「うちの交番で滅めつ多たなことをするものじゃない」レチギュアが言う。「そのまま窓の外から出て行け、麻ま薬やく所持で捕つかまって死し刑けいにされたくなければな。一歩でも前に動けばこのヤングレディを始末する。お前が助かるためには、このヤングレディを見捨てて今すぐ部屋を出るほか無い」

　レチギュアは七口のショットガンをジェリコに向けた。

『『一レのツ赤ド』！　この人本当に撃うつよ！』

　チャオの台詞せりふと同時に、レチギュアの手元のショットガンが音を上げた。放はなたれた弾たまはジェリコの胸に突き刺さる。だが、狼男の体に鉛の弾は効かない。

「ジェリコ!!」

　チャオの叫び声に真っ先に反応したのは、レチギュアだった。

「ジェリコ？　なら、お前があのジェリコ・ギャロップというわけだな。なるほどそれなら鉛弾が通じないのも道理か」

「へえ、俺おれのことを知ってるたあ光栄だな」

「至る所で話に聞く。三年前にお前がしでかした莫ば迦かの話をな。しかし皮肉なものだ、子供を大量に殺した挙げ句、今はこうして子供のお守りとは」

　レチギュアの言葉に、チャオは目を見開いた。

「こ、子供殺しって……どういうことなのジェリコ……！」

　驚おどろきを隠かくせない様子で、チャオが見み詰つめてくる。ジェリコは目を逸そらして舌打ちをした。

「ベラベラうるせえ奴やつだな。黙りやがれ」

「残念だが、俺がお前を黙だまらせるだろう」

　レチギュアは警察官にチャオを渡す。受け取った警察官は、彼女の頭に銃じゆうを突きつけた。

「そこの鞄かばんの中身は見たなら、こちらの事情も少しは分かるだろう。およそ真っ当ではないとな。その鞄を寄よ越こした人物から、何度かお前のことを聞いていたよ、ミスタージェリコ。蛇じやの道は蛇へび、というやつか。万が一に備えてとこいつを寄越していた」

　レチギュアはポケットから一発の弾たまを取り出す。銀の弾だろう。

「選せん択たく肢しは三つだ。銀の弾で撃うち抜かれるか、それともここから逃げ出すか、あるいは、このまま他の警官が来るまで粘ねばって御用になり、麻ま薬やく所持の罪で処しよ刑けいされるか──選ばなければ自動的に麻薬所持で処刑。だが、残念ながら俺はお前に選択権を与えるほど優しくはない」

　レチギュアは銃をジェリコの心臓に向ける。

「ミスタージェリコ、お前が動けばこのヤングレディの体を俺の部下が撃ち抜く。そして俺はこれからお前を撃つ。鞄の中身を見られた以上、始末をする必要がある。事故に見せかけてな」

　ジェリコは歯ぎしりをする。この男は、先に人外と知らずにジェリコに鉛弾を撃ち込んで来た──だとすれば、今度も銀の弾を容よう赦しやなく撃ち込んでくるだろう。

　レチギュアは銃のグリップに付いているスイッチを押す。

　──畜生!!──




　　　　◆◆◆




　ステラ大通りを走る雪製造車スノウ・カー。ケイを乗せた車は止まらない。ブレーキは完全に壊こわれている──否、引き抜かれて存在すらしていない。恐おそらくはジンノの悪ふざけか、あるいはポンコツ黒服が突とつ飛ぴな行動に出たか……多分前者だろう。

　目の前にはペンキが剝はげてその白い肌はだを晒さらしている白象を乗せたトラック。相変わらず邪じや魔まをするように立ちはだかっている。タンクの水も撒まき終わってしまった。

「くそ」ケイは唇くちびるを嚙かみしめた。車を止める方法は一つある、が、さすがにそれをやるのは危険が伴ともなう。とはいえ、この先は繁はん華か街がい。ブレーキの利かない車を、パレード前夜祭で賑にぎわうメインストリートに突っ込ませるわけにはいかない。おまけに目の前には神聖な白象。下へ手たを打って白象に何かあれば、首が飛ぶかもしれない。

「仕方ない」ケイはため息をついて足元から釜かまを取り出した。死神の釜──死神にとっての商売道具である。命の次に大切な釜だが、さすがに命には替えられない。

　ケイは辺りを見回す。目の前の象トラックを除けば、対向車両に一台タクシーが見えるだけで、前にも後ろにも車がいない。やるなら今のうちだろう。

　対向車両のタクシーが通り過ぎた後、ケイはハンチングを脱いで釜かまを手に雪製造車スノウ・カーのフロントドアの窓から外へと身を乗り出した。

「何をするんデスカ」黒服が無感情に聞いてくる。

「この釜をタイヤの下に放り込んで車を横転させるんだよ。ちょっと覚かく悟ごしておけ」

「分かりまシタ」

「──全く、とんだ釜の使い道だぜ」

　ケイは後部タイヤを覗のぞき込こむ。

「なあ、この釜がバラバラになったら、ジンノから労災は降りるのか？」

　釜を失った死神など、殻からを剝むかれた蟹かにのようなものだ。

「サア」黒服は涼すずしい顔で応こたえた。「生きていれば交こう渉しようの余地アリではナイデスカネ」

　そうだな、とケイは頷うなずいた。生き抜けるかが問題だ。




　　　　◆◆◆




　夜のステラ大通りはネオンで輝かがやいている。ドライブにはうってつけの風景だ。

　車の中、リ・リ・メイはマイヨールに寄より添そいながら尋たずねた。

「ところでミスターマイヨール、昨日の象誘ゆう拐かいの件は、何か対策を取られたのかしら」

　じりじりと距離感を近づけるリ・リ・メイにマイヨールもまんざらではない様子だ。甘あまい香かおりに寄せられる虫のように、マイヨールの身体からだはリ・リ・メイに近づいていった。

「──この月夜に象の話とはロマンのかけらもないじゃないか」

「あら、白象は神の使いよ。素す敵てきなお伽とぎ話ばなしじゃありませんか？」

「ふん、そういうことにしておこう」と鼻の下を伸ばしきった顔でマイヨールはリ・リ・メイの胸元に視線を送る。「仮に白象の誘拐が本当に起きたことだとしたら、その対策を練るのは象警護統とう括かつ責任者である副局長の仕事だ」

「だから知らない、とおっしゃいますの？」

「知っていても委細に関して俺おれの口からは言えん、ということだ。まあ、当然街の警備に当たる人間を増やすだろうな。もっとも、狙ねらいが白象なら、これ以上の被ひ害がいも出るまい。いくら警備しても無む駄だというもの、捜索を進めるべきだ」

　声を出して笑うマイヨール。だが、その視線はリ・リ・メイの胸元から離れない。

「あら」リ・リ・メイは窓の外を見て、笑う。「なら、とんだ失策のようですわね。いままさに象が誘拐されているみたいですけど──それも白い象が」

「なに!?」マイヨールは窓の外に見える光景に声を裏返らせた。「なぜペンキが剝はげて……！」

　対向車両を走るのは象を乗せたトラック。そのトラックの後を付けるように、『雪製造車』と記された車がクラクションを鳴らしまくりながら詰つめ寄よっている。

「『ペンキが剝はげて』？　あらマイヨール局長、一体どういうことでしょう。まるで象誘ゆう拐かいの首しゆ謀ぼう者しやみたいな口ぶりですわね。ひょっとしたら本当に象護衛の統とう括かつ責任者、副局長を貶おとしめて失しつ脚きやくさせるためだったり？」リ・リ・メイはマイヨールにすり寄り、太ふと腿ももに『の』の字を書いて甘い息を吹きかけた。「ぜひとも知りたいわ[image: 黒ハート]」

「そ、そんなことがあるものか！」

「こいつはいけませんねえ！」運転席からジンノが甲かん高だかい声を出す。「神様の使いの白象を誘拐されちゃったとあっては、僕らもチェイスに加わらないわけにはいかないでしょう！」

「カーチェイスだと!?　莫ば迦かなことを言うな！」

「おや、この緊急事態、うまく収めればお手て柄がらですよ。そりゃ乗らなきゃ男じゃないかと。ねえ赤い髪と泣きぼくろが素敵なお嬢じようさん、どう思います？」

「そうね、運転手さんが乗るというなら──」リ・リ・メイは笑いながら優ゆう雅がに扇子せんすを扇あおいだ。「馬乗りでお願いします」

「ち、ちょっと待て！　俺おれは──」

「さあ、しっかり摑つかまってくださいよ！」ジンノは局長の言葉を遮さえぎるようにアクセルを踏ふみ、象を乗せたトラックの後ろに張り付いている雪製造車スノウ・カーの後ろをとる。

　途と端たん──目の前の雪製造車が派手に横転した。雪製造車のタイヤに弾はじかれた紫むらさき色いろの釜かまが、リ・リ・メイたちの乗るセダンの前を横切る。この釜のせいで雪製造車がバランスを崩くずしたようだ。

「ワーオ[image: 黒ハート]」軽快に言いながら左にハンドルを切るジンノ。

「ぶ、ぶつかるぞ!!」

　マイヨールの声と同時に、横転した雪製造車のルーフとジンノの運転するセダンのフェンダーが接せつ触しよくする。横よこ滑すべりする雪製造車に行く手を阻はばまれ、セダンは道の脇わきへと押しやられる。

「いやー参りますねえ。こりゃハンドルが効きませんよ」

　その先には雑居ビルが構えている。その距離約十メートル。ジンノは勢いよくブレーキを踏ふみつけた。セダンと雪製造車は道沿いに並ぶ二軒の建物の壁かべを破は壊かいし、それぞれその中に突っ込む。壁に衝しよう突とつしたときの衝しよう撃げきで、フロントガラスが粉こな微み塵じんに砕くだけ散ちる。車が停止する直前、マイヨールは前座席に頭を激しくぶつけた。

　ジンノの車と雪製造車も壁に衝突してようやく動きを止める。マイヨールは後部座席でぐったりと白目を剝むいていた。

「ひててて……全く酷ひどい目に遭あったね──あ、リ・リ・メイ大だい丈じよう夫ぶかい？」

「──何とかね」リ・リ・メイは車を降りて髪と服に散ったガラス片を払い落とした。

「そいつは結構。しかし──この僕の前で神聖なる象を誘拐しちゃおうとはこれはちょっとお仕置き必至の『メッ[image: 黒ハート]』って感じだね──っていうか噂うわさでは『白象は昨日誘拐された』って聞いてたけど、一体何がどうやっていることやら」

　ジンノは胸元から携けい帯たいを取り出した。「ハロー、黒服くん、白象を乗せてステラ大通りを走ってるトラックがあるんだけど、それを少し足止めしててもらえるかな。何もしなくていいよ。僕がこってり搾しぼって果肉入りジュースにしてあげちゃうから。それから、莫ば迦かでかいコンテナを積んだトレーラーを一台用意しておいてもらえるかい──何に使うかはお楽しみだよ」

　それだけ言うとジンノは電話を切り、「──さて、黒服くんもバッチリ動いてくれそうだし、僕はちょっと行ってくるよ。そのソファで延びてるオジサンの事はしっかりよろしく。これがオジサンの住所だから、運んであげてよ。じゃあねリ・リ・メイ、後で連絡するから」

「ち、ちょっと……後で連絡するって……」

　マイヨールの住所を書いた一枚の紙をリ・リ・メイに渡すと、ジンノは返事も待たずにマイヨールを車から蹴けり出だし、来た道を颯さつ爽そうとバックし始める。

「ち、ちょっと、こんなところに置いてけぼりにしないでよ！」

　リ・リ・メイは地じ団だん駄だを踏んだ。足元にはジンノのパルメザンチーズが三本転がっている。落としていったらしい。「この！　もうっ！」リ・リ・メイがチーズを踏みつけにして苛いら立だちをぶつけた。「まったく何なのよ！」

　彼女の声に反応するように、ビルの中で何かが崩くずれる音がした。

　崩れた二階のフロアから落ちて来たのは、少女を抱かかえた狼おおかみ男おとこ──

　ジェリコだった。




　　　　◆◆◆




「チッ！」

　ジェリコが交番の二階フロアの床ゆかを破は壊かいして一階フロアへと降り立ったその先にいたのは、リ・リ・メイだった。随ずい分ぶんと気張った上品なドレスを着ている。

　リ・リ・メイはこちらに気づくと、すかさず鋭するどい視線と銃じゆうを向けて来た。

「何だか知らないけど、こんなところで遭そう遇ぐうするとは奇き遇ぐうね。そして不幸な男ね。早速ぶっ放してぶっ殺してあげる」

　さっきのビルの衝しよう撃げきはリ・リ・メイの仕業のようだ。そのお陰かげでレチギュアの銀の弾たまが逸それ、こうして床を割って逃げ仰おおせることが出来たのは儲もうけ物ものだったが──

　チャオを抱かかえた状態でこの女を相手にするとなると分が悪い。

　いや、チャオがいなかろうが敵に回したくない相手だ。「──わりいがテメエとやり合うつもりはねえぜ！」

　ジェリコは目の前に転がっている机を盾たてにするように蹴り上げ、

　Ｙｉイｐｐピｅｅイ─ｋｉカイ─ｙａｙエエア!!

　一声叫んで拳こぶしで壁かべに穴をあけ、そこから外へと逃げ出した。




　　　　◆◆◆




「くっ……どうにか止まったか」

　壁かべを大破させた雪製造車スノウ・カーは、横転した状態で床ゆかに横たわっている。

　ケイは呻うめきながら体を起こす。大だい分ぶ強く打ち付けてしまった。全身が痛い。苦い顔をしながら、辺りに散らばる瓦が礫れきの山を眺ながめる。

　視線の先には、ドアの外れた個室便所でかがんでいる男が、目を丸くしていた。

『何が起きたのか分からない』と言った面おも持もちの男に、ケイは言い放った。

「──大だい丈じよう夫ぶだ、続けてくれ」

　雪製造車が突っ込んだ先が人ひと気けの少ない公衆便所だったのは不幸中の幸いだが、これだけ大破させたら騒さわぎを聞きつけた誰だれかがやって来るだろう。警察が飛んでくるのも時間の問題だ。

　ケイは黒服を叩たたき起おこす。

「おい、早く行くぞ」

　車は横転している。走って逃げるほかないだろう。いや、元よりブレーキがないのだ。再びこれに乗ってもまたアクシデントを引き起こすだけ──

　──Ｙｉイｐｐｅｅピ─ｋｉカイ─ｙａｙエエア!!──

　壁かべの向こう側から声がして、爆ばく音おんが響ひびいた。

「おら！　邪じや魔まくせえぞ!!」

　壁をぶち抜いてやってきた男が、その拳こぶしを振り回して横転した雪製造車を弾はじき飛とばす。

　信じがたい怪かい力りきと、毛に覆おおわれた太い腕。

　あれは確か……先月、満月の晩に街で出くわした男──

　一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよのせいで、飛んで来た狼おおかみ男おとこの拳を腹で受け、ケイは壁に向かって吹き飛んだ。




　　　　◆◆◆




　交番から逃げ去っている途と中ちゆうに奪うばった車で、ジェリコは自分のマンションへと向かう。

　チャオはさっきから終始無言である。気落ちした面持ちで下を向いていた。

　うつむいているわけは──敢あえて聞かないことにした。聞かなくても分かった。

　自分がどんな化け物と一いつ緒しよにいるのか、それを知ってショックを受けているのだ。

　ジェリコ自身、それを掘ほり返すことが出来ないでいる。

「……ジェリコ」助手席のチャオはうつむいたまま言う。「ジェリコって人殺しなの？」

　人殺し──その言葉が刺ささる。三年前、列車事故が起きたあの場所で、浴びるほどに受けた言葉だ。ジェリコは舌打ち混じりに言い、チャオに視線を送る。

「だとしたらどうだってんだ」

　チャオは真っ直ぐにジェリコを見み詰つめた。いつになく真しん剣けんな表情だ。

「チッ、そうだよ。ああ俺おれは人殺しだ。大量に殺してやったさ。で、それがどうした？　あン？」

「──そうなんだ」チャオは悲しげな瞳をしてうつむいた。「どうやって殺したの？」

「脱だつ線せんした列車をガキどもの施し設せつにぶち込んでやったさ。それで列車はめでたく止まったってわけだ。辺り一面を赤色に染めてな」

　開き直るような声だ。自分でもよくわかった。

「わかっただろうが。俺なんかと関わっててもろくなことねえぞ！」

　ジェリコ、とチャオは呟つぶやいた。

「……わたしの本当のダディとマミィが死んじゃったのって、三年前なんだよ」

「な……まさか」

「……ブラーマの街で、列車に引かれて死んじゃったんだ」

　三年前の事故──ラバット駅を出発したチェンライ・エクスプレスが脱線したのは、そこからしばらく北にのぼったブラーマの街だ。倒たおれかけた列車の横転を無理矢理に防ぎ、そのせいで列車を街のメインストリートに乗り上げさせた。

　その列車で彼女の両親を殺し、彼女を孤こ児じにした。何人もの大人の手を渡り歩き、その度に見捨てられる、彼女にそんな運命を背負わせた忌いまわしき悪あく魔まは──

　他の誰だれでもない、この自分だった。

　ジェリコは、何も言えなかった。ただ、唇くちびるを嚙かみ締しめることしか出来なかった。




　チャオの口数は輪をかけて少なくなっていた。うつむいたままだ。

　彼女の淡あわいブルーのスカートはどこで引っ掛けたのか、スリットが入ったように破やぶけている。だが、チャオがうつむいているのは、淡ブルーのスカートが破れているせいではない。

　三年前の列車事故でチャオの両親は死んだ。彼女にとってジェリコは親の敵かたきだ。

　そんな男を目の前にして、朗ほがらかに振ふる舞まえるはずも無いだろう。

「まったく、湿しめった顔しやがって。文句があるなら言え。殴なぐりたいなら殴れ。石をぶつけたいならそうしろ」

　しばらくの沈ちん黙もくの後、チャオはうつむいたまま口を開いた。

「──ジェリコは人殺しなんだよね……」

「ああ」ジェリコは言う。「そうだ」

「どうして殺したの……」

「へっ、覚えちゃいねえ──たぶん金のためだ」

　三年前、強ごう盗とう事件の計画を持ちかけてきたのは一人の男だった。丸顔の、サーカスの団長のような男だ。ターゲットはチェンライ銀行。銀行の下に穴を掘ほってそこから金庫の金を丸ごと盗み出す──そんな冗じよう談だんめいた作戦を聞かされた時には笑いが止まらなかったが、実際にそれだけの地下経路を準備しているところを目まの当あたりにしたら、むしろ失敗する方が不思議にさえ思えた。盗む金以上に金がかかっているような気さえした。何しろ、チェンライ銀行からブラーマ駅の真下まで伸びる地下通路を掘ほっていたのだから。

　逃走経路は向こうがすべて用意した。予定通り地下から金を盗み、追いかけてくる警察を蹴け散ちらしながら、北へと向かうチェンライ・エクスプレスに飛び乗った。

　そして列車事故。不運としか言いようのない事態。列車が脱だつ線せんしたのはあくまでも事故だ。誰だれのせいでもない。だが、その事故の被ひ害がいを悪化させたのは、他ならぬこの自分だ。

　ののしられるのは覚かく悟ごの上。しかし彼女の反応は違った。

「……お金で人を殺しちゃうなら、あの人もやっつけてよ。わたしを連れ去ろうとする赤いスカーフのお巡まわりさん。あの人が生きてたらわたしずっといつさらわれちゃうかわかんないよ」

　赤スカーフの警官……先の交番にいたレチギュアという男のことだろう。彼がチャオを連れ去ろうとした警察官なのか。

　人殺しなら人を殺せ──皮肉なものだ。もう人を殺すつもりはない。殺すことなど出来ない。

「──時間が経てばあいつらも忘れる。お前が大人になりゃ追いかけても来ねえ。ほとぼりが冷めるまでじっとしてりゃいい」

「……いつまで？」

「俺おれが良いっつうまでだ。言う事を聞いてりゃ良いんだよ」

「……やだよ」

「聞き分けのねえガキだな。良いから俺の言うことを聞け」

　チャオは反応を示さない。

「おい、わかってんのか!?」

「……ひきょうものだ」

「あん？」

「子供は殺すのにあの人は殺さないなんて。ジェリコは自分より強いやつには歯は向むかわないんだ。だから怒ってわたしを怖こわがらせて黙だまらせてごまかそうとしてるんだ！」

「なんだと!?　おい、もう一度言ってみろ！」

　ジェリコは車のブレーキを強く踏ふんだ。後ろからクラクションが鳴る。今日買ったスカイブルーの小型無線機を勢い良く後ろの車目がけて投げつけた。

　バックドアガラスが音を立てて砕くだける。

「ジェリコは根性なしのひきょうものだって言ったんだよ！」

「てめえ、ふざけた事抜かしてっとはったおすぞ！」

「やればいいじゃん！　相棒バデイは解散だよ！　もう絶対会わない！」

　そう言ってチャオはポケットから取り出した紙を丸め、目一杯の力でジェリコに向かって投げつけ、助手席から飛び降りた。

　走り去るチャオの後ろ姿を、ジェリコはただ見ていた。
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　　　　◆◆◆




「やれやれ今日は散々な目に遭あったな」

　象の街、ピルスナー・ウルケルの公衆便所に雪製造車スノウ・カーを突っ込み、突とつ如じよ現れた狼おおかみ男おとこに殴なぐられた後、どうにか死神の釜かまを回収してそのまま逃げるように交番を去ったケイは、少し離れた場所でジンノに電話をかけた。取とり敢あえずミッションは失敗だ。そのことを伝えておく必要はある。おまけに交番脇に車を突っ込んだのだから、ちょっとした騒さわぎだ。

　せめてもの救いは、釜が無事だったことだろうか。ケイは釜を手に、傷と破損が無いかをチャックする。中も裏もどうやら大きな問題はなさそうだ。ホッと胸を撫なで下おろす。

　それにしても、体が痛む。先月に引き続き、今月もあの狼男の一発を食らうなんて。今度会った時には礼をしないと収まらない。

　何度コールしてもジンノが電話に出ないので、ケイは諦あきらめて電話を切った。

　と、ケイは着信があることに気づいた。クラブ『メトロ』のスタッフからだ。

　ケイは着信のあった番号に電話をかける。

『あ、ケイさん、さっき女の子がケイさんに連絡を取りたいってやって来たんだけど』

「女の子？　誰だれだ」

『さあ？　中学生くらいの黒髪の女の子で、〝トウアがハートランドで石になった〟とか何とか言ってたけど……とにかく凄すごく慌あわててましたよ』

　トウア──と言うことは、女の子というのはマナだろう。そう言えば今日、二人はハートランドに行くと言っていた。「──あいつら一体何しでかしやがったんだ」

　電話を切ったケイは帽ぼう子しを被かぶり直なおした。何が起きたのかは分からないが、ハートランドに向かうこととしよう。トゥクトゥクを捕つかまえるか、それとも──

「少し戻れば足は手に入るか──」

　引き返して交番を越えた先には第一象宿舎がある。この前象に踏ふみつけにされたジンノのワンボックスは、もう修理が終わっているはずだ。通りを行き交う車は少ない。急ぐのであれば、ここでトゥクトゥクが来るのを待つよりも、宿舎にある車をとりにいく方が断然早いだろう。

　ケイはため息をつきながら、不ふ吉きつな東へと足を向けた。




　　　　◆◆◆




　ハートランドの地下、『モルペウスの寝室』に咲くケシの花を前に、マナは唇くちびるを震ふるわせた。

「こんなところで麻ま薬やくを作ってるなんて……」

　アキラはマナの気持ちを落ち着かせるように、彼女の肩に手を置いた。

「──ケシの実に傷をつけてしばらくすると、灰色の粘ねん土ど状じようの液が出る。これが生なま阿片アヘン。こいつを燻いぶして吸うと、ふわふわとした気分になる。いわゆるダウナー系のドラッグだ。ここでは阿片を精製させて、もっと強力な薬物に化けさせている」

　モルヒネね、というベアトリの言葉に、アキラは首を横に振る。「確かに、モルヒネは眠ねむりの神様『モルペウス』に由来するわけだから、この部屋でモルヒネを作っていると思うのは当然だろうな。だけどここではモルヒネをさらに精製してヘロインにする」

「そ、そんなものを作ってどうするんですか……」

「売るのさ、国内外にね。夢のような地上のその根っこに広がる麻薬畑のことを知らずにのうのうと遊んでいるゲストの姿を見て、ここのトップ連中は腹を抱かかえて笑ってるんだろうな」アキラは吐はき捨すてるように言った。本当に反へ吐どでも吐き出しそうな口調だ。

「ここではヘロインを作って、国外に密輸している。この時に使う器だけど──これが、マナ、キミの友達が石にされてしまった話に繫つながる。さて、麻薬を輸出したい連中がいて、人を石にする力を持っている者がいるとすれば何を考える？」

「まさか……」マナの脳裏を恐おそろしい想像がよぎる。

「そのまさかだ。麻薬を人間の体に満タンに詰つめ込んで、それを石にして大国に届けるんだよ。外見はどうみても石像。その腹の中には大量のヘロイン。人体の中に麻薬を隠かくし持って密輸──なんてのはよくある手口だ。さすがに人を石にして運び出すなんてことは前代未聞だけどね」

「……それで、国外に運び込まれた石は砕くだかれるんですか……」

　砕かれるとしたら、恐おそらくその時点で石にされた者の命は終わるだろう。

　男は首を横に振った。「──石を割るくらいだったら別に人間を石にするメリットはない。動物でもなんでもいいわけだからさ。この密輸にはもうひとつの意味がある。石になった子供は海の向こうに運ばれた後、石化を解かれて人に戻される。それから、子供の腹にたっぷり詰めたヘロインのパケットを取り出すんだ。そして腹の中からヘロインを引っこ抜かれた子供は、そのまま売り飛ばされる。つまりは児童売買だ。この国の子供はいい値段が付くらしい。つまり、石にされるのは子供ばかり。中身の麻ま薬やくを売るのにあきたらず、容器にした子供までブローカーに引き渡して金をせしめるとは商しよう魂こんたくましいというか……恐おそれ入いるよ」

「で、でもそれって、逆に言えば石になっちゃった人を元に戻す方法があるってことですよね!?」マナはアキラの分厚いコートを握り締めた。

「その通り。石にされたものは、術者の涙を浴びることで、元に戻る」

　人を石にする魔ま物ものと、その魔物の涙で戻る石化──

「そう、メドゥーサの神話そのものだな。プライコーは石と一いつ緒しよにその涙も輸出している」

「アキラさんは、何でそんなことを知ってるんですか……」

「言ったろう？　僕は真実を追い求める敏エ腕イ記ブ者ルだ」

　ベアトリは鼻を鳴らした。「──子供を石にして麻薬を運ぶなんて、信じられないわね」

　僕も信じたくない、とアキラは真しん剣けんな顔で言う。「ずっとプライコーを追いかけていた。麻薬密造、密売の事実をね。そうしたら色々出て来たよ。彼は自分の悪行に気づいた者はことごとく抹まつ殺さつしていた。一番の大だい惨さん事じは、一人の麻薬取とり締しまり官かんを殺すために列車を脱線させた事件だ」

　マナは先ほど見た壁かべの赤文字を思い出す。

「それが……」マナはうつむいて目を潤うるませた。「それが、三年前の列車事故の真相なんですね」

「……どういうことよ？」ベアトリがマナに視線を送る。

　多くの人の命を奪うばった事件。マナを天てん涯がい孤こ独どくにし、トウアの親と心を奪った事件。

　事故の後、トウアは一切の感情が抜け落ち、体は痛みを感じなくなった。三年が経過した今、ようやく少しずつ元に戻りつつあるというのに、ここでまた前と同じ悲劇の源が自分たちを襲おそってくるなんて。

　その通り、とアキラは頷うなずいた。「事故ではなくて事件、と言うべきだけどね」

「許せません……」

　マナは唇くちびるを嚙かむ。悔くやしさがこみ上げて来た。

「でも、どうしてわざわざこんな所でケシ栽さい培ばいするのよ。『銀の三日月地帯』から持ってくれば良いじゃない」

　チェンライ王国ケラジヤンを北にしばらく進んだ先にある『銀の三日月地帯』は、阿片アヘン用のケシを栽さい培ばいしていることで有名だ。

「作ったその場で精製すれば、輸送の危険性も手間も省けるからね」

「だとしても、ここでやる必要ないでしょ。わざわざテーマパークの下なんかで」

「逆だよ」アキラは言う。「元々ケシを育てていた場所に、ハートランドが出来たんだ」

「じゃあ、何でケシ栽培場の上にテーマパークをおっ建てる必要が？　全然謎なぞなんですけど」

「今までの話の中で、大体答えは出て来ているよ。考えてみてくれ」

　マナとベアトリは目を合わせた。少なくともマナは分かっていなかった。

　ギブアップ、というようにベアトリが両手を上げる。

「プライコーは精製したヘロインを、潜せん水すい艦かんを使って川伝いに隣りん国ごくに運ぶんだ。となると、その潜水艦に精製済みヘロインを渡す必要がある。当然、その受け渡しを自然にやらなくてはならない。でも、週に何回も積み荷を川の真ん中に放り出す船があったりしたら不自然だ。そこで、川に頻ひん繁ぱんに出てもおかしくないように、そんなアトラクションを設けた」

「ひょっとして、『ノアの箱はこ舟ぶね・創世記の旅』の船で……」

「その通り。あの箱舟で川の真ん中まで積み荷を運んで、水底に放り投げる」

「はぁ!?　そんなの川を往復する水上タクシーでもやれば済む話じゃない！」ベアトリは声を裏返らせた。声こそ上げなかったが、マナも同じ気持ちだった。「なんでわざわざこんな大掛かりにするのよ。バカげてるとしか思えない」

「ちまちまやったらかえって目立つ、それがプライコーの発想さ。大だい胆たん不ふ敵てきに事件を起こす。列車の脱だつ線せん事件然しかり。一人を始末するために百人単位の被ひ害がいを生む。莫ば迦かげていると言えばその通り。だけどそれをやるのがこの男だ。誰だれも考えない、考えても実行なんてしようと思わない大それた方法をとる。ハートランドの盛せい況きようぶりからすると、そっちの経営も今のところ順調なんだろう。やつはテーマパーク業でも本気で稼かせぎに来ていると言うわけだ」

　フウ、とベアトリは息を吐はいた。とんでもない大ボラでも聞かされたような顔だ。

「で、何をどうやってこの事件とやらを解決するつもり？　敏エ腕イ記ブ者ルさん」

「ここに閉じ込められる前に、この一連の事件に関するあるものを隠かくしておいた」

「あるもの？」

「プライコーの所行に関するすべてを詰め込んだマイクロカードだ」アキラは言う。「大人の爪つめほどのサイズのチャチなものだが、この中にあるものが明るみに出れば、プライコーも安あん穏のんとはしていられないだろう。彼の麻ま薬やく密造、密売の歴史から、今まで殺した相手、今まで起こした事件、一いつ緒しよに悪行を働いている国内外の官かん僚りよう、勢力、組織、かつての麻薬輸送ルート……盛りだくさんだ。ハートランドの園内に『ミダスの墓』という名前のモニュメントがある。その墓の中に埋うめておいた。僕はこれからマイクロカードを取りに行って、世に流す」

「『王様の耳はロバの耳』──」マナが呟つぶやく。

　アキラは頷うなずいた。「秘密を隠かくしておくにはうってつけの場所だろう？　僕は今からそれを掘ほり返かえしにいく。墓は丁度この部屋の上あたりだろうな」

　それを世間に出せば、列車事故の黒幕の悪事が暴かれる。三年前、マナとトウアを不幸の淵ふちに追いやった因いん縁ねんと、決着をつけることが出来るかもしれない。

　これ以上、被ひ害がいを受ける人がいなくなるかもしれない。

　マナは唇くちびるを嚙かんで言った。「──手伝わせてください」

　そうしてくれると助かるよ、とアキラは言った。

「しかし、その話が本当だとすると、あの噂うわさのうちの三つは分かったってわけね？」

　ベアトリの言葉にアキラが反応する。「あの噂？」

「ハートランドの地下には秘密の部屋がある、って噂よ」

「へえ、世間ではそんな風に広まってるんだ。僕もここに幽ゆう閉へいされる前に、ネットで噂を流したんだよ。『この開発地区の地下には不ふ吉きつな迷宮がある』ってね」

　その時、後ろから、何者かの声がした。

「──お前ら、そこで何をしている？」

　振り返ると、そこにはアーミー服のハートランドキャストと思おぼしき男が立っていた。キャストはマイクを口元に当てる。「ハートランド基ベ地ー局ス、応答してくれ。『モルペウスの寝室』の前で少女を二人発見。これより保護を行う」

「──逃げるぞ!!」三人は一いつ斉せいに走り出した。




「待て！」深緑のアーミー服を着た男たちが声を荒あらげて追い掛けて来る。マナとベアトリはアキラの後に続いて走っていた。

「ちょっと、一体なんなの!?」

「捕つかまるなよ、捕らえられたら簀す巻まきにされてチェンライ川の魚の餌えさだ！」

　花畑を見たものは始末される──それがハートランドのルールなのだろう。

　だが、マナの頭にあったのは別のことだった。

「はぁ、はぁ、ト、トウアくん……」

　トウアはもうとっくに処分されてしまっているかもしれない。石になった人間は体に麻ま薬やくを詰められて密輸される。それならばまだ救いはある。だが、もし仮に花畑を見たものが消されるとしたら──マナは走りながら涙目になっていた。

　目の前にＴ字路が見える。左から足音がする。遠くにアーミー服の、キャストと思しき連中。

「こっちだ！」アキラは振り返り、マナとベアトリに視線を送る。

　さっきまで追い掛けて来ていた連中は、後から来た者に追つい跡せきを任せて足を止めた。敵は相手を深追いせずに各エリア担当に任せるらしい。体力的余よ裕ゆうがなくなっているこちらに比べて、向こう側は選手交代で対応をしてくる。このままでは捕まるのも時間の問題だ。

「滑れラプスス！」

　ベアトリが走りながら呪じゆ文もんを唱えるが、息切れした状態での魔ま術じゆつでは追っ手を駆く逐ちくできそうにない。アキラは角を曲がる。マナとベアトリは後に続こうとする。

「きゃあっ！」マナは足をもつれさせて転んだ。地面に倒れ込む。追っ手は迫って来る。キャストたちは地に伏すマナを取り押さえ、後ろ手を取った。

「いや！　離してください!!」

　マナを取り押さえる二人の男。どうあがいても力では敵かないそうにない。ベアトリが宙で陣を描き、術を放つ。「吹き飛べイクス・フラ！」

　呪文と同時に、マナを取り押さえていた二人の男が悲鳴を上げながら遥はるか後ろへと飛び去った。だが、まだ次なる追っ手が迫っている。

「マナ！」アキラが叫ぶ。マナを捕とらえようとする追っ手に、アキラが盾たてになるように飛び込んで行った。「このまま真っ直ぐいけば外に出られるはずだ。友達を助けたいんだろう。早く行くんだ！」

「で、でも……!!」

　うろたえるマナの手をベアトリが強く握にぎり締しめ、必死になって走り出した。
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「何やってんの、早く行くわよ！」

　マナの心臓はバクバクと音をたて、目は涙で濡ぬれていた。それがこの危機のせいなのか、ベアトリが自分を守ってくれた驚おどろきのせいなのか、よくわからない。ただ、ひたすら心しん拍ぱく数すうは上がっていた。二人は通路の角を曲がり、振り返らずに走り続ける。

　通りの向こう側から、鈍にぶい音と悲鳴が届いてきた。




　　　　＊




「ちょっとあんた、怪け我がはない？」

　ハートランドのキャストたちの追つい跡せきを振り切ったものの、まだマナとベアトリは地上へと帰ることが出来ないでいた。入り組んでいる上に目印も無い。どこもかしこも同じに見える。迷わせることを目的にしているかのような場所だ。

「お、お嬢じよう様さま……さっきはありがとうございます……」

　ベアトリはフン、と鼻を鳴らした。「人を石にする化け物なんて信じられないけど、確かにここには何かがある──それだけは確かみたいね。認めるわ」照てれ隠かくしをするように、ベアトリは神しん妙みような声で言う。

　まさかベアトリが自分を助けてくれるなんて思ってもみなかった。彼女が自分のことを思ってくれたかと思うと、こんな事態ではあるけれど、マナは嬉うれしくなる。

「それにしても、これであの髭ひげ男おとこは敵だって判明したわね」

「……？　ど、どうして──」

「さっきのキャストが『少女を二人発見』って言ってたじゃない？　あの髭男がハートランドの黒組織側の人間だからでしょ。それにやけにあっさり魔ま術じゆつのことを信じてたってのも怪あやしいし。まんまとはめられたわ。だからこっちが気を緩ゆるめるように下へ手たに生温く出て来て、そこで『バクッ[image: 黒ハート]』とやっちゃうつもりだったのね。ああ恐おそろしい。こんな場所とっとと出るわよ」

「でも、アキラさんはわたしたちをかばって助けてくれたんじゃないですか……？」

　ベアトリは「きっとそれも罠わなよ……どういう罠か分からないけど」と言って口を閉ざした。

　アキラが罠を張っていた──とてもそうは感じられない。この地下では用心をするに越したことはないけれど、もしアキラを疑ったとしたら、トウアの救出は暗あん礁しように乗り上げてしまう。

　モヤモヤとした気持ちを抱かかえながらしばらく歩くと、アキラの言った通り、上へ上がる階段が見えた。マナはほっと一息つく。だけど、トウアの居場所も、そしてそれを戻すためのメドゥーサの涙の在処ありかも、何一つ分かっていない。そう考えると突とつ然ぜん不安が襲おそって来る。

　階段の前まで辿たどり着つくと、上から足音が聞こえた。

　上から降りてきたのは、ウェーブのかかった髪の、一人の女性だ。女はマナたちに気づくとハンディの無線を口に当てる。「──こちらアンリ、少女を二人発見しました」

『保護しろ』

「了解」と言って女は無線を仕舞い、マナたちに近寄って来る。間違いない、この髪と声は。

「お、お嬢じよう様さま……！　この人が……！」

　マナの言葉をかき消すように、女の目から緑色の光が放たれる。

　その光と同時に、マナの目の前にいたベアトリは──

「お嬢様……!!」

　ベアトリは、石になった。

　女はマナに視線を向ける。鋭するどい視線が突つき刺ささって来た。

「あ、あ……」マナは恐きよう怖ふに目を潤うるませた。あの瞳ひとみから出る光は人を石にする──まさにメドゥーサの神話と同じだ。あの光でトウアも石にされてしまったのか。

「痛くないから大だい丈じよう夫ぶだよ──」女はジリジリとマナに近づきながら言う。怖こわい──マナは後ずさる。だが、彼女の持つ力がメドゥーサの神話と同じなら──マナはポケットに手を入れた。

　女は目を見開いた。緑色の光が辺りを満たす。

　すかさずポケットから取り出した鏡が、女の瞳から放たれた緑色の光を跳はね返かえす。

「ああァァァァァッッッッッ!!」

　女は自らの瞳が放った光を浴びて、目を押さえて悶もだえた。のたうち回る女から退くように壁かべにもたれると、壁はガコリと音を立ててマナを飲み込んだ。

「──！」

　悲鳴も上げることさえ出来ずに、マナは壁のダストシュートへと落ちていった。




　　　　◆◆◆




「う、う……」

　鏡に映った自分の姿を見て目をやられたアンリは、うずくまってうめき声を上げた。腰にくくり付けていたマイクを取り、それに向かって苦い声を搾しぼり出だす。

「……こちらアンリ。少女を一人保護。一人をリリースしました……地下の封ふう鎖さをお願いします……こちらは一度、保護した少女を箱はこ舟ぶねに運び込みます」

『何をやっている。船から戻ったら速やかに連絡しろ』

　アンリは通信を切って、運搬用カートを取りに行き、石にした少女の所へと戻った。

　随ずい分ぶんな美少女だ。石になった姿も美しい。だが、その肌はだの艶つやも、美しい髪も、今は灰色に成り果てている。ハートランドにやってきたゲストを石にすることはプライコーに禁じられているが、この地下に入り込んだとなれば、話は別だ。

　アンリはカートで石を回収する。箱舟の中に石を運び入れるため、地下通路を進んだ。

『ノアの箱舟・創世記の旅』の箱舟は、地下通路と直結している。アンリは地下通路の扉とびらをカードリーダーで開けた。その先にある、踊おどり場ば程度の広さの船着き場に横付けされている箱舟の扉を開き、カートのまま船内へと入る。

　箱はこ舟ぶねの中には、石になった子供たちがずらりと並んでいる。『石像の間』に保管してあった石はすべて明日の便で海に投下するために船に乗せた。あるいは誰だれかに割られてしまわないだけ、この船の中の方が安全なのか──いや、どちらにしても行く末は地じ獄ごくだ。いっそ割られてしまった方が良いのかもしれない。

　石となった金髪少女を船に放り込んで、箱舟の連絡扉とびらをカートで出る。

　地下通路の先に、開かれている扉が見えた。

　あれは『開かずの間』の扉だ。その名が示す通り、今まで開いている所を見たことは無い。世間では、このハートランドの秘密が記されている──そんな風にうそぶかれている部屋。ネット上で囁ささやかれている噂うわさらしいが、『最後の晩ばん餐さん』と『石像の間』の噂が伝える内容から考えると、あながち的外れなものではないのだろう。

『開かずの間』には、このハートランドの秘密が消えない血文字で壁かべ一面に記されている、噂はそう伝えている。今まで目を背けていたが、ひょっとしたら自分のことが書かれているのかもしれない──そう考えて、アンリは自じ嘲ちよう気味に笑った。誰かに見られる前に早く閉じよう。醜みにくいものを晒さらしておく理由は無い。アンリはカートに乗ったまま『開かずの間』へと向かった。

　部屋の前に辿り着くと、アンリの目に飛び込んで来たのは、壁一面の赤い文字。

　書かれていたのはアンリのことではなかった。そこにあったのは、『列車脱だつ線せん計画、ノートン氏含む百名死亡』と見出しが付けられた記録。三年前の事故は、プライコーが計画的に起こした事件だということが綴つづられている。今いま更さら何があっても驚おどろくことは無い。

　だが、なぜプライコーはこんなものを消さずに残しているのだろう。噂されるように、本当に消えない文字なのだろうか──アンリは指で文字をこすって消してみると、文字は壁の埃ほこりとともに消えた──かと思うと、赤い文字が、まるで壁が血を流しているかのように、再び壁から滲にじみ出だしてきた。

　そこに記された文字に再び目をやり、アンリは唇くちびるを震ふるわせた。

　──プライコーの所行に関する証しよう拠この全すべては『ミダスの墓』に眠ねむっている──

　──追伸：『ミダスの墓』を開き、そこに閉じ込められているものたちを救出してほしい──

　記録の最後には、『文責　Ａｋｉｒａアキラ　Ｂｅｒｎｓｔｅｉｎバーンスタイン』の文字。




　　　　◆◆◆




　ハートランドを後にしたトウアは、モートァーサイでマナの住む街へと向かっていた。

　マナが一人でハートランドを出国してしまった理由は、怒おこっているから──だとしたら、何に怒っているのか。よくわからなかったが、彼女の機き嫌げんは取っておいた方が良いのだろう。

　トウアはサイドカーに積んだ白い花に目をやる。ハートランドの地下で栽さい培ばいしている花なら、夢のような花に違いない。

　チェンライ川を越えてステラ大通りを進んでいると、向かいからもの凄すごい速度で飛ばしてくる一台の中型トラックが見えた。通り過ぎたトラックを振り返ると、荷台に乗っていたのは、白象だった。その後ろには、象トラックを追いかけるように走っているセダン。

　──象は神聖で、大切にしなくてはいけない──

　マナの言葉を思い出したトウアは、大通りをＵターンして、通り過ぎていったトラックの後を追いかけた。




　　　　＊




　チェンライ川の西岸、人ひと気けのない大通りを走る象トラックを、トウアはモートァーサイで追いかける。トラックは先ほどから同じ通りをグルグルと回っていた。目的地を目指して走っているというよりは、何かに追われていると言った方が良さそうだ。

　事実、象トラックの両サイドと前方は黒いセダンに囲まれていて、後ろにはダンプカーが詰つめ寄っている。トウアのモートァーサイにしても、トラックを追いかけたは良いが、後からやって来た車たちに挟はさまれ、この四方の車の包ほう囲い網もうを抜け出せない状態だった。

　そのまま象トラックの後ろを追っていると、ほどなくして目の前に大きなトレーラーが現れ、象トラック前方の黒セダンと入れ代わるようにそのポジションをチェンジした。

『ＣｈｉａＲＥｘチエレツクス』と大きく記されている、トレーラーのコンテナ後部扉とびらが開くと、それを合図にするように後ろのダンプカーが速度を上げ始める。

　煽あおりを受けたトウアが速度を上げると、それに引きずられるように象トラックも速度を上げ、

　──ガコリ──

　音を立てて、揃そろってトレーラーのコンテナに乗り上げた。象トラックとモートァーサイを飲み込んだトレーラーのコンテナが重々しく閉じ、光が失われる。

　一体何が起きたのだろうか、トウアがモートァーサイのライトを点つけようとしていると、

「動クナ」

　コンテナの中の電気が点けられた。銃じゆうを構えた黒服の男たちが並んでいる。七人ほどだろうか、その一人はトウアに銃じゆう口こうを向けていた。

　象トラックの運転手は両手を上げている。深緑の警察服を着た若い男だ。

　張りつめた空気を破ったのは、甲かん高だかい笑い声だった。

「いやあしかし参っちゃうねえ。こともあろうに神様の使いである白象を誘ゆう拐かいしちゃうなんて。まるで憧あこがれだった女の子が学校卒業直後にピンナップでおっぱい放り出しちゃって、しかもそのおっぱいを揉もみしだいてるのが自分の嫌きらいな奴やつだった、みたいな衝しよう撃げきだよ。マジびびっちゃった。呼吸どころか内臓止まるかと思ったね。ギャグ抜きで生命活動やめちゃうレベルのショッキング──おや、象誘拐犯を誘拐してみたら、思わぬおまけが釣つれちゃったみたいだけど、でもこりゃキャッチアンドリリースってやつかな、うん。少年くん、大物になって帰って来てくれたまえよ、とは言ってもこのトレーラーのスピードの中で外に放り出したらあっさり土に帰っちゃうけど。タッハッハ」

　声のする方、トレーラーの運転席側に視線を送ると、そこには髪の長い男が立っていた。確かひと月前に『願いが叶かなう指輪』をくれた男だ。

「やあおじさん」トウアは言う。「一体何をしてるのかな」

「ご覧の通り、誘ゆう拐かいだよ」

「ひょっとして、おじさんは象誘拐犯さんなのかな」

「まさか！　そんな不届き千万は許さない、むしろ正義の味方だね。側そつ溝こうにハマってもへこたれない、常に前のめり気味な青春熱血漢、なんちゃって」長髪男は笑いながら応こたえた。「誘拐したのは『象誘拐犯』──つまり、僕は『象誘拐犯』誘拐犯だよ[image: 黒ハート]」




　一時は銃じゆうを向けられていたが、トウアが象誘拐一味ではないと知るや、長髪男はトウアを自分の隣となりへと招き入れた。

　コンテナから黒服がやって来て、長髪男に向かって言う。

「ジンノさん、あの象誘拐犯ですが、どうやら本物の警官のようデス」

　黒服が差し出した警察手帳を眺ながめて、長髪男は目を丸くした。

「へえ、警務部一課の警官さんなんて、警察局長直ちよつ轄かつの超エリートだよ。そんな若いエースさんが犯罪に手を染めちゃって、あらまあ、いけないねえ」

　長髪男は言いながら笑い、トレーラーの後部座席からコンテナを覗のぞき見みる。

「おまけに象を運んでいたトラックは、かのパパ・プライコーの息がかかった運輸会社のものだし。しかも象宿舎近くに倉庫を構えてるから、誘拐した象を隠かくしておくにはうってつけ──いやはや、これは偶ぐう然ぜんとは思えないね。どす黒い繫つながりが見え隠れしちゃってるじゃない。で、このメモは──ハハ、こりゃ白象誘拐のスケジュールだ。やっぱり初日に誘拐した象は倉庫に隠してたみたいだね。わざわざこのタイミングで外に出さなけりゃ良かったのに、ねえ。そうすればこうして僕にバレちゃわないで済んだし。ああ可哀かわい想そうに」

　もうちょっと色々探ってみて頂ちよう戴だい、と長髪男は黒服に言って、手を振った。

　一体何と何がどす黒く繫がっているのか分からないが、取とり敢あえず象は無事に象誘拐犯から取り返したので、一安心と言ったところだろう。

　そんなことを考えながら、トウアはトレーラーの後部座席から窓の外を眺める。チェンライ川を挟はさんだ向こう側には、ハートランドのイルミネーションが見える。象を追いかけてここまで来てしまったが、途と端たんにマナのことが気になった。まだ怒おこっているのだとすれば、彼女のご機嫌を取る必要がある。

「ねえおじさん、僕はマナに花を届けにいかないといけないんだ。止めてくれるかな」

「へえ、ガールフレンドの元に花を手にして駆かけつけるなんて青春だねえ」長髪男が言う。「しかし残念ながら、今はハイウェイだから、ちょっと待っててもらえるかな」

「ちょっとってどのくらいかな」

「そうだね、とりあえず」長髪男は笑顔で携けい帯たい電話を取り出した。「リ・リ・メイへの電話が終わるまでくらいかな[image: 黒ハート]　さーて、今何してるやら」

　リ・リ・メイとは誰だれだろう──聞こうとしたが、もう既すでに長髪男は受話器に夢中だった。




　　　　◆◆◆




　大人の娯ご楽らくと魅み力りよくが溢あふれるミソス区──その中心ボヘミアタウンにあるマイヨールのマンションからは、パレードを翌日に控ひかえて浮き足立っている街が見える。地上二十階の風景は、ジンノの部屋から見えるそれと比べれば見晴らしは劣おとるが、それでもなかなかのものだ。

　セダンでビルに突っ込んだ後、リ・リ・メイはのびきったマイヨールをトゥクトゥクに乗せて、運転手に手伝ってもらいながらこの場所まで運び込んだ。まだ意識が戻る気配はない。

　当初の計画では、この後マイヨールを連れてデートに行き、スキャンダル現場を押さえるはずだったが、当の本人がこの調子なら、それも怪あやしくなってきた──あるいはこうして自分がマイヨールの別宅に足を運ぶようにしむけることこそが、ジンノの狙ねらいだったのかもしれない。

　リ・リ・メイはマイヨールの寝ね顔がおに目をやる。いかにも威い厳げんのある悪人面だ。

　再び外を見る。窓の外にはミソス区の街。少し離れた場所にはハイウェイが走っている。

　先ほど、そのハイウェイで『ＣｈｉａＲＥｘチエレツクス』マークの巨きよ大だいトレーラーが一台のトラックを飲み込むのが見えた。ジンノが何かをしでかしたようだ。

　その様子はまるで漫画と言うに相応ふさわしかった。

　まったく、何を考えているのやら。思い出すだけで吹き出しそうになる。

　と、携帯が鳴った。ジンノだ。

『やっほーリ・リ・メイ。今どこにいるんだい？』

「ミスターマイヨールの別宅でよろしくやってるわよ」

『あ、じゃあ見えたんじゃない？　僕の超ちよう絶ぜつ大立ち回り。ミラクル誘ゆう拐かい犯はん誘拐。すごかった？　かっこよかった？　惚ほれちゃった？　まさか吹いちゃってなんていないよね。いやー、象誘拐犯さん、ずいぶん街をぐるぐる逃げ回ってくれちゃったから苦労したよ、ほんと。ま、ともあれこれで無事に白象さんは回収。めでたしめでたしだね』

「それはさておき、わたしはどうすればいいのよ」リ・リ・メイは言う。「ミスターマイヨールはまだビロビロにのび切ってるんですけど。っていうかさっきの事故現場から抜け出すのに苦労したんだけど。マイヨール局長の連れじゃなかったら今いま頃ごろ取調室よ？　わたし」

『ま、逆に言えば万事快調ってわけでしょ？　ああ、もちろん作戦は決行ね。なんならオジサンをたたき起こしちゃってよ。アツい抱ほう擁ようとかでさ』

「嫌いやよ、断固お断りよ」

『おや、天下御免の美人局つつもたせ、『チーム・カモーイ』のお色気担当が何を今さらカマトトぶってるんだい？　キミだったらマイヨール局長どころかビルの上で美女握にぎり締しめちゃうゴリラだって抱きしめちゃうでしょうに。あ、今度そういう映画作ろうか。ヒロイン、リ・リ・メイ。主演、ジェリコ、みたいな』

「残念ながらＢ級映画には出ない主義なの」

『冗じよう談だんだよ。ところでリ・リ・メイ、キミって僕とプライコーだったらどっちにつく？』

「なんで突とつ然ぜんそんなことを聞くのかしら」

『だって、マイヨール局長とハートランドのドン、パパ・プライコーはどうにも妙みような繫つながりがあるようだし。あ、一応言っておくと、マイヨールの部下が象誘ゆう拐かいの実行犯ね。象宿舎から連れ出した白象を、宿舎近くにある運輸会社の倉庫に放り込んでおいたってわけ。その運輸会社ってのがプライコーの手て駒ごま、そんな感じ。ホントだったら灰色に塗ぬった白象をしめしめと移動させて終わりだったんだろうけど──そうだ、どうしてわざわざ監かん禁きん場所を変えようとしたのかは聞いておいてもらえるかい──あ、そんなことより、この際ハッキリとキミの気持ちを聞いちゃおうかな、って思ったんだっけ。で、一体どちらに味方する？　僕とプライコー』

「わたしは強い方の味方よ。負け戦に加わる気はないわ」

『なるほどねえ。ま、僕も寝ね首くびをかかれないように気をつけないと。あ、その前に添そい寝ねね[image: 黒ハート]』

「添い寝なんて絶対無いから安心して」リ・リ・メイは言う。「一人で良い夢見なさい」

『まったく冷たいねえ。ともあれ勝負は今夜ね。ちゃーんとあの警察オジサンを籠ろう絡らくしてスキャンダラスにやらかして頂ちよう戴だいな。何しろ今日は日取りが抜ばつ群ぐんに良いんだよ、いろいろとね。さて、僕は仕事を終えた後の一杯をキめようかと思うからそろそろ電話を切るね……ふう、チーズチーズ……あっ!!　ない！　チーズがない！　リ・リ・メイ、チーズがないよ!?』

「そうね、無いでしょうね」リ・リ・メイは言う「さっきわたしがマイヨール局長と一いつ緒しよに寂さみしくおいてけぼりにされたあの交番に三本くらい転がってたけど──」

『た、助かった。じゃあそれを僕のところまで届けに……』

「踏ふみ付つけておいたわ、その場で、すぐに、強く、何度も」

『な、なんだって!?』

「それではごきげんよう。今日は実に日取りがいいわね」

『ちょっ……！』

　ジンノの言葉を待たずに、電話を切った。

「ん……」先の電話での会話のせいか、マイヨールがうめき声を上げて目を覚ました。

「お目覚めのようね、ミスターマイヨール」

　心ここにあらずと言った顔で辺りを見回したマイヨールは、そこが自身の別宅であることに気づくと体の力を抜いて天てん井じように視線を送った。「どうやら散々な目にあったようだな」

「ええ、とても。ところでお体の具合は？」

「……悪くはない……とは言いがたいな」

　リ・リ・メイはマイヨールに寄より添そい、優しく頰ほおを撫なでる。「無理をなさらないで。大だい分ぶ強く打ったみたいですわ。ご自宅に電話をかけて奥様をこちらの別宅にお呼びしましょうか」

「まさか」マイヨールは鼻で笑った。「そんな莫ば迦かげた真ま似ねが出来るものか」

「それは失礼しました。いずれにしても今夜は無理そうですね」

　そうだな、また今度にしよう、とマイヨールが呟つぶやく。リ・リ・メイはフフと微笑ほほえむ。今日中に勝負をつけるとしたら、一つブラフをかますチャンスだ。

「──そんな風にわたしの事を後回しにする程度の思いでしたのなら、またの機会はもうありません。明日はわたしの誕生日。寂さみしい独ひとり身みの夜を慰なぐさめてもらえないようならば、もうミスターマイヨールにご期待する事もないでしょう」

「待て。そんなつもりで言ったんじゃない。俺おれは──」

「同じ事ですわ。あなたにとってはただの一日でも、わたしにとってはかけがえの無い一日。女には譲ゆずれないものがあるのですから」

「わがままを言って俺を困らせるな」

「あら、女はわがままですのよ。それにわたし、典型的な魚座のＡＢ型の火曜日生まれですから。わがままで寂しがり屋で甘あまえん坊なの[image: 黒ハート]」

　マイヨールは手で目元を押さえて落らく胆たんの様子を見せ、「分かった。だが、少し休ませてくれ」

「さすがはマイヨール局長。大した男っぷりですこと」

　──ルルルル──

　マイヨールの携けい帯たい電話の音が、部屋に鳴なり響ひびいた。マイヨールは携帯のディスプレイを見て、顔をしかめた。「仕事だ。悪いが席を外してくれ」

「畏かしこまりました。お電話の相手は警察の方か、奥様か──それともパパ・プライコーかしら。だとすれば白象誘ゆう拐かいで副局長を失脚させ、その上でパパ・プライコーが副局長を始末する──なんて筋書きも見みえ隠かくれしますわね。追放された元警察高官にまで手厚くするほど国は甘くないですから、一度権力の座から蹴り落とせばこっちのもの……そう言えば、前局長が行方不明になったのも、局長の座を奪うばわれた直後でしたっけ」

　マイヨールはリ・リ・メイを睨にらみつけた。

「──ところで、さっきの象はどうやって誘拐されたんでしょうね。象宿舎近くにはパパ・プライコーと繫つながりが深い運輸会社の倉庫がありますから、そこに誘拐した象を一時保護していた──けど、副局長の指示により、宿舎付近の本格的な捜そう査さが計画されたから、身動きが取れなくなる前に、象を安全な場所へと移動──どうです？」

　マイヨールの顔色が険しくなるのを見て、リ・リ・メイは含み笑いをする。概おおむねね外はずれていないようだ。

「──灰色に塗ぬって誤ご摩ま化かして輸送したけれど、途と中ちゆう何な故ぜかペンキが剝はげて白象の姿が露あらわになってしまった──なんてシナリオかしら」

「余計な詮せん索さくはするな」

　リ・リ・メイはフフと笑って名めい刺しを取り出し、その裏にホテルの名前を殴なぐり書がきした。ハートランドホテル──ハートランドにある、『株式会社ハートランドリゾーツ』直営のホテルだ。

「今夜十二時、そのホテルにいます。部屋は一一九二号室。気が変わらなければ、お部屋にいらして、わたしに甲か斐い性しようを見せてください。謹つつしんでお受けいたしますわ──この身をもって、存分に。満月の夜の誕生日、淑しゆく女じよが大だい胆たんに化けるにはうってつけの夜ですから」

　それだけ言うとリ・リ・メイは部屋を後にした。




　　　　◆◆◆




「はひ、はひ……チ、チ、チーズ……!!」

　トウアの隣となりには、さっきからもんぞり返っている長髪男が一人。

　見るからに大だい丈じよう夫ぶではなさそうだった。目を剝むいて呼吸を荒あらげている。が、人は見かけによらないという言葉もある──トウアは聞いてみることにした。

「おじさん、大丈夫かな」

　長髪男はトウアの声に応えられるだけの精神的余よ裕ゆうはなさそうだった。白目を剝き上げて、ハヒッと声を裏返らせている。

「乾かわいちゃうッ……は、はやくバッカス・レストランへ……！　乾いちゃってますぅ……！」

　ハートランドにあるレストランらしいが、もちろんこんな時間では開いていない。そもそもハートランド自体が閉まっている。

「閉まっテイマス」黒服が言う。「本日ハ閉館シテオリマス」

「わ、わかってるよそんなこと……なりふり構わず突っ切っちゃってちょうだい……」

　トレーラーはエントランスを破は壊かいして園内へと突とつ入にゆうした。

　辺りに不正侵入者を知らせるサイレンが鳴なり響ひびく。

　黒服は淡たん々たんとハンドルを握にぎっていた。焦あせる様子も心配している様子もない。

「く、黒服くん……は、はやくぅ……」

「ソロソロ到とう着ちやくしマスマス……」

　運転席の黒服が、首をかくかくと左に傾かしげさせ始めた。握り締めているはずのハンドルからは、手が離れている。「左ニマガリマガリガリマス」

　ハンドルの前でハンドルを回すジェスチュアをする黒服。本人はハンドルを握り締めているつもりなのだろうか。

「黒服さん、ハンドルを握にぎっていないみたいだけど」

　車が向かう先に見えるのは、巨きよ大だいな船。このまま真っ直ぐ行けば、船の脇わきの深い水路に突とつ入にゆうするだろう。「──これは、危険ってやつなんじゃないのかな、ねえおじさん」

　隣となりで白目を剝むいて痙けい攣れんをしている長髪男に声をかけるが、「はひ、はやくぅ……」というだけで、外の様子を見ている気配は無い。

　トウアは助手席に乗り移り、トレーラーのブレーキを踏ふみつける。

　トレーラーのタイヤはけたたましい音をたてる。

　川が目の前に見える。このままでは車が止まり切る前に川に飛び込むことは確実だ。

　トウアはハンドルを左に大きく切る。サイドブレーキを引く。

　タイヤは地面を横よこ滑すべりし、横転しそうになりながら園内の植え込みを踏みつけて進む。

　トレーラーは川の手前で軌き道どうを左へと向ける。

「──危機一髪、だったのかな」

　水すい没ぼつの危機は免まぬがれたが、黒服と長髪は相変わらずの様子だ。

　トウアが車を停めるや、長髪男は長い髪を振り乱しながらものすごい勢いで飛び出して、小こ洒落じやれたレストランの厨ちゆう房ぼうへと全力で走り、チーズとおろし金を取り出して猛スピードでチーズをすり下ろし始めた。

　キッチンから持って来たワイングラスにすり下ろしチーズを注ぎ、一気にあおる。そこでようやっと落ち着きを取り戻したようだ。

「ふう[image: 黒ハート]　キッくぅぅッ[image: 黒ハート]」

　一ヶ月ぶりに熱い『オンセン』に浸つかった東国の民族のような、さも気持ちよさげな一息をついて、長髪は笑顔になった。再びチーズとおろし金を手にして、今度は楽しげにすり下ろし作業を始める。長髪男は鼻歌を歌い始めた。

　トレーラーのコンテナから一台のトラックが出て来ていた。道路のど真ん中でトレーラーのコンテナに収めた、白象を乗せているトラックである。トウアは長髪男のところまで駆かけ寄よる。

「おじさん、白象誘ゆう拐かい犯はんさんが逃げちゃうんじゃないかな」

「ア、ヒック[image: 黒ハート]　放っておいても大だい丈じよう夫ぶ。黒服くんたちがしっかりやってくれるよ」

「そうなのかな」黒服たちは、首をカクカクとさせながらロボットのような踊おどりを始めていた。「そうは見えないけど」

　長髪男は二杯目のグラスをあおってプハァ[image: 黒ハート]　と喜びの息を吐いている。

「ふぃー、やっぱここのチーズは噂うわさ通りなかなかのものだねえ。乾いた身体からだにキマり方が半はん端ぱない！　せっかくだから音楽かけちゃおうかなっと[image: 黒ハート]　ミュージックミュージック♪」

　長髪男は席を立ち、レストラン脇の設備小屋へと入って行く。

　辺りに音が響ひびく。このハートランドのテーマ曲だ。長髪男が小屋から出て来た。

「よし、ミュージックも入ったことだし、アトラクションもジャンジャカ動かしちゃって賑にぎやかにしちゃおう[image: 黒ハート]」

　グラスを掲かかげて大声で気持ちよさげに歌い始める長髪男。

[image: ]

「おじさん、ちょっと僕、行ってくるよ」

「さーて、ライト・オン！」長髪男ははしゃぎながら言う。

　トウアはトレーラーのコンテナに停めていたモートァーサイにまたがり、象トラックの後を追った。




　　　　◆◆◆




　チャオはチェンライ川のほとりのベンチで空を眺ながめる。

　車を飛び出した後、ジェリコのマンションから遠ざかるように西に歩いて来たら、チェンライ川にぶつかった。当然行くあては無い。

「これからどうしよう……」

　明日の王即そく位い記念パレードの祭を明日に控ひかえているせいか、川沿いには前夜祭を楽しむ人々の姿が多く見受けられた。誰だれも彼もが仲間と騒さわいでいる。一人でいる人間などいない。今いま更さらながらにして本当に一人になってしまったことが身にしみる。

　頼たよれる大人はどこにもいない。本当の父と母はもうとっくに死んでしまった──ジェリコが殺してしまった。

　誰だれもが自分を煙たがり、誰もが自分を見捨てていってしまう。今まで綱つな渡わたりをするように大人たちの元を渡り歩いていたけれど、奇き跡せきみたいなものだったのかもしれない。

　いつ自分は誰の保護のもとにもない孤こ児じになるか分からない──そんな状態だったのだ。三年前のあの日から、ずっと。

　頼たのみの綱だったジェリコとは喧けん嘩か別れ。もちろん自分の両親を殺した相手の元に戻るつもりなど無いし、許すつもりも無い。

　着の身着のままで出て来てしまったから、何も所持していないけれど、そもそも自分が持っているものなんてほとんど無かった。手元にあるのはハートランドのパスポート一枚。それから、首から下げた無線機。そして、誰が信じてくれるわけでもない未来予知の力。

　チャオは無線機の電源を付ける。これからどんな未来が待っているのか──

　と、無線機のパワーランプが一度赤く点灯したかと思うと、すぐに消えた。電池切れだ。

　でも、ろくな未来でないなら、見ない方が良いだろう。

　次に電池をくれる人はいつ現れるのか。

　そんなことをぼんやりと考えながら、川の向こうに視線を送ると、突とつ如じよ──

　ハートランドのアトラクションが、一いつ斉せいに輝かがやき出だした。

　チャオは目を見開き、呟つぶやいた。「きれい……」

　なぜ夜にこんなにも光を放っているのだろう。

　まるで誰かが自分を励はげましているような気になった。もちろんそんなはずはないけれど、それでもなんとなく勇気づけられた気がした。

　ハートランドに高く聳そびえる塔が、あまりにきらびやかな七色に輝いている。

　チャオはベンチを立ち、チェンライ川の西側へと足を向けた。

　川向こうの彼ひ岸がん──そこにあるのは、お伽とぎの国。




　　　　◆◆◆




『──わたしだ、マイヨールだ。レチギュア、例の物はアンリから無事回収したのか』

『鞄かばんは無事回収しています、ご心配は無用。ところで、あの場にいた局長の連れの女は？』

『フン、どこぞのネズミだ。新聞記者らしいが──まあ遊べるだけ遊ばせてもらう。どこから情報を仕入れたか知らないが、あの女は知り過ぎている。後で消すほかないだろうな』

『お盛んなようで。こちらも交番の中が滅めつ法ぽう賑にぎやかになっています──床ゆかが抜ぬけて壁かべは穴だらけ──とてもめでたいとは言いがたいですが』

『後始末はきっちりとしておけ、詳くわしい話は後で聞く。それより、パパ・プライコーから連絡が入った。象が到とう着ちやくしたらしい。すぐにハートランドに向かって、象の回収をしろ。明日のパレード、あの白象には大人しくしていてもらう必要がある。副局長が我々の行動をマークしている。悠ゆう長ちようなことは言っていられない。一刻も早く椅い子すから引きずり下ろせ』

『了解しましたオウ・カピート』

『もう一つだ、護送中の白象に出くわしたが、何故か白象はペンキが剝はがされていた。詳しよう細さいは誘ゆう拐かい担当者に聞け。白象を保護したら灰色に塗り直しておくんだ。万が一こちらの手元に白象があると判明したら大事だ。たのんだぞ、レチギュア』

『はい。今からハートランドに向かいます──ああ、その前に大量の灰色ペンキを買わないと』




　マイヨールの部屋を出たリ・リ・メイは、盗とう聴ちよう器きから漏もれる音に耳をそばだてた。

　誘拐した白象をハートランドに運び込み、そこで警察が回収──

　どうやら象誘拐の一件は、やはり象護衛の統とう括かつ責任者である警察副局長の追放と殺害が目的のようだ。

「どうせパパ・プライコーが計画したんでしょうけど、相変わらず呆あきれたやり口よね。まさに裏ファンタジスタ──っていうか既すでにこの盗聴会話自体がスキャンダルなんですけど」

　とはいえ、一度引き受けた仕事は最後までやり通さないことには気が済まない。

　計画は続行、とどめを刺さしておくとしよう。

　リ・リ・メイはイヤホンを外し、マイヨールのマンションを後にした。




　　　　◆◆◆




　王即そく位い三十周年記念パレードを翌日に控ひかえた夜の街は、どこを見渡してもいつにも増して賑にぎわっている。ジェリコは苛いら立だちを紛まぎらわすために車の速度を上げた。腹立たしい。どうにも納まりがつかない。頭の中にあったのはチャオの事だ。

　中環区セントラルのデパート前で渋じゆう滞たいに捕つかまった。前に大量の車が連なっている。思い切りクラクションを鳴らす。隣となりの車の運転手でも殴なぐりつけてやろうかと辺りを見回すと、ショーウィンドウのマネキンが目に飛び込んで来た。十歳に満たないほどの年を思わせるマネキンだ。水玉模様の、フリルの付いたワンピースで着き飾かざられている。まるでどこかの令れい嬢じようがピクニックにでも行く時に着そうな上品なワンピースだ。

　その水玉フリルワンピースを眺ながめていると、チャオの淡あわいブルーのスカートが、スリットが入ったように破れていたことを思い出した。

　責めるようなチャオの視線が脳裏に浮かんでくる。

「くそっ！」ジェリコは吠ほえてアクセルを踏ふみ、辺りの車に車体をぶつけながら強引に赤信号を突き進んだ。




　ズタボロになった車をマンション近くで乗り捨てようと運転席を降りると、シートに転がっている、くしゃくしゃに丸まった紙が目に入った。

　ジェリコはそれを広げてみる。ハートランドのパスポートだ。

　パスポートの記名欄らんには下へ手たな字で『ジェリコ・ギャロップ』と記されていた。写真を貼はり付ける欄には、チャオが描いたと思おぼしき似に顔がお絵えがある。もみあげとあご髭ひげが繫つながった、帽ぼう子しを被かぶった男の似顔絵。いつの間に描いたのか──

　稚ち拙せつな絵だが、それは紛まぎれも無くジェリコだった。油性のマジックで描かれているので、消そうにも消すことは出来ない。一体どうしてこんなろくでなしと遊園地などに行きたがるのか。

　両親を失い、何度となく見捨てられ、その身の力を人から信じてもらえない少女。ここでまた、彼女は見捨てられ、突き放されることになる。

　再び、彼女は孤こ独どくに晒さらされる──三年前に彼女の両親を殺した、この己おのれの手によって。

　ジェリコは頭をかきむしり、クラクションを殴なぐりつける。「畜ちく生しよう！　世話の焼けるガキだ！」

　車を殴りつけて路地裏のゴミ捨て場へと吹き飛ばし、街へと向かった。




　　　　◆◆◆




　象宿舎で受け取ったワンボックスでハートランドへと向かったケイは、破は壊かいされたエントランスを車で越えた。荒あれぶりからすると、ちょっとしたことがあったようだ。一体、マナとトウアはどんな事件に巻き込まれたのか。

　園内に入ってすぐ、黒いスーツを着たＳＰが車体前に立ちはだかり、「そこの車、停まれ」とマイク越しに命じて来た。ケイはブレーキを踏ふむ。

「部外者は立ち入り禁止だ」

　鋭するどい視線を向けてくるＳＰに、ケイは一枚の紙を腰のバッグから取り出した。

「──一応、仕事で来てるんだけどな」ＳＰに突きつけたのは、先日スピーカー設置にハートランドを訪れた時、「明日来い」と言う言葉とともに渡された作業許可証だ。

「今は緊きん急きゆう事態だ。許可証があろうが認められない」

「別に荒らして帰ろうってわけじゃないさ。それともお前はこの署名にあるプライコーってやつより権限があるのか？　なら引っ込んでやるが、違うならこのまま行かせてもらうぜ」

「──作業が終わったらすぐに出て行け、良いな」ＳＰは、そう吐はき捨すてて去っていった。

　ワンボックスで園内を進むと、このお伽とぎの国に似つかわしくない巨きよ大だいトレーラーがあり、その周囲には先のＳＰと同じ恰かつ好こうをした男たちがたむろしている。

「どうやらあいつがエントランスに突っ込んだようだな」

　トレーラーの付近にトウアとマナの姿はない。恐おそらく、何かが起きているとしたら、あの光り輝かがやいているアトラクションの方だろう。

　ケイは少し離れた広場に車を停め、煌きらびやかな光を放つアトラクションの方へと向かった。




　　　　◆◆◆




　ハートランドに辿たどり着ついたチャオが目にしたのは、破は壊かいされたエントランスの辺りで慌あわただしく動いている数人のＳＰだった。ものものしい雰ふん囲い気きだ。何かが起きていることは確かなようだが、園内には煌びやかに輝かがやくアトラクションが見えた。

　と、そこにやって来た一台の車の運転手と、ＳＰが何やら口論を始めた。

　──それともお前はこの署名にあるプライコーってやつより権限があるのか？──

　彼らの気が他に集中している今のうちにと、チャオはワンボックスの陰かげに隠かくれながら、園内へと侵しん入にゆうした。怒おこられるかもしれないけれど、ちょっとくらいは許してもらえるだろう。

　チャオは光の方へと向かう。

　営業時間が終了しているせいで、アトラクションは止まっている。イルミネーションが輝いているだけだ。別に本気で乗れるとは思っていなかったけれど、それでも少しがっかりした。

　今度誰だれかに連れてきて貰もらった時に──そう思いたかったが、連れてきてくれる大人などいない。次にこの地に来ることが出来るのはいつだろう。

　と、どこからともなく園内に放送が流れ出す。




　──ようこそハートランドへ！　なんちゃって。さてみんな、楽しんでるかな？　なに？　せっかく遊びに来たのにアトラクションがとまっちゃっててつまんない？　よし、じゃあ今からスイッチをオンしちゃおう。この時間、好きな乗り物に乗り放題！　いやーついてるねえホント。というわけで好きなだけ思う存分お楽しみあれ！　タッハッハ──




　園内放送の終わりとともに、アトラクションたちが一いつ斉せいに動き出した。

　鮮あざやかな色合いと動きを惜おしげも無く披ひ露ろうする遊具たちが、さっきまでの沈しずんだ気分を吹き飛ばす。チャオは笑顔で走り出した。目指すはひときわ大きく光る舟。

　煌びやかな舟に向かっていると、後ろから車のエンジン音が聞こえて来た。

　パトカーだ。びくり、とチャオは反応する。勝手に入った自分を捕つかまえに来たのか。

　逃げなくては、と辺りを見回す。少し離れた場所に停車している一台のトラックが見えた。

　白象を乗せたトラックだ。どうしてこんな所に白象が──一いつ瞬しゆんだけそんなことを考えたけれど、今はそれどころではない。チャオは白象トラックの元へと走り、タイヤの陰に身を隠す。

　パトカーも白象トラックの方に近付いて来ている。

『──エントランスが破壊されていたぞ。アトラクションも騒さわがしいが、一体何が起きている』

　白象トラックの中の無線機がパトカーからの電波を受信する。漏もれた音がチャオの耳に届いた。固唾かたずを飲む。このまま隠かくれ切ることが出来るのか──チャオの手は湿しめり切きっていた。

　白象を乗せたトラックから声がする。

「こちら『象保護作戦』担当。エントランスの破は壊かいは先に侵しん入にゆうしたトレーラーの仕業です。現在、ハートランドＳＰが対応に当たっています。アトラクションの稼か働どう理由については現時点で不明。パパ・プライコーには報告済みです」

『──後で調べておけ。まずは象の話を聞かせろ』

　パトカーは象を乗せたトラックの手前までやって来る。トラックの近くに並んで停められているワンボックスカーの隣となりにパトカーは停まった。中からは──

「ひ……！」

　パトカーから降りて来たのは、前に自分を連れ去ろうとした赤スカーフの警察官だ。

　象トラックから象保護作戦担当の男が出てくる。敬礼をして、所属と名前を名乗った。

「象の捕ほ獲かくは無事完了しました」

「──なぜ象のペンキが剝はがれているか説明をしろ」赤スカーフは責めるような口調で言う。

「それが……」象保護作戦担当はそこで言葉を止めた。「何者かが我々に放水をしてきまして。ですが、その車はピルスナー・ウルケルの辺りで横転。追つい跡せきはされておりません」

「交番の隣となりに突っ込んで来たあの雪製造車スノウ・カーか」赤スカーフは呟つぶやく。「なら良い。トレーラーについてはＳＰ連中に任せておくとするが、詳くわしい話はあとで聞く。その象を乗せたトラックを所定の場所に移せ」

　はっ、と象保護作戦担当は短く言い放つ。

　まずい。車を動かされては姿が見えてしまう。すぐに逃げ出さなくては──チャオは象の足元に隠れようと、象トラックの荷台の縁に付いている把とつ手てに飛びつく、が。

　──ガタリ──

　把手は脆もろくもトラックの縁から音を立てて外れ、チャオは地面に打ち付けられた。

　地面に手をつくチャオ。すかさず立ち上がり、停車している象トラックに身を隠そうとする。

　だが、一歩を踏み出す間もなく──上から声がした。

「こんなところでまた出くわすとは運命的だな、ヤングレディ」

　それは、悪意の籠こもった、心臓を鷲わし摑づかみにしてくるような声だった。

「あ……あ……！」

　言葉が出ない。ニヤリと笑う赤スカーフの顔に、石になったように身動きが取れなかった。上手く立ち上がることさえ出来ない。ただ尻しり餅もちをついて後ずさっていた。

　赤スカーフがしゃがみ込み、チャオの顔を覗のぞき込こむ。

「そうだ、それでいい。子供は大人しくしているのが一番だ」

　首根っこを取り押さえられたチャオは手足をばたつかせるが、一向にふりほどける気配はない。「は、は、は、放してッ！」

　赤スカーフは腰元の無線を取り出した。「──マイヨール局長、こちらレチギュア。ハートランドで象と一人のヤングレディを回収しました……了解オウ・ピカート、ヤングレディはパパ・プライコーのところへ運びます。そスうイ、子供とパパは一いつ緒しよにいないといけないですから」
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「どこに行った!!」

　ハートランドの地下、ダストシュートに落ちてメドゥーサの瞳ひとみから逃れたマナは、ハートランドのキャストに追われていた。上の階を目指しているうちに、何人ものキャストに見付かり、今こうして物もの陰かげに隠かくれて息を潜ひそめている。

　どこに行けば階段があるのか全く見当がつかない。泣き出しそうな気分になる。

　ベアトリが石にされてしまった。トウアを石から元に戻すことも出来ていないし、彼が今どこにいるのか見つけられてもいない。アキラとも離れてしまっている。そして自分に迫り来る数多あまたの追っ手。ただ焦あせりだけが募つのる。

　マナはキャストの足音が聞こえなくなったことを確認し、辺りを見回して走り出す。

「いたぞ!!」

　後ろから声がする。見付かった。マナは走りながら後ろを振り返り、呪じゆ文もんを唱える。

「ボン・トイ！」だが何も起こらない。

「はぁ、はぁ……お、お願いだから成功してッ！　フロスッ！」

　ベアトリのように魔ま術じゆつが使えたなら──泣き出したくなる。だが、今の自分には何も出来ない。逃げ回ることしか出来ない。

　目の前に見えたドアを開け、中に入る。すぐにキャストが追って中に入って来た。

「出て来い!!」

　部屋の中に入るなり叫ぶキャスト。開け放ったドアの陰かげに隠れていたマナはすかさず部屋の外に出て、近くの階段裏に身を隠し、息を殺す。

　二人の男が先の部屋から出て来た。

「遠くには行っていないはずだ。外へ出るハッチは全すべて閉じておけ」

　一人が指示を出すと、もう一人は短く返事をして走り出した。

　男たちが完全に去った後、息を殺して逆方向へと進む。『開かずの間』の少し先に、開いた扉とびらがあった。マナは扉の方へと歩いて行く。

　扉の向こうには、エレベーターほどの広さの部屋がある──いや、突き当たりの壁かべは、巨きよ大だいな船体の一部のようだ。眼下には水路が見えた。上を見ると、船と天てん井じようの隙すき間まから、ほんのわずかに空が見える。ここは横付けされた船に、地下から荷物を運び入れるための裏口なのだろう。この船はきっと『ノアの箱はこ舟ぶね・創世記の旅』の箱舟だ。

　向かいの壁かべ、船体に付いている荷物搬はん入にゆう用と思おぼしき扉とびらをくぐりぬけ、中へと入る。

　そこには、石が並べられていた。メドゥーサの瞳ひとみによって石にされた子供たちなのだろう。

「ト、トウアくんは……!?」

　ここにトウアがいるのか──マナの心臓はバクリと音をたてる。部屋の中の石を見て回り、トウアの姿を探した。だが、ここにトウアはいなかった。絶望感が一気に襲おそってくる。

　早く石化を解除しないと石は運び出されてしまう。石化を戻せるのはメドゥーサの涙だけ。あの地下で会った、ウェーブのかかった髪の女性に『涙を下さい』と懇こん願がんして、素直に『どうぞ』ともらえるとは思えないけれど、今の自分に出来ることは多分それだけだ。

　部屋の中の石にトウアはいない。彼はまた別のところにいるのだろう。

「トウアくん、絶対探し出すからね……！」

　船内から出る方法は無いか──マナは船の中を奥おくへと進み、操縦室と思しき部屋の扉に貼はり付つけられている船の見取り図を剝はがした。一つ上の階層まで行けば、外に出られそうだ。

　階段を駆かけ上あがった先に、外へと通じる扉と思しきものがある。だが、鍵かぎがかかっている。

「もうッ！」

　マナはさらに上へと向かう。甲かん板ぱんからなら、外へ出られるはずだ。

　甲板から見下ろす水面は遠かった。高さにして、ビルの三階くらいはあるだろうか──

　だが、ここを降りないことには外に出ることは出来ない。

　マナは意を決して、水路へと飛び込んだ。
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「ロウ！」

　ハートランド地下の『開かずの間』を出たアンリは、叫びながら走った。

　ロウは『ミダスの墓』に捕とらわれている──アンリは確信していた。きっとロウは、そこに閉じ込められている。彼を助け出して、このハートランドから今すぐにでも逃げ出そう。

　全力で走る彼女の顔には、笑顔が溢あふれていた。いよいよ彼に会える。

　もう、子供たちを石にする必要などない。もう、プライコーに従う必要などない。もう、涙を搾しぼり取とられる必要などない。もう、罪を重ねる必要などない。

　地上に出ると、煌きらびやかに輝かがやきながら動いているアトラクションが目に飛び込んできた。この時間、アトラクションが動いているはずはない。

　だが、動いている。何かが起きている。園内にはこのハートランドのテーマが流れていた。

　一体誰だれが、何のために──疑問符が頭をよぎる。しかし、それに構っている余よ裕ゆうは無かった。

　一刻も早く彼の元へ、アンリは頭の中で唱えながら走る。

　視界に一台のパトカーと白象を乗せたトラックが飛び込んで来た。パトカーの前に立っているのは赤いスカーフの男、第二管区警察本部長レチギュア・グッドマン。

　アンリに気づいたレチギュアが少女を脇わきに抱かかえて歩み寄ってくる。栗くり色いろのボブカットの、マリンボーダーのシャツを着た少女だ。少女は声を荒あらげて暴れていた。

「丁度良い所に来た。アンリ、この少女を石にしろ。重くはなるが、騒さわがしいお転てん婆ばヤングレディを取り押さえているよりかは楽だろうからな」

「……嫌いやよ」

　アンリが言うと、すかさずレチギュアはアンリの腕を七口銃の銃じゆう身しんで打ち付ける。

　悲鳴を上げて地面をのたうち回るアンリの足をもう一度強く打ち、彼女の顔を踏ふみつけて、メドゥーサの緑の光を避よけるために懐ふところからサングラスを取り出した。

「お、おねえさん！」レチギュアに抱えられている栗毛少女が叫ぶ。

　レチギュアは少女を地面に放り投げ、表情の欠片かけらも見せずに銃をアンリの腹に突き立てる。

「あああっ！」

「話が見えないな。パパ・プライコーからも言われているだろう。俺おれのことは役員同様丁重に扱あつかえと。俺に対する謀む反ほんはハートランドに対する謀反。パパ・プライコーに対する謀反だ。忠犬は忠犬らしく尻しつ尾ぽを振っていれば良い」

「……もう……もう、あなたたちの言うことなんて聞かない……！」

　レチギュアはアンリの腹を蹴けり付つけ、その髪を持ち上げて顔を近づけた。

「──俺に逆らっても良いことは無い。彼氏に会えなくなる。分かっているだろう」

　握にぎり締しめた彼女の髪の毛を、地面に叩たたき付けるように離し、立ち上がった。「──もう一度だけチャンスをやる。『ハートランドの誓ちかい』を述べろ。今ここでだ」

　レチギュアはアンリの頭を踏みつけながら言う。彼の顔には、いかなる表情も見えない。

「だ、誰だれが……」アンリは踏みつけにされたまま言った。「……誰があんな誓いなんか……!!」

「ち、ちょっとまってッ！」栗毛少女がレチギュアの足にしがみついた。レチギュアは一振りで少女を弾はじき飛とばす。少女は高く舞い、地面に背中を打ち付けた。

「きゃあっ!!」

　と、その少女の悲鳴に反応するように──

　白象がトラックの荷台を破は壊かいして、暴れ出した。荒あれ狂くるう白象は、近くにあったワンボックスに体当たりをする。車は音を立てて横転した。

　──ファー！──

　横転したワンボックスから鳴なり響ひびくハウリング音。

　それを耳にした白象は前足を高く上げ、首を上に向けて空高く叫ぶ。

　──ＢａバｒａａａａａａラーＧＧＧＧグ！──

「──面めん倒どうなことになった」

　レチギュアは象の腹を七口の銃で撃うつ。近くにいた若い警察官が象を取り押さえようとする。

　逃げ出そうとしている栗くり毛げ少女。レチギュアは彼女を捕つかまえ、その顔を打った。

「ああっ!!」

　悲鳴を上げて地面に伏ふす少女を肩に担いだレチギュアは、隣となりにいた若手警官に言い放つ。

「俺おれはこのヤングレディをパパ・プライコーのところに連れて行く。象は大人しくさせておけ」

　若手警官は敬礼をして「はっ」と短く言った。「──ミス・アンリはどうしますか」

「縛しばっておけ。パパ・プライコーに処分を決定してもらうとしよう。すぐに騒さわぎを聞きつけたＳＰがやって来るはずだ。この有様の説明は任せる。くれぐれもこの女に石にされるな」

　そう言い残して、レチギュアはメドゥーサの瞳ひとみ避よけサングラスを若手警官に渡し、少女を連れてパトカーに乗り込んでその場を後にする。白象が暴れ回る中、アンリは地面に伏していた。

　辺りに流れるハートランドのテーマ曲をかき消すかのように、もう一度、大きく象が鳴いた。

　──ＢａバｒａａａａａａラーＧＧＧＧグ！──
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　──ＢａバｒａａａａａａラーＧＧＧＧグ！──

　街中に響ひびき渡わたるハウリング音と、それに続く象の鳴き声が辺りを埋うめ尽つくす。

　チャオを探して街中を駆かけ巡めぐっていたが、一向に見付からなかったので、自分とは違う目的で彼女を捜さがしている赤スカーフ警官レチギュアの手に落ちているのではないかと、今まさにジェリコはピルスナー・ウルケルの交番に殴なぐり込こみをかけようとしていた。この交番にチャオがいなかったとしても、何らかのヒントくらいはあるかもしれない、そんな思いもあった。

　だが、その振るった拳こぶしを下ろして、硬こう直ちよくした。

　象の鳴き声のせいではない。その次に聞こえて来た悲鳴のせいだ。

　──ああっ!!──

「おい、こりゃあ──」

　これは、チャオの声だ。街に設置されているスピーカーが、どこかで発せられたチャオの悲鳴を届けて来たようだ。

　勘かん違ちがいなのか、偶ぐう然ぜんか、それとも本当にチャオの悲鳴なのか、一体どこから鳴り響いて来たのか、その発信源はどこなのか。

　ジェリコは耳を澄すます。スピーカーからは、うっすらとマーチが聞こえて来ている。

　その瞬しゆん間かん、激しい地じ響ひびきが辺りを埋め尽くす。

　かと思うと、ジェリコの背中遠方で、突とつ如じよ爆ばく音おんが鳴り響いた。

　振り返ると、そこにあったのは。

「おいおいおいおい……」

　うねりを上げて迫ってくる灰色の波が、こちら目がけて襲おそって来ている。

　その正体は、象だ。

　宿舎の門を破は壊かいして、溢あふれ出だすように大通りへと踊り出して来ている。大群と呼ぶに相応ふさわしいほどの数。恐おそらく百頭は優に越えている。

　象の群れは西へと向かっていく。きっと、そこにマイク越しに鳴き声を発した象がいる。助けを求める鳴き声を聞きつけて、象たちが助けに走ったのだ。

「そういや明日のパレードじゃあ、象の群れがハートランドを闊かつ歩ぽするって話だったよな」

　象が向かっているのは、この曲が流れる場所──ハートランドなのだろうか。

　先の声が本当にチャオの悲鳴なら、彼女も同じくそこにいるはずだ。

「つまり」ジェリコは白しろ帽ぼう子しを押さえつけた。「象どもの後を追っかけりゃ良いってわけだ」

　道には、一台のトゥクトゥクが転がっている。運転手は先の象の大群を見て逃げ出したようだ。ジェリコは運転手に見捨てられたそのトゥクトゥクにまたがり、エンジンをかける。

　追いかけるは、猛たけり走る象の群れ。
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　街のスピーカーから漏もれて来たチャオの悲鳴、それと一いつ緒しよに聞こえて来た象の鳴き声。

　前夜祭ではしゃぐ街を荒あらすように駆かけ抜ぬけた象の群れがたどり着いたのは、夜のハートランドだった。象は迷い無く園内へと突とつ入にゆうしていく。

　ジェリコはトゥクトゥクを降りて園内入り口に立つ。この中にチャオがいるのか──それとも、あの声は聞き間違えか。いずれにしても、足を踏ふみ入いれないことには始まらない。

　園内に押し入った象の群れが辺りを賑にぎわす中、ジェリコは敷しき地ちへと踏み込む。

　と、そこに一台のトゥクトゥクがやってきた。降りてきたのは──

「チッ……まったく腐くされた因いん縁ねんだぜ。てめえ一体何でここにいやがる」

　トゥクトゥクから降りて来たのは、リ・リ・メイだった。ジェリコは身構える。

　リ・リ・メイは銃じゆうを突きつけながらジェリコを睨にらみつけた。

「──今日はよく出くわすわね。あんたこそ、こんなところで何をするつもりよ」

「少なくともてめえとやり合うためじゃねえ」

「だったら」リ・リ・メイの銃はジェリコの心臓に照準を合わせている。「何しに来たのよ。ここはハートランド、お伽とぎの国よ。あんたみたいなムサい獣けもののためにある場所じゃないわ。それに、ここが誰だれの国だか知ってるの？　分かってて入り込もうというのなら、相当のバカね」

「誰の国だぁ？」

「このハートランドの親玉はパパ・プライコーよ」

　パパ・プライコー、三年前に銀行強ごう盗とうの手引きをした男の名前だ。仲間と言うには縁遠いが、それでも昔のよしみでチャオの捜そう索さくに協力を仰あおげるかも知れない。

「そいつは好都合だな。あの狸たぬきオヤジにガキの捜索を手伝わせるか──」

　それを聞いたリ・リ・メイは鼻で笑った。「ガキの捜索？　ひょっとしてあんたのお知り合いがこの中にいるのかしら。だとしたら御ご愁しゆう傷しよう様さま、きっともうパパ・プライコーの手元よ」

「あん？　なおさら都合がいいじゃねえか。プライコーの野や郎ろうにガキを返してもらうだけだ」

「あんたって本当に莫ば迦かね。パパ・プライコーにとって子供は商品よ。そうじゃなくても、あんたに協力するわけないでしょ」

「どういうことだ？」

「──本当に何も知らなかったのね──」リ・リ・メイは哀あわれむような目を向けてきた。「あの列車事故を起こしたのは、パパ・プライコーよ」

「おい──じゃあなんであいつは俺おれたちを列車に──」ジェリコは言葉を詰つまらせた。

「だから、あの男は『チーム・カモーイ』を捨すて駒ごまに利用したってワケ」

　プライコーの顔が浮かぶ。警察とも結けつ託たくする悪あつ漢かん──チンピラの自分を駒に使うことなど、どうとも思わないだろう。

「……お前、それを知って裏切ったわけか」

「ま、そんなところね」リ・リ・メイは笑った。「パパ・プライコーについた方が儲もうかったし」

「クックック」ジェリコは笑った。「アッハッハッハ!!」

　確かに間抜けな話だ。事故が起きる予定の列車に、喜び勇んで飛び乗ったなんて。

「──さすがにそいつを聞いて黙だまってるほどおしとやかじゃねえ」

「何をするつもりよ」

「リベンジだ。おい、リ・リ・メイ」金目当てに自分を裏切り、プライコーについた女。だとしたら──ジェリコの頭に一つの考えが浮かぶ。「力を貸せ」

　ジェリコの言葉に、リ・リ・メイは目を丸くした。

「頭でもおかしくなったの？　わたしがあんたに力を貸すとでも？」

「もちろんただでとは言わねえ」ジェリコは首にかけていたネックレスを外す。巨きよ大だいなダイヤのついたネックレスだ。「──こいつをくれてやる。報ほう酬しゆうとしちゃ文句はねえだろ」

　今は出だし惜おしみをしている場合ではない。この女を利用して敵の懐ふところへと入り込み、あの丸顔にリベンジを果たしてやる。怒いかりでフツフツと血が沸わいていくのが手に取るように分かった。

　リ・リ・メイは左目を閉じて銃じゆうの照準をジェリコに合わせ直した。

「わたしはこれからデートなのよ。ハートランドのホテルでマイヨール局長とね。それに、これだけの騒さわぎの中で面めん倒どうを起こそうとしたら、ＳＰ連中に何をされるかわかったものじゃないでしょ。わたしはあんたと違ってか弱いのよ」

　銃口を向けるリ・リ・メイ。残念ながらここはどうしてもこの女の力が必要だ。ジェリコは唇くちびるを嚙かむ。

「──でも、少しならつきあってあげるわ。このダイヤと引き替えにね」

　リ・リ・メイは不敵な笑みを見せて、ジェリコの手からダイヤのネックレスを受け取った。




　　　　◆◆◆




　赤スカーフの警官レチギュアに連れられてチャオがやってきたのは、ハートランドの地下にある一室だった。『最後の晩ばん餐さん』と名付けられたこの部屋には、Ｕ字型のテーブルが構えている。席に着いているのは年配の男たち。その後ろには銃を構えた厳いかつい男が構えている。処しよ刑けいでもされるような雰ふん囲い気きだ。

　チャオの目の前に一人の男が歩いて来た。五十歳ほどの丸顔の男だ。シルクハットと蝶ちようネクタイ、燕えん尾び服ふくにステッキが似合いそうなコミカルなルックス。笑顔を絶やさないその顔に、チャオは妙みような恐きよう怖ふをおぼえる。

「これは可愛かわいい水兵さんだ。良く来たな。わたしはこのハートランドの責任者、パパ・プライコー。以後、お見知りおきを。こんな宵よいの刻こくにやってくるなんて、とんだゲストだ。しかしやってきたからにはゲストはゲスト。存分に楽しんでいって貰もらう必要がある。だが」プライコーは赤スカーフ警官に視線を送る。「楽しくない事態が起きているようだな、レチギュア」

「ご心配なく。白象は捕ほ獲かくしております」

「当たり前だ」プライコーは言う。「問題はその後だろう。象の大群まで押し寄せて、エントランスから何から園内は滅め茶ちや苦く茶ちやだ。今ＳＰに対応を進めさせているが、まったく酷ひどい鎮魂祭ワン・サツチーンになったものだ。おまけに、先に受けた連絡ではアンリも誓ちかいを拒きよ否ひしたらしいな。『開かずの間』が開いていたというが、一体誰だれがどうやって開けたというのか──いずれにしても、あの消えない赤文字を見られたなら、アンリはもう使い物にならん」

　プライコーはチャオに顔を近づけた。「──お嬢じようさん、本当であればキミは石にされて海の向こうに運ばれる予定だったのだが、残念ながらもうそうすることも出来なくなった。なにしろ肝かん心じん要かなめのメドゥーサが謀む反ほんを起こしたからな。となると、さてどうしようか。もうこのお嬢さんはそのまま売り飛ばすくらいしか使い道がない」

「それなのですが」レチギュアがプライコーに向けて言った。「そのヤングレディ、実はジェリコ・ギャロップと繫つながりがあります。連れというべきでしょうか」

「ジェリコ？　ハッハッハ！　あの莫ば迦かな捨すて駒ごまか！」

「……捨て駒？」チャオは呟つぶやいた。「それって……どういうこと……？」

　プライコーはしゃがみ込み、子供に言い聞かせてやろうとでも言いたげな様子で口を開いた。

「お嬢さん。我々は三年前にある偉いお巡まわりさんを始末しようと考えたのだよ。だけどそのまま殺してしまったらすぐに我々が悪い人だとバレてしまうだろう？　だから他の悪者を、そのお巡りさんの乗る列車に一いつ緒しよに詰つめ込こんで、事故が起きるようにしたんだよ。そうすれば本当の目的が分かりにくくなる。事故なのか、わざと脱だつ線せんさせたなら誰が何のために、とな」

「しかしあの時のジェリコ・ギャロップは愚おろかだったな」テーブル右端の男が言う。「被ひ害がいを押さえようと列車を横転させないようにしたは良いが、倒れなかったせいで列車はブラーマの大通りに乗り上げて、前代未聞の大だい惨さん事じを招くとは、これほど間抜けな話もあるまい」

　笑い声を上げるテーブルの面々。

「じゃあ……おじさんたちがわたしの本当のダディとマミィを殺したの……!?」

「キミのご両親があの列車事故で死んだというのならば、その通りだな」

「な……なんでそんなことするんだよ!!　わたしのダディとマミィを返せ!!」

　目に涙を溜ため、拳こぶしを振り上げてプライコーに向かうと、レチギュアの蹴けりがすかさず飛んで来た。チャオは悲鳴を上げて地面に這はいつくばる。

「子供は元気が良い。だが大人しいのが一番だ」

　哀あわれむような視線と冷ややかな笑いが、辺りに広がっていた。




　　　　◆◆◆




　賑にぎわうハートランドの園内、ハウリング音を聞きつけたケイはワンボックスの元へと向かう。

　園内が賑わっている理由は、きらめきながら動くアトラクションのせいだけではない。先ほど押し寄せて来た象の大群が騒さわぎの元のようだ。

　一体何が起きたのか。トウアとマナの姿はまだ見付かっていない。あの騒ぎに巻き込まれているのだろうか──

　遠くに、一人の男が倒れそうになりながら歩いていた。分厚いコートを着た、髪を伸ばしきっている男だ。ケイは男の元へと近寄る。男は大だい分ぶ青い顔をしていた。時々地面に膝ひざをつき、いかにも苦しげな様子である。

「おい大だい丈じよう夫ぶか──」ケイは無ぶ精しよう髭ひげだらけの男の背中を叩たたく──が、その背に触ふれて首を横に振った。「──なんて台詞せりふは、お前にはナンセンスだな」

　無精髭男は苦笑いを見せた。「そうだな。もう限界だ──今、何時か教えてほしい……」

　ケイは時計を見て言う。「シンデレラの化けの皮が剝はがれる時刻だな」

「もうちょっとロマンチックな言い方をして貰もらいたいものだな──」

「しっかり立ち上がれ。肩なら貸してやる」

「……それは助かる」無精髭男はどうにか立ち上がった。「……『ミダスの墓』まで行きたい。園内の、ここから少し離れた場所にある」

「ミダスの墓？」

「ああ、『王様の耳はロバの耳』のミダス王さ。モニュメントのうちの一つだ」

「案内は任せるぜ」

　引き受けた、と青い顔で笑う無精髭男の顔を、ケイはまじまじと眺ながめた。

「しかし──お前、一体何者だ？」

「僕はアキラ・バーンスタイン。チェンライタイムズ社の敏エ腕イ記ブ者ルだ」

「あのな」ケイはため息をついた。「それは自分で言うものじゃない」




　　　　◆◆◆




　ジェリコは地上にいたＳＰからセキュリティカードを奪うばい上あげ、リ・リ・メイの後に続いて地下迷宮を奥おくへと進む。湿しめり気けのある通路内は、象が暴れる外の騒そう々ぞうしさとはうってかわって静まり返っていた。彼女の話では、プライコーがいるとしたら、この迷宮の一室らしい。

「──三年前の銀行強ごう盗とうの時、プライコーはこの地下の一室で計画を練っていたのよね」

「……腐くされた話だぜ」

　ハートランドが建設されているこの地が更さら地ちの開発地区だった頃は、その真ん中に位置していた地下部屋だったと言う。今のハートランドに照らすと、『天と地の基礎となる建物エ・テメン・アン・キ』──このお伽とぎの国で一番の高さを誇る、仰ぎよう々ぎようしいモニュメント、その真下だ。

　腹の中は煮にえたぎっていた。ジェリコはあの時の事を思い出す。

　三年前の強盗事件。計画を持ちかけてきたのはプライコーだった。当時、街を荒あらしていた『チーム・カモーイ』に目をつけ、手を組みたいと言ってきた。逃走経路はプライコーが準備した。万全の態勢。そして、飛び乗った列車が脱線をした。地じ獄ごくのような光景が、脳裏に蘇よみがえる。

　ジェリコの手によって横転を免まぬがれた列車は、線路無き道を突き進み、街のメインストリートを赤く染め上げながら、一軒の施し設せつに突入した。事故だと思っていたが、プライコーが故意に起こした事件だった。

　惨さん劇げきの様子を──子供たちが涙を浮かべてにらみつけてくるその顔を思い出す。

　敵は銀の弾たまを持っているだろう。向こうはこちらを知り尽くしている。だとしてもやることに変わりはない。ジェリコは銃を構える。狼おおかみに獣じゆう化かすれば武器など邪じや魔まなだけだが、あのおぞましい人でなしの姿になるつもりは無い。

　壁かべに『最後の晩ばん餐さん』と記された部屋が目に入る。地下を進んでいる最中、リ・リ・メイに騙だまされたのではないかという疑念が拭ぬぐいきれなかったが、部屋は確かに存在した。

「ここよ」のひと言だけを残し、リ・リ・メイはその場を離れる。

　部屋の前、耳を澄すませば聞き慣れた声が飛んで来た。

　──人殺し……！　ダディとマミィを返せ……！──

　同じような台詞せりふを三年前に聞いた。身体に染みつくほど聞いた。

　苛いら立だちをぶつけるように、何の考えも無しに『最後の晩餐』の扉とびらを蹴け破やぶる。

　そこにいたのはプライコーとチャオ、そしてＵ字のテーブルにずらりと顔を揃そろえている初老の男たち。恐おそらくはこいつらがリ・リ・メイの言っていたハートランドの役員なのだろう。他にも脇わきを固めるファミリーの連中。総勢二十人ほどだ。

「おやおや、これはとんだゲストがご登場だ」プライコーが手を叩たたいた。

「ジェリコ！」チャオが声を出した。今にも泣き出しそうな顔だ。「来てくれたんだ！」

「ヘッ！」ジェリコはチャオから目を逸らす「見りゃわかんだろ、ちったあ黙だまってろ」

　チャオは黙って頷うなずいた。

「久しぶりじゃねえか、ええプライコーよお」

「さてジェリコ・ギャロップ、まずはわざわざここまで来た用件を承ろうか」

「決まってんじゃねえか。そこのちっこいのを返してもらいにきたんだよ、暴力的にな。おっと、パスポートなら持って来てるぜ。ゲストは丁重に扱あつかえ」

　ジェリコはパスポートを床ゆかに放り投げた。

「パパ・プライコー」赤スカーフの男が言う。ピルスナー・ウルケルの交番にいた警官、レチギュアだ。やはりこの男がチャオをここに連れて来たらしい。

「一つ、ヒーローショーをしましょう」

　レチギュアはポケットから取り出したものをテーブルの上に撒まく。弾だん丸がん──銀の弾たまだ。

「『銀の弾丸の嵐あらしの中、狼おおかみ男おとこは果たしてお姫ひめ様さまを無事救い出すことが出来るのか』。せっかくこうして役員面々がお集りなので、余興を一つお楽しみいただければと」

「面白い」プライコーは手を叩き、役員たちに視線を送る。「さて役員諸君、これよりこの招かれざるヒーロー狼おおかみをキャストに、ショーを開かい催さいしたいが──」

「異議無し」一同が声を揃そろえた。

　プライコーは笑う。「ミスタージェリコ、そう言うわけで残念ながらそのパスポートは受け取れん。お前にはゲストとしてではなく、今こ宵よいのキャストとして働いて貰もらう必要があるからな」

　Ｕ字テーブルの後ろに構えていた執しつ事じ姿の男たちがテーブルの銀の弾たまを手元の銃じゆうに装そう塡てんする。

「──ふざけやがって」ジェリコが部屋へ一歩一歩進むと、チャオが声を上げた。

「ジェリコ、銃が向いてるよ！」

　声と同時に横から空を切る弾の音が鳴る。ジェリコはチャオの声に反応して横に飛んだ。弾の向かって来た方に視線をやる。レチギュアだ。七穴の銃じゆう口こうを向けて来ている。

「そんな目で見るな」レチギュアは笑う。「ヒーローショーは敵がいないと話にならない」

「ジェリコ！　大丈夫なの!?」悲鳴のような声で叫ぶチャオ。

「心配すんな、当たっちゃいねえ」

　ジェリコは銃をプライコーに向けようとする。それよりも早く、弾が弾はじける音がした。

　撃うったのはまたしてもレチギュア。ただし、その七穴の銃口が向く先はジェリコではない。銃口はチャオを捉とらえている。

　弾はチャオの髪を弾いていた。

　銃じゆう弾だんのかすめる衝しよう撃げきを受けて、チャオは震ふるえ上あがっている。

　ジェリコはうなり声を上げた。「チッ……」

　執事男たちが一いつ斉せいにジェリコに向かって猟りよう銃じゆうを向ける。

「さて諸君」プライコーは言う。「ヒーローは悪役の汚い手によってピンチ。これから一体どうやってこの危機を切り抜けるのか」

　手に構えた銃を上げる事も出来ずに、ジェリコはその場で唇くちびるを嚙かんだ。

「せっかくだから、ピンチをもっとピンチにする呪じゆ文もんを唱えてやる」レチギュアは笑う。

「銃を捨てろ、ジェリコ・ギャロップ」




　　　　◆◆◆




「大人しくこっちに来い！」

　首元を押さえられたアンリは、サングラスをかけた若手警官に引きずられていた。必死で抵てい抗こうするが、その度に警棒の一いち撃げきが飛んでくる。もう何発も食らった。

　朦もう朧ろうとする意識の中、エンジン音が耳に入って来た。一台のモートァーサイがやって来たようだ。ＳＰの連中が自分を連れ去りに来たのか──しかし、違った。運転席から降りて来たのは、一人の少年だ。華きや奢しやな体を青いジャケットで包んでいる。

「暴力は良くないこと、違うかな」

　少年がアンリと警官の間に割って入る。

「坊ぼう主ず、なぜこんなところにいる。ハートランドは閉園している時間だろう」

「白象を助けに来たんだ。白象は大切にしないといけないからね。でも、そっちのお姉さんを殴なぐることもいけないこと、だよね」

　このままでは彼も巻まき添ぞえを食らってしまう。子供に対して容よう赦しやをするような連中ではない。ましてや、この状じよう況きようを目まの当あたりにしているのだから、捕つかまえられたら一体何をされるか。

「……近付いちゃダメ……」

　搾しぼり出だすようにそう言うと、警官がアンリの脇わき腹ばらを警棒で叩たたき、少年を向き直る。

「邪じや魔ま臭くさい奴やつには少し黙だまっててもらうとするか」

　言って警官は警棒を少年目がけて放った。警棒の一発を食らった少年は地面に倒れる。

「公務執行妨害だ。警棒を食らうのは致いたし方かた無しだろう、そのまま寝ねていろ」

「……やめなさい……！」アンリは傷だらけの体で警官のサングラスに手をかけ、それを放り投げた。全身の痛みを必死で堪こらえて力を振ふり絞しぼる。

「くそ！」サングラスを投げ捨てられた警官は、腰元からナイフを取り出し、それを手にアンリの方へと走り込んでいく。

　アンリは目を見開く。緑色の光を放つ。だが、警官は石にならない。

　警官は目を閉じてこちらに向かって来ていた。目を閉じている相手には、光は効かない。

　逃げなくては──アンリは立ち上がろうとするが、全身が痛む。動くことが出来ない。

　ナイフが自分の胸を襲おそってくる。

　と、起き上がった少年が、アンリをかばうように覆おおい被かぶさって来た。

「キミ……！」

　このままでは少年が致ち命めい傷しようを負う。

　ナイフが少年の背中を刺さす直前──アンリの放つ緑色の光が少年を捉とらえた。

　その瞬しゆん間かん、少年の体は灰色の石になった。警官のナイフの刃は石の少年に弾はじかれる。

「クッ！」警官が吐はき捨すてる。

　何とか少年の負傷は避さけた。アンリは地面に倒れる。安あん堵どと疲労と痛みで一杯だった。

　だが、穏おだやかな気分になったのは一いつ瞬しゆんだった。警官のせいではない。

　象のせいだ。象が、石になった少年を鼻で持ち上げた。今にも放り投げ出しそうな様子に、アンリは立ち上がり、象の鼻を取り押さえようとする。しかし、その腕を摑つかまれた。

「……あまり手間をかけさせるな」

　腕を摑んだのは警官だ。再びサングラスをかけている。警官は振り向いたアンリの腹を警棒で殴りつける。悲鳴も上げずに地面に伏ふすアンリの顎あごを、警官が持ち上げた。

「ミス・アンリ、『ミダスの墓』に行くぞ──お前の彼氏と同じ場所に閉じ込めてやる」




　　　　◆◆◆




「な、何が起きてるの？」

　箱はこ舟ぶねが浮かぶ水路から這はい上あがって地上へ出てみると、マナの目の前に広がっていたのは辺り一面を埋め尽くす、荒あれ狂くるった象の群れだった。

　百頭はくだらないだろう。まるで辺りを破は壊かいするかのように鼻を振り回して暴れている。

　──ＢａバｒａａａａａａラーＧＧＧＧグ！──

　鳴き声を上げている象は、何かを鼻で摑つかんでいる。

　石像だ。

「まさか……！」

　マナは走って象の元へと向かう。象の鼻が摑んでいる石像は、紛まぎれもなくトウアだった。

　象が鼻を大きく振りかぶり、鼻で摑んでいた石を──空高く放り投げた。

　マナは青ざめる。あの高さから石が地面に衝しよう突とつしたとしたら、割れてしまう。

　石は地面に向かって一直線に落ちていく。

「ダメェェ！」

　が──地面に落ちる直前、石を別の象がキャッチした。

　象は再びトウアを空高く放り投げる。宙を舞まうトウアを、また別の象がキャッチをした。リレーのバトンのようにどんどんと遠くへと運ばれていく。

　マナは涙声を出す。「ト、トウアくん！」

　一直線に並んでいる象の脇を走り、無我夢中でトウアのところまで向かう。トウアは相変わらずラグビーボールのように放り投げられてはキャッチされ、群れの中を往来している。まるで子供のオモチャを取り上げてからかうように、トウアを弄もてあそんでいる。

　再び、象が鳴いた。声に反応するように、象たちは同じ方向を向く。トウアは象の列を前へ前へと進むように放り投げられていった。

　象の群れの先頭までたどり着いたトウア。自分よりも前に象がいないと見るや、先頭の象は近場にあったアトラクションまで小走りで駆かけ寄よる。

　マナは象の列の先頭を目がけて走る。

　あと数十メートル。水で濡ぬれた服が重い。

「ハァ、ハァ……ま、待って！」

　象はアトラクション『イカロスの翼つばさ』のエリアに入る。

『イカロスの翼』──言うなれば一人乗りのフリーフォール。地上に設置された透とう明めいのカプセルに乗って空高く飛び、そこから自然落下で地面近くまで落ちてくる。カプセルに付けられたゴムが地面すれすれでカプセルを引き上げる、そんなアトラクションだ。

　別段危険な乗り物ではない──係の人間が安全ベルトをしめ、カプセルを閉じさえすれば。

　だが、今は係の人間などいない。ただ動くアトラクションがそこにあるのみ。それは人を空高く舞まわせ、そして地面に叩たたき付つけるだけの発射台。

　象はトウアをカプセルに放り込んだ。重さに反応したアトラクションが、優ゆう雅がな音楽を流し始める。天使が笑顔で空を舞いだしそうな音楽だ。

　マナは走る。アトラクションの敷しき地ちに飛び込み、トウアが乗せられたカプセルへと向かう。象の脇わきを走り抜け、段差を駆かけ上あがる。

「ハァ、ハァ、あ、あと少し……！」

　マナの指先がトウアに触ふれようとしたその瞬しゆん間かん、優雅な音楽が転調をし、

　──ジャン──

　シンバルの音が鳴なり響ひびくと、それをサインにアトラクション『イカロスの翼つばさ』が作動した。

　トウアを乗せたカプセルは空を目がけてものすごいスピードで突き進む。

　マナは泣き叫びながら走った。着地点に行って何が出来るわけもない。放たれたトウアに対して何が出来るのか。何も出来なくても走るしかなかった。

　あの高さから落ちたら、考えるまでもなく石は粉みじんだ。落下を始めたトウアが落ちるその先を目がけ、マナは走る。チェンライ川に通じる水路が目に飛び込んで来た。ひょっとしたらあそこまで飛んでいけば助かるかも知れない。深さが十分にあれば、砕くだけないで済む。

　だが、その希望は脆もろくも崩くずれ去さった。トウアの落下地点は水路には届かない。

　落下地点には一本の柱。その根元には人がいた。一人の女と、その後ろには警棒を構えた警官。女はメドゥーサ──だが、マナの瞳ひとみには警官とメドゥーサの姿は映っていない。

　柱には、古い文字で『ミダスの墓』と記されている。

　墓場に激げき突とつして死んでしまうなんて、洒落しやれにもならない。

　何も出来ない。それでもマナは走った。がむしゃらに呪じゆ文もんを唱える。

「ボン・トイ！」

　何も起きない。ひとかけらの奇き跡せきを願って、思おもいの丈たけをもう一度呪文に込めた。

「フロス！」

　何も起きない。足がもつれて勢い良く転んだ。地面までの距離はもう数メートル。

「神様!!　トウアくんを助けてください！」

　マナは地面に伏ふしたまま、トウアに向けて手を伸ばし、精一杯強く叫んだ。

「マニ・マニ!!」

　ゴウ、と音が鳴り、風が吹く。マナの体から吹き出したその風が、辺りを揺ゆるがせた。

　だが、風が吹いただけだった。石となったトウアは、地面と正面衝しよう突とつを果たす。砕けた礫つぶてが水柱のように高々と上がった。月明かりに照らされる、砕けた礫の欠片かけらたち。

「いやああああああ!!」

　辺りを満たす礫れき片へんの中、マナは叫び声を上げた。

　祈りは届かなかった。




　　　　◆◆◆




　水柱が立つように、辺りに礫れき片へんが舞まう。

　アンリが若手警官の手によって『ミダスの墓』の前へと突つき倒たおされたその刹せつ那な、空から何かが降って来た。辺り一帯に爆ばく音おんが鳴り、瓦が礫れきが吹き上げる。

　地面から襲おそってきた石片を受けて、警官は大きく後ろへと弾はじき飛とばされる。

　しゃがみ込んでいたアンリにも、礫が襲っている。小こ粒つぶの欠片かけらが突風で飛んでくる中、拳こぶし二つ分ほどの石が今まさに目の前にある。

　当たれば無事では済まされない。

「──ッ！」

　アンリは身構え、咄とつ嗟さに目を閉じた──逃げる間も、叫ぶ間も、祈る間さえなかった。

　このまま頭を打ち付けて終わるのか──

　しかし、石はいつまで経ってもアンリに直ちよく撃げきしなかった。頭の中に疑問符が浮かぶ。

　一体何が起きたのか……吹き付ける礫つぶてが止んだ後、ゆっくりと目を開けてみると、目の前にあったのは、薄汚れたベージュの布──コートだ。

　広げられたコートが、自分を守るようにそこに存在していた。

　目の前にいたのは、分厚いコートを着た、一人の男。

　だらし無く伸びた髪に、無ぶ精しよう髭ひげ。随ずい分ぶんと青ざめた顔で、今にも倒れてしまいそうな様子だ。

「ア、アキラさん……」後ろから少女の声がする。黒い髪の少女が無精髭の男を呼んでいた。

「マナ、無事だったみたいだな」

「……トウアくんが……」黒髪の少女は放心した様子で呟つぶやいた。視点が定まっていない。

　無精髭の男はマナと呼ばれた少女の所まで歩いて行き、彼女の涙を拭ふいた。

「……しっかりするんだ」

「アキラさん……」膝ひざをついたまま、心ここにあらずの様子で繰くり返かえす。「トウアくんが……」

　無精髭の男は少女の肩を抱だき、再びアンリの元へとふらついた様子で歩いて来た。

　顔一面を覆おおう髭──だが、その顔立ちと体つきは、見知ったものだ。

　アンリは唇くちびるを振るわせる。目の前の光景を信じることが出来なかった。

　信じて良いのか、分からなかった。

「やあ……」無精髭男は切れ切れの息で言う。「……久しぶりだね、アンリ」

　彼の声が体にしみ込んでくる。落ち着いた、低い声。

　間違いない。これは、彼の声だ。

「ロウ……？」

　無ぶ精しよう髭ひげ男おとこは笑って応こたえる。「──その呼び方を聞くと、出会った頃ころを思い出すよ。相変わらず名前では呼んでくれないんだな」

「……だって、東の国の名前は覚えられないよ」

「彼氏の呼び方を変えるのが恥ずかしいから──だろう？」

　その通りだった。彼の呼び方を途と中ちゆうから変えるのが気恥ずかしかった。

　彼の本名を、耳みみ馴な染じみのある名前に読み替えていた。最初から、ずっと──そして今でも。

　奇き跡せきが起きた。自分の目の前に彼がやってきた。

　ずっと探していた朗ロウ──朗アキラ・バーンスタイン。

「ロウ……会いたかった……」アンリはロウの胸に飛び込む。あちこちが痛むはずだが、そんな痛みは気にならなかった。

　彼の笑顔を見た瞬しゆん間かん、長い間心の中で固まっていた何かが溶とけ出だす。緊きん張ちようの糸がほどけ、どうしようもなく解放された。

「僕も会いたかった」ロウが強く抱だきしめる。身体からだの力を抜いて、彼に抱かれた。ロウが優しく髪を撫なでる。「今まで一人にして済まなかった」

「ロウ、どこにいたの……」

　アンリは顔を上げる。ロウの髪はずいぶんと伸びていた。髭ひげも大だい分ぶ伸びている。まるでどこかに幽ゆう閉へいでもされていたかのような、あるいは遭そう難なんでもしていたかのような、そんな顔だ。

　二年間、ずっと待っていた。プライコーの指示に忠実に従い、悪事に手を染めて来た。彼に会うこと、それだけを願って、沢たく山さんの子供を石にして来た。

　取り返しのつかないことを、あまりに多くして来た。

　そして今──こうして彼に会うことが出来た。自分を縛しばる全すべてのものから解放された。

　これからは、彼だけに縛られたい。

「もう放さない──お願い、ずっと側にいて……」

　ロウは目を閉じて首を横に振った。

「──アンリ、キミに言わないといけないことがある」

　ロウはアンリの目を真っ直ぐに見た後、『ミダスの墓』に開いた穴まで歩いて行き、優しく微笑ほほえみながら穴の前で手招きをする。

　アンリは穴の中を覗のぞく。

　そこは深さ一メートルほどの空くう洞どうになっていた。

　その穴の中にあったのは、灼しやく熱ねつに焼き尽くされ、ボロボロに成り果てた、骨だった。

　それを見て、アンリは──

「あ……あ……」

　視界がかすむ。

　──涙……──

　自分は涙を流しているのか。

　ロウがいなくなってから、ずっと心を修しゆ羅らにしていた。

　悲しみの涙など流すまいと決めていた。子供たちを石にする人外に、苦しみの涙以外、流す権利などないと固く思っていた。

　それでも、唇くちびるを震ふるわせて泣かずにはいられなかった。

　アンリの瞳ひとみから溢あふれ出だした涙が、穴の中へとこぼれ落ちていく。

　なぜ自分が泣いているのだろう──そのわけは分かっている。だが、認めたくなかった。

　顔を上げ、ロウに視線を送る。言葉が出ない。

「今日は死者が一日だけ蘇よみがえることができる鎮魂祭ワン・サツチーンだ。だから僕はここにいられる」

　アンリは首を横に振る。「い、嫌いや……ロウ、言わないで……」
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　穴の中の亡なき骸がらを見て──それでも、どうしても認めたくなかった。

　だが、認めざるを得なかった。

　焼け燃えたその亡骸の左肩の辺りに見えるのは、彼が骨折した時に入れたチタンプレート。

　それは、ロウが姿を消す半年前、アンリが看護士として立ち会った手術で、彼の肩に入れたものだった。火事になったビルに飛び込んだ、あの時に負った怪け我がだ。

「そう」ロウは頷うなずく。「僕はもう、とっくに死んでいるんだ」

『ミダスの墓』に、一人の青年と一人の少女が近付いてくる。

　だが、アンリの目には、その二人の姿は入らなかった。




　　　　◆◆◆




「さあ銃じゆうを捨てろ、ジェリコ・ギャロップ。チェックメイトだ」

『最後の晩ばん餐さん』。警官レチギュアがチャオに銃を向けながら、ジェリコに睨にらみを利かせた。

　銃を捨てなければ彼女は撃うたれるだろう。そして銃を捨てれば、周りで猟りよう銃じゆうを構える執事姿の男たちが一いつ斉せいに銀の弾たまを放ってくるに違いない。

「なるほどね、こいつはなかなかシビアな状じよう況きようだが──」ジェリコは手にした銃をレチギュアへと向けた。「銃を下ろすつもりはさらさらねえな。てめえは知らねえようだから教えてやるよ。正義の味方は悪に屈くつしねえんだよ」

「とても良いモルト・ボーノ。あれだけの子供を殺しておきながら正義の味方とは、実に良い。そこまでしてこの子供を守る必要がどこにある」レチギュアは言う。

「本当にてめえは何にもわかってねえ」ジェリコは笑った。「確かにそいつはガキだ。そして俺おれは甘いモンとガキが大だい嫌きらいだ。だがな、俺が一番嫌いなのは仲間を見捨てることと裏切りだ」

「裏切られてばかりのお前らしい言葉だ」

「だからお前は分かっちゃいねえってんだよ。俺は裏切られんのには慣れてるさ。だけど仲間を裏切るほど落ちちゃいねえ。そいつは俺のストラップだ。きたねえ手で触さわったらぶっ殺すぞ」

「ジェリコのバカ！」チャオが目を潤うるませて叫んだ。「そこは『ストラップ』じゃなくて『相棒バデイ』ってかっこよく言う場面だとわたし思うんだ！」

「うるせえ！　それより、こんな阿片アヘンくせえ場所はとっととおさらばしてさっさと帰るぞ」

「間抜けな啖たん呵かだ。しかしどうやって帰るつもりだ？　形勢逆転の奇き跡せきでも待ってるのか？」

「奇き跡せきなんざ起きねえさ。イカサマってのは仕込みとハッタリでするもんだ。運に任せる柄がらじゃねえ。とっておきのネタを構えてンだよ、こっちは」

　ジェリコは顎あごをしゃくる。

「で、その仕込みっていうのがこのわたしなわけ」

　その先にいるのは一人の女──リ・リ・メイ。銃を構えたリ・リ・メイはプライコーの後ろに立ち、その頭に銃じゆう口こうを突きつける。

「ほう」プライコーが一声うなる。「なかなかの逆転プレイだ」

「親分をぶっ殺されたくなかったら銃を捨てな」

　だが、この連中がこのまま大人しく引き下がるとは思えない。

「なるほど──しかしこの膠こう着ちやく状態、あまり面白いとは言えない」案の定、レチギュアが言葉を発した。「お前は銃じゆうを撃うたない。俺おれも銃を撃たない。後ろの女も銃を撃たないだろう」

「だとしたらどうだってんだぁ？」

「一つ、ゲームをしよう。この俺の銃にはご覧の通り七つの口がある。傲ごう慢まん、嫉しつ妬と、憤ふん怒ぬ、怠たい惰だ、強欲、暴食、色欲──これはその欲求を戒いましめるための銃だ。この七つの罪のうち、一つの罪だけを免めん除じよしてやる」

　レチギュアは銃じゆう口こうから七発の銀の弾を取り出し、そのうちの一つを地面に捨ててから残りの六発を銃口に詰つめ、弾だん倉そうを回転させるように銃口全体を回し、再び銃口をチャオに向けた。

「──俺がこの少女に放つ銃じゆう弾だんは一発。見事空くう砲ほうを選べばこの少女を解放してやる」レチギュアはプライコーに視線を送った。「よろしいでしょうか、ミスタープライコー」

　構わん、とプライコーは笑う。「リスクを負った方が見ているこちらも楽しめる」

　レチギュアは頷うなずいた。

「空砲ならヤングレディは解放、当たりを引いたら彼女の尊い命は天に召めされる。当然、その罪を罰ばつするために、お前に銀の弾を撃うち込こむ。このフロアの回りに構えている男たちがな」

　Ｕ字のテーブルの後ろに控ひかえている執事男たちが、銃口をジェリコに向けて構える。

「さて、どの罪を免まぬがれたいか言え、ジェリコ・ギャロップ」

「──信用ならねえな。てめえらがそのガキを大人しく放すとは思えねえ」

　ジェリコの言葉を聞いたレチギュアは眉まゆを上げ、突とつ如じよチャオを蹴けり付つけた。

「きゃあッ!!」悲鳴を上げながらテーブルに背中を打ち付けるチャオ。

「てめえ!!」ジェリコが飛び出そうとする直前、銃じゆう声せいが鳴る。

　銃を放ったのは周囲に構える執事男だった。銃弾はジェリコの左ひだり腿ももを撃ち抜く。

「がッ……!!」

　うめき声を上げながら膝ひざをついた。脂あぶら汗あせが額に滲にじんで来ているのが分かる。

　呼吸が荒あらくなっていく。毒が体全体を蝕むしばんでいく。強きよう烈れつな吐はき気けが襲おそって来た。

　執事姿の男たちは、銃を構えながらジェリコをぐるりと囲んだ。

「勘かん違ちがいをするな。お前にはどの罪を免れるか、それを選ぶほかに道はない。早く選べ。時間は十秒だ。それだけ待っても応えが来なければ、全ぜん弾だんをこの少女の頭に撃ち込むとしよう。もっとも、お前らは確実にここで絶命する。これはあくまでもそれまでのショーに過ぎん。ちゃんと盛り上げろ」

　レチギュアはチャオの髪をつかみあげ、その頭に銃を突きつける。

「くそ……」選ぶほか無い。空砲を選ぶことができる確率は七分の一。

「十、九、八、七……」

　レチギュアのカウントダウンが始まる。銃を握にぎるジェリコの掌てのひらは汗あせで湿しめっていた。こんな銃でこの連中全員を相手にすることなどできない。獣に化けるか──いや、その瞬しゆん間かんに狙ねらい撃うちされるだろう。標的が巨きよ大だいになったと喜んで執事どもが撃ち込んでくるに違いない。

　何より、この場であの忌いまわしき姿になるつもりはなかった。

　傲ごう慢まん、嫉しつ妬と、憤ふん怒ぬ、怠たい惰だ、強欲、暴食、色欲。七つの大罪。どれを選べば良いのか。

　焦あせりだけが襲ってくる。この土ど壇たん場ばに来て、まだ腹をくくることが出来ないでいた。

　チャオの命がかかっていると思うと、どうしても自分では選べない。ならば──

「おいくそガキ……無線の電源を入れやがれ……」

　チャオはジェリコの言葉に呻うめきながら反応し、無線のスイッチを入れた。

　が、パワーランプは──

　完全に沈ちん黙もくしたままだ。

「チッ……最後の頼たのみの綱もダメか……」

　レチギュアがチャオの髪を持ち上げ、銃じゆう身しんで彼女の顔を殴なぐりつける。

「ああっ!!」

「何を企たくらんでいるかは知らんが、勝手に動くな、ヤングレディ」

　殴りつけられたチャオは、顔を腫はらしながら言う。その口元には血が滲にじんでいた。

「ジ、ジェリコ……空くう砲ほうは『ぼうしょく』ってやつだよ……」

　未来を見たのか──だが、無線機の電池は切れている。電波は届いて来ていないはずだ。

　当てずっぽうの勘かんか。外れたら一いち蓮れん托たく生しよう、二人とも銃じゆう弾だんに倒たおれることになる。

　果たして本当に未来を見たのか。

　だが、聞かないことにした。

「三、二、一──」レチギュアが銃じゆうのスイッチに手をかける。「時間切れだ」

　声と同時に執事姿の男が一人、銃を発はつ砲ぽうする。膝をついているジェリコの右腕を銀の弾たまが貫つらぬく。頭の中が白一色に染まる。時間が止まったかのような錯さつ覚かくが、瞬しゆん時じに訪れる。

　ジェリコは咆ほう哮こうをする。堪たえ難がたい苦しみが全身を襲う。

「あああァァッ!!」

「このままじわじわと殺しても良いが、それでは面白くない。潔いさぎよく罪を選び、潔く死ね。さあ、言ってみろ。どの罪を免まぬがれたい」

「ヘッ、決まってんじゃねえか……」ジェリコは震ふるえながら笑った。

「さっきそこのガキが言っただろ……『暴食』で決定だ」

　レチギュアは鼻で笑い飛ばす。「滑稽だリデイコロ。そんなヤングレディの戯ざれ言ごとを信じるとはな」

「莫ば迦かかてめえは……信じなきゃ話始まんねえだろ。本体が落ちそうになった時に支える──それがストラップってもんだ……いざって時にゲタ預けるのは筋だろ」

　ジェリコは血を吐はいた。「さあ……とっとと撃うちやがれ」

「よろしい」レチギュアは頷うなずいて、チャオに銃を向けた。

「一応聞いておこう。この少女に別れの挨あい拶さつはあるか？」

「ねえよ……どうせすぐにつれて帰る……話はそん時にでもすりゃいい」

　レチギュアの銃じゆう口こうがチャオの頭に突きつけられる。

　静せい寂じやくが場を包む。

『暴食』の銃口をチャオに向け、放つ。

　──カチリ──

　乾かわいた音が鳴る。

　弾たまは、出なかった。

　チャオは腰を抜かしたようにグッタリとへたり込む。

　ジェリコは笑う。「へっ……こっちの勝ちだ……莫ば迦か野や郎ろう」

「これはお見それした」レチギュアは銃を放り投げて両手を上げ、チャオを解放した。

「ジェリコ……」チャオが、ふらついた足でジェリコの元へと駆かけ寄よる。

　血だらけの、酷ひどい顔だ。「……やっぱりジェリコはわたしの相棒バデイだよ……」

　ジェリコは、抱だきつこうとしてくるチャオの襟えり元もとを摑つかみ、自分の後ろに隠かくした。

「……だから相棒バデイじゃねえっつってんだろ……ストラップらしく俺おれの腰に引っ付いてやがれ」

　ジェリコは銃を構えて出口の方へと後ずさっていく。

「……だけど、なんで予知が出来たんだ……電池はもう切れてたんだろ」

　チャオはへへ、と笑いながら上を指した。天てん井じようは、煙えん突とつのように空高く吹き抜けている。

「こいつは……」

「わかんないけど……ここって『でんぱ』がすごいあつまってきてるんだよ……」

　この部屋の上は『天と地の基礎となる建物エ・テメン・アン・キ』のモニュメントだ。塔とうの内側に張はり巡めぐらされたケーブルが向かっている先は、部屋の奥のバロックパイプオルガン。

　塔のモニュメントにカモフラージュしたアンテナで電波を送受信し、巨大パイプオルガンを模した基ベ地ー局スからキャストに指示を出しているのだろう。

　無線の電池が切れていたにも関わらず、チャオが未来を受信できたのは、この特大アンテナのためか。

　ジェリコは額に汗あせしながら笑い飛ばす。

「へっ……いちいち裏側まで雰ふん囲い気き作り込みやがって……」

　思わぬところで敵に救われたらしい。だが、そんなことはどうでも良い。

　早く手を打たないと、毒で動けなくなりそうだ。ジェリコは気合いを入れて立ち上がった。

「……本当ならここにいる連中を全員ぶっ殺して行くところだが……今日のところは許してやるよ。お前らが俺らを丁重にお見送りするってんならな」

「要するに見逃してくれということか」プライコーが冷たい視線を送る。余よ裕ゆうのある目だ。

「立場をわかってねえな……後ろの女が頭に銃を突きつけてンの忘れたか？」

「さて、立場を分かっていないのはどちらかな」プライコーは笑って言う。

　確かに不利は不利。だが、こうしてチャオが手元に戻って来たのだから、後はレチギュアと執事男たちの動きに注意していれば良い。

　刹せつ那な、チャオが叫び声を上げた。

「ジェリコ、『一レのツ赤ド』だ！　逃げて!!」

　と──その時。一発の銃じゆう声せいが響ひびいた。銃じゆう弾だんが貫つらぬいたのは、ジェリコの胸だった。

　執事男たちも、レチギュアも、銃じゆうを構えてはいない。

　プライコーやテーブルに着いている役員連中もただ笑うばかりで動いていない。

　放たれたのは──

「グ……ぎ、銀の弾たま……」

　銃を放ったのは、リ・リ・メイ。彼女の手にある銃が煙を上げている。

「て、てめえ……リ……リ……メイ……」

「残念ね、ジェリコ。裏切られるのに慣れすぎるのも考えものよ。あとムサいのもね。それからわたしは強い方につくの。負け戦に参加する気は無いわ」リ・リ・メイは巨きよ大だいなダイヤのくくりつけられたネックレスに口づけをしてみせた。「ごちそうさま[image: 黒ハート]」

　ドサリ、と鈍にぶい音を立てて倒れるジェリコ。胸元をかきむしりながら目を剝むいてあえいだ。

「ジェリコッ！」チャオが涙を流しながらジェリコの元へと駆かけ寄より、その胸元にしがみついた。「ジェリコ！　ジェリコ！」

「ぐ、ぐああぁぁぁ……畜ちく生しよう……畜生……!!」

「ハッハッハ、ここは『最後の晩ばん餐さん』。食しよく卓たくには裏切り者が一人いる──知らなかったか？」プライコーは余よ裕ゆうのある笑い声を上げていた。

　仰あお向むけになってしばらくの間小刻みに震ふるえていたジェリコは、口から泡あわを吹いて目を閉じた。

「うぁぁぁぁ!!　ジェリコ!!」

　チャオの泣き叫ぶ声が辺りを埋うめ尽つくした。リ・リ・メイがチャオに歩み寄る。

「ひ、人殺し！　人殺しだ！」

「残念ながらそいつは人じゃ無いのよ。文字通り、ひとでなし」

「ジェリコは人でなしじゃない！」

　リ・リ・メイはフフ、と笑う。「その台詞せりふ、この男に聞かせてやったらなんて言うかしらね」

　チャオは彼女の首にかかっているダイヤのネックレスを見て、その手に嚙かみ付つこうとする。

「それはジェリコの宝物だぞ！　返せ！　返してよ！」

「まったく歯は癖ぐせの悪い子ね。わたしは一度もらったものを返すほどお人好しじゃないの。たとえ騙だましてもらったとしてもね。それにこの男だってあなたにあげたわけじゃないでしょ」

　リ・リ・メイは手を引っ込めてチャオを突き飛ばす。

　チャオは泣き叫びながらリ・リ・メイを睨にらみ付つけていた。

「ところでミスタープライコー、この子、わたしにいただけるかしら。こういうロリィなのが好きな腐くされマニアを何人か知ってるのよね」

「煮にるなり焼くなり打つなり売るなり好きにしたまえ。どのみちもうアンリも使い物にならん。あの女を使っての人売り稼か業ぎようも潮しお時どきだ」言って、プライコーは役員たちに向き直った。「諸君、これにて本日のショーは終わり。ご堪たん能のういただけただろうか」

「いや、実に愉ゆ快かいで滑こつ稽けいなショーだった!!」と役員たちが大笑いをする。

「白象も手に入ったし、莫ば迦か狼おおかみも片づいた。ヘロインの引き渡しも無事終了。残すはアンリの始末か──レチギュア、お前に任せておこう。死体はあの新聞記者と同じ場所に放り込んでおけ。それからマイヨールに連絡をして、あの男の息がかかった警察連中を呼べ。象の後片付けを抜かるな」

「もう既すでに呼んであります。ご心配なく」

「なら、問題は何も無い。ちょっとしたいざこざはあったが、準備はつつがなく完了というわけだ。明日のパレード、果たして白象抜きで行われるか──実に楽しみだな」

　声を上げて笑いながら、プライコーは去っていった。

　後に残ったのは、痛々しく泣き叫ぶチャオの声だけ。
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「放せッ、放してよ、この人殺し!!」

　ハートランドの裏エントランス、縄なわで縛しばられたチャオは暴れることも出来ずに泣き叫びながら罵ば声せいだけを放っていた。チャオは怒いかりの視線を、ジェリコを殺した女に向ける。

「わたしは絶対許さないから！」

　女はチャオの罵声を軽く受け流す。「はいはい、許さないのね、わかったわお嬢じようちゃん。その言葉、これからあなたが行く場所でたっぷり聞かせてあげなさい」

　本当の両親を殺され、ジェリコも殺され、その上この身はどこかに売りつけられてしまう。

　徹てつ底てい的てきに食い物にされている。チャオは悔くやしさで煮にえたぎっていた。散々悪事を働いているのに、誰だれもここの連中に罰ばつを与えず、それどころか弱者から多くのものを絞しぼり取とり、私腹を肥やして、何事も無かったかのように生きているいるなんて。

　親のいない自分が味わった孤こ独どくや惨みじめさや屈くつ辱じよくが、怒りとともに押し寄せて来た。

「大人になったら、絶対に仕返ししてやる!!」

　女は裏エントランス前に停まっているタクシーに合図を送り、ドアを開けさせる。

「運転手さん、この子をよしなにしてくれるかしら。わたしこれからデートなのよ。とある警察のお偉いさんとね。デートにお子様を連れてはいけないでしょう？」

「そりゃあごもっとも！」運転手は腹立たしいほど愉快そうに応えた。髪の長い運転手だ。

　女は「そういうことでよろしくね」とチャオを後部座席に放り込んで、財布からいくらかの金をバラまき、勢いよくドアを閉めた。女の胸元にあるダイヤのネックレスが揺ゆれる。

「ジェリコを返せ!!　返してよ!!」ナンバー『ＣｈｉａＲＥｘチエレツクス』のタクシーは、チャオの叫びを無視するように走り出す。「止めてってば!!」

　どうしようもなく悔くやしかった。ジェリコを殺されて、自分は売り飛ばされて。

　そんな必死なチャオの様子を、運転手はからかうような表情でチラリと見た。

「いやあお客さん。お金を払って依い頼らいをされたからには、仕事を全まつとうしないと。お金だけもらっちゃ詐さ欺ぎですからね。お金を返すつもりもありませんよ。気を悪くなさらず、タッハッハ」

「縄なわをほどいて!!」

　叫びながら、チャオは大声で泣いた。

　ドリンクホルダーに備えられたパルメザンチーズを飲むようにあおり、男は笑う。

「おやおやそんなに大きな声でなかれちゃ困りますねえ！」

　やがてチャオが泣き疲れて黙だまり出すと、運転手がバックミラー越しに視線を送ってきて、思い出したように言った。「──ま、どんなところでも住めば都。あの世だってきっとそんなに悪いところじゃないでしょ、行ったことはないですけどね」

　言うと男は悪びれた様子も無く「タッハッハ」と声を上げて笑った。

　チャオは鏡越しに男の顔をにらみつける。長い髪に真っ白な肌はだ。いけ好すかない顔だ。

「そーんなにおっかない顔を向けられちゃったら、僕も参っちゃいますねえ。ところで──お嬢じようさんジェリコとは知り合いなんですかい？」

　チャオは応える代わりに男を一層にらみつけた。運転手はそんなチャオの視線などものともしないと言った様子で更さらなる笑い顔を向ける。

「実は僕、ジェリコと因いん縁ねんがありましてね[image: 黒ハート]」
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「……トウアくん」

　マナは放心した様子でトウアが落ちた穴へと歩いて行く。

　地面と衝しよう突とつをしてバラバラになってしまった。彼を助けることが出来なかった。

　今まで何度もトウアに助けられたのに──自分はそれをしてあげることが出来なかった。

　涙さえ出ない。亡ぼう霊れいのようにマナは『ミダスの墓』へと向かう。墓に落ちて命を失うなんて。

　力ないまま歩き、墓に開いた穴へと向かう。トウアはもう砕くだけて辺りに散らばってしまった。だけど、彼の欠片かけらがあるかもしれない。それと分かる彼の欠片が。

　視界脇わきから人がやって来る──ケイだ。

「マナ、一体何が起きてるんだ？」

「……ケイさん、トウアくんが……」

　マナは目の前に見える『ミダスの墓』を指す。

「トウアくんが、あのお墓に……」

「あの墓にトウアがいるのか？」

　マナは頷うなずいてから、首を横に振った。確かにトウアはあの墓に落ちた。だけど、彼はあの墓にはいない。そこかしこに散らばっている石が、トウアの欠片かけらだ。

「なんだかよくわからないが、あの穴に行くぞ」

　マナはケイに手を引かれ、穴の方へと向かう。

　穴の脇わきには、アキラとメドゥーサの姿が見える。メドゥーサは穴の中を見下ろして唇くちびるを震ふるわせていた。

　彼女に近付いたら石にされてしまうかもしれない。アキラはやはり自分たちを騙だましていたのだろう──それさえもマナの頭には浮かばなかった。

　せめてトウアの欠片を──それを見つけた所で、何が出来るわけも無い。

　それでも、マナは歩いた。

　だが、穴の中にあったのは、トウアの欠片ではなかった。

「これは……」ケイが呟つぶやいた。

　マナは、息を飲む。

　石になったトウアが、そのままの姿でそこにいた。

　いや、石ではない──そこにあったのは、月明かりを浴びて、まばゆい光を放つ宝石。

　それは、明らかに金こん剛ごう石せき──ダイヤモンドだ。

　魔術は──石をダイヤに変える魔ま術じゆつは──成功したのか。

　唇を震わせて穴の中を眺ながめているメドゥーサの瞳ひとみから、ひと滴の涙がこぼれ落ちる。

　その涙の滴が、そっとトウアの体を濡ぬらした。

　刹せつ那な、トウアの姿が輝きを失い、徐じよ々じよに生身の肉体へと戻っていった。




　　　　◆◆◆




『ミダスの墓』の中にある白骨死体から目を放し、目の前の彼を見み詰つめて、アンリは唇を震わせた。彼はもう死んでいた。認めたくはなかった。

「僕がどこに行ってたか──」ロウは穴の中で朽くち果はてている死体を見下ろして言った。「あの世さ。あっちの世界に行っていた──正確に言えば、まだ死にきれなかったんだろうな。この地にしがみついてた。でも、キミが見つけてくれた。ありがとう」

　アンリはただ震えた。震えて、首を横に振っていた。

「でも……」

「でも、こうして僕はいる。今夜だけだ。死者がよみがえる鎮魂祭ワン・サツチーン、一夜限りの逢おう瀬せというわけだな。まるで『オリヒメ』と『ヒコボシ』だ。ロマンチックな話だろう？」

「う……う……」

「相変わらずだ」ロウは言う。「相変わらず泣き虫だな、キミは」

「……うるさい」アンリは笑って涙をぬぐった。

　昔と同じように自分をからかうロウの言葉──それを再びこうして聞くことが出来て、どうしようもなく嬉うれしい。ぬぐってもまだ溢あふれてくる。

　だが、その喜びは、かりそめのものだ。ロウはもうこの世にはいない。今日という日が終われば、彼はまた元いた場所に戻るのだろう──もう二度と会えない、彼ひ岸がんの向こうへと。

　言いたいことは山ほどあった。でも、何から言えば良いか分からない。

「わたし……わたし……沢たく山さん、子供たちを……」

「全部分かってる。僕はずっとこの場所からキミを見てたよ」ロウはアンリの頰ほおに流れる涙に触ふれる。「──アンリ、キミの瞳ひとみの秘密は、僕がプライコーに捕われたせいで彼に伝わってしまった。日々付けていた記録を見られたんだ。それがきっかけでキミに残ざん酷こくなことをさせる結果を招いた。本当に済まないと思う」

「ロウ……」

「沢山キミに言いたいことがある。でも時間が無い。一つ頼たのまれてほしい。良いかい」

　アンリは頷うなずく。ありがとう、とロウは笑いながら、白骨の腹の辺りに転がっていた小さな金属製のケースをアンリに手渡した。

「……この身が焼かれる前、このケースにマイクロカードを入れて飲み込んだんだ。このカードの中には、プライコーの悪行に関する情報が詰まっている。これをチェンライ・タイムズ社に持ち込んでくれ。出来ればすぐにでも持っていってもらいたい」

　わかったよ、とアンリは言った。「すぐに持って行く」

　ロウは「ありがとう」と笑った。

「最後に、キミに渡したいものがあるんだ」彼はもう一度白骨の腹の辺りを探り、何かを手に取った。金属の輪のようだ。「これも焼き殺される前、飲み込んで腹の中に隠かくしたんだけど──こっちはもうダメになってるみたいだな」ロウは言う。

「……こいつは、あの日渡そうと思っていた指輪さ」

　指輪の様子が、その灼しやく熱ねつの程を伝えている。石座の上にあった宝石は跡あと形かたも無い。ただ、プラチナのリングだけが燃え残っていた。

「覚えているかな、キミが『ビリオン・カラット』から怒おこって出て行った後、このアメジストの婚こん約やく指輪を買ったんだ。あの頃ころ、キミの誓ちかいに応こたえなかったのは、僕の見み栄えだ。格好良くプロポーズをしたかった。だって、結けつ婚こんを迫られて首を縦に振るなんて、絶対に情けないだろう？　やっぱり女の子は男から愛の誓いを受け、幸せになるべきだ。古い考えだとしてもね。僕はずっとキミを大切に思っていた」

　婚約指輪。そんなものを携たずさえていた日に、彼はそのアメジストが溶けてなくなるほどの熱で、焼き殺されたなんて。

「アンリ……僕はもう消える。永遠の愛を誓ちかう事は出来ないけれど──」

　ロウはアンリの左手を取り、彼女の瞳ひとみを見み詰つめて彼女の指にゆっくりと指輪をはめる。

「キミが他の誰だれかを見つけるまで、僕はキミを守る事をここに誓おう」

「い、いや……」

　永遠の別れを告げるような口ぶり──あるいは、その通りなのだ。彼の言葉で、目を逸そらしていた現実が、まるで幽ゆう霊れいのように再び姿を現す。

　ロウはもうこの世にはいない。それでも、抗あらがわずにはいられなかった。

　アンリは何度も何度も首を横に振る。

「……そんな誓いは聞きたくない……聞きたかったのは、そんな悲しい誓いじゃない！」

「アンリ」ロウはアンリを抱だきしめる。「今までつらい思いをさせて済まなかった」

　アンリはロウの胸の中で泣いた。

　鏡で自身の瞳を見詰め続ける時よりも、ずっと苦しい胸の痛みを感じながら。
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「トウアくん！」

　目を覚ますと、マナが突とつ然ぜん抱きついてきた。「よかった……よかった……」

　ここはどこだろうか──トウアは辺りを見回す。まだハートランドの中のようだ。

　一体自分は何をしていたのだろう。ナイフを刺さされそうになったところまでは覚えているが、そこから先は上う手まく思い出せない。事情が摑つかめなかったが、何かが起きていたことだけは間違いなさそうである。

「マナ、一体どうしたのかな」

「うっ、うっ……んぐっ……」

「泣いているね。ということは、まだ機き嫌げんが悪いのかな」

　マナはトウアの胸で泣きじゃくっているばかりだった。

　近くに、抱き合って涙しているひと組のカップルがいた。女は大声を上げて泣いている。男の体は、月明かりに照らされ、透すき通とおっていた。

「あれは──」トウアが呟つぶやくその目の前で、「がさり」と音がする。うつぶせの姿勢から立ち上がろうとしている傷だらけの若い警官が一人、そこにいた。震ふるえる手で警棒を握にぎりしめている。

「クソ……」若い警官はそう独ひとりごちながらカップルを睨にらみ付つけて、じりじりと二人に詰つめ寄よっていた。見るからに不ふ穏おんな雰ふん囲い気きを醸かもし出だしている背中だ。

　トウアはマナの肩を抱いて、「ちょっと待ってて」と囁ささやいて立ち上がり、警棒を手に構える警官の後ろに歩いて行って、足下に転がっている石を一つ手にする。

　カップルに襲おそいかかろうとする警官の頭に目がけて、トウアは石を落とした。

　警官は落ちてきた石の直ちよく撃げきを受けて、カハッ、と小さい声を上げた後、ガクリと顎あごを地面につけた。その手はだらりと力なく地に着いている。すっかり気絶をした様子だ。

「駄だ目めだよ」トウアはつぶやく。「あの人たちはたぶんお別れをしてるんだ。だから邪魔しちゃいけないんだと思う。僕にでもわかるよ」
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「トウア、大だい丈じよう夫ぶなのか」

　ケイはトウアに声をかけた。さっきまでダイヤのような輝かがやきを放っていたかと思ったら、涙の滴しずくを受けてトウアは生身に戻った。一体何がどうなっているのか──全く事情が摑つかめないが、とにかく状じよう況きようは落ち着きつつあるように思えた。

　見る限り、新聞記者のロウも、無事に目的を果たしたようだ。

「ねぇケイくん」トウアはロウを指さした。「あの男の人、ひょっとして──」

「ああ、幽霊ゴーストだ」常人には見えないはずだが、人の身ならぬトウアにも彼の姿が見えるらしい。

「ケイくんはあの男の人をどうにかするのかな」

　生ける者の魂たましいを切り、冥めい土どの世界へと送り込む死神──魂だけの存在だとしても、死神であるケイが何かをすることは出来る。だが──

「今日は鎮魂祭ワン・サツチーン、死者の霊れいが地上に戻る日だ。そのせいで降りてきたんだろう。あそこまで見事に具現化するやつは珍めずらしいが、それだけ強い念があったんだろうな。場合によってはこの世にへばりつく地じ縛ばく霊れいになるが、どうやらやり残した事も片付いたみたいだ。あいつはもうじき姿を消す。俺おれは用無しだ」

　ロウはこちらに視線を送る。

「キミたちには世話になったね──本当にありがとう」

　ケイは腕を組んだ姿勢のまま、軽く首を傾かしげて応こたえた。自分は何もやってはいないが、ひょっとしたらトウアとマナが礼を言われるようなことをしたのかもしれない。

　ほどなくしてロウは徐じよ々じよにその姿を消す。

　彼の姿が完全に消えるのを見届けた後、ケイは女の元へと歩いて行った。

「──無事に逝いったみたいだな」ケイは女の肩に手を置いて、言った。

　女は放心をした様子でケイに視線を送った。その瞳ひとみの焦しよう点てんは合っていない様子だ。

　足下の穴には、白骨と化した死体が一つ横たわっていた。

　ケイの視線が向かっている先を見てとった女は、小さな声で言った。

「……彼の亡なき骸がらです」

「そうか……」

　腰のバッグから女性の足のサイズほどのブロンドのポットを取り出したケイは、地面に開いた穴に入り、白骨に触ふれた。

　ケイが両手で印を組んで短い呪じゆを唱えると、白骨は塵ちりと化し、あたかも別れを告げるように女の周りを舞まって、ケイの手元のポットの中にさらさらと収まっていく。

　骨が納まり切ったところでケイはポットの蓋ふたを閉じ、それを女に手渡した。

「あんたが来るのをずっと待ってたんだ。どこか静かに眠ねむれるところに、きっちり弔とむらってやってくれ。ここは──死しに床どこにしては少し賑にぎやか過ぎるだろ」

　ケイからポットを受け取った女は、ポットをぼんやりと眺ながめた。

「……たったこれだけ……こんなに小さくなるんだね……」

　ポットを抱だきしめてその場にかがみ込み、やがて堰せきを切ったように慟どう哭こくした。

　辺りに響ひびく悲痛な泣き声。屈かがみ込こんで号泣している女の背中には、とても直視出来ないほどの悲しみが滲にじんでいた。

　ケイは帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶり、顔を背けた。

「──ねえ、めでたしめでたしなのかな、ケイくん」

「さあな、それは俺達が決めることじゃない。彼女が自分で決めることだ」

　遠くからパトカーのサイレンが鳴り響く。どうやら象騒そう動どうを聞きつけた警察連中がやってきたようだ。象の大群は相変わらず園内を練り歩いている。

　このままここにいたら、騒動の関係者として面めん倒どうに巻き込まれるのは確実だ。

　ケイは帽子を被り直し、車の方に視線をやった。

「少し離れたところに車がある。そいつで逃げるぞ。逃げ切れるかどうかは分からないけどな」

　女は涙をぬぐって、悲しげな笑顔を見せ、首を振った。「入り口はハートランドのＳＰと警察にとっくに包囲されてるよ。車じゃ逃げ切れない。捕つかまったらこの騒動の咎とがを押し付けられちゃう。わたしにはやることもあるから、ここで足止めを食らうわけにはいかないんだ。石にした子供たちもこの国から出してあげる必要があるしね」

「なら、どうするって──」

「世界が洪こう水ずいになった時、船に乗っていた人たちだけが助かったんだよ」女はもう一度涙を拭ぬぐって立ち上がり、船を指さした。「わたし、こう見えても船長さんなの」
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　王即そく位い三周年記念当日。中環区セントラルリオタウンは、パレードを心待ちにしている国民で賑にぎわっていた。大通りの周りには露ろ店てんが並び、呼び込みの声が飛び交う。中環公園セントラルパークにも、象をモチーフにしたボディペンティングをしたストリートダンサーや、国旗を身体からだに巻いたストリートミュージシャンが場を賑わしている。ジャズ風にアレンジされた国歌が愉ゆ快かいにスイングする。

　象のパレードを間近で見ようと、大通りは黒山の人だかり。足を止めた象が鼻を振る度に、ギャラリーが大きく沸わいて口笛が鳴なり響ひびく。

　そんな騒さわがしい街を見下ろすここエンパイアタワーの九十四階。リ・リ・メイはジンノの部屋から窓の外を眺ながめていた。

「いやー今回もよく働いてくれたよリ・リ・メイ。僕のチーズを踏ふみつけにしちゃったのはちょっといただけないけど、でも今度僕を踏みつけにしてくれるなら許しちゃうよ。あ、もちろんエナメルボンテージのガーターストッキング完全装備でお願いね」

「そうね。泣いて詫わびるほどに踏みつけてあげるわ、許さないけど」

「相変わらず毒々しいねえキミは。しかしそれにしても本当に良いのかい？」

　ジンノは一枚の紙をひらつかせた。リ・リ・メイの黒歴史、『もっと美少女人魚プリティメロウ』の権利証である。

「──良くないに決まってるでしょ」

「そりゃそうだ」タッハッハとジンノは笑う。「だけど、でもキミがこの紙切れを手放してまで僕に依い頼らいをするなんて、一体ぜんたい何事だい？　まったく、こりゃ雪が降るね──ああ、僕が今日降らせちゃうんだけどさ。ほら、国王の側近さんから言われているやつ」

　今回の任務は無事完了、ジンノからの要求には応こたえた。権利証を手に入れる権利はある。

　だが、どうしても一つやるべきことがあった。それをジンノに依頼するために、この身の黒歴史の権利証を放ほう棄きする必要があった。

　もちろん、『僕に依頼をするなら、キミとしてもそれなりのものを差し出さないとね』とジンノが言い渡してさえ来なければ、手放すつもりなど欠片かけらも無かったのだけれど。

　とはいえ、一度引き受けた仕事は完かん遂すいする主義。中ちゆう途と半はん端ぱに終わらせるつもりはなかった。

「──そんなことより、ちゃんと手て筈はずは整っているんでしょうね」

「バッチリだよ。ここからでも見えるかもね」

　部屋の望遠鏡でラジオビスタの屋上を眺める。確かにジンノの言う通り準備は万ばん端たんのようだ。

「ちなみにバッテリーは適当なのがなかったから、このビルの一階までケーブル引いて電源確保したんだよね。ああ大変だったなあ」

「あなたがいつもわたしにする無理難題の押しつけよりかはマシよ」

「タッハッハ。でも一体何をするつもりなんだい？　ま、どうせ内ない緒しよだろうね。それより正午丁度にこの辺りのビル屋上から雪を降らせるんだけど、一いつ緒しよにどう？」

「遠慮しておくわ。どうせあのポンコツ雪製造車スノウ・カーで雪をバラまくだけでしょ？」

　この南国のチェンライ王国ケラジヤンの気候では、地上に落ちるまでに溶とけてしまうに決まっている。茶番に付き合うつもりも時間もない。

「いやぁ、そんな不可能を可能にしちゃうのがこの僕、ジンノ・リョウイチなんだよねぇ。だってファンタジスタだし。キミも瞳ひとみハート型にしちゃう覚かく悟ごはしておいた方が良いよ、ホント」

　リ・リ・メイはジンノの虚きよ勢せいを鼻で笑い、時計を見る。

　時刻は午前十一時半。そろそろラジオビスタの屋上に移動するとしよう。
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「ほら、ついたぞ」

　栗くり色いろのボブカット髪の少女をズタボロのワンボックスに乗せたケイは、目的地であるラバット駅の前で車を止めた。昨日、ハートランドに置き去りにしたジンノの車だ。また車を壊こわしたり無くしたりでもしたらジンノに何を言われるか分かったものではない──そんな思いもあって、昨日船で逃げ出した後、園内の騒さわぎが一区切りした段階で、そそくさと車を回収したのだった。エンジンの調子は悪いが、辛かろうじてタイヤは回る。あれだけつつき回されてひっくり返された挙げ句、あちこちぶつけたにしては上出来だろう。

　目の前にあるラバットはチェンライ鉄道の南端駅で、ここから二十分も電車で進めば国境を越えた先の街、ブラーマ。三年前、列車事故が起きた場所だ。

　車から、しおれた顔をした少女が降りてきた。八歳くらいだろうが、その顔はずいぶんと整っている。あと十年もすれば目を見張るほどの美女になるだろう。だが、その表情は暗い。

「しかし──」ケイはちらりと少女を見る。「お前、ジンノとどういう関係なんだ？」

　少女はただ首を横に振った。聞いても応えが帰って来る気配はない。

　昨日の夜、車を回収した後に部屋に戻ってみると、タクシードライバーコスチュームのジンノが部屋をノックしてきて、『この少女を明日の正午発の特急列車、チェンライ・エクスプレスに乗せてやって欲しい』と依い頼らいをして来たのだった。あの男が一体何を企たくらんでいるのか皆かい目もく見当もつかないし、面めん倒どうな上に意味も分からない。だが、その仕事内容の割に報ほう酬しゆうが良かったので引き受けた。何だかんだ言ってもあの男に貸しを作っておいて損はない。

　ケイは車から小さなスーツケースを取り出して少女に渡した。ケースはジンノから手渡されたものだ。何が入っているのかは分からないが、ずいぶんと軽い。

「正午の列車に乗ってブラーマの駅で降りるんだ。その街に大きな施し設せつがある。名前はオー・ビー・ホーム。地図は──」ケイはポケットから一枚の紙を出して少女に渡した。「──駅からはそれほど離れていないみたいだな。そこにたどり着いたら院長の誰だれそれにウルフマン・Ｊの知り合いだと言うんだ、良いな？」

「……ウルフマン・Ｊ……」

「ああ、ウルフマン・Ｊだな。ジンノの話だと、そのウルフマンさんとやらはこの施し設せつに巨きよ額がくの寄付をしてるらしい。後うしろ盾だてはばっちりってわけだ」

「……ウルフマン」

「訳すと狼おおかみ男おとこ──ま、偽ぎ名めいだろうけどな」

　それを聞くと──

「……ジェリコ……うっ……うっ」

　少女は声を殺して泣いた。

「そんなに泣くなよ」ケイはしゃがんで少女の肩を叩たたき、その顔を覗のぞき込こむ。「何があったかは知らないが、新天地に行くときは胸を張って笑顔で旅立つものだ。そうすれば、そこがどんな場所でも良いところが見える、きっとな」

　少女は泣きながら頷うなずいた。

　構内放送が正午発の列車の出発が迫っていることを告げた。ケイは立ち上がる。

「おし、それじゃあもう行くんだ。そろそろ列車が出発する時間だぜ」

　少女はもう一度頷いて、スーツケースを手に駅のホームへと向かっていった。涙を拭ふきながら手を振る少女に、ケイも手を振った。利発そうな顔立ちだ。一体彼女に何が起きたのかはジンノからは聞かされていない。水玉模様の、フリルの付いた仕立ての良いワンピースは、どこかの令れい嬢じようがピクニックにでも出かける時にする格好のようで、実にまぶしかった。

　そんな姿にミスマッチな、古ぼけた無線機を首から大事そうにかけている。

　ケイは駅の売店に向かい、チェンライ・タイムズの朝刊を握にぎりしめてコインを売り子に渡す。新聞を手に駅を後にし、ワンボックスへと戻った。

　──ファー、ファー──

　発車を知らせる汽笛が鳴ると、ジンノの車に積んでいた音おん響きよう機材がその音を拾った。どうやら接続の悪いマイクがオンのままだったらしい。街の方々からさっきの汽笛の音が響ひびいている。

　ケイはため息をついて車へと駆かけ寄より、マイクをオフにする。思えばこの音響のせいで象に因いん縁ねんをつけられたのだ。辺りを見回して象がいないことを確認すると、ケイは人知れずホッと胸を撫なで下ろした。とは言え、この後すぐにこの車で象パレードの楽団を追い回して音を拾っては街に流す仕事をする必要があるので、まだ予断を許さないのだが。

　そう言えば、あのウェーブ髪の女から聞いた話では、ハートランドの地下ではヘロインの精製が組織ぐるみで行われているらしい。船で逃げ切ったものの、連中としてもこちらに対して何らかの手を打ってくるだろう。

　園内地下での麻ま薬やく精製──警察に通報したところで証しよう拠こもないし、なによりそんなトンデモな話を信じるとも思えない。それどころか、警察のお偉方も首を突っ込んでいるというのだから、話が大きすぎる。自分の手に余る事件だ。黙だまって見ているほか無いのか──ケイは己おのれの非力さに、帽ぼう子しを脱いで頭をかきむしった。

　だが、ひとまずはトウアもマナも無事脱だつ出しゆつを果たしたし、少女も無事列車に乗せた。誘ゆう拐かいされた白象も戻ってきていて、パレードもつつがなく行われている。恋人を失った女は──多分時間が解決してくれる。良くも悪くも人は思い出を忘れていくのだから。

　昨日の騒そう動どうがどんな風に世間に知れ渡っているのか。あるいは、昨日あの場所で騒さわぎがあったことさえもみ消されているのか。パレードが普ふ通つうに行われているところを見る限りでは、もみ消されているようにも思える。それだけ警察の上層部が絡からんでいたと言うことだろう。

　だが、新聞の一面に載のっている記事を見て、ケイは目を丸くし、笑い出した。

「アッハッハッハ！」

　新聞の一面を飾かざっていたのは、実に愉ゆ快かいな記事だった。
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「いやはや昨日はお疲れさん。今日はこんなピーカンキンキン晴れの中、ご足そく労ろう悪かったねえ」

　そのカメラマンが呼び出されたのは中環公園セントラルパーク付近に存在するビルの入り口だった。それなりに背の高いビルだが、隣となりに建っているのはこの辺りのランドマークであるエンパイアタワー。横に並んでいると幾いく分ぶん小さなビルに見えてしまう。

　彼の名前はシウ・シャイロック。フリーのカメラマンで、ジンノから依い頼らいを受けて先日の警察局長マイヨールの女性スキャンダルを写真に納めた男──

　なのだが、そのスキャンダル写真がチェンライ・タイムズの紙面を飾ることはなかった。女性スキャンダルよりも、もっと大きなスクープが報じられたためだ。

「昨日の件は僕の計算外だったよ。まさかあんな大きな魚が釣つれるとはね。何しろ地下での麻ま薬やく密造？　まったくびっくりしちゃったよ。バビッとキちゃった。しかしこれで殺されちゃった前警察局長も浮かばれると。あ、これ報ほう酬しゆうのお金ね」

「別にかまいませんよ。お金もこうしてもらえたことですし」

　シウは笑った。サングラスをしているためその目元は見えないが、シウの口元はしっかりと笑顔を作っていた。その口元には鋭するどく延のびる牙きば。吸きゆう血けつ鬼きの身体からだに太陽の光は禁物だ。今日は日焼け止めをたれるほど塗ぬってきた。

「代わりにといっては何だけど、これから面白いものを見せようと思うんだな」

「僕にですか？」

「キミにも、かな。実は国王の側近さんから依頼を受けていてね。雪を降らせようと思うんだ」

「雪？」シウは眉まゆを上げた。「どうしてまた」

「今日は王即位三十周年記念のパレードだろう？　その一大イベントの賑にぎやかしのためさ。なんでも神様の奇跡みたいな一発がほしいとかなんとか。ま、確かにこの常とこ夏なつで雪を降らせるなんて、世界広しと言えど神──じゃなくて僕くらいしか出来ないだろうね、エッヘン──とか何とか言いながら、実際は雪製造車スノウ・カーで雪をバラまくだけなんだけどさ。辺りの空をキンキンに冷やしてね──いやホント、この雪製造車も横転して公衆トイレに突っ込んじゃったりして、しかも隣となりが交番だったからこの車をレッカーで運んでるところをお巡まわりさんに見られちゃったんだけど、交番の方も大わらわだったから助かったよ。日ひ頃ごろの行いが良いせいだね。おや、もうこんな時間」時計は昼の十二時になろうとしていた。

「そろそろ行こう。キミには特等席で写真を撮とらせてあげよう」




　ビルの屋上には、あちこちをぶつけたような傷だらけの雪製造車がスタンバイをしていた。その車の後ろには、冷風を送り出す送風機。そのせいか屋上は身み震ぶるいするほどに寒い。

　ジンノは肩を抱だいて震ふるえた。「うーさぶさぶ。さすがに夏モードの意識だとこの気温はキくね。しかし良い感じに空気キンキンだ、うん、悪くないよ。早く始めちゃいたいところだけど、開始時刻は十二時きっかりだから、あともう少しだね。あーシウくん、カメラの準備はしておいた方が良いよ。あ、雪製造車が構えてるビルはあれと、あれと、あれと……ここをあわせて全部で五つ。それが中環公園セントラルパークの真上目がけて雪吹き出すから。カメラも公園真上を狙ねらってね」

　シウがカメラの準備をし終えた丁度その時、ジンノがカウントダウンを始めた。

「十、九、八、七……」

　ジンノは車のボディを撫なでてご満まん悦えつな表情を見せている。

「……五、四、三、二、一、ゴー!!」

　掛け声とともにジンノが雪製造車のコンソールにあるタッチパネルを押す。

「さあ類たぐい稀まれなる神の技、その目でとくとご覧あれ！　このチェンライ王国ケラジヤンの空一面に、奇き跡せきの雪を降らせましょう！　シウくん、神と奇跡のツーショット、バッチリフィルムに納めてくれたまえよ！」ジンノが満面の笑みで両手を上げ、シウに声を放つ。「奇跡の瞬しゆん間かん、カモン！」

　雪製造車は金属を擦こすり合わせたような音を放つ。

　シウは啞あ然ぜんとする。機械は踊おどるように上下に頭を振っている。雪が吹き出す気配はない。

「──あれ？」

　ジンノも首をかしげている。

『ガヒン！　ガヒン！』『ガヒンガヒン！』『ガガガヒンヒン！』『ガガガガ！』

　うーむ、とうなるジンノ。

　雪製造車は音を止めたかと思うと──

　次の瞬間、ものすごい勢いで辺りに水を噴ふき出だした。

『ダダス!!』『ダダス!!』『ダダダダス!!』『プシュー!!』

「これは──」シウは口を半開きにしたままつぶやいた。

「そう」ジンノは自信に満ちあふれた顔でシウの方を向き、両手を大きく広げた。「大失敗さ」

　シウは構えていたカメラを降ろし、相変わらず口を開けたままの顔で、空を見上げた。

「──確かに、雪を降らせるのは失敗したみたいですね」

　シウは口を開けたまま、何度も何度もシャッターを押した。

　その様子を見たジンノは、後ろの空を振り返る。

「──おや、こりゃ一体どういうことだ？」

　腕を組んで首を傾かしげるジンノの隣となりに鎮ちん座ざする雪製造車スノウ・カーは、相変わらずただの水道水を吹き出すばかりだったのだが──
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　パレードで賑にぎわう街の中心から大だい分ぶ離れたコナ区のモルソンタウン、アンリは広々とした墓地の片隅にある質素な墓の前にいた。辺りはパレードの喧けん噪そうなど欠片かけらも感じないほどに静まりかえっている。鳥の鳴く声が時折聞こえてくるくらいだ。

　墓石に新しく彫ほられた名前は朗アキラ・バーンスタイン。短命の家系のせいか、身よりは一人もいない。もう皆、この墓に眠ねむっている。彼の位牌は無事家族の元へと辿たどり着ついたわけだ。

　アンリは長い黙もく禱とうを捧ささげた。ロウに対して、そして子供たちに対して。瞳ひとみを合わせた彼等の顔はすべて覚えている。名前も知らない子供たち一人一人に祈いのりを捧げていった。そして最後にもう一度ロウに対して祈りを捧げた。二十七歳──命を失うには若過ぎる。バカみたいな正義感のせいだけれど、そんな所も含めて、彼を愛していた。今にして、はっきりとそう思う。

「……お陰かげで散々泣かされたけどね」

　アンリはそう呟つぶやいて、墓の前に一冊の新聞を添そえた。チェンライ・タイムズの朝刊だ。

　一面を大きく飾かざるのはプライコーとマイヨールのスクープ。紙面にはその悪行の数々が連ねられている。麻ま薬やくの精製、密輸、そしてそれを阻そ止しする者の殺害、警察局長を抱だき込こんでの大規模な組織的犯罪の事実の数々。

　大手各紙が王即そく位い記念パレードを一面に大きく載のせる中、そんな一大イベントを押しのけての告発記事。超一級のスクープを手にしたチェンライ・タイムズ社としては、他紙に先さき駆がけてそれを報じたいと思うのは当然だ。しかし今回の一件は、それ以上に一人の記者の弔とむらい合戦の意味もあった。ロウの戦果を自国の王の記事よりも優先するなど、胸のすく話だった。

　昨日の夜から今日の朝にかけて、総力を挙げて今日のための記事を起こしたらしい。

　新聞記者にとっては、これ以上無いくらいの最高の餞はなむけに違いない。

「だけど、あなたには勿もつ体たいない肩書きだよ──」アンリは新聞の一面の見出しを見て笑った。

　──敏エ腕イ記ブ者ルの記録ジヤーナル

　　　パパ・プライコー麻薬密売の真実──

「敏エ腕イ記ブ者ル、だってさ」




　これからどうしようか──やることは決まっていた。

　自分が石にした子供たち、そのうちの一人でも多くの子供たちを見つけ出そう。ロウが残してくれた情報の中には、児童売買ブローカーの情報も含まれていた。その情報を足がかりにすれば良い。それが自分の果たすべきつとめだ、そんな風に思っている。

　強がりだろうか、多分そうだろう。だけど、昨日一晩中泣いて、心が軽くなった。

　悲しみが全部奇き麗れいに洗い流せたわけではないけれど、それでも仮面は剝はがれた。前を向いて歩くことが出来そうだ。それに、自分には手て錠じようをかけられる前にやるべきことがある。犯した罪は涙と一いつ緒しよに流れはしないのだから。

「よし」意を決するように呟つぶやき、アンリが立ち上がると──

　別れを告げるように辺りに汽笛が響ひびいた。街中のスピーカーから漏もれ聞こえてくる音だった。

　笛の音を合図にするように、雲一つない塗ぬったように鮮あざやかな青空に──

　不思議な光が輝かがやいた。断続的に光る、美しい輝きだ。

　あの光は一体何なのだろう、そんな疑問さえ吹き飛ばすような美しさだった。

　きっとこの空の輝きは、ロウが天まで持っていった宝石の光だ──なんて考えるのは都合が良過ぎるかな、とアンリは笑う。

　でも、彼は『守る』と誓ちかってくれた。あの光は、その誓いの証あかしなのだろう──そう信じることが出来るような、鮮やかで、穏おだやかで、そして優しい光だった。

　アンリはそっと左手を空にかざす。その指には、昨日別れ際にロウから受けとった指輪。

「──我はここに集つどいたるすべての魂たましいに厳おごそかに誓わん。我は心より彼を助け、我が手に託たくされたる、彼と子供たちの幸せのために身を捧ささげんことを──」

　アンリは誓う──心からの、厳かな誓いを。

　どこまでも優しく輝くあの空の光を、永遠の愛を誓う指輪の宝石に見立てて。
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　列車の出発を知らせる汽笛が鳴る。チャオは座席に着いて外を眺ながめていた。

　気分はずいぶんと落ち込んでいた。これから自分はどうなるのだろう。列車が向かう先は、ブラーマの街にある施し設せつ。そこに寄付をする人物の名前はウルフマン・Ｊ──交番でジェリコが使っていた偽ぎ名めいだ。行く先には、ひょっとしたらジェリコを知る誰だれかがいるかもしれない。そう考えると彼がついていてくれるような気がした。

　でも、もう彼はいない。今度は本当の一人だ。心細くて涙が出てきた。

　──ファー、ファー──

　二度、長い汽笛が鳴り、列車が動き出す。不安しか感じない。この先に待っているものを考えると、怖こわくて仕方ない。

　その時──

　視界が色に染まり、未来が見えた。

　無線機の電池は切れているのに、何な故ぜ──チャオの頭に疑問が浮かぶ。

　見たことのない色だ。七色のどの色でもない、見たことのない色の未来だった。

　この色は一体──そう思っていると、視界に広がる未来の中に、光り輝かがやくものが見えた。

　顔を上げて現実の世界に戻ると、断続的に光を放っている空が目に飛び込んで来る。

　何だろう、とても奇き麗れいな輝きだ。チャオは顔を上げて光を眺ながめる。

　地面からの光を受け、空が輝いている。

　断続的な光──それは、サインだった。それが意味するものを見て、チャオは立ち上がった。

「まさか……」

　間違いない。あの輝く空に浮かぶ光のサインは、自分へのメッセージだ。

　列車の最さい後こう尾びのデッキへと、チャオは笑顔で走り出す。

　ピンク色の三角タイを、その手に握にぎり締しめて。
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「確かに昨日はあんたに助けられたわけで、まあちょっとくらいは見直してあげてもいいけど、でも約束は約束よ。ばっちりがっつり見せてもらおうじゃない、あんたの魔ま術じゆつを、今ここで」

　ホルステン区のマジョリーナ邸ていの庭。今日は王即そく位い三十周年パレードの日であると同時に、ベアトリに魔術を見せる約束の日でもある。

　マナは目の前に置いた小石をにらみつけていた。この石を宝石に化けさせてみせる──とはいえ、昨日はハートランドの件で一杯一杯で練習する時間など無かったし、そもそもベアトリとの勝負の話など忘れきっていた。

　昨日の件はニュースで見た。プライコーは逮たい捕ほされ、彼と結けつ託たくしていた警察も捕つかまった。これで三年前の事件に決着がついたとは思わないけれど、それでもいくらかの救いはあった、とマナは思っている。何より、この国が麻ま薬やくに犯されていくのを防ぐ事が出来たのは、きっと素直に喜んでいいはずだ。自分もその一助となったかと思うと、少しだけ誇ほこらしい気分になる。我ながら凄すごい事件に関係してしまった。あの時は必死だったけれど、今思うと空そら恐おそろしい。

　その代だい償しよう──と言うわけでもないのだけれど、先送りにしていた魔術の練習のつけが、今こうして目の前に横たわっている。

　眼下にある石に視線を送りながら、マナは自信無さげな様子で、

「……ダイヤにします」とベアトリに伝える。

「オーケー、魔術が失敗したら逆さ磔はりつけよ」

　マナは小石を睨にらみ付つける。「むむむ……」

「にらんだって時間稼かせいだって変わらないわ。ちゃっちゃとやってちょうだい」

　十、九、八、七……とベアトリが数え上げる中、トウアはマナに向かって言った。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。念ずれば通ず、って博士も言ってた。マナは立派な魔ま女じよだ」

　そんなトウアの言葉に力が湧わいてきた。マナは頷うなずいて、石をダイヤにする呪じゆ文もんを唱える。

「三、二、一、ゴー！」

「──我は求め訴うつたえる……この身に力を授けたまえ──マニ・マニ！」

　マナは声を張り上げて掌てのひらを石に向けた。

　声と同時に轟ごう音おんが鳴なり響ひびき、マナの両手から突とつ風ぷうが飛び出した。

「きゃあ！」

　ベアトリは数メートルほど吹き飛ばされたその先で、腰を地面につけた姿勢のままで拳こぶしをあげて怒ど鳴なり声を浴びせてきた。「ちょっと！　何すんのよ！」

　風を放ったマナもその勢いにあおられて尻しり餅もちをつく。

「ご、ごめんなさい、でも……」

　でも、掌から風が吹き出した。少なくとも何かは起きたのだ。きっと石もダイヤに──

　しかし、地面の石は石のままだった。

「あれだけ人を吹き飛ばしたのに、ダイヤになってないじゃない！　魔ま術じゆつ失敗ッ！　中環公園セントラルパークに行くわよ！」

　対するトウアは、口を開けて遠くを見ていた。視線の先にあるのは、東南の空。

「──僕は磔はりつけになんてならないよ」

「今いま更さら約束を破ろうっての!?　盗人ぬすつと猛たけ々だけしいったらありゃしない！」

「違うよ。僕たちは約束を守ったから、やる必要がないんだ」

「何よそれ！」と騒さわぐベアトリをよそに、トウアはマナに微かすかな笑顔を向ける。

「え？　だって……」

　目の前の石は、相も変わらずの灰色の石だ。手に取ってみても、容よう赦しやないほどに石だった。

「違うよ。それじゃない」トウアは首を横に振り、遠くの空を指さす。

　空に視線を送るマナ。自分の顔が一いつ瞬しゆんにして笑顔になるのが分かった。

　東南の空、中環公園の上空辺り。そこに栄えるのは──

「やった！　やったよトウアくん！」

　立ち上がって手に手を取り喜ぶ二人。

「空がどうしたってのよ！」

　ベアトリが後ろを振り向く。そこに映るものを見て、ベアトリは呟つぶやいた。

「──綺き麗れい……」

　トウアの手からは、ベアトリの魔術でつけられた黒い痣あざが消えていた。

　南の空には、どういうわけか地上からの断続的なライトアップを受け、美しく輝かがやいている光の粒たちが広がっている。下からの光は誰だれの仕業だろうか──

　分からないけれど、確かなことが一つ。

　マナの魔ま術じゆつは、あの空に届いたのだ。

　光の粒は、この常とこ夏なつのチェンライ王国ケラジヤンに唯ゆい一いつ降らせることが出来る細氷──

　それは、魔術の力で作られた、無二のダイヤモンドダスト。
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　──ファー、ファー──

　辺りに汽笛が鳴なり響ひびく。

　ラジオビスタの屋上から、北へと向かう列車が見える。正午発のチェンライ・エクスプレスが向かうのは、国境を越えた向こうにある街、ブラーマ。その列車が、乗るものにとって希望の列車になるのか、地じ獄ごくの列車になるのか、それは誰にもわからない。

　三年前の列車事故も同じように正午発の特急だった。

　頭上に広がるのは、かつて悪夢が起きた日を彷ほう彿ふつとさせるような、どこまでも青く澄すみ渡わたった空。だが、あの列車の向かう先で何が起こるとしても、悲観ばかりしていても何も始まりはしないだろう。

　後ろでガチャリと金属音が響く──かと思うと、冷たく固いものが頭の後ろに突き付けられた。銃じゆう口こうの肌はだ触ざわりだ。

「やれやれこんな見晴らしの良いところでのうのうとしてるなんて、『ぶっ放し上等』と叫び上げてるみたいじゃない」

　左目下の泣きぼくろ、青いチャイナドレス。声の主は、リ・リ・メイだ。

　銃じゆうを突き付けられた、白い帽ぼう子しにピンクのライダージャケットの狼おおかみ──ジェリコ・ギャロップは、「ヘッ」と小さく笑った。

「相変わらずおとなしくしねえ女だな。ちったあ淑しゆく女じよの振ふる舞まいを憶おぼえたらどうだ？」

「あんたの方は、昨日はずいぶんおとなしくしてたみたいじゃない。あのあと赤スカーフの警官にそのまま川に放り込まれたんでしょう？」

　言いながらリ・リ・メイは銃を下ろしてジェリコの隣となりに座った。

「そりゃ大人しくもするだろ。あそこで暴れたら猿さる芝しば居いがぶちこわしじゃねえか。さすがの俺おれもそこまで莫ば迦かじゃねえ」

　あの時、『最後の晩ばん餐さん』でリ・リ・メイが撃うったのはただの鉛弾だ。ジェリコは敢あえて体を突き抜けるように力を抜き、致ち命めい傷しようを負ったように見せかけた。

　銀の弾たまでなければ、狼おおかみ男おとこにダメージを与えることは出来ない。

　死んだ振りをしてチャオを救出する、そうリ・リ・メイと口裏を合わせていたのだった。

「昔のあんたはそれくらいバカだったけど」

「憶おぼえてねえよ、昔のことなんざ」

「そうね」リ・リ・メイは言う。「誰だれにでも忘れたいことくらいあるわよね」

　手厳しい女だ。確かに忘れたい過去がある。だが、今もこうして思い出す。あの時の血の臭においも、赤色に染まる風景も、悲痛な叫び声で埋め尽くされた音も──すべて手に取るように、ありありと。忘れる事が出来るなら、一刻も早く忘れ去りたい。

　三年前、強ごう盗とうをした後、チェンライ・エクスプレスで北に逃げた。プライコーの手引きだ。列車はそのプライコーの企たくらみにより脱だつ線せんの憂うき目めに遭あった。

　暴走した列車を止めようとした。倒れそうになる列車をジェリコが無理矢理立て直そうとした結果、列車はブラーマの街の大通りを駆かけ抜ぬけた。人で賑にぎわう、ブラーマの繁はん華か街がいを。

　列車が止まったのは、施し設せつのおかげだった。メインストリートをまっすぐ行った先にある、ブラーマの施設に突っ込む事で、列車はようやくその動きを止めた。

　中にいた子供たちの多くが犠ぎ牲せいになった。難を逃れた子供たちが自分に向けて石を投げ、化け物と罵ののしってきた。確かに自分は化け物だ。おそらく、そのまま列車を脱線させておけば被害はもっと少なかっただろう。自分がやったことは、ただ無関係の者を巻き込んだだけの悪行だ。

　あの子供たちの恨うらめしい眼まな差ざしから逃れたくて子供を避さけてきた。呪じゆ縛ばくから解放されるために金を稼かせいだ。稼いだ金を片かたっ端ぱしから寄付した。罪の意識だろうか。

　いや、自分はただ逃げていただけだ。その咎とがから、そして子供たちの眼差しから。

　結局俺自身がガキだったってわけだな、とジェリコは呟つぶやいた。

「それにしても、あんたにしては随ずい分ぶんと逃げの作戦だったじゃない？　殺されるフリだなんて」

「そうでもしなきゃ、あのガキが居座っちまうだろ」

「居座らせれば良かったのよ。それとも、子供を抱かかえてたら何も出来ないってわけ？」

　莫ば迦か言うな、そう言おうとしたが、少なくとも一因ではある。

「ま、その通りだ。ガキのおむつを替えながらあんな連中を向こうに回せるほど起用じゃねえ」

「あら」リ・リ・メイは言う。「意外にわきまえてるわね、自分の不器用さを。でも、あんたがそんなしおらしいこと言うなら勘かんぐってあげるわ。『俺の側にいたらあいつは賭と博ばくまみれの人でなしになっちまう。だから俺の手元に置かねえ方が良いのさ』──どう？」

「へっ、全然違えよ、莫迦」

「あら、素直じゃないのは可愛かわいくないわよ」

　リ・リ・メイの胸元には、オーバルブリリアントカットの巨きよ大だいダイヤのネックレスが輝かがやいている。昨日、チャオ救出の芝しば居いをうつために払った代価だ。安くはないが、そうでもしなければこの女は動かなかっただろう。あの状じよう況きようを一人で片付ける自信は、正直無かった。銀の弾たま二発で済んだのは軽症と見て良い。体は痛むが、命があるだけマシだ。

「そんなことより、ちゃんと準備万端なんだろうな」

　もちろんよ、とリ・リ・メイは脇わきの巨きよ大だいライトを指さした。

　巨大ダイヤと引き替えにしたのは、昨日の猿さる芝しば居いだけではない。チャオの安全の確保と、そしてもう一つ。この女に依い頼らいをしたのは、ラジオビスタの屋上ライトを設置し、正午にそのライトから光を放つこと。光を向ける先は、正午丁度に北へと向かうチェンライ・エクスプレス。

　やりたいことはただ一つ。遠くから見守ってやることくらいしか出来ないが、それでも餞せん別べつの一つくらいは贈おくってやることが出来る。まばゆい光を放つライトで、列車に向けてモールス信号を放てば、賢けん明めいなチャオなら気づくはずだ。

　そろそろ正午だ。ラジオビスタ屋上のライトは、時間が来れば自動的に光を発するギミックが仕掛けてあり、チェンライ・エクスプレスがステラ大通りを越える時、光が届くことになる。

「五、四、三、二、一……零!!」

　ジェリコの声を合図にするように、ラジオビスタから断続的に光が放たれる。

　だが、ライトが照らしたのは列車ではなかった。何者かに強くケーブルを引かれたかと思うと、ライトは景気の良い音を立ててガラリと屋上のコンクリートを転げた。

「おいおい、一体何だよ！」

　地上を見てみると、どうやらパレード近くを通る護送車がライトのケーブルに絡からまったようだ。今日の新聞で連中の悪行が報じられていたから、あるいはあの車には逮捕されたプライコーたちが乗せられているのかもしれない。

　ジェリコは舌打ちをしてライトに手を伸ばす。せっかくのサインが台無しだ。こんなところでもプライコーに邪じや魔まをされるなんて。

　しかし、そのライトの照らす先の空を見て、ジェリコは固まった。

　晴天の空が、ラジオビスタからのライトアップを受け、見事な光の粒つぶを輝かがやかせている。

　その光の粒の輝きは、紛まぎれもなくダイヤの輝きだった。まさに、空に広がる純正ダイヤのダイヤモンドダスト。断続的に光るその信号が、美しい輝きでサインを送っている。

　輝くダイヤが伝えるのは、チャオのコールサイン。チャオに向けたメッセージの証あかしだ。

　そして、それに続くモールス信号。

「──あんたにしては気が利いてるわね」

　ジェリコは大笑いをした。列車を照らすはずの光が、まさか空に輝くサインとなるなんて。

「カッハッハ！　ま、あいつにはダイヤのアクセなんてまだ早いってこった」

「何言ってるのよ」リ・リ・メイは少しだけ笑った。それはジェリコが見る、三年ぶりの笑顔だった。「ダイヤのアクセサリーなんかより、ずっとずっと素す敵てきじゃない」

　届いているだろうか──少しだけ思ったが、不安はなかった。何しろこれだけ大きなメインチャンネルを独どく占せんしているのだ。見逃す方が難しい。前を見てさえいれば絶対に目に入る。

「ねえ、あの信号、なんて伝えてるの？」

「まあ、ちっとしたままごとだ」

　確かにままごとだな、ジェリコは一人笑う。だが、無線愛好家ハムの彼女にとっては軽いサプライズにはなるだろう。少しとはいえ一緒になって金も稼かせいだし、ハートランドの『最後の晩ばん餐さん』での出来事は──まあ、チャオの力が役に立ったと認めてやってもいい。ちょっとくらいなら、あの悪ガキの遊びに付き合うのもやぶさかじゃない。

　でも、あの光の信号が伝えるメッセージは、あの悪ガキと俺おれだけの秘密だ。

　──Ｉ　俺はａｍ　お前のＮＯＴ　ダデイＹｏｕｒ　じやＤａｄｄｙねえぞ

　　　　Ｇｏｏｄ　元気Ｌｕｃｋ　でな　Ｍｙ　Ｂｕｄｄｙ相棒──




　誰だれひとり信じようとしない、チャオの予知の力。だが、少なくともここに一人、彼女を信じる者がいる──それだけは伝えておきたかった。何しろ、あいつは俺の相棒バデイなのだから。

　空に浮かぶ貴石を背に、もう一度、チェンライ・エクスプレスの汽笛が鳴る。

　新天地へと出港する小さな水兵に、良い航海を。

　そして列車の行く先、彼女の目の前に広がる世界が──

　どうか不ふ吉きつな七色ではなく、バラ色の未来であらんことを。


（了）
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あとがき




　最近はすっかりご無ぶ沙さ汰ただけれど、旅に出るのが好きだ。自分の属する場所を遠く離れた、言葉もろくに通じない非日常の地に立つ──その時の、『どこにも繫つながっていない感』は、何ものにも代え難い。

　道中、隣となりに仲間がいればなお良い。目にしたふざけた看板に突っ込みを入れて笑ったり、出くわしたボッタクリに腹を立てたり、電話が繫がらない土地ではぐれたり、その後思わぬ所で出くわしたり、見かけた可愛かわいい女の子にはしゃいだり……誰だれかが一いつ緒しよにいれば、そんな些さ細さいなことがいちいち楽しい思い出になる。大して美う味まくないはずの料理も、氷の入った温ぬるいビールも、不思議と素晴らしいものに思えてくる。そして何週間、何ヶ月、何年か時が流れた後になってから、言うのだ。「あの旅は良かったな」と。飽あきもせず、何度も振り返ったりして。

　旅先での長距離移動は列車に限る。窓の外に流れる車窓の風景が、外から流れ込んで来る臭においが、その高こう揚ようをさらに高めてくれる。遠くへ行けば行くほど自分の存在が希薄になっていくのが、鼓こ膜まくや皮ひ膚ふや角かく膜まくや舌から確かな感覚として伝わって来る。

『自分探し』なんてとんでもない。せっかくの異国の地、普ふ段だん顔を付き合わせている自分なんて野や暮ぼなものには引っ込んでおいてもらおう──どちらかと言うと、そんな感じだ。

　大おお袈げ裟さに言えば、多分、自分にとって物語を読むと言うのは、旅の代替行為だ。どこか遠くの、自分を希薄にする架か空くうの世界へのツアー。物語の門をくぐって列車に乗り、誰かと一緒に窓の外を眺ながめて無む駄だ話ばなしをし、終着点についたら──それで全すべて終わり。本を閉じて現実に戻る。

　本書は、旅立ちの物語だ。はたしてこの物語は、そんな風に誰かを運ぶ旅の列車になっているだろうか。窓からの風景か、乗り心地か、出発駅か、それとも目的地か、隣に座った一緒に旅する仲間か──どれか一つでも気に入っていただければ、これに勝る喜びはない。

　どうか良い旅でありますようにと、心から思う。




　担当編集の徳とく田だ様、吉よし岡おか様には、前巻に引き続き大変お世話になりました。逆方向に向かう特急に乗って迷子になってしまった感がありますが、どうにか終着点に辿たどり着つきました。お二方の列車の運転のお陰かげです。

　そんな列車に素す敵てきなイラストで燃料を注ぎ込んでいただいた桶おけ谷や様。どうもありがとうございます。僕自身、桶谷様のイラストをエネルギー源に、本書に挑いどんでいました。

　デザイナー様、校こう閲えつ様、本書に関わっていただいた方々、本当にありがとうございます。

　そして、本書を手に取っていただいた読者様には、心から感謝。

　良い旅をボン・ボヤージユ。


２０１２年５月27日　百ひやつ波ぱ秋あき丸まる
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百ひゃっ波ぱ秋あき丸まる

春は花見、夏は花火を楽しみにしていますが、近年どちらもご無沙汰気味です。今年の夏は友人たちと実家近くの港で釣りをしようと計画中。「釣れないねえ」なんて言いながらラジオ流してダラダラ無駄話するだけなんですけど、それがまたいちいち楽しかったり。
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桶おけ谷や 完かん

最近縁あって機械式懐中時計にはまっています。竜頭を巻いて心地よい音に耳を傾け、美しく動くムーブメントに目を奪われ、過ぎた時間の意外な長さに驚愕と後悔をします……。
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